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この報告書 は,日 本 自転車振興会か ら競輪収益の一部であ

る機械工業振 興 資金 の補助 を受けて昭和52年 度 に実施 した

「国際情報 ネ ットワークに関す る調査研究 」の一環 として と

りまとめたものであ ります。
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コン ピュ ー タ ー と通 信 の結 合 に よ って ,近 年 国 際 規 模の情 報 ネ ッ トワー クが著 し

い 進 展を み せ,特 に欧米 を 中心 に,各 種 ネ ッ トワー クの グローバ ル化 ,共 同開 発 さ ら

に は国 際 間 の情 報 流 通 が拡 大 の 一途 を た ど って お り ます。

我 国 に お い て も,社 会 経 済 の 国際化 に伴 ない,国 際 情報 ネ ッ ト ワー ク形 成 に対 す

る要 請 が高 ま る と共 に,省 資 源型 の 輸 出産業 と して の 期待 も大 きい ものが あ ります 。

この よ うな情勢 の 中で 当財 団 では,国 際情 報 ネ ッ トワー ク調 査 委員 会 を設 け ,需

要 ・技 術 ・制度 の 面 か ら,国 際 情報 ネ ッ トワー クの形 成 ・運 用 に関す る諸 問 題 およ

び環 境 整備 に つ い て2ケ 年 に わ た って調 査 を致 して参 りま した。 初年度 に おい て は ,

全般 的 問題 点 と現 状 調査 に主 眼 を お き,第2年 度 で は デ ー タベ ース ・サ ー ビスお よ

び ユーザ ー レベ ル ・プ ロ トコル等 具 体的 考 察 を行 な い提言 事項 に つい て も取 り まと

め ま した。

本書 は2ケ 年 の調 査 成果 を取 りま とめ た もので あ り ます が,関 係各 位 の ご参 考 に

なれ ば幸 で す。

最 後 に,本 調 査 に ご指導 ご協 力頂 い た猪 瀬委 員長 を は じめ委 員等 の 皆様 に,心 よ

り感 謝 の意 を表 し ます 。

昭和53年3月
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財団法人 日本情報処理開発協会
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第1部 国 際 情 報 ネ ソ トワー ク振 興 のた めに

1情 報 処理 国 際 化 の動 向

fi調 査 の 視 点

班 提 言:国 際情 報 ネ ッ トワー ク振 興 の た め に

1.情 報 資 源の 整備

2.技 術 的 問 題

IV付 随 す る 問 題

1.情 報 処理 サ ー ビス業 の 対 応
cr

2.デ ー タ ・ セ キ ュ リ テ ィ 問 題
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1情 報 処 理 国際 化 の 動 向

わ が国 に お け る コ ン ピュ ー タの利 用 高度 化 の ひ とつ の方 向 として,情 報処 理

の 国 際化 が あ る。 急 速 な経 済 成長 とと もに高 密 度 な社 会構 造 を もつ わが 国 で は,

海 外諸 国 に 比 して も,情 報 化 社 会 を形 成 し コ ン ピュ ー タの利 用 を 高度 に発展 さ

せ る素地 を 有 して い る。

産 業 界 で は,国 内業 務 を主 体 に進 展 して き た情 報 処理 に加 えて,海 外 市場 開

発 ・海 外 投 資,輸 出等 の海 外 活 動 に 関す る業 務 の コ ン ピュー タ適 用 お よび 海外

の 市場 情 報,技 術 情 報 等 の導入 利用 に対 しての ニ ー ズが顕 在 化 して きて い る。

学 術 研 究 の 分 野 に お いて は,従 来 か ら論 文 諸 等 を 通 じて研 究 者情 報 の 把握 が

行 われ て い るが,研 究 の 関連 領 域 の拡 張 に よ る論 文 数 の 増加,引 用 文 献数 の増

大,さ らに は研 究過 程 で発 生 す る学 術 情報 デ ー タの 重 要性 が増 した こ とな どか

ら,コ ン ピュー タが読 取 可 能 な媒体(例,磁 気 テ ー プ)に よ る国 際的 レベ ルに

お け る情 報 交換 が必 要 に な って きてい る。 既 に分 野 に よ って は,日 本 か らの学

術情 報 との 相互 交 換 を要 請 され,海 外 情 報 を入 手 す るた め に は,日 本 側 で デー

タを作 成 す る必 要 が あ る。

一 方
,情 報 処理 産 業 は海 外 市場 に対 して強 い 関心 を 有 して お り,既 に国 際的

な経 営 戦略 を取 りつ つ あ る。 わ が国 の情報 処 理 サ ー ビス業 は現 在 の と こ ろ,国

内 を対 象 と した活 動 に と ど ま って い るが,国 際 レ ベ ルで の ス ケ ール ・メ リ ッ ト

を追 求 す る と と もに,マ ル チ ・サー ビス ・ベ ンダ ー と して,ソ フ トウ ェア開発,

ター ンキ イ ・サ ー ビス,付 加 価値 通 信 サ ー ビス等 情 報 処理 サ ー ビス に 関連 して

多角 的 な営 業 を展 開 しよ うと して い る。 また,情 報 提 供 サー ビスの分 野 は,米

国等 に 比 べ て,産 業 と して の 形 態 が整 って な く,国 内 サ ー ビス体 制 の充 実 を

早 急 に整 備 す るよ うユ ー ザ の要望 が でて い る段 階 で は あ るが,経 済 統 計 情報,

株 価 情 報,等 の限 られ た分 野 に つ い て一 部海 外 へ の 提 供 サー ビスが 行 わ れ て い

る。

国 際機 関 や国 際 組 織 に おけ る合意 に よ るSITA,SWIFTな どの国 際 情 報 ネ ッ

1



トワー ク形 成 も,わ が 国 に と って情 報 処理 の国 際 化 を推 進 しな けれ ば な らな い

重 要 な インパ ク トで あ る。SITAは,航 空会 社 間 で の座 席 予約 デ ー タや メ ッセ

ー ジ交 換 を行 うもの で ,SWIFTは 銀 行 間 での 国 際 的 な決済,送 金 業 務 の た め

の メ ッ セー ジ交 換 を 行 うネ ッ トワー クで,同 様 な国 際情 報 ネ ッ トワー クが 貿 易

等 他 の分 野 に お いて も進 展 す る可 能 性 が あ る。

この よ うな情 報 処理 の国 際 化 へ の動 向 に対 処 して,わ が国 で は,国 際 電 信 電

話㈱ が 昭和54年 開 始 を 目途 にVENUS計 画 す な わ ち国 際公 衆 デ ー タ通 信 網 を

整備 して お り,国 内 向 に は,日 本 電 信 電 話 公社 が新 デ ー タ網 と して,デ ジ タル

デ ー タ網 の建 設 を進 め て い るo
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皿 調 査 の 視 点

情 報 処理 の国 際 化 に対 処 して,国 際 情 報 ネ ッ トワー ク需要 の顕 在 化 が 重 要 な

課題 に な って い る。 企業 を対 象 と した国 際情 報 ネ ッ トワー クの需 要 調 査 で は デ

ー タベ ー スの活 用 に期 待 して お り
,需 要 の顕 在 化 には デ ー タ ベ ース を整備 す る

ことが 緊要 で あ る との結 論 を 得 た。 内 外 の デ ー タベ ー スの現 状 を見 た と き,欧

米 の実 情 が わが 国 の あ り方 と して1つ の 指標 を示 す もの であ る と思 われ る。

ア メ リカに おけ る デ ー タベ ー ス は,サ ー ビス され て い る種類 が豊 富で,需 要

に応 じて 利用 の 容 易 な ソ フ トウ ェ アが,日 本 に比 して低価 格 で利 用 可能 に な っ

て い る。 と くに国 の統 計 デ ー タの公 開,デ ー タベ ー スの 製 作者,デ ー タベー ス

の流 通 者 で あ る ネ ッ トワー ク業 とい った役 割 分担 が確立 され て お り,そ れ が現

在 の デ ー タベ ー ス市場 を形 成 して い る もの とい え よ う。

欧 州 で は,建 設 中のEURONETの 主 な 目的 と して,各 国 が保 有す る デ ー タ ベ

ー スを 接続 し,加 盟国 の 間 で 自由 に利 用 し得 る ことを 可能 と して い る。 また,

フ ラン ス,西 ドイ ツ,両 国 で は政府 が 主導 して,国 内 の 種 々の情 報 セ ン ター を

有機 的 に接 続 し利 用 す るた め の プ ロ ジ ェク トを 推進 中で あ る。

わ が国 の デー タベ ー ス は,経 済情 報,企 業 信 用 情報,所 在 情報,科 学 技 術 情

報 等 の サ ー ビス が商 用 で 行 わ れ て い るが,提 供 情 報 の種 類 を豊 富 に す ると と も

に利用 内 容 に応 じた各 種 ソ フ トウェ アを低料 金 で サ ー ビスす る よ うユ ー ザの 要

望 が あ る。 また,学 術 情 報 につ い て は,文 部 省 特 別科 学 研 究 費 に よ り大 学 や研

究機 関等 に お いて 整 備 され て お り,わ が 国 の学 術 研 究 を進 展 させ るた めの 有 効

な デ ー タベ ース とな りつ つ あ る。 この よ うな状 況 の なか で,既 に統 計審 議 会,

科学 技 術 情報 懇 談 会,産 業 構造 審議 会 等 で情 報 の整 備 流 通 につ い て,具 体 的 な

提 言 が行 われ,一 部 施 策 と して取 り上 げ られ てい る。 デ ー タベ ース等 の情 報 は,

規 則 性 を も って あ る一 定形 式 に よ り蓄積整 備 され た もの が 価値 の あ る資 源 とな

る もの で,情 報 利 用 の 側 面 か らは,よ り多 くの 種類 の情 報 が整 備 され る こ とが

必 要 であ る。
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一 方
,国 際情 報 ネ ッ トワー クを実 現 す る ためめ 技 術 問 題 で は,コ ン ピュー タ・

ネ ッ トワー ク技 術,デ ー タベ ース ・マネ ジ メン ト ・シ ス テ ム(DBMS)技 術 を

主 検 討 課題 と して,異 機 種 コン ピュー タを ネ ッ トワー クを通 じて 相 互利 用 す る

場 合 の ネ ッ トワー ク ・ア ー キ テ クチ ャ と プ ロ ドコル,ネ ッ トワー ク上 での 分散

型 デ ー タベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン ト,衛 星 通信,パ ケ ッ ト無 線技 術,セ キ ュ リテ ィ

機 能,コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クの運 用 問 題 等 に つ き議 論 を行 った。 これ ら

の うち特 に 緊急 性 の 高 い問 題 と して,利 用者 に密接 した ユー ザ レベル ・フ㌔ ト

コル の機能 お よび 異 機 種 間 分 散 型 デ ー タベ ー ス ・マ ネ ジ メン ト機 能 に つ きや や

詳細 な検討 を行 った。

国 際情 報 ネ ッ ト1ワー ク の発 展 に は,純 技 術 的 問 題 よ りは政 策,法 制,国 際 間

の コンセ ン サス等 の 諸 要 素 が よ り困難 な問 題 点 を内 蔵 して・い る といわ れ るが,

そ の実 現 の基 本 的 条 件 で あ る経 済性,国 際標 準 化,運 用 管理,機 密 保持,ユ ー

ザ ニ ーズへ の対 応 等,す べて の 要 素 に技術 的裏 付 は必 要 不 可欠 で あ り,今 後 と

も,他 の諸 問題 の解 決 を 多少 な りと も援 助 す る重 要 要 素 と して現 存 の レベ ルを

越 え た更 に 新 しい技 術 の 導入 が 期 待 され る。

亀
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皿 提 言:国 際 情 報 ネ ッ トワー クの 振興 の ため に

●
1 情 報 資 源 の 整 備

◎

●

●
(1)情 報資源の開発

a国 家的資源,貿 易資源 としての情報資源を国策 として開発す るための体

制 を整備 する。

b政 府機 関お よび民間企業 に散在す る情報資源を整理 し,広 く誰もが利用

で きる公共的情報 資源を開発 する。

c民 間が整備 した公共性 の高い データ資源の有償買上げ等 によ り,民 間に

おけるデータの整備 を促進 し,重 複投 資を回避す る。

d政 府統計 データの磁気 テープ等 による提供 および利用 のための制度的検

討 を行 な う。

e以 上a～eの 機能 を効率的 に推進す るため,新 しい公的専門機関の新 設

を検討す る。

(2)情 報 資源 の 効 率 的 流通 機 構 の確 立

a政 府 統 計 デ ー タの磁 気 テ ー プに よ る民 間 へ の提 供(卸 売 機能)お よ び こ

の 小売 機能 と最 終 需 要 者 の 目的 に応 じ ソ フ トウ ェアの 開発 と加工 サ ー ビス を

行 う民 間専 業 者 の 育 成 を 計 る。

b散 在 す る情 報 資 源 を 有機 的 に連結 し,重 複 投 資を 回 避 す る た め ,事 業 体

間,企 業 間,国 際 間 で の協 力,補 完体 制 を 確立 す る。

c海 外 ニ ーズ に適 合 した情 報 の 提供 の た め,国 際 語 の採 用 に よ る デ ー タベ

ー スを 整備 し,情 報 資 源 の輸 出体 制 を確 立 す る。

dア ー タベ ー スの 開 発 流通 の促 進,リ ス クの 分 散等 の ため作 成 機 関(企 業)

と運 用機 関(企 業)の 役 割 分担 を行 い 分業 体 制 を解立 す る。
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(3)国 際データ通信網 等の整備

a国 際公衆 データ交換網 の導入 を促進す る。

b付 加価値通信機能 の導入を促進 する。

c情 報 資源を国際的規模 で効果的な流通を計 るなど新 しい問題に対応す る

ため通信 関係 の現行法規の再検討を行な う。

4

●

2技 術 的 問 題

(1)標 準 化 の 推 進

a国 際情 報 ネ ジ トワー クを振 興 す るた め,各 階 層 レベル に おけ る コン ピュ

ー タ ・ネ ッ トワー ク ・プ ロ トコルの 標準 化 を推 進 し,国 内標 準 も可能 な限 り

国 際案 に準 拠 させ る。

b各 種 プ ロ トコル お よび イン タ フ ェース は,フ ル セ ッ トの 標準 化 が要 求 さ

れ るが・ イン プ リメ ン ト、は夫 々の サ ブセ ・ ト化 に も標 準 思 想 が 必要 とな る・

cデ ー タベ ー ス等 ネ ッ トワー ク ・リソー スの 一 般 ユ ー ザ利 用 技術 の高 度 化

を 進 め る と共 に,統 一 的 ユ ーザ ・イン タ フ ェー ス の提示,高 位 ネ ッ トワー ク・

ア ク セ ス言語 の導 入 を計 る。

d各 社 の ネ ッ トワー ク ・ア ー キテ ク チ ャ ー間 の 互換 性 を実 現 す る。

(2)技 術 開 発 お よ び機 能 の拡 充.・

aネ ッ トワー ク制 御機 能 の フ ァー ム ウ ェア化 を 進 め る と共 に,機 能 分 散 型

の 特 殊 プ ・セ ッサ(マ イ ク ロプ ロセ ッサ 含む うの開 発 を 推進 す る。

bコ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クに おけ る機 密 保 護 機 能 の 充実 を計 る。

c分 散 リ ソー ス の統 合 技 術 を 開発 し,一 元 的 制 御機 能 の実 現 を 計 る。

d多 様 な情 報 形 態(音 声,画 像,デ ー タ)を カバ ーす る統 合 情 報通 信 シ ス

テ ムの実 現 と痴 そ れ に対 応 す る多様 な且 つ低 コス トの 端 末機 器 の 実 用化 を 推

進 す る。

e国 内 の デ ー タベ ー ス ・リソー スの輸 出を 計 るた め,限 定 文 法 に よ る 言語

■
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翻 訳 の 自動 化 を 推進 す る。

f衛 星 通 信 の よ り高度 な利 用技 術 を開発 推 進 す る と共 に,周 波数 割 当 な ど

環 境 条件 の 整 備 を 計 る。

g国 際 情 報 ネ ッ トワー ク シス テ ムの ネ ッ トワー ク管 理技 術 は,そ の広 域 性,

各 国 の事 情 の 違 い 等 に よ り複 数 の セ ンタ ー間 の ダ イナ ミックな交 信 技 術 が必

要 とな る。

楡

■
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IV付 随 す る 問 題

本 調査 委 員 会 で は,国 際 情 報 ネ ッ トワー クを 振興 す る問題 に つ1いて,需 要 ・

技 術,制 度 の分 野 か ら調 査 検 討 を 行 った が,こ の 課題 は,国 内情 報 処 理 の延 長

線 上 にあ る もの と,新 た に国 際 情 報 処理 と して解 決 しな けれ ば な らな い もの と

に分か れ る。 この た め検 討 を要 す る問 題 の範 囲が広 く,ま た,ア メ リカの ネ ッ

トワーク業 の 日本 進 出 とい った 政策 決 定段 階 にあ る問 題等 もあ って,関 連 は あ

るが 掘 り下 げ た論 議 が 及ば なか った もの も多 々あ り,今 後 の検 討 に まつ こと と

した。

残 され た 問題 と して は,1つ は 情報 処理 サ ー ビス業 に おけ る国 際化 の対 応 は,

国内 体 制の 充実 が緊 要 で あ り,国 内振 興 策 を抜 本 的 に講 ず る必要 が あ る とい う

点 が 指摘 され る。2つ に,デ ー タ ・セ キ ュ リテ ィ問 題 が あげ られ る。 現在 海 外

諸 国 で も またOEODな ど 国 際機 関 で もデ ー タ ・セキ ュ リテ ィ問題 を論 じられ,

既 に い くつ かの 国 々で は,プ ライバ シー法 を 制定 してい るが,最 近 の論 点 は,

情 報 資源 の 国外 流 出対 策 にあ り,わ が 国 と して も早 晩 この 問題 につ い て十 分検

討 す る必要 が あ る。

情報 処理 サー ビス業 が国 際 的 な活 動 を 希望 す るの は,営 業領 域 を 拡 げ,自 己

の ネ ッ トワー クに1台 で も多 くの 端 末機 を接 続 して コン ピュー タ リソー スの使
へ

用 率 を高 め 収入 増 を計 ろ う とす る もの で あ る。 一方,進 出の形 態 は,初 期 投 資

の採 算性 と い う こ とか ら有 力 な顧 客 にお け る海外 情 報 の処 理 を 契機 に したい と

考 えて い ると ころ が多 い 。

この ことは,顧 客 に と って も メ リッ トは大 き い。 国 際情報 の処 理 と な る とデ

ータ量 が 国 内 に比 して 少 く,ま た時差 があ の,緊 急性 が 低 い とい うこ と等 か ら,

自己 の専 用 シス テ ムを持 つ とい うよ り,フ ァ シ リテ ィの 共 同利 用 と共同 分担 に

よ る費用 低減 を計 る こ とが期 待 で き るか らで あ る。 しか しな が ら需 要 側 で は,

国際 情報 ネ ッ トワー クの 必 要性 を認 め な が ら も,具 体 的 な 需要 とな る と,開 始

時期,適 用業 務,デ ー タ量,経 費等 実 施計 画 と して固 った 内容 が 明 らか で ない

8
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ため,ネ ッ トワー ク計 画 を検 討 す るに は不 確定 要 素が 多 い と い う不 満 が あ る。

現 状 の と ころ,国 際 情報 ネ ッ トワー ク網 の建設 計 画 を公 け に有 して い る ところ

は,公 的機 関 で あ るVENUS計 画を 持 つ 国際電 信電話 ㈱ の み で あ る。

一 方 ,国 際情 報 ネ ッ トワー クで は,既 に ア メ リカの ネ ッ トワー ク業 者 が 日本

進 出を果 して お り,国 内 市場 に お い て競 合状 態 に あ る。 この よ うな 中 で国 内 オ

ン ライ ンサ ー ビス業 者 として も,国 内 市場 の確保 拡 張 とと もに海 外 進 出の計 画

を 推 進す る こ とに な る。 情報 処 理 産 業 は,コ ン ピュー タ ・ リソースを 時差 利 用

お よび通 信 回線 に よ る距 離 空 間 を超 え た サ ー ビス と い う ことか ら省 資源 型 で あ

り,知 識 集約 型 産業 の輸 出戦 略 上 か らも国策 として振 興 策 を講 じる必 要 が あ る。

1情 報 処 理 サ ー ビ ス 業 の 対 応

)

情報処理 の国際化に対 して,国 内環境 は,必 らず しも円滑に対応 で きるよ う

にはな っていな く,様 々な分野か らの基盤整備 の必要性が通感 され る。

特 に,国 内の オンライン情報処理 サー ビス業者育成 および経営基盤 の充実

を 計 る必要 が あ る。 情 報 処 理 サ ー ビス業 は,わ が 国 の コン ピュ ー タ利 用 の進 展

と と もに約20年 の歴 史 を 持 つ産 業 で,各 界 の情 報 処理 に多 大 な寄 与 を果 して

きて い るが,オ ン ライ ンサ ー ビス とな る と,開 始 され て以 来 日浅 く,さ らに,

国 際 的 な経 営 活 動 を国 際 的 な規 模 の情 報 ネ ッ トワー クを持 って展 開 す るに は,

資 金,設 備,営 業 お よび サ ー ビス体 制 等 経 営 あ全 て の面 に お い て,主 要 な競 争

相手 と 目され る ア メ リカ企 業 と比較 す るには,余 りにも その格 差 が 大 きい。 特

に,海 外進 出の 前 提 と して,国 内 の経 営 基 盤 の安 定 が重 要 で あ るが,現 状 は必

らず しも良好 では な く,総 売 上 高 に 占め る オ ン ライ ン ・サー ビスの 収入 あ るい

は投 下 資本 に対 す る営業 収 入 の比 率 は極 めて低 い。 この た め,営 業者 は 市場 拡

大 に よ る ス ケ ール ・メ リッ トを上 げ る こ とに努 力を注 いで い る。

9



2デLタ ・ セ キ ュ リ テ ィ 問 題

国 際情 報 ネ ッ トワークが形成 され データや情報 が 流通 す るようになるとともに ・国

や国 民 の デ ー タベ ー スが 国外 に流 出 す る問 題 が ク ・一 ズ ア ッ プしで きた。 コ ン

ピュ ー タ利 用 に おけ る個 人 デー タの保 護 を主 目的 と して,欧 州 主要 国,ア メ リ

カ等 で は既 に プ ライ バ シ ー法 を制 定 して,個 人 に 関す る デ ー タベ ースを 作 成 し

た場 合 に は,登 録 の 義 務 と作成 され た デー タにつ いて は 当該 個 人 が検 閲 し訂正

削除 等 を認 め た もの で あ る。

わが 国 で は,い くつ'かの地 方 自治 体 が 条 令 を も って い るが,国 レベル では 検

討 は行 われ た が法 制 定 まで に至 って いな い。

個人 デ ー タを コン ピュ ー タで 処理 す る業務 が 多 く,個 人が その 利 益 を供 受 す

る場 合 も あ るが,処 理 方法,出 力情 報 の 利 用 等 の 内容 が知 ら され てい な い,と

い う不安 が存 在 す る こ と も事 実 で あ る。 さ らに は,デ ー タの正 確性,デ ー タの

組 合 せ利 用 な どの 問題 もあ り,個 人 の プ ラ イバ シーを 侵 害 され た くない とい う

要 請 が 高 ま りつ つ あ る。

個 人 デ ー タの国 外 へ の流 出問 題 は,多 国 籍 企業 が当 該 国 以外 の 国 に,個 人 デ

ータを情報資源 として蓄積す ることについての是非 が欧州で論議 されたのが発

端 とな り,プ ラ イ バ シ ー 法 を も つ 国 々で は,同 法 に規 制 条 項 を盛 込 む方 向 で

あ り,既 に ス エ ーデ ン,フ,ラ ンスではζの方 向 を と ってい る。

一 方 ,デ ー タ利用 の 規 制 が強 ま る傾 向 に対 処 して,.プ ライバ シー法 の未 制 定

国,ま た は,規 制 の ゆ るい 国 にお い て情 報 の蓄 積 や処理 を行 お うとす る動 きが

生 じて きて い る。 、

OECD,EC等 の国 際機 関で は,現 在,国 境 を越 え るデ ー タの流 通 に つ い て,

国 際協 定 を 作 るた め の作 業 を始 め て お り,わ が 国政 府 と して もこの 動 向 に強 い

関心'を示 して い る。

国 際情 報 ネ ッ トワー クは,情 報 の国 際間 利 用 を 目的 と した もの で あ り・ ネ ッ

トワー クの利 用 に よ る教 育,研 究,新 技 術 開発,経 済 交 流 等 の便益 が,情 報 流

一10－
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通 の規 制 に よ り阻害 され るよ うにな るの は,好 しい ことで は な い。

コン ピュー タ利 用 が進 み,情 報 化社 会 を形 成 しつ つあ るわ が国 は,デ ータ ・セ

キ ュ リテ ィ問 題 につ い て,個 人 プ ライバ シーを 護 り,コ ン ピュー タ利 用 の 効果

を得 るよ う,広 い角 度 か らの検 討 が要 請 され る。
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第2部 付 録

1、 わ が 国 学 術 分 野 に お け る デ ー タ ベ ー ス(シ ス テ ム)の 開 発 ・整 備 に 関 す る研 究

状 況

2.わ が 国 の 主 な デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス

3.わ が 国 省 庁 の 相 互 利 用 可 能 な磁 気 テ ー プ記 録 リス ト

4.米 国 で 提 供 中 の デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス と主 要 ベ ン ダ ー

5.米 国 の 経 済 ・証 券 デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス 市 場

6.米 国 の 主 要 経 済 デ ー タ ベ ー ス ・ プ ロ ジ=一 サ

7.LockheedのDialogデ 一 夕 ベ ー ス一 覧

8.SDCのSearchデ ー タ ベ ー ス 一 覧

g.Telenet利 用 の デ 一 夕 ベ ・一一ース 一 覧

10.Euronetに 接 続 され る デ 一 夕 ベ ー ス 一 覧

11.国 際 間 デ ー タ 流 通 を め ぐ る問 題

亀
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1.国 際 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 の 意 義

1.1情 報 化 の 背 景

1.情 報 資 源 の 重 要 性

わが国の経 済は戦後4半 世紀にわたる工業化 の結果,国 民の生活水準は向上 し,

物資的 には何不 自由のない社会を築 き上げてきた。 資源に乏 しいわが国が今 日の社

会を築 くには,国 民 の勤勉 さと政府の適切 な政策に負 うところが大 であ る。

しかし,今 日の社会は資源の大量輸入,工 業製品の大量生産,大 量輸出,大 量消

費 とい う経済 パ ター ンで成 り立 って おり,こ の よ うなわが国の経済 パターンは世界

各国 並びにわが国 において次の問題点 を顕圧化 させ,わ が国 として重大 な局面 に立

たされた ともいえ る。

(1)国 際的摩擦

資源の乏 しいわが国が,国 民所得 自由世界第2位 とい う経済の発 展を して きた

が,そ れは重化 学工業化政策 によるもので,資 源の大量輸入,工 業製品の大 量輸

出とい う基盤 の上 で成立 し得 るものだ った・

しか し,地 球上 の資源は有限 であ り,石 油 シ ョックにみ られ るよ うに,資 源の

大量輸入 は次第 に困難 とな って きてい る。

また,工 業 製品 の大量輸出に して も,世 界各国 の産業の存立の問題 に まで深化

してお り,大 量輸 出も困難にな りつつある。 このよ うに資源の大量輸入,工 業製

品の大量 ・輸出 とい う従来型 の経済 パターンではわが国の産業は存立 し得 な くな り

つつある。

② 生活環境の悪化

重化学工 業化 政策 による経済発展は今 日のわが国の繁栄を築いて きたが,反 面

それは生活環境 の悪化を も引 き起 して きてい る。大量生産に伴 う大量の産業廃棄

物 は,国 土 の狭いわが国において公害 とな って 自然環境を汚染 しつつあ り,山 紫

水明を誇 りとしたわが国 の面影を損 いつつある。
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一 方 ,工 業化 に よ る都 市 へ の人 口集 中 は,過 疎 過密 現 象 と な って,都 市 におけ

る生 活 の質 の低 下 とな り,過 疎 地 にお い て は ます ます生 活 利便 の劣 悪 化 とな って

きて い る。 この よ うに世 界 の工 場 と化 した わが国 では,工 業生産は生活環 境 面 か らも

限 界 と な って きて い る。

(3)発 展 途上 国 の追 い上 げ

発 展 途 上 国 に おいて も,工 業 化 の兆 しは著 しい もの があ り・特 に工 業製 品 の う

ちで も低 付加 価 値 製品 は価 格 面 か ら先 進 国 の製 品 よ り競 争 力 を もつ に至 って い る。

従 が って,わ が 国 の産 業 も従 来 型 の産 業 よ り知識 集 約型 産 業 へ の転 換 を 迫 られ

てい る とい え よ う。

(4)社 会 資本 の立 遅 れ

わ が国 は重 化 学工 業化 政 策 に よ る高度 経 済 成長 に よ って,国 民 所得 は 自由世 界

第2位 の地位 を獲得 し,フ ・一 に おい て は先 進諸 国 に比肩 す る まで発 展 して きた

が,ス トックに おい て は発 展途 上 国 並 とい って もい い過 ぎ ない だ ろ う。 特 に,福

祉 社 会実 現 の た めの 社会 資本 の 充実 は立 遅 れ て お り,各 種 の情 報 シ ス テ ムの構 築

に よ り,そ の解 決 を図 る ことが 必要 で あ る。

■

1.2情 報 資 源 の 活 用

今 日のわが国は国際的摩擦,生 活環境の悪化,発 展途上国の追い上げ とい った問

題点 が顕在化 してきてお り,こ れ らの問題点を解決 しながら明 日のわが国を築いて

いかなければな らない。 そのためには,省 資源,脱 公害,高 付加価値産業への産業構

造の転換,都 市の人 口集 中に対応 す る生活環境 の整備 並びに福祉社会実現のための

社会 資本の充実が必要であろ う。

今 日までのわが国では,資 源保有国 よ り物的資源を輸入し,そ れに工業製 品 とし

て付加価値をつけ,輸 出す るとい う加工貿易型産業構 造であ った。 しかし発展途上

国 の追い上げの結果,付 加価値の低い製 品の加工 に頼 って いてはわが国 の産業は成

り立 ち得 な くなりつつあ る。

■

曹
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物的資源は今後 も継続 して重要視 されよ うが,今 後 は物的資源以上に情報 資源が

重要視 される時代 となろ う。 省資源,知 識集約型産業への産業構造の転換 には情報

資源 と情報 資源 を活用す る情報 システムの充実が必要 とされ る。また,情 報 資源 自

体,情 報 の価値 の高 ま りと ともに商品 としての性格を併せ もってお り,今 後 は有望

な輸 出商品となろ う。

亀
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2.情 報 資 源 確 保 の 意 義

資源 の乏 しい わ が国 が 他 国 に例 を見 な い経 済 成 長 を成 し遂 げ,今 日の 社会 を 築 い

て き たが,従 来型 の 資源 の大量 輸入,工 業 製 品 の大 量 輸 出 とい う経 済 パ タ ーンで は

今 後 の発 展は望 め な くな って きて い るこ とは 前述 した とお りで あ る。

従 が って,今 後 の わが 国 の発展 に は,知 識 集約 型 産 業 構造 へ の転 換 が重要 視 され

て お り,ま た期待 され て い る。 それ には,わ が国 の知 的 総 力 を結 集す るこ とに よ り,

保 有 し得 る新 しい 資源 で あ る情 報 資源 を確保 す る こ とが 最 重要 課題 とな るで あ ろ う。

ま た,石 油 シ ョ ック以 降,国 際経済 は世界 的規 模 で の取 引 の時 代 に入 って お り,

今後 の わが国 の発 展 を持 続 させ国 際社 会 で の発言 力 を得 るため には,何 らか の新 し

い取 引 力(バ ー ゲ ニング ・パ ワー)を もた なけ れ ば な らな い 。軍 備 力 のない わ が国

は高 度成 長以 来経 済 力 に頼 って きたが,国 際的摩 擦 が深 化 して きてい る今 日経 済 力

のみ に今後 も頼 り続 け るこ とは で きな くな って い る。

この よ うな状 況 にお いて,わ が国 が知 的 総力 を あ げ て広 範 囲 な デ ー タ資源 の 開発

に努 め,先 進国 に劣 らない情 報 資源 の 確保 が で きれ ば,こ れ こそ強 力 な取 引力 とな

るだ ろ う。

●

喝

わが 国 に おい て は,情 報価 値 はまだ 確 立 され て いな い が,こ れ は情 報 の受手 の レ

ベ ルに よ り情 報 の価 値 が左 右 され るた めで あ る。物 質 的 資 源 の場 合 に は殆 ん ど の も

のが購 入 す るこ とが可 能 で あ るが,情 報 資源 の場合 に は わが 国 と世 界 各国 とで ギブ

ア ン ド ・テ イクの体 制 が 確立 され,情 報 の相 互 利用 とな る傾 向 が強 ま るだ ろ う。

今 日,先 進 国 に お いて,情 報 処理 技 術 の進 歩 と と もに情 報 資源 の確 保 が急 が れて

い る。 この よ うな状 況 に おい て,わ が国 が手 を こまね い て い る と,外 資系 ベ ンダー

に よ って わが 国 の マ ー ケ ッ トが席 捲 され て しま うだ ろ う。 わ が 国の戦 略 デ ータを外

国 の デ ータ資源 に依 存 す るよ うな事 態 とな った場 合,わ が国 の 企業 ば か りで な く,

わ が 国 自体 の存 立 さえ も危 くな るだ ろ う。

知識 集約型 産 業 構 造 へ の 転換 は,情 報 資源 の確 保 と密 接 な 関係 が あ り,広 範囲 の

情報 資源 を確 保 す る必 要 が あ る。 そ の広 範囲 の 情報 資源 を加 工 す る こ とに よ り,よ

一16一
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り付加価値のある情報資源を確保す る ことも可能 となるだろ う。 これは情報 資源 自

体 を輸出商品 として位置 づけることに もつなが る。

◆

鯵

r

⑨

●
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3.情 報 シス テ ム化 の進 展 と情 報 産 業 の振興

3.1情 報 シ ス テ ム 化 の 進 展 ■

わが 国 で は こ こ数年 来,行 政,教 育,医 療,交 通,防 犯,防 災,環 境等 の情

報 シス テ ム化 が 計 画 され て きて お り,そ の うち医療,交 通等 一部 パ イ ロ ッ ト ・

シ ステ ムの 開発 が進 め られて い る。 これ らの情 報 シ ステ ムは,わ が 国 が今 日ま

で 先進 国 に 比 べ立 遅 れ て い る福 祉 社 会 の実 現,社 会 生活 の利 便 性 等 の ため 開 発

を進 めて い る もの で あ る。 また,各 企 業 で も合理 化,省 力化等 の ため情 報 シス

テ ムの開 発 を進 め て お り,企 業 内の シス テ ムか ら企 業 と企 業 との連結 シ ステ ム

即 ち,企 業 間 シ ス テ ムが 次 第 に普 及 しつ つ あ る。 さら に情 報 を重 視 す る企 業 は

全 世 界 に ネ ッ トワー クを構 築 して いる もの もあ る。

先 進諸 国 で は,既 に情 報 資源 が デ ー タ ベ ー ス化 され,情 報 ネ ッ トワー クの

構 築 とと もに そ の利 用 は 高 ま って い る。 特 に学 術,研 究 の ため には ヨー ロネ ッ

トに み られ るよ うに情報 資源 を各 国で 相互 利用 しつ つ あ る。

わが国 も今後,情 報 資源 の確 保,デ ー タベ ース技 術 の 確 立,情 報 ネ ッ ト ワー

クの構 築 が 必要 で あ り,ど の よ うに そ れ らを実 現 して い くかが 今後 の課 題 で あ

るo・

喝

3.2情 報 産 業 の 振 興

わ が国 の ソ フ ト技 術 は先 進国 に比べ,5～7年 の ギャ ップが あ るこ とは 周知

の とお りで あ り,具 体 的 に は デー タベ ース技術,情 報 ネ ッ トワー ク構 築 技術 等

の差 となって具現 化 して きている。 これ らの技 術格 差 を 埋 め るため には ソフ ト,ハ

ー ド開発 に莫 大 な 開発 資金 と多数 の情報 処 理 技術 者 並 びに 技術 修得 の ため の 多

数 の プ ロジ ェク トが必 要 で あ る。

また,情 報 処 理 業 界 内部 の課 題 と して,生 産 性,信 頼性 向上 の ため の高 度 化

{
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計画,自 動化計画,標 準化計画の実行が必要であ り,顧 客がより安心して業務を

受託 するためには業者側に安全性基準 にそった情報処理設備の充実が必要 となる。

今後のわが国の情報 資源の確保,知 識 集約型産業構造への転換を考 え ると情

報産業 の果 たす役割は大 きい。 しか しなが ら,産 業 として 日も浅 く,企 業体質

も脆 弱な情報産業 には今後 とも積極的な振興策が必要 であろう。情報産業の充

実によ り,わ が国の国 内ネ ットワークと国際ネ ッ トワークが対当に接続 され,

情報 資源の相互 利用並びに情報 資源の輸出が可能 となるか らである。

わが国の情報化 をめ ぐっては内外有力大手による市場争奪が始 まっており,

外 資の進 出はマーケ ッ ト ・サーベイの段階 よ り実行 の段階に入 ってきている。

これか らは情報立国をわが国の 目標 として,国 民の総意を結集 し,明 日のわが

国を築 く時 と考え られ る。

◎

噴
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皿 国際情報 ネ ッ トワークの構成要素

1.国 際 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク の 概 念

、

国 際情報 ネ ッ トワー クを構 築 す る ため に は い くつか の サ ブシ ス テ ムが完 成 さ

れて い なけ れば な らな い。 サ ブ シ ステ ムの 構成 を 図 皿 一1に 示 して い る。

一般 に国 際情 報 ネ ッ トワー クに お いて 流 れ る情報 は,端 末 ～ 端 末 間 の場 合 と

端末 ～ セ ンタの場 合 が考 え られ る。

Fセ ン・設備一 一 ー ネ。・・一・十 端 末斗

国璽 「一 一一

合

タ

ス

一

一

テ

ベ

タ

ス

一

一

テ

ベ

プアイル

講

図 皿 一1国 際 情 報 ネ ッ ト ワー ク の サ ブ シ ス テ ム の 構 成

端末 ～ 端末 間通 信 の場 合 には,単 な る デ ー タ伝送 の場 合 と メ ッセ ー ジ通 信 の

場 合 が考 え られ る。 メ ッセー ジ通 信 の場 合 に は ネ ッ トワー ク内部 で 情 報 が加 工

し直 され る ケー スが あ る。

端 末 ～ セ ン タ間の 通 信 で は,単 な る コ ン ピュー タ ・パ ワ ーの 共有,デ ー タ処

●
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理 など の場 合 とデ ー タベ ース ・ア クセスの 場合 が あ る。

特 に,本 委員 会 では デ ー タベ ー ス ・ア クセスの場 合 に力点 を お くこ と とす る。

す なわ ち,国 際情 報 ネ ッ トワー クの位 置 ず けを 電話 ネ ッ トワー ク,コ ン ピ ュー

タ ・ネ ッ トワーク との 関連 に お いて 次 のよ うに位 置 ず け る こと とす る。

。電 話 ネ ッ トワーク 資源 共 用

(交 換 機 など)

。コン ピュー タ ・ 資源共 用

ネ ッ トワー ク(ラ イ ブ ラ リ)

。国 際情報 ネットワーク 資 源共 用

(デ ー タベ ース)

特 に電 気通 信 ネ ッ トワー クは全 て の ネ ッ トワー クの基 盤 と して位 置 ず け,他

の ネ ッ トワー クの付 加 価 値 化 に寄 与 す る先導 的 ネ ッ トワー ク と して位 置 ず け る

こ とが で き る。

一 方 ,通 信 産業,情 報 処理 産 業 の国 際戦 略 か ら捕 え た国 際情 報 ネ ッ トワー ク

で は,国 際的 な ネ ッ トワー ク形 成 へ の参 画 と国 際 的 な知識,情 報 の ギ ャ ップの

回避 を考 え る必要 が あ る。

した が って,こ こで と りあげ る国 際情 報 ネ ッ トワー ク と して は主 と して デ ー

タベ ース サ ー ビス,あ る い は オ ン ライン情報 提供 サ ー ビス の ため の ネ ッ トワー

ク と限 定 して考 え てい くこ と とす る。

ここで,デ ー タベ ー スの定 義 で あ るが,本 委 員会 で は"複 数 の業 務 に関連 す

るデ ー タを整 理 ・統 合 して機 械 処 理 が 可能 な形 態 で1つ の 集合 体 に した もの"

を 指 す もの とす る。 また,デ ー タベ ース ・マ ネジ メ ン ト ・シス テ ム(DBMS)に

つ い て は,デ ー タベ ース の作 成,検 索 ,維 持 更新,機 密保 護,リ カバ リ等 を可

能 とす る ソ フ トウ ェアを 意 味 す る もの とす る。

また,デ ー タバ ンクに つ い て の解 釈 も統 一 され てい な いが,デ ー タバ ン クと

は情報提供経 営機関を指 し,デ ータバンク業務を情報源 としての業務,す なわち,情 報

を収集 し,選 択,整 理,統 合,編 さん,更 新等を行な う業務 であると定義 してお く。
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2.構 成 要 素 と機 能 分 担

国際 情報 ネ ッ トワー クの構 成 要 素を表 皿 一1の よ うに と りまとめ る こと とす

る。当 然,デ ー タベ ー ス と して,値 入 また は集 団 が 限定 して 使用 す る もの もあ

れば,公 衆 に 公 開 され るもの も あ る。 この分 類 か らい けば学 術 情 報 に み られ る

よ うに

・PRF(PrivateResearcherFile)

・UDI」(UserDataFile)一

・CDL(Cent・ ・D・t・Fil・)1

表 皿 一1国 際情 報 ネ ッ トワー クの 構成 要 素`

1情 報 資 源 動 向 調 査1

1

1情 報 資 源 の 課 題 設 定1
1

情 報 資 源 収 剰
1

悟 報 資 源 評 価1
1

1デ ー タ ベ ー ス 作 成1
1

1検 索 セ ン 殺 備(一 ー ド)1
1

1検 索 セ ン ・設 備(・ フ ト)1
1

ア ク セ ス プ ・ ト ・ ・レ1

1

ネ ッ ト ワ ー ク

1

1ネ … 一 ・付 加 機司
1

1案 内 シ ス テ
ム

1

1端 末 装 置1
1

利 用 者
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の分 類 も可能 で あ るが,こ ＼で は単 な る デ ータベ ー ス と して整理 してお く。

この 構 成要 素の 中で は"誰 が 提供 す るのか"と い う点 が重 要 で あ り,"ど の

よ うな形 態 で 提 供 され る の か"と い う点 は あ ま り意識 され ない。 す なわ ち,

デー タベ ー ス ・セ ン タが 共用 セ ン タか,専 用 セ ン タか,で あ るとか,ネ ッ トワ ー

クが専 用 線 か,DDX網 かで あ る ことよ りは情報 提供機 関が ど こで あ り,デ ー

タベ ー スを最 新 の状態 に編 集 す る機 関 が 誰 か,さ らに利 用者 が 検 索 しや す い よ

うに,希 望 す る形 態 で情 報 を 入手 す る ための ア ク セス方法 を 誰が提 供 す るのか

が問 題 で あ る。

(1)情 報 資源 動 向 調査

先 ず,利 用 者 が ど の よ うな情 報 を 希望 して い る のか,国 家 資源 と して どの

よ うな情 報 を 有す るべ きか,貿 易 資 源 と して ど の よ うな情 報 が必 要 な のか 等

につ い て動 向 調 査 をす る機 関 が必 要 で あ る。

この た め に は,デ ー タベ ースの利 用 者 の要 望 を きめ細 か く調 査 す る こ とが

先 ず 必要 で常 時,海 外 の デ ー タベ ース作 成状 況 を把握 す る機 関 を設立 すべ き

で あ ろ う。

(2)情 報 資源 課 題 の設定

情報 資源 は実験 に よ り,観 測 に よ り,調 査 に よ り得 られ る もの で包 括 す る

範 囲 は 極 め て広 い もの で あ る。

一般 に広 汎 な利 用性 の あ るもの が真 の情 報 資源 で あ り
,量 的 に増 大 して い

くもの であ る。 この 意 味 か ら我 国 で も情報 資源 は す でに 存 在 して い る はず で

あ り,公 開 され てい な い だ けで あ る。 作成 者 で な い利用 集団 の 存 在が忘 れ ら

れ てい る と もい え よ う。

し たが って,こ の 意味 か ら,先 ず ど こに どの よ うな情 報 資源 が存 在 し,そ

の 形 式 が 活字 で あ るのか,MTで あ るのか,さ らに活 字 で あれば,そ れを

MT化 す る こと の意 義 が あ るのか な どを利 用者 の立場 か ら検 討 す る機 関が ぜ

ひ 必要 で あ る。
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(3)情 報 資源 の収 集

情 報 資 源 と して の課 題 が定 まれ ば,次 に それ を収集 す る必要 が あ る。実験 ・

観測 ・調査 等 に よ って収 集 した もの は,文 字 ・画像 ・音 声,・数値 な ど種 々の

形 態 が 存在 す る もの と思 われ る。 この作 業 は膨 大 な もの で あ り,国 家機 関 の

指導 に よ って,国 家 レベル で 推進 され る必要 があ る。

(4)情 報 資源 評価

収 集 され た情報 資源 につ い て,デ ー タ ベー ス に展 開 す るため の 評価 が必 要

に な る。 あ る場 合 には圧 縮 し,あ る場 合 に は補 足 も必 要 で あ る。 特 に,分 野

の異 なる情報 資源 で あ って もそ の ア ク セス方法,索 引 など はぜ ひ 共通化 して

お く必要 が あ る。

㈲ デ ー タベ ース作成

展 開 され た情報 資源 を フ ァ イル 化 す る必 要 が あ る。 これ が デー タベ ース と

な る。 当然,展 開 され た情報 資源 を さらに分 類 し,整 理,統 合 して成果 と な

って 出版 され る こ とも あ る。 これ は 次の 情報 資源 開発 の ため の 資料 とな る も

の で あ る。

いず れ に して も,こ の 分野 で は 情報 資源 とい う一 次情 報 を,デ ー タベ ース

とい う二 次情 報 へ と移 され る分 野 で あ り,国 家 機 関 の手 を離 れ て,民 間機 関

の手 に移 され る段 階 ともい え る。 デー タベ ー ス作成 のみ を担 当 す る民 間機 関

が経 営 と して存続 す るこ とは,そ の必 要 とす る経 費 か らみ て困 難 と考 え られ

る ため,こ の 分野 の民 間機 関 に対 して は,国 家機 関 は技術 指導 と共 に 資金 的

援 助 が必 要 で あ ろ う。

⑥ セ ン タ設備(ハ ー ドウ エア)

情報 を検 索 す るため の セ ンタ設備 は,共 用 シ ステ ムと専 用 シ ス テ ムが考 え

られ る。 これ らは いず れ に して も情 報処 理 サ ー ビス業 に よ って 提供 され る も

の で あ り,長 期 的 にみ れ ば専 用 デ ー タベ ース ・セ ン タの存 在 が 考 え られ よ う。

超 大 容量 記憶 装 置(MSS)の 開発 も進 め られ てお り,今 後 そ の導 入 が促 進

され よ う。
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(7)セ ン タ設 備(ソ フ トウエ ア)

検 索 プ ログ ラムを支 配 下 に もつOSの 開発 は ,す で に情報 処 理 系 や ソ フ ト

ウエア系 の 間 で進 め られ て い る。検 索 用 プ ログ ラムに つい て も
,IBM社 の

STAIRS(StorageandInformationRetrievalSystem)電 電 公社 の

DEIMSな どが あ る。

しか し,セ ンタの ソ フ トウエ ア として ,単 に 利 用者 の欲 す るデ ー タベ ース

を探 し 出 し,そ れを 出力 させ るだ けで な く,真 に利 用者 の欲 す る形 態 で
,様

式 で,分 量 で,言 語 で 出力 させ るた め には デ ー タベ ース加工 技 術 が 必要 であ

るo

(8)ア ク セス ・プ ロ トコル

ア一夕ベース に ア ク セスす るため の プ ロ トコル の標準 化 が 必要 に な る
。 現在

す で に存 在 し てい る デー タベ ー ス ・サ ー ビス に おい て用 い られ て い るア ク セ

ス方 法 は 各 々に異 な って い るの で
,利 用者 か らみて,デ ー タベ ース の大 衆 化

が はか られ て い く度 に異 な る プ ロ トコ ルを覚 え る必要 が あ る
。国 が 中心 とな

って早 期 に その標 準 化 を はか って い く必要 が あ る
。

(9)ネ ッ トワー ク

ネ ッ トワー ク として は専 用線(特 定 通 信 回線)が 用 い られ て い る ケ ースが

多 い。 今 後 は 簡易 な 端末 が接 続 され,か つ ど こか らで も接続 が 可 能 な電 話網'

も用 い られ る こ とに な ろ う。

しか し,デ ー タ交換 網 が整 備 され れば,信 頼 性 ,品 質,サ ー ビス機 能 の 面

か ら デー タベ ー ス ・ネ ッ トワー ク と して存 在 す る こ とに な る もの と思 わ れ る
。

⑩ サ ー ビス機 能

ネ ッ トワー クが 単 な る トランス ペ アレ ン トな線 でな く
,蓄 積 交 換機 能 で実

現 されれ ば 付 加 サ ー ビスが 期待 され る。

速 度変 換,符 号 変換 など の他 に プ ・ トコル変 換 ,手 順 変 換 などが 実現 され,

網 機能 と して経 済性 が立 証 で きれ ば大 い に利用 され るこ と に なろ う
。
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⑪ 案 内 シス テ ム

ネ ッ トワークの付 加機 能 と して,特 に通信 事 業 者 の役 割 と して,デ ー タベ

ース の案 内 シス テ ムが実 現 され る必要 が あ ろ う。 単 に どの デ ー タベ ー スが ど

こに あ る とい う案 内の み な らず,ア ク セス方法,料 金,そ の 他 の案 内 まで が

考 え られ る。

(9)～d1)に つ いて の整 備 は通 信業 者 の 責任 で あ ろ う。

ct2)端 末 装置

情 報 を交換 す る ため,あ る いは情 報 を収 集 す るた めの 端末 装 置 と して,経

済 的 で かつ 操作 性 の 良 い 端末 の開発 が望 まれ る。

特 に我 国の場 合 には,カ タ カナや漢 字 の 出力端 末 が利 用者 の希 望 で あ りそ

の経 済 的 な実現 が 期待 され て い る。

また,既 存 の 端末,例 えば 電 話 機 やTV受 像 機,フ ァ クシ ミ リ端末 を デ ー

タベ ース ・サ ー ビス を うけ る端末 として 利用 す るた めの ア ダ プタの 開発 も必

要 で あ る。 さ らに,こ れ らを 組 み 合 せ た複合 端末 として利 用 し,ソ フ トコ ピ

ーの 中か ら真 に必 要 な部 分 の み を ハ ー ドコピー化 す る機 能 も検 討 す る必 要 が

あ る。

㈹ 利用 者

利 用者 が デ ー タベ ース ・サ ー ビスの原 点 に あ り,利 用者 の 声 が製 造 会 社,

通信 業者,情 報提 供 業者,国 家 機 関 に反 映 され なけ れば な らない。 そ の ため

には利 用者 は相互 の連 絡 を 密 に して,利 用 者 団体 を設立 しその 声 を 関係 団 体

に フィ ー ド ・バ ック させ る必要 が あ る。

命

吟

◆
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3.構 成 要 素 と 提 供 形 態

国 際情 報 ネ ッ トワー ク ・サ ー ビスの 提供形 態 に つ いて考 察 してみ ることとす る。

特 に デ ー タベ ース ・サ ー ビス につ い ては民 間,公 社,関 係 省庁 間の相互 理解 と

協 力 が不 可欠 と思 わ れ るが,国 際 化 時代 を迎 え た今 日 日本 に お け るデータベース ・

サ ー ビス の基 盤 が 脆 弱 で あ るこ とに対 して,問 題 意 識 が 強 ま りつsあ る。

従 って,日 本 の 情報 産 業 振 興 の一環 と して デ ー タベ ース ・サ ー ビスに関 し,

民 間,公 社,大 学,各 種 協 会 ・団体,関 係 省庁 の各 々の業 務 の範 囲,役 割 ・分

担 につ い て現 状 に 即 した方 向 を 指向 す る必 要 が あ る と考 え る。

まず,デ ー タベ ース サ ー ビス に関 す る業 務 の とり う る形 態 は 次の よ うに 分類

で き よ う。

(1)デ ー タベ ース作 成 まで の作 業 に は国 家機 関 が 中心 とな って強 力 に 推進 す

べ きで あ る。各 省庁 間 の 関係 を取 ま とめ,例 えば 情 報 資源 開発 庁 とい うもの

を設 立 し,情 報 資源 の 洗 い 出 し,評 価 までに 力 を注 ぐ必要 が あ る。

具 体 的 なデ ー タベ ース作 成 機 関 につ い ては 国家 機 関 の援 助 に よ り民 間機 関

が これ を担 当 す る こ とが 可 能 であ る。

② デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス に対 す る設備提 供 に つ いて は す で に民 間,公 社

など情 報 処理 サ ー ビス業 が 提供 して い ると ころで あ る。 公 社 の例 では生 鮮 食

料 品情 報 シ ス テ ムや 自動 車検 査 登録 シ ステ ムなど が あ る。

この分 野 で は,競 争 分 野 といえ ど も利用 者 を 中心 に考 え るべ きで,デ ー タ

ベ ース ・ア クセ ス ・プ ロ トコルの標 準 化 な どの作 業 は国家 機 関 の 指導 で強 力

に 推進 され る べ きで あ ろ う。

(3)ネ ッ トワー クの提 供 は通 信業 者 の 一元 的運 営 が望 ま しいが,利 用 者 の声

を充 分 に と り入 れ,案 内 機 能 などの 整備 を ネ ッ トワー ク の 中で実 現 す るな ど

の努 力 を払 うべ きで あ る。

以 上 を と りま とめ る と表9-2の よ うに な る。
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表ll-2デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス の 流 通 機 構 と 役 割 分 担

情報 資鞠 向 調 剤

1

情 報 資 源 の 課 題 設 定

1
情 報 資 源 収 集

1

情 報 資 源 評 価

1

デ ー ・ ベ ー ス 作 成1

1
検 索 センタ設備(ハ ー ド)

1

検索 センタ設備(ソ フ ト)

1

レ ・ セ ス プ …
・レ1

1

1ネ ・ ト ・ 一
ク1

1〆

E… 一州 加機1
1

案 内 シ ス テ ム

1
端 末 装 置

1

利 用 者

国
家
機
関

○

○

○

○

○

利

用
者

団
体

民
間

情

報
処

理
業

民
間

大
学
機

関

○○

○

○

○

○

○

○○○○

○

○

通
信
業
者

○

○

○

〇
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IQ国 際 情 報 ネ ッ トワ ー ク の 需 要 と

情 報 処 理 産 業 国 際 化 の 展 望

◎

■

コン ピュ ー タと コ ミュニケ ー シ ョンの結 合 に よる情報 ネ ッ トワー クの急 激 な

発展 あ るい は外 資系 業 者 の 進 出 など に よ って,わ が 国 の ユ ーザ お よび サ ー ビス

業 者 に お いて も,近 年 国 際情 報 ネ ッ トワー クに対 す る関 心 が高 ま って い る。需

要 調 査 小 委 員会 では 全体 的 調 査 の 前提 として,① 国 内 ユ ーザが 現 在 国 際情 報 ネ

ッ トワー クを ど う利 用 してい るか,② 近 い将 来 どの程度 の 需要 が見 込 め る のか ,

さらに③ 国 内情 報 処理 サ ー ビス業 者 が 同 産業 の国 際化 に つ いて どの よ うな展望

を持 って い るのか 面接 調 査 した。 以 下 は 同 調査 の結 果 で あ るが,特 に ユ ー ザ調

査 にお い て は,将 来 デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス に対 す る需 要 が 著 し く増 大 す る傾

向 が把 握 され た。

1.国 際 情 報 ネ ッ トワ ー ク に 対 する ユ ー ザ の 需 要

1.1調 査 の 前 提 条 件

b

今 回 の調 査 で は,具 体 的 ア プ リケ ー シ ョ ンにつ いて の国 際規 模 ネ ッ トワー ク

の利 用 現 況 お よび将来 の需 要 把握 に 力点 を 置 い たoネ ッ トワー クに つ い て は ,

専 用 型 と共 用型 の2つ に分 類 し,前 者 を企 業 内 あ るいは特 定 グ ル ー プの ネ ッ ト

ワー ク,後 者 を サ ー ビス業 者 の ネ ッ トワー ク と定 義 した。

用 意 した ア プ リケー シ ・ンは,① 事 務処 理,② 科学 技術 計 算,③ デ ー タベ ー

ス ・サ ー ビスの 外,④ 銀 行 業務/保 険 証券 業 務 など いわ ゆ る固 有業 務
,⑤ その

他 と して デ ー タ収 集,メ ッセ ーゼ通 信 な どを 取 りあげ た。 これ を15業 種40

社 の大 手 企 業 に つ いて(外 資系15社 含む),現 在の利 用 状況 お よび 将来 の計

画 を チ ェ ック した。将 来 に つ いて は,A:非 常 に需要 の あ る ものB:や や需

要 の あ る もの の2段 階 に分 け て 回答 を得 た。 ここで将 来 とい うの は,4～5年
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先 を意 味 して い る。

以下 は面接 調査 集 計結 果 か ら まと め た国 際 ネ ッ トの利 用/需 要 パ ター ンで あ

る。 な お,国 際 ネ ッ トの 需要 に つ いて は,調 査 した企 業 の うち29社(日 本 企

業20社:外 資9社)か ら有効 回答 が あ った。 以 下 の パ タ一一ンは この29社 か

らの 回答 を分析 した もので あ る。

1.2国 際 ネ ッ トワ ー ク 需 要 パ タ ー ン

(1)形 態 別 パ ター ン

国 際規 模 ネ ッ トの利 用(or計 画)に つ いて,処 理型,デ ー タベ ー ス型,

その 他(固 有業 務 含 む)の 形 態 別 に ま とめ ると

・伸 び 率(ニ ーズの大 きさ)で は デ ー タベ ース ・サ ー ビス が最大

・処 理 タ イプで は ,事 務 処理 のみ を や る とい う企 業 は多 い が,科 学 技 術 だ け

とい うの は極 端 に 少 ない 。

・そ の他 ア プ リケ ー シ ョンで は,デ ー タ収 集 と メッセ ージ通 信 が特 に 多 い。

全 企業 数29社

現 在 将 来

処理

事 務 の み 5社 12社

科学技術 のみ 2 1

事 務&科 学 3 10

計 10 23

デ ー タ ベ ー ス 3 10

そ の 他 11 24

全 体 16社 29社 φ

注1.)数 字 は チ ェ ックの あ った企 業 数を 示 す。

注2)将 来 ニー ズは,B(ニ ーズや や あ る)も 含 めて あ る。

注3)固 有業 務 は その他 に含 めて あ る。
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◆

■

(2)ネ ッ トワー ク型 男1」/形態 別 パ ター ン

国際 ネ ッ トの利 用 につ い て,事 務 処 理,科 学技 術 計算,デ ー タ ベ ースを 専

用型/共 用型 ど ちら の ネ ッ トで 利用 す(か まとめ ると

・事務 処理 に つ い て は,現 在/将 来 共,共 用 型/専 用型 両 タ イプの ネ ッ トを

半 々つ つ利 用 す る傾 向 に あ る。

・科 学 技術 計 算 の場 合 は ,現 在 ほ とん ど が 共用型 を利 用 してい る。将 来 は 専

用型 も増大 す るが,共 用 型 利用 傾 向 は依 然続 く。

・デ ー タベ ース ・サ ー ビス につ い て は ,現 在 は専 用型 が 多 いが,将 来 は共用
、

型利用が圧倒的に増大する。

●

来将

型用事

5

4

6

3

6

3

2

4

2

5

4

3

0

1

3

D臼

型用共

5

2

4

2

6

3

2

1

2

5

7

0

2

1

0

、

ガ0

在現

型用事

1

1

2

1

2

0

1

1

1

1

2

1

0

0

1

めO

型用共

3

2

3

0

2

2

2

0

1

2

0

0

0

0

0

"臼

ジシ
一

けプア

画

理

理

理

理

理

理

理

理

理

算

理

算

務

務計管管管管管管管管智計智計業業営産庫価売客売材送務計事与収会経生在原販顧購資輸財会人給徴照

事

務

処

理
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ア プ リ ケ ー シ ョ ン

現 在 将 来

共 用 型 専 用 型 共 用 型 専 用 型

科

学

技

術

計

算

数 値 計 算

シ ミ ュ レ ーシ ョン

予 測 解 析

設 計 計 算

構 造 解 析

線 形 計 画

統 計 処 理

図 形 処 理

数 値 制 御

1

3

2

1

1

1

3

1

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

3

6

4

3

3

2

6

5

3

3

5

2

4

2

2

4

1

1

(13) (1) (35) (24)

固

有

業

務

銀 行 業 務

保 険 証 券 業 務

行 政 業 務

医 療 業 務

学 校 業 務

2

0

1

2

2

2

2

1

(2) (3) (4) (3)

そ

の

他

デ ー タ 収 集

文 類 ・ 編 集

儲嫉(デ子話
教 育 ・訓 練(CAI)

メ ッ セ ー ジ 通 信

5

1

1

0

1

3

2

3

1

4

8

2

2

1

5

7

2

4

2

9

(8) (13) (18) (24)

情○

町
提 タ

供'
ベ

サl

Iス

ビ÷

ス1

ビ

こ

株 価 情 報

商 品 市 況 情 報

企 業 財 務 情 報

輸 出入 統 計 データ

経 済 統 計

不 動 産 情 報

求 職 情 報

技術情報(文 献含む)

特 許 情 報

データ(物 性,環 境等)

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

2

1

1

0

0

1

1

0

4

4

3

4

4

0

0

3

4

3

1

3

3

2

2

0

0

1

1

1

(1) (8) (29) (14)
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φ

夢

●

●

(3)ア プ リケ ー シ ョン別 パ タ ーン

個 々の アプ リケーシ ョンに つい て,国 際 ネ ッ トで利 用 され てい る もの,あ る

い は利 用 可能 性 の大 きい もの を ま とめ る と

・現 在 お よび 将 来 と も ,メ ソセ ー ジ通 信 お よび デ ータ収 集 の 利用 が 圧 倒 的 に

大 きい。

・メ ッセ ー ジ通 信/デ ー タ収 集 に 次い で
,現 在/将 来 共 に利 用 度 の大 きい の

は,販 売管 理,在 庫 管理,経 営計 画,シ ミュ レー シ ョン。

・現 在 の 利用 度 は小 さい が
,将 来 需 要 の大 きい ア プ リケー シ ョ ンは,財 務 管

理,会 計 計 算,統 計 処 理 など 。

・ア 一 夕ベ ー ス ・サ ー ビスに つ い て は
,何 れ の 情報 に関 して も現 在 の利 用 は

少 ない が,将 来 は商 品 市況 情 報,企 業 財 務 情報,輸 出入統 計 デ ー タ,経 済

統計 情 報 など 需要 が 大 きい。

・国 際/共 用型 ネ ッ ト利用 で
,現 在 に比 し将 来 の利用度 が特 に大 きい の は,

会計 計 算(十7)で,以 下 販売 管理,図 形 処理,メ ッセー ジ通 信,商 品市

況 情 報,輸 出入統 計 デ ー タ,経 済 情 報,特 許 情報 が(十4)と な って い る。

利 用 度 の 大 き い ア プ リケ ー シ ョ ン

集

信

理

画

理

ン

索

理

理

収

樋

管

計

管

㌫

管

管

タ

ー

ーレ

ー

セ

庫

営

売

ユ

報

産

買

ツ

ぐ
ヘ

デ

メ

在

経

販

シ

情

生

購

8(5)

5(1)

5(3)

4(3)

4(2)

4(3)

4(1)

3(2)

3(2)

販

会

シ

☆

経

在

財

統

集

信

理

算

ン

画

理

理

理

収

樋

管

計

∴

管

管

処

タ

一

一レ

ー

セ

売

計

ユ

営

庫

務

'計

15(8)

14(5)

12(6)

11(7)

11(6)

10(5)

10(4)

10(5)

10(6)
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現 在

理

理

務

集編

管

処

業

務

計

行

類

財

続

飯

分

3(2)

3(3)

3(2)

3(1)

将 来

☆ 商 品 市 況 情 報

☆設 計 計 算

☆企 業 財 務 情 報

☆輸 出入 統 計 デ ー タ

☆経 済 統 計

情 報 検 索

☆ 図 形 処 理

☆予 測 ・ 解 析

☆顧 客 管 理

生 産 管 理

7(4)

7(3)

6(3)

6(4)

6(4)

6(2)

6(5)

6(4)

6(3)

6(2)

注1.か っこ内 は 共用型 利 用 社数

注2.☆ 印は現 在 の利 用 は小 さいが,将 来 需要 の大 きい もの

(4)国 内/国 際/ネ ッ トワー ク型 別 パ ター ン

今 回 の調 査 で は,大 手 企 業 を 中心 に行 な った こ と もあ り,専 用 型 ネ ッ トを

張 って い る と ころが 多 か った。特 に 国内 で の オ ン ライ ン処 理 は,専 用 ネ ッ ト

で行 な って い る ア プ リケー シ ョンが圧倒 的 に 多か った が,将 来 の 国際規 模需

要 とな る とや は り共 用型 の 占 め る比 率 が大 き くな って くる。

・事務 処 理 につ いて は,国 内で は現 在/将 来 共 に専 用型 が圧倒 的 に 多い 。 し

か し,国 際 規 模 とな る と,現 在 は共用 型 の 方 が 多 く,将 来 も共 用/専 用 で

そ う差 は な い。

・科 学技 術 計 算 に っ いて は,国 内 で は現 在/将 来 共 に専 用 型 が 多 いが,国 際

規 模 では 共用型 の 方 が 多 くな る。

・デー タベ ース ・サ ー ビス につ い て は,国 内 で は将来/共 用/専 用 型 同比 率

だ が,国 際 で は共 用型 が 圧倒 的 に増 大 す る。

鵠
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」

●

国 内 国 際

現 在 将 来 現 在 将 来

事 務 処 理 197(11) 272(17) 32(17) 93(42)

科学技術計算 120(26) 152(60) 14(13) 59(35)

デ ー タ ベ ー ス 26(11) 51(25) 9(1) 43(29)

固 有 業 務 8(3) 8(3) 5(2) 7(4)

そ の 他 54(4) 77(9) 21(8) 42(18)

注1.表 中の 数字 は個 々の ア プ リケー シ ョンにつ いて チ ェ ックの あ った

合計 数 値 を示 す 。

注2.か っこ内 は 共用型 ネ ッ トの数 値

㈲ ネ ッ トワー ク型/業 種 別 パ ター ン

・現 在/将 来 共,専 用 型 の み を利 用す るの が7社 に対 し,共 用型 のみ11社,

専用/共 用 混 合11社 。

・専用 型 オ ン リーの傾 向 が 目立 つ業 種 は,建 設,海 運,混 合型 は銀行,証 券,

保険,共 用 型 オ ン リーは全 業 種 が顔 を 出 してい る。

・現在 か ら将 来 にか け て,ネ ッ トワー クの タイ プを変 更 しよ う として い る所

は 多 くな い。 た だ し証券,保 険2社 が ア プ リケ ー シ ョンの1部 につ い て専

用 型 か ら共用型 へ,逆 に銀 行2社 が 共有 か ら専 用へ の 移行 を計 画 して い る。

●

一{、

共 用

オ ン リー

専 用

オ ン リー
混 合 (専→ 共) (共 →専)

企 業 数 11 7 11 (2) (2)

業 種

電気電子

建 設

海 運

電気電子

銀 行

証券・保険

証券 ・保険

銀 行
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(6)海 外 情報 に関 す る需要 パ ター ン

海外 の経 済情 報 お よび 化学 技 術 情 報 の主 な もの につ い て,文 献/資 料 情 報

の需要 度 お よび オ ン ラインで の需 要度 を,有 効 回答 社33社 に つ いて ま とめ

る と

情 報 文献,資 料の需要 オンラインの需要

一般 経 済 事情(人 口,GNP,

国 家予 算,国 際 収支 等)
16 5

経 一般貿易事情(輸 出商品 ,対
18 5

象風 輸出入手続等)
済

情

国 民生 活(住 宅事 情,福 祉,

教 育制度,家 計 等)
5 1

報
行政機 関その他関係機 関(閣

僚名,党 派,経 済官庁等)
8 1

企業情報(企 業数,生 産現況,
18 5

設備投資,財 務状況等)

その他(交 通,港 湾 事 情,電

力 事 情,外 資導 入 制度 等)
13 1

科術 特許情報 15 4

学情 技術情報(文 献含む) 19 5

技報
データ(物 性,分 析,環 境等) 7 1

注)表 中の数 字 は,A:非 常 に 需要 が あ ると回答 して きた企業 数 を 示 す。

(7)国 際規 模/共 用 型 利 用 の条 件

・国 際規 模 の共 用型 ネ ッ トワー クを 利 用す る条 件 として は,以 下 の 点 と コ メ

ン トが まとめ られ る∩
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●

条 件 コ メ ン ト

①料 金 専用 型 と同程 度 な ら 自分 で や った方 が よい。

② セ キ ュ リテ ィ た だ し,専 用/共 用 の セキ ュ リテ ィの優 劣 は い ちがい

に は言 え ない 。

③ イ ン タ ー フェ イス 専用 か ら共用 ネ ッ トへ の乗 りか え時 お よび外 国 機器 と

の イン タ ー フ ェイス

④ デ ー タの新 鮮 さ デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス利 用 の 決 め 手

⑤地 域 東 南 アな ど開発 途 上 国 に 自分 で ネ ッ トを張 る のは 困難,

政 府 サポ ー トの必 要性 大

亀
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2.情 報 処 理 産 業 国 際 化 の 展 望

2.1は じ め に

わ が国 の 情報 処 理 産業 は,産 業 界 や行 政 機 関 に お け る コン ピュー タ利 用 の 進

展 過程 に お いて,様 々な情報 化 レベ ルに対 し,先 導 的 あ るいは 支援 的 な役 割 を

果 して きた。 そ して,わ が国経 済 の国 際 化 時 代 に対応 して,従 来 国 内 サ ー ビス

に主 力 が注 が れ てい た情 報 処理 産 業 に お いて も,国 際化 問 題 につ いて具 体 的 な

方 策 を 検討 す る必要 が 生 じて きた。

情報 処理 産 業 が 指向 す る国 際的 サ ー ビス と して は,ソ フ トウ ェア開 発,情 報

処理 サ ー ビス等 の役務 提供 や 資本 進 出に よ る海外 進 出の ケ ース,国 内 商用 オ ン

ライ ン ・サ ー ビスの延 長 として 国 際 ネ ッ トワー クを形 成 す る ケ ース,他 社 の 国

際 ネ ッ トワークを借 用 し,ソ フ トウェアや デ ー タベ ース等 の リソース を海外 に

提供 す るケ ース等 が考 え られ る。 そ して,進 出の対 象 とす る海外 諸 国 の ニー ズ

に よ って これ らの ケース が様 々な形 態 で サ ー ビス され る こ とに な ろ う。

と ころで,情 報 処理 産業 の 国際 化 に は,国 内問 題 とは異 な り,資 金,技 術 等

のほ か,現 地 の 制度,労 働 問題,一 般 社 会 事 情等 それ ぞれ の事 情 に応 じた対応

が 要 請 され る こ とは もち ろん の こ とで あ る。 また,日 本 に進 出 しつつ あ る米 国

資本 に よ る情報 処理 産菜 との 競 合 が,国 内 のみ な らず海外 に おい て展 開 され る

の は 明 白 な と ころで あ る。 以下に,現 在 オン ライン処理 サ ー ビス を行 って い る情

報 処理 産 業10社 を対 象 と した面 接 結果 か ら,国 際化 の展 望 と問題 点 を考 察す

るo

る

4

2.2国 際 化 の 展 望

(1)国 際化 の ニーズ

わ が国 情報 処理 産業 が 国際 化 を推 進 す べ き ニーズ と して は ・顧 客 ニー ズ と

一38一



φ

●

A

経 営 ニ ーズ に も とつ くもの と2つ の側 面か ら考 え る こ とが で きる。

第1の 顧 客 か らの ニー ズに もとつ くもので は,わ が国 情報 処 理 業者 の大 手

の 多 くが,銀 行,証 券,商 社,コ ン ピュー タ ・メー カ ー等 の大 企 業 を 関連 会

社 に もつ か,企 業 グ ル ー プに属 して お り,こ れ らの関連 会 社 な り,グ ル ー プ

の海 外 進 出に伴 な って 情報 処理 業務 を担 う とい うのが,最 も実現 性 の高 い形

態 で あ る。 海外 進 出の場 合,多 額 の投 資を 要す るため,関 連 会 社 や グ ルー プ

の援 助 の も とに,ハ ー ドウエ ア,ソ フ トウエ ア等 へ の投 資,要 員 の確 保 を行

う と ともに,安 定 した 需要 を期 待 す る もの で あ り,親 会 社 や グ ル ー プ側 か ら

見 て情 報 処理 の 共同 利 用 に よ り,専 門技術 者 の 集 中化 と と もに投 資効果 を あ

げ る こ とが 考 え られ るか らで あ る。

ヒ ヤ リ ン グ結 果

(1)海 外進 出は,情 報処理業者が 自発的に単独で進出する場合 よりも,関 連会社の海外活動

の一環,企 業 グループとしての進出とい った形態 でとらえられ,特 に関連会社や主要顧客の

サポー ト次第で国際情報 のネ ット化が考え られて いる。 これには設備,マ ーケ ッテ ィング,

要 員確保等のため多額の海外投資が必要 となり,費 用の分担 と安定 した顧客を確保 するとい う

意味合 が含 まれている。(銀 行 ・証券系4社,商 社系3社,コ ン ピュータメーカー系2社 そ

の他1社)

{2)海 外 進出の対象国 としては,東 南 アジア,北 米,南 米(ブ ラジル),オ ース トラ リアが

あげられている。

③ 顧客における海外 の情報処理事情 について,国 際情報 ネ ットワークの観点 からは明確に

把握 されて いない ようであ る。 したが って現在 のところ,顧 客のニーズか らレノ碕外進出とい

うことは表面化 して こない。ただ し関連会社がMARK-・mを 利用 しているところが3社 あ

り,国 際化のニーズが高 いことを認めてい る。

(4)前 述 したように,関 連会社のニーズか ら国際情報 ネットワーク化が芽生え る要素がある。

例えば,商 社,銀 行,コ ン ピュータ ・メー カ等の国際情報化指向にともな って,こ れをサポ

ー トす る形 で
,海 外進 出が考えられるとの 見解が,4社 よ り述 べられ た。
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第2の 経営 ニ ーズか らの 国 際 化 に つい て は,中 央 の ホス ト ・コン ピ ュ ータ

群 に通信 線 を 介 して ア ク セスす る端 末機 の数 が 商用 ネ ッ トワー クの投 下 資本

回収 の鍵 と な って お り,国 際 ネ ッ トワー クは,国 内 ネ ッ ト ワー クの発展 的形

態,す な わ ち規 模 の拡 大 とし て必 然 的 な方 向 に あ る点 が指 摘 され る。 この背

景 に は,国 内 市場 競争 の激 化,米 国 資本 進 出に よ る競 合 とい った問題 もあ り

企業 経営 維 持 の ため に も と らざ るを得 ない経 営方 策 の1つ と考 え られ る。 ま

た,商 用 ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビスお よび 付加 価値 サ ー ビス は,現 在 の情報 処

理 サー ビス の中 で最 も先進 的 な サ ー ビス形態 であ り情報 処 理 業者 に と って不

可欠 な商 品配 合 で あ る。

(へ

9

ヒヤ リン グ 特 集

㈲ 海外進出について,現 在の ところ具体的 な計 画を持 っている企業 はない。 しかしなが ら海

外 における経営活動 に対 し,強 い関心を有 し事情が許せば海外へ進出 したい との意欲を持 って

いるところが,10社 中9社 である。

(6)海 外進 出が意欲の段階 で とど まっている事情として,当 面は,国 内体制の整備強化があげ

られている。 これはオ ンライン ・サービスを開始 してまだ 日が浅 く,ま た,外 資や電電公社の

データ通信サー ビス等の競合 もあり,ま ず経 営的,技 術的 に充実 することを重点 目標 にしてい

るためである。

さらに,産 業 構造 審 議 会 情報 産業 部会 で は,情 報処 理 業 につ い て,わ が国 が

高学 歴 社会 を形成 し,優 秀 な人 材 を も って,各 国 ニ ーズ に もとつ い た ソフ ト

ウエ アの 開発,高 度 な情 報処 理 加 工技 術 を 提供 す る こ とが で き る,い わ ゆ る

省 資源型 の 輸 出産業 と して期 待 され る こ とか ら,国 策的 に国 際 化 を 推進 す べ

き産業 で あ ると答 申 して い る。

② サ ー ビス形 態

この よ うな国 際化 ニー ズに も とつ く情報 処理業 が,海 外 諸 国 に提供 で き る

サ ー ビスの形態 につ い て み る と,海 外 進 出は 第1に,シ ス テ ム開発 に おけ る

コンサ ルテ ー シ ョン,シ ス テ ム設 計,ソ フ トウ エア開 発,ハ ー ドウエ ア ・シ
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ステ ムの推奨 等,専 門技 術 者 に よ る役務 提供 型 か ら着 手 され,時 間 的 な遅 れ

を も って,バ ッチ処理 サ ー ビス,オ ン ライ ン処理 サ ー ビス,ネ ッ トワー ク ・

サ ー ビス(NIS)等 の情 報 処理 サ ー ビスへ と移 行 され る。 .(こ れ につ い て

は,関 連 会 社 の 海外 出先 機 関 の 情報 処理 サ ー ビスか ら着手 され,そ の拡 大 と

して位置 づ け る見方 もあ る。)

さらに,プ ログ ラムに ょ る メ ッセ ー ジ処 理 等 の付加 価値 サ ー ビス(VAN)

に進 出す る要望 も強 い』 デ ー タベ ー ス等 の情報 提供 は,官 公 庁 統計 デ ー タ,

調 査 会 社 に よ る市場 ・製 品 デ ー タ等 の デ ータを提供 す るほか,特 許 情 報 セ ン

ター,貿 易 情 報 セン ター,文 献情 報 セ ン ター等 の情報 セ ン ター とオ ン ラ イン

で接 続 し,顧 客 の情報 活 用 に応 じ るこ とにな ろ う。

いずれ に して も,わ が 国 業者 の 場 合,サ ービス形 態,サ ー ビス 開 始 の順 序

等 の 問題 はあ るが,米 国 の 情報 処理 業 の場 合 と同様 に マ ルチサ ー ビス ・ベ ン

ダ(MSV)化 を計 り,利 用 者 ニー ズに応 じた多 角的 な経営 体 制 を とる こ と

と な るもの と予 想 され る。

ヒ ヤ リ ン グ結 果

(7)海 外進出の場合,コ ンサルテー ション,ソ フ トウエア開発を先行的な業務 として,そ の

後情報処理 サー ビスは時間的 に遅れるもの と考え られている。既 に,シ ステム開発,プ ログ

ラシングについては海外 との取引 きを実施 してい るところが,2社 あ り,相 手国は韓 国,イ

ン ド,ア メ リカ,ソ 連等であ る。

(8)オ ン ライン ・サー ビス方式 としては,TSS,リ モ ー トバ ッチ,リ アルタイムの3方 式

を採用 してい るところが殆 どである。

(9)サ ー ビス ・メニ ューは10社 の うち,事 務計算主体が1社,技 術計算主体が2社,残 り

は両方をサービス してい る。事務計算の アプリケ ーション別 では,販 売管理が最 も多 く,次

いで生産管理,以 下材庫,原 価,購 買,資 材,財 務,照 会業務等が提供 されてい る。技術計

算では,殆 どのアプリケーシ ョンがサービスされている。固有業務では,銀 行業務(4社)

行政業務4社,学 校,保 険証券が各2社 となってお り,医 療業務 についてはオ ンラインでの

サ ービスはまだ行われていない。
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また,情 報検索をサービスしてい るところは3社 である。 データベースサービスでは,企 業

財務情報3社,輸 出入データ2社,経 済統計2社,不 動産情報1社 ・分析 データ1社 となって

いるo

oe)日 本 へ進出する米国業者について,NISの み 問題 にされているが,彼 らはソフトウエア

開発 からバ ッチ ・サービス,オ ンライン ・サ ービス等を行 うマルチサービス ・ベンダー(MSV)

で あ って,ネ ットワーク ・サービス(NIS)の み な らず,全 般的 な影響を受けるものと考え

る必要があ る。

(3)外 資 関係

と ころで,わ が国 で は,自 由化以 後 米 国 情報 処 理 業者 の 進 出 が問題 を 提起

してい るが,わ が国 情報 処理 業 が 海外 に進 出 した場 合 に も,そ れ らの米 国 業

者 が競 争 相 手 とな るほか,現 地 に おい て は,現 地 企 業 との間 で競 合 問題 が 生

じる など様 々な インパ ク トが予想 され る。 現 在 外 資 問題 につ いて は,国 内問

題 に対 す る影 響 を重 視 して お り,も し米 国 業者 を 中心 と した外 資 がわ が国 に

進 出 して きた 場合,殆 ん どの企 業 が影 響 あ る もの と見 て い る。 その 受 け とめ

方 は,単 に価 格 上 の問題 として把 え る見 方 と,サ ー ビス 内容 が豊 富で,日 本

顧 客 向 け の サー ビス が展 開 され るもの と して把 え価 格 競争 のみ で な い との見

方 を とる企 業 とが あ る。 価格 問 題 を とる立 場 は,サ ー ビス内容 の うち,事 務

計 算 につ い て は,① 日本 企業 の業務 処 理,商 慣 習 制度等 の相違 とい った特 質

が ら,彼 等 が も って くる パ ッケ ージを導 入 す る のは容 易 で ない,② サ ー ビス

方法 の きめ細 さ につ いて も国 内業 者 の 努 力 が 勝 る,と の 見方 を して い る。

しか し なが ら,共 通性 の高 い技 術 計 算 に つい て は,① 国 際 的 な スケ ー ル ・

メ リッ ト,②24時 間稼 動(と くに夜 間 サ ー ビス に よ る料金 割 引),③ 中古

機 等 に よる価格 競 争 が展 開 され た場 合 に は相 当 ダ メ ージを受 け る もの と見 ら

れ てい る。

1方 ア プ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ー ジの サ ー ビス内容 競 合 を と る立場 は,

①豊 富 で きめ細 か な ア プ リケ ー シ ョンを用 意 し,技 術 者 は 日本企 業 向 きの シ
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δ

ス テ ム開 発 を 行 うだ けの豊 富 な ノ ウハ ウを 持 ってい る。② 日本 の 合弁 企 業 の

サ ポー トに よ り 日本 企 業 の ニ ーズ に応 じて サ ー ビスす るこ とが 可 能 で あ る。

⑧ この ため 国 内業 者 との提 携,国 内 技術者 の確 保,国 内 へ の投 資等 が行 わ れ

る と見 て い る。

既 に,米 国業 者 は,日 本 へ の進 出の ため 国 内業者 に提 携打 診 に きて お り,

今 回 ヒヤ リング対 象 と した業 者10社 の うち9社 に 何等 かの 話 が持 ち こ まれ

て お り,彼 等 の有 力 な提携相 手 と してみ な され て い る。 しか しな が ら,い ず

れの 企業 も具 体 的 に計 画を 推進 す る まで に は至 って な く,そ の理 由 と して 関

連 会社 や グ ル ー プの方 針 に よ る,ロ イヤ リテ ィが高 い,先 方 は ノ ウハ ウ提 供

で当 方 は 資金 持 出 しの 形 態 で あ る,等 が あげ られ てい る。今 後 の方 針 に つ い

ては,関 連 会 社 等 の経 営 方針 上 の問 題 と して 態度 が明確 な と ころ と条 件 次第

に よ ると述 べて い る とこ ろが あ る。

ヒ ヤ リ ン グ 結 果

⑪ 米国企業の進 出による国内市場に対する影響

a.サ ー ビス価格 については影響がある2社,条 件次第7社,平 常 なら問題 ない1社 とい

う見解をと っているo

影 響が あると見ているところは,中 古機によるサービス,米 国 との時差活 用によるサー

ビス等 いずれ も低廉 な価格 によるサービスを問題 にす るもので,条 件次第 とあげていると

ころはサー ビス内容との関連で考え,顧 客は価格だけで米国業者 に移 ることはないだろ う

と述べてい る。

また,価 格問題 は経営戦略的なもので,平 常ならそれほど脅威 とはならない との意 見も

あ る。

b.サ ー ビス内容別 の影響

内 容 影 響 あ る 影 響 な い

技 術 計 算 10社 0

事 務 計 算 3社 7社

デ ー タ ベ ー ス
A

4社 2社

全 般 2社 一
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c.そ の他

・ 外資進出は長期的な問題 として考 える必要がある。(3社)

・ 進出する内容は日本 で利益 のあがるものか ら着手 される。

・ サービス内容 もさることなが ら,技 術者の引抜 きを警戒する必要 もある。

・ メ ッセージ通信のネ ットワーク施設 としての利用の可能性が高い。(2社)

⑫ 外資 からの提携に関する折衝 ・打診

宙

業 者 外資からの折衝 今後の対応

銀

行

証

券

系

A 無 不 明

B 有 親会社の方針による

C 有 条 件 次第

D 有 同 上

商

社

系

A 有 条 件 次第

B 有 不 明

C 有 条 件 次第

A 有 親会社の方針による

B 有 同 上

独 立 系 有 条 件 次第

・ 自社の問題 とは別に,他 社が,ど この米国業者 と提携するかに高い関心 を持 っている。

・ 条件次第の中 には,政 府 の情報処理産業育成策と関連 して,も しそれが期待で きない

場合には,外 資との提携を考 えざるを得な くなる場合 もあるとして いる所 もある。 も

,の
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IV内 外 に お け るデ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 現 状

現 在米 国 にお い て は,政 府 提 供 の デー タを 民間 企業 が 活 用 し,多 様 な デ ー タ

ベ ー スが作 成 され か つ流 通 して い る。 一 方,西 ドイ ツあ るい は フ ランス な どの

欧 州 諸 国 で は,米 国 の動 向 を意 識 しな が ら,政 府 主 導 に よ って 巨 大 な先 行 投 資

を要 す るデ ー タ ベー スの 開発,整 備 に取 り組 ん で い る。 わ が 国 の場 合 は欧 米 先

進 国 に くらべ,デ ー タベ ー スの 流通 機 構 など の面 で 遅れ を と って い る が,近 年

よ うや く政 府,学 術 界,民 間業 者,キ ャ リア,ユ ー ザ全 て の 関係 分 野 で デ ー タ

ベ ー ス ・サ ー ビスに対 す る関心 が 高 ま って きた。

既 に 欧米 諸 国 を 中心 に多 様 な デー タベ ー スが 国 境 を越 え て活 発 に流 通 しは じ

めて お り,デ ー タお よび プ ライバ シ ィ保 護 あ るい は デ ー タに対 す る 関税,デ ー

タ ベ ースの モ ニ タ リン グ な ど,国 際 的視 点 で解 決 す べ き新 しい問 題 も 出現 しつ

つあ る。

「国 際情 報 ネ ッ トワー ク調査 委 員 会 」 で は,需 要 調査 の一 環 と して,わ が国

の学 術 お よび 民間 業 者 両 分野 に お け る デ ータ ベ ース の開 発,整 備,提 供 の実 態

を 調 べ る と共 に,昨 年末 に は米 国 に調 査 員 を派 遣 し,特 に 流通 機 構 を 中心 に米

国 の デ ー タ ベ ース ・サ ー ビスの現 状 を調査 した。 こ こで は 当財 団 の52年 度 海

外情 報 処理 実 態調 査(欧 州 班)に よ る報告 も加 え,日 本,米 国,欧 州(西 ドイ

ツ/フ ランス)に お け る デー タベ ー ス ・サ ー ビスの現 状 を と りま とめ て み た い。

な お,国 際間 の デ ー タ流通 を め ぐる問題 につ い て は,委 員 会 では正 式 に討 議 し

て ない が,今 後 大 きな問 題 に な る可能 性 が 強 い ため,こ こではOECDな ど 関係

機 関が ど ん な活 動 を展 開 して い るか に つ いて,付 録 資料 の 中で若 干 触 れ て い る。
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1.国 内 の デ ー タ ベ ー ス の 現 状

本章 で は,国 内 デー タベ ー スに っい て,そ の 形 成,流 通 お よび 消 費 とい う観

点 か ら紹 介 し,考 察 を行 う。 なお,紹 介 に 関 して は,か な らず しも網 羅 的 で は

ない。

国 際情 報 ネ ッ トワー ク とい う視点 か らみ る とき,デ ー タベ ー スの 国 際間 の 取

引 が 関心 の対 象 とな ろ う。 しか し,同 時 に国 内 にお け る デ ー タベ ー スの利 用 動

向 も興 味 の対 象 とな り うる で あ ろ う。 なぜ な らば,デ ー タ ベー ス は,入 間 活 動

の国 際 化 の動 きに と もな って,こ れ また国 際化 の傾 向 を もつ か らで あ る。 した

が って,現 在 で は 国 内 に 閉 ざ され て い る デ ー タベ ー ス につ い て も,国 際 的 デ ー

タベ ー スの潜 在 予備 軍 とみ る ことが で きよ う。 この意 味 で,本 章 で は,か な ら

ず しも国 際的 デ ー タ ベ ー スで な い もの につ い て も紹 介 す る こ とに した。

1.1デ ー タ ベ ー ス の 形 成

デー タ ベー スの 形 成 に あ た って は3通 りの方 法 が あ る。 作 成,交 換 お よび購

入 で あ る。

(1)デ ー タベ ー ス の作 成

デ ー タ ベ ース の作 成 に 関 して は,デ ー タの蒐 集,蓄 積 お よび そ の マ シン ・

リー ダ ブル な形 態へ の変 換 とい う作 業 が必 要 で あ り,こ れ に多 大 な 費用 を 要

す る。 した が って,こ の段 階 で は政 府 の寄 与 が きわ め て 大 で あ る。

現 在,政 府 は さ まざ まの 統 計 資料 を 逐年 作 成 し,こ れ を 印刷 物 の形 態 で発

売 して い る。 これ ら諸 統 計 は い ずれ も政 府 内 で は磁 気 テ ー プの形 で保 存 され,

各 省 庁 間 で相 互 利 用 されて い る(付 録 資料3)。 な お,日 本銀 行 の磁 気 テー

プも これ に準 ず る。 た だ し,こ れ らが,磁 気 テ ー プの ま ま民 間 に提 供 され る

場 合 は 限定 され て お り,通 関統 計(大 蔵 省),工 業 セ ンサ ス(通 産 省)に と

ど ま る。(前 者 は 関税 協 会,後 者 は 通産 調 査 会 に よ り提供 され て い る。)以

噂
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上 の 官庁 所 有 の諸 統 計 は,大 部 分 が行 政 に 付随 して作 成 され た もの で あ り,

デ ー タベ ース作 成 を 本来 の 目的 とす る もの で は な い。

な お,政 府 所 有 の デ ー タベ ー スの うち,デ ー タベ ー ス作 成 が本 来 の 目的 で

あ る もの に,労 働 者 労働 市場 セ ン ターお よび農 林 省 生鮮 食 料 品 流通 セ ン ター

の デー タベ ー ス など が あ る。 また,開 発 中 の もの に行政 管 理 庁 が 中心 とな っ

て い る法 律 デ ー タ ベ ー スが あ る。 これ は 分 散型 デ ータ ベー ス と して構 想 され

て お り,通 産 省 の 分 は既 に稼 動 を 開始 して い る。

次 に,公 的機 関 が 作成 す る デ ー タベ ース が あ る。 これ らに は,デ ー タ ベ ー

ス作 成 を本 来 の 目的 と して 形 成 され た ものが 多 い。JICST理 工 学 文 献 フ ァ

イル(日 本 科 学 技術 情 報 セ ン ター),発 展 途 上 国 投 資 関係 法 律条 文 デ ー タ

(ア ジア経 済 研 究所)海 外 統 計類 カタ ログSTATデ ー タ(ア ジ ア経 済 研 究 所)

環 境 情 報 デ ー タ(国 立 公 害 研 究所)な ど が あ る。

民 間 デ ー タ ベ ー ス作 成 を 行 ってい る もの の大 部 分 は,政 府 刊行 お よび 政 府

関連 機 関(例,日 本 銀 行)の 諸 統 計 を コ ン ピュ ー タ ・リー ダ ブル な形 に 編 集

しな お した もの が 多 い。 日本総 合 経済 フ ァ イル(日 本 経 済新 聞社),NRI/E

(野 村総 合研 究所),民 力 デ ー タベ ース(朝 日新 聞社)が そ の例 で ある。 こ

の 種 の もの に 有価 証 券 報告 書 を磁 気 テー プ化 した ものが あ る。 日経 財務 デ ー

タ,興 銀IBJDATA,長 銀COMPASSな どが これ で あ る。

この他,民 間 で作 成 した デ ー タ ベー ス には,企 業 信 用 情報COSMOS(帝

国興 信 所),不 動 産 情 報(日 本 不動 産 取 引 情報 セ ン ター)な どが あ る。

次 に他 業 務 の 副産 物 と して作 成 され た デ ー タベ ースが あ る。

そ の代 表 的 な もの に 日本 特 許検 索 シス テ ム(日 本 特許 情 報 セ ン ター),

QUICK(市 況 情 報 セ ン ター)が あ る。 前 者 は,特 許庁 で特 許認 可 業 務 を行

うた め に作 成 され た磁 気 テ ー プを利 用 し,後 者 は,各 地 の証券 取 引所 か らオ

ン ラ インで 伝 送 され る トラン ザ ク シ ョンを利 用 す る もの であ る。 後 者 の類 似

デ ー タベ ー ス と して は,日 経株 価 フ ァイル,時 事 株価 デ ー タな どが あ る。 な

お,日 本経 済 新 聞社 で はNEEDS-IRと 称 す る新 聞記 事 検 索 シス テ ムを53年
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頃 稼 動 の予 定 で 試行 中 で あ るが,こ れ は,新 聞 の 自動 編集 シ ステ ム と接 続す

る ことに よ り採 算 を と り うる よ うに 計 画 され て い る と推 定 され る。

最 後 に,学 術 研 究者 が各 人 の持 つ プ ライベ ー ト ・フ ァ イルを 相互 に共 同利

用 しよ うとい う形 態 の デ ー タベ ー スが あ る。 例 え ば,日 本 化学 会NMR小 委

員 会 は,日 本 に存 在 す るNMR装 置 を もつ研 究 室 の うち約100研 究 室 が協

力 して,NMRス ペ ク トルの デ ー タを 累積 中で あ る。 地質 学 関係 で は,研 究

者 の私 的 フ ァイ ルを相 互 に共 同 利 用 す る シス テ ムを開 発 中で あ る。

② デ ー タベ ー スの交 換

デ ー タベー ス形 成 の 第2の 方 法 と して,デ ー タベ ース の交換 が あ る。 交 換

例 と して は,JETRO,特 許 情 報 セ ン ターな ど の ファ イルが あ る。

JETROで は,貿 易 統 計 に 関 し,現 在,ア メ リカ,フ ランス,西 ドイ ツ,

カナ ダ と磁 気 テ ー プの 交 換 を行 って い る(た だ し検 索 サ ー ビス は ア メ リカ,

フ ラン スの み)。 そ の他 の コ一 口 ッパ諸国 お よびECに つ い て は,磁 気 テ ー

プの交 換 を拒 まれ て い る。 特 許 情 報 サ ー ビス セン タ ーは世 界43ケ 国 で構 成

され るINPADOC(国 際特 許 情 報 セ ン ター)と 磁 気 テ ー プの 交換 を 行 って い

る。 と くに,ア メ リカとは別 に詳 細 な デ ー タを含 む 特 許磁 気 テ ー プの 交換 を

行 って い る。

交 換 とは やや 異 るが,類 似 の デ ー タ ベ ース形 成 の 方法 に,入 力 の協 力 の見

返 りと して デー タ ベ ース の提 供 を うけ る もの が あ る。 学 術 関係 の デ ー タベ ー

スに この種 の ものが 多 い。 例 え ば,北 海 道 大学 理 学 部 で は,国 際 原子 力機 関

のCPND諮 問 委員 会 のNUCLEARREACTIONDATAFILEの 地 域 セ ン

ター と して,全 デー タ量 の15～20%の 入 力を 分担 す る こ とに な って い る。

さらに,国 際 医学 情報 セ ン ター は,MEDLARS(ア メ リカ国 立 医学 図書 館)

の 日本 窓 口 と して,ま た,化 学 情 報 協 会 は,CHEMICALABSTRACT

CONDENSATES(CHEMICALABSTRACTSERVICE社)の 日本 窓 口 と

な って い る。 日本 で生 産 され る文 献 につ いて は,こ れ ら窓 口に よ って それ ぞ

れ の シ ス テ ムへ 入 力 が な され る こ と とな る。

一48一

頓

●



●

■

6

化 学 情報 協 会 は,化 学 系27学 協 会 が 関係官 公 庁 と民 間 との協 力 を え て

50年 に設 立 され た。 化学 情報 協 会 は,ア メ リカ化学 会 の要 請 を うけ て,

CHEMICALABSTRACTCONDENSATESの 日本 に お け る入 力作 業 を担

当す る こ とにな って い る。 同 種 の組織 と して は,す で に,イ ギ リスにUnited

KingdonChemicalInformationService,西 ドイ ソにInternationale

DokumentationsgesellshaftfiiVchemieが 活動 して い る。

なお,CHEMICALABSTRACTSERVICE社 の磁 気 テ ー プ と して は,

化 合 物登 録 シ ス テ ムが あ る。 しか し,そ の 日本 に おけ る利 用 は保 留 され て い

る。 日本 にお け る入 力作 業 の協 力体 制 が未 確 立 の ため とい われ て い る。

また,国 立 民族 学 博 物 館 で はHRAF(HUMANRELATIONSAREA

FILES)を も って い る。 本 デ ー タベ ース はYALE大 学 の 作成 す る文 化 人類

学 に 関す る文 献集 で あ るが,近 い将 来 民族 学 博 物 館 は 日本 地 域 の入 力センター

と しての役 割 りを果 す こ とに な る と思 わ れ る。 なお,HRAFは コン ピュ ー タ・

リー ダ ブルな形 に は な って い ないが,そ の検 索 の 自動 化 が 計 画 され て い る。

この他,日 本 の サ ブセ ン ターか ら配 布 され る国 際的 学 術 デ ー タベ ー ス と し

て は,蛋 白質 構 造 デ ー タベ ー ス(BROOKHAVEN国 立 研 究所),天 体 情 報

デ ー タベ ース(STRASBOURG天 体 情 報 セ ン ター)な どが あ る。 前者 は 東 京

大学 が,後 者 は金 沢 工 業 大 学 が サ ブセ ン ターの役 割 を果 して い る。

一 方 ,日 本 の研 究 機 関 が 国 際 的 な デ ー タベ ー スの セ ン タ ーに な って い る も

の もあ る。 活 火 山 デ ー タが それ で あ るo

しか し,交 換 を 拒 まれ て い る学 術 デ ー タもあ る。 地 下 資 源 に 関す る デー タ

ベ ー スで あ る。

また,市 況 情 報 セ ン タ ーはREUTER社 のVIDEOMASTERと 称 す る海外

株 式 商品 相 場 の デ ー タ ベ ー ス と,通 信 回 線(REUTERの 専 用線)を 介 して

デ ー タ交 換 を 行 って い る。 さ らにREUTER社 のREUTERMONITORと 称

す る外 国 為 替 レー ト,手 形割 引 率 の デ ー タベ ー ス と同種 の デ ー タ変 換 を準 備

中で あ る。
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(3)購 入

デー タベー ス その もの を 購入 して 自家使 用 す る例 も若 干 は あ る。 化学 文 献

情 報 のCHEMICALABSTRACTCONDENSATE(CHEMICAL

ABSTRACTSERVICE社),医 学 文献 情 報 のEXCERPTAMEDICA

(EXCERPTAMEDICAFOUNDATION),薬 学 デ ー タのRINGDOC

(DERWENT社)な ど は大 規 模 企業 が購 入 して 自社 内 で 処理 して い る場 合 が

あ る。

ま た,経 済 官 庁 がCOSMOS,日 経 株価 情 報 な どを 購入 利 用 して い る例 も

あ る。

な お,デ ー タベ ー ス の購 入 利 用 に当 って は,公 的機 関 が 日本 に お け る配 布

窓 口 とな る場 合 が あ る。CHEMICALABSTRATSCONDENSATESに 対

す る化学 情 報協 会,MEDLARSに 対 す る 日本 科 学 技 術 情 報 セ ン ターが そ れで

あ る。

1.2デ ー タ ベ ー ス の 流 通

一般 に デ ー タベ ー スの 所 有 者 また は作 成 者 は,そ の 流通 活 動 を 行 う。 しか し,

これ とは別 に,他 人 の 作 成 した デ ー タベ ー スを購 入 した り,仲 介 した り して デ

ー タベ ース の流 通 に寄 与 す る企 業,機 関 があ る。 以 下,こ れ に つ い て紹介 す る。

(1)商 用 機 関

MARK－ 皿(GENERALELECTRIC社)は,日 本 に お い て は,そ の サ ー ビ

スを電 通 国 際 サ ー ビスが 提 供 して い る。 この シ ス テ ムに お い て は,オ ー サ制

度 と呼 ぶ サー ビスに よ り,あ る ユ ーザ の所 有す る デ ー タベ ース を他 の ユー ザ

に有償 で使 用 させ て い る。 この サ ー ビス にの って い る もの と して は,マ ク ロ

経 済 デ ー ダと して,BIDATA(BUISINESSINTERNATIONALCORP),

DIADEM(ECONOMICMODELLIMITED)を 用 意 して い る。 上記 の2デ

ー タベ ース は ,日 米 欧 の い ず れ か らで も ア クセ ス し う る。MARK－ 皿 は・ こ

φ

●

一50一



6

●

●

■

の 他 多数 の デ ー タベ ー スを 用 意 して い る。

また,丸 善 は 同社 ニ ュ ー ヨー ク支 店 経 由でLOCKHEEDのDIALOGヘ

ア ク セ スす る サ ー ビスを 試 験 的 に行 って い る。 利 用 者 と丸善 との 間 は郵 送 で,

丸善 と同社 ニ ュー ヨー ク支 店 間 は テ レ ック スで,丸 善 ニュ ー ヨー ク支 店 と

LOCKEED間 は オ ン ラ インで接 続 され てい る。

日本 経 済 新 聞社 は 自社 デ ー タベ ー ス以 外 に,前 述 のIBJ-DATA(日 本 興

業 銀 行),ア メ リカ ・カ ナ ダの財 務 デ ー タCOMPSTAT(STANDARD&

POOR`S社)株 価 デ ー タCUSTOMPRICE(REUTER社)な ど を購 入 しサー

ビス してい る。 ただ し,フ ァ シ リテ ィ ・サ ー ビスは バ ロース お よび 日本 アイ ・

ビ イ ・エ ムの計 算 セ ン ターが 代 行 して い る。

その 他,例 えば 紀伊 国 屋 がCHEMICALABSTRACTCONDENSATES

を は じめ とす る各 種 の科 学 技 術 文 献 につ いて,日 本 電子 サ ー ビスがASTMの

赤 外 線 分 析 デー タに つ いて,そ れ ぞ れ デー タベー スを 購入 し,そ の サ ー ビス

を して い る。

なお,中 間 業 者 が介 在 して 流 通機 能 を果 す ことの で きない 情 報 が あ る。 そ

れ は原 磁 気 テ ー プが政 府 に よ り作 成 され る もので,通 関統 計,工 業 セ ンサ ス,

特 許 情 報 が これ に 当 る。 この 種 の もの は,政 府 の 外 郭 団体 か ら直接 需 要 家 に

販 売 され るこ とに な って い る。

(2)公 的 機 関

公 的機 関 と して は,日 本 科学 技 術 情 報 セ ン ターが,C田MICALABSTRACT

CONDENSATES,MEDLARSな ど汎 用性 の あ る デー タベ ー ス を購 入 し,そ

の流 通 も扱 って い る。 ア ジ ア経 済 研 究 所 も,MARC(ア メ リカ国 会 図 書 館)

を 購 入 し,そ の流 通活 動 を行 って い る。

大 学 関係 で は,計 算 セ ン ターで 前 節 に述 べ た サ ブセ ン タが 入 力 の 見返 りに

送 付 され た デ ー タベー ス の管 理 を して い る場 合 が多 い。 しか し,さ らに,汎

用性 の あ る民 間 デ ー タベ ー スを 購入 し,そ の 流通 の役 割 を 果 して い る場 合 も

あ る。 例 えば,東 京 大 学 で はCHEMICALABSTRACTCONDENSATES
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を,筑 波大 学 で は引 用 文 献 情報 のSCIENCECITATIONINDEX

(INSTITUTEFORSCIENTIFICINFORMATION)を 購 入 し・ そ の

流 通 サ ー ビスを行 って い る。

1.3デ ー タ ベ ー ス の 消 費
◆

(1)デ ー タベ ー スへ の ア クセ ス

商 用 シス テ ムに よ って 提供 され るデ ー タベ ー ス に は,い か な る人 で も 自由

に ア ク セス可 能 で あ る。

公 的機 関 に よ って提 供 され るデ ー タ ベ ー スに つ い て は,自 由 に ア ク セス し

うるもの と,限 定 され た入 に の み ア ク セ ス し うる もの とが あ る。 前者 の 例 と

して は,日 本 科 学技 術 情 報 セ ン ター,日 本 特 許 情 報 セ ン ター、JETROに 関

す る ものが あ り,後 者 の例 と して は,ア ジア経 済 研 究 所 に 関す る もの が あ る。

ア ジ ア経 済 研 究 所 の デ ー タベ ー スは,非 営利 組 織 に属 す る もの に の み アク セ

スが 限 られ て い る。

大学 の デ ー タベ ー ス もア ク セス は限 定 され て い る。 す なわ ち,科 学研 究 費

を利 用 し うる人 に 限 られ る。

政 府 関係 の デ ー タ ベ ースは,原 則 と して 外 部 か らは磁 気 テ ー プの形 で は 利

用 で きな い。 例 外 と して,第1節 に述 べ た通 関統 計 など3種 が あ る。 ただ し,

印刷物 の形 で は さ ま ざ まな統 計 を 利 用 す る こ とは で きる。

(2)デ ー タベ ー ス の利 用 動 向

正 確 な数字 は把 握 で きないが,あ る国 際 的 シ ス テ ムの経営 者 の発 言 に よれ

ば 次の よ うに い え る。

(/)デ ー タ ベ ー ス需要 の ア メ リカ,日 本 間 の格 差 は20対1程 度 で あ る。

(ロ)今 後 の 日本 にお け るデ ー タ ベ ース需 要 は急 成 長 を とげ るで あ ろ う。

参考 の た め に,あ る全 国 的 な シス テ ムの 利 用 度 の年 次 推 移 をみ る と次 の よ

うで あ る。

4

レ
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●

年 次 (年) 売 上 高(円)

S 46 7万

S 47 850万

S 48 6,800万

S 49 1億0000万

S 50 1億4,000万

S 51 1億5,000万

◎

●

(3)デ ー タベ ー スの輸 出入

デ ー タベ ー スの輸 出入 は,こ れ も正 確 な数 字 を示 せ な いが ,極 端 に入 超 で

あ る といえ る。 た とえ ば,あ る代 表 的 な デー タ ベ ース につ い て も,そ の 輸 出

高 は年 間7万 ドル に過 ぎ な い。

次 に若 干 の例 を示 す。

市況 情 報 セ ン タ ーで は,前 述 の よ うに,VIDEOMASTERに お い て

REUTER社 と デ ー タ交 換 を して い る。 ただ し,本 デ ー タ ベ ースは 現 時点 で は

出超 の 傾 向 が あ る。 な お1同 社 の株 式情 報 シス テ ムVIDEO-1は ,KDDの

回線 を 介 して,香 港 に端末 を伸 して い る。

日本 経済 新 聞社 のNEEDSはDRI社 を経 由 して,ア メ リカに輸 出 して い

る。MARK－ 皿は,野 村 総 合 研 究所,日 本 興 業銀 行,帝 国興 信所,商 工 リサ

ーチ セン ター など の デ ー タベ ー スを 海外 に提供 して い る
。

なお,帝 国 興 信所 のCOSMOSも ア メ リカへ進 出 す る準備 を して い る。

日本 国 際 医療 団 で は,日 本 科 学技 術 情 報 セン タ ー経 由 で入 手 したMEDLARS

の情 報 を,再 編 集 す る こ とに よ り付 加 価値 をつ け,こ れ を 東 南 ア ジア各 国 に

提供 して い る。 現 在 は再 編 集 され た もの は印刷 物 の形 態 で あ るが,情 報 の国

際 間 流通 の新 しい形 と して,注 目 して よい で あ ろ う。

な お,日 本 国 際 医療 団 で は,東 南 アジ ア6ケ 国 に関 す る医療 情 報 を蓄 積 ,

配 布 す る こ とを は じめ た。 「SEAMICHEALTHSTATISTICS」 が それ

で あ る。 これ も未 だ 印 刷 物 の形 にす ぎな いが,デ ー タベ ー スの分 野 で 日本 の
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発 展 途 上 国 に対 す る寄与 を行 って い る数 少 い 例 で あろ う。

(4)デ ー タベ ー スの 国 内需 要

デー タベ ー スの 国 内 需要 に つ いて は,公 表 され た数 字 は ない。 したが って

何 等 かの 方法 で推 定 し なけ れ ば な らな い。

ひ とつ の見 方 と して は,次 章 に示 す ア メ リカの 市場 規 模 並 み に,日 本 で も

潜 在 市場 が あ る とす る こ とが で きよ う。 この 場 合,利 用 セ ン ターご とに適 当

な指 標 を と って み る と い うこ とに で き るで あ ろ う。 例 えば,科 学技 術 情 報 に

関 して は,研 究 費総 額 また は研 究 者総 数 の 日米 比 率 を算 出 し,こ れ に ア メ リ

カに おけ る情 報 サ ー ビス 売上 高 を 乗 ずれ ば,日 本 にお け る そ の潜 在 市場 の大

き さを推定 す る こ とは で きよ う。

科 学技 術 文 献 の需 要 に っ い て判 明 して い る若 干 例 をの べ れ ば,あ る抄録 誌

は 印刷 物 の形 態 と して,全 世 界 で8,000部 とい われ,内1,000部 が 日本

に 購入 され て い る との ことで あ る。 また,あ る調査 に よれ ば,あ る業 界の主

要60社 に対す る質 問 に対 して,回 答40社,こ の う ちで利 用 されて い る磁

気 テ ー プは12種 延33本 に達 して い る。

■

1.4国 内 デ ー タ ベ ース に 関 す る 若 干 の 注

(1)官 庁 統計 にっ い て

官 庁統 計 の結 果 の 扱 いに っ い て は,統 計 法(昭22,法18号),統 計法

施 行 令(昭24,政 令130号)に 示 され てい る。 前者 に よれ ば,

(イ)調 査対 象者 の秘 密 保 護

(ロ)結 果 の 公表

(つ 目的以 外 の 使 用 禁止

が規 定 され,後 者 に よれ ば,

(イ)官 報 また は刊 行 物 に よ る公表

が規 定 され て い る。

φ

●
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磁 気 テ ー プの民 間 へ の 配 布 に つ い ては,現 在 検討 中 で あ る。

(2)学 術 情 報 に つい て

文 部 省 で は,科 学 研 究 費 に よ る特 定 研 究 と して,「 情 報 シ ス テ ムの形 成過

程 と学 術 情報 の組 織 化 」 と称 す る プ ロジ ェク トを 発足 させ て い る。 期 間 は

51年 よ り3年 間,約500名 の研 究 者 が参 加 して い る。 研 究 内容 は デ ー タ

ベ ース に関 し,入 力 処理,構 造 認 識,蓄 積 検 索,利 用 体 系,研 究 動 向 把 握 の

各 側面 か ら研 究 を 加 え よ うとす る もの で あ る。

(3)デ ー タ ベー ス作 成 費

デー タベ ース作 成 費 に は 多大 の入 力 費用 が か か る。 こ こに その 例 を示 す。

O

O

O

o

O

シ ス テ ム⑧:1レ コ ー ド当 り100～500円(入 力 の 精 度 により異 な る)

シ ス テ ム⑧:1レ コ ー ド当 り520円 。 解 析 費 を 含 む 。

シ ス テ ム◎:1レ コ ー ド当 り150～300円 。 解 析 費 を 含 む 。 漢 字

入 力 。

シ ス テ ム⇔:1レ コ ー ド当 り約250円 。

シ ス テ ム⑧:文 献 検 索 の 日本 分 の 入 力 に つ い て 約250人 が 参 加 して

い るo

(4)デ ー タベ ー ス利用 の新 分 野

従来 は,デ ー タベ ース利 用 につ い て は,蓄 積 デ ー タの検 索 とい う こ とにつ

きて い た。 しか し,デ ー タベ ー スか ら単 な る検 索の み で は な く,新 しい情 報

を獲 得 しよ うとす る試 み が 現 れ て きた。 若 干 例 を示 す。

・ 筑波 大学 計 算 セ ン ターで は ,SCIENCECITATIONINDEXを 利

用 して,研 究動 向 調 査 を 試 み つ つ あ る。

・ 日本 特 許情 報 セ ンタ ーで は ,第1検 索 シス テ ムよ り統 計 サ ー ビスを実

施 してい るが,こ れ に よ り技術 動 向 調査 を行 うことが で き る。

・ 日本 経済 新 聞社 で は ,工 業 セ ンサ スの磁 気 テー プか ら産 業 連 関表 を 作

成 し,そ の サ ー ビスを行 って い る。

・ ア ジア経 済 研 究 所 で は ,東 南 アジ ア諸 国 の産 業 連 関表 を作 成 して い る。
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2.米 国 に お け る デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 現 状

2.1米 国 の デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス 市 場

現在 米 国 で は,多 様 な種 類 の デー タベ ースが,商 用 ベ ー スで 提供 され て い る。

これ を提供 モ ー ドで区 分 す る と,バ ッチ主体 の もの と して は,① 企業 信 用 情 報,

② 個 人信用 情 報,③ マー ケ テ ィ ン グ情 報 な どが あ る。 オ ン ライ ンに よ るサ ー ビ

スが発展 して い る もの と して は,① 経 済 お よび 証 券 情 報,② 文 献 情 報,③ ビ ジ

ネス ニュー ス あ るい は記 事 情 報,④ 法 例情 報 な どが あ る。 バ ッチ主体 の もの は,

目下 急 速 に オ ン ラ イ ン化 が 進 ん で お り,例 えば 企 業 信 用 情 報 サ ー ビスの最 大 手,

Dun&Bradstreetは 近 くオ ン ライ ン ・サ ー ビス を提供 す るとい われ る。

これ らの多 種 多 様 な デ ー タベ ー スを 市場 と して 見 た場 合,オ ン ライ ン化 が進

展 して い る と はい え,バ ッチに よ るサ ー ビス市 場 の 方 が 圧倒 的 に大 きい。 ちな

み に,調 査 会 社Frost&Sullivan社 に よれ ば,現 在 の米 国 デ ー タベ ー ス ・

サ ー ビス市 場 の規 模 は約7.5億 ドル。 この うち バ ッチ主体 の もの が,実 に80%

を 占め て い る。 オ ン ライ ン ・サ ー ビスで は経済,証 券 情 報 が最 も市場 が 大 き く,

1億2,000万 ドル,こ れ は オ ン ライ ンに よ る デ ー タ ベ ース ・サ ー ビス市場 全

体 の86%に も相 当 す る。

調査 会 社lnput社 の 調査 で も,オ ン ライ ン経済 ・証 券 デ ー タベ ー ス ・サ ー ビ

スの 市場 規模 は,1億4,000万 ドル とい う数 字 が は じ き出 され て お り,こ の

分 野 に限 って は オ ン ライ ン型 の デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス市場 が確立 して い る と

見 られ る。 全体 的 に は,依 然 バ ッチ型 を主 流 に しな が ら も,経 済 証券 デ ー タベ

ー スを 中心 に,急 速 に オ ン ラ イ ン型 の 市場 が拡 大 して い る傾 向 にあ ると 言え よ

う。

(1)パ ッチ型 サ ー ビス の ベ ン ダ ー

・ 企業 信 用 情 報 は,米 国 企業300万 社 の デ ー タを カバ ー してい る とい

われ るDun&Bradstreet社 が独 占的 強 さを発 揮 してい る。 しか し76年

の

●
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に ・TRWがNACM(NationalAssn.ofCreditManagement)と 提 携i,

NACISと 称 す る サ ー ビ ス で こ の 分 野 に 進 出 し た。

。 個 人 信 用 情 報 で は,TRWが 代 表 的 ベ ン ター で あ り,t℃reditData"

と い う サ ー ビ ス(米 国 民6,500万 人 を カ バ ー)を 売 り も の に して い る。

TRWの 外 に は,Equifax,CreditInformationCorpな ど が 知 ら れ

て い る が,こ の 分 野 に は ロ ー カ ル ・ベ ー ス の 小 規 模 な ベ ン ダ ー が 多 数 参 入

して い る の も 特 徴 の ひ と つ で あ る。

oマ ー ケ テ ィ ン グ 情 報 は,企 業 の 販 売 担 当 者 に マ ー ケ テ ィ ン グ ,プ ラ ニ

ン グ 用 の 各 種 情 報 を 提 供 す る も の で,市 況 情 報,売 上 情 報,ダ イ レ ク ト メ

ー ル 用 リス トな ど が 含 ま れ る
。 市場 規 模 と し て は,現 在 の と こ ろ最 大 で,

Nielsenの"Retai11ndex",Timeのt'SAMI",Dun&Bradstreet

の"MarketIdentifiers"な ど が 主 要 サ ー ビ ス と な って い る。

(2)オ ン ラ イ ン型 サ ー ビ ス の ベ ン ダ ー

オ ン ラ イ ン型 の デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス は,流 通 機 構 の 確 立 に よ っ て,

今 後 の 発 展 に 拍 車 が か か っ て い る。 特 に,デ ー タ ベ ー ス を 作 成 す るDBプ ロ

ジ ュ ー サ と そ れ を 運 ぶ デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ と し て の ネ ッ ト ワー ク業 者 の 間 の

連 繋 プ レ ー は 注 目 に値 す る。

。 経 済 ・証 券 情 報 は,オ ン ラ イ ン型 サ ー ビス の 中 で も最 も発 展 して お り,

政 府 機 関(NBERな ど),銀 行(BankofAmericaな ど),経 済 リ

サ ー チ 会 社(ChaseEconometrics,DRIな ど)と い っ た 多 様 な 機 関 が

デ ー タ ベ ー ス ・プ ロ ジ ュ ー サ と して 登 場 し て い る。 これ ら の デ ー タ ベ ー ス

は,ネ ッ ト ワ ー ク業 者(GE,Rapidata,IDC,ADP,DRIな ど)に よ っ て

ユ ー ザ ー に 提 供 され る一 こ の 分 野 に つ い て は 附 録 資 料 参 照 。

・ 文 献 検 策 型 の サ ー ビ ス と し て は,LockheedInformationSystems

の"Dialog"とSystemDevelopmentCorp.の"Search"両 サ ー ビ

ス が デ ィ ス ト リ ビュ ー タ と して 知 ら れ て い る 。 こ れ らの サ ー ビス は 当 初,

科 学 技 術 関 係 の 文 献 情 報 を 主 体 と し て い た が,最 近 で は 需 要 の 大 き さ か ら

一57一



み て,ビ ジ ネ ス 関 係 の 文 献 に 力 を 入 れ つ つ あ る。 従 っ て,こ れ ら デ ィ ス ト

リ ビ ュ ー タが 運 ぶ デ ー タ ベ ー ス の 数 は 急 激 に 増 大 して い る。 ち な み に

LockheedのDialo9の 場 合 は,76年 末 で50種 の デ ー タ ベ ー ス を 提 供

して い た が,78年 末 の 目標 を100種 と し て い る か ら,年 間20種 強 の

ペ ー ス で サ ー ビ ス ・メ ニ ュ ー を 増 や す 勘 定 に な る。

・ ビ ジ ネ ス ・ニ ュ ー ズ/記 事 情 報 で は,NewYorkTimesInformation

BankとDowJonesの サrビ ス が 知 ら れ る。 前 者 は デ ー タ ベ ー ス を 自 ら

作 成 し,ネ ッ ト ワご ク も独 自の も の とVANを 利 用 し て い る 。 後 者 の 場

合 に は,BunkerRamoの ネ ッ トワ ー ク に 乗 せ て い る も の("News

Reca11")と 独 自の ネ ッ トで 提 供 し て い る も のCNews/Retrieval")

と2つ の サ ー ビ ス を 行 な っ て い る。 こ の 外,DataCourierInc作 成 の

ttABI/INFORM"サ ー ビ ス はSDCお よ びLockheedの ネ ッ トワ ー ク で 提

供 され て い る。

。 法 例 情 報 で は ニ ュ ー ヨ ー ク のMeadDataCentralのt`LEXIS"サ

ー ビ ス な ど が 知 られ る。 こ の 分 野 は ユ ー ザ ー が 弁 護 士 あ るい は 法 律 事 務 所

な ど 的 が し ぼ り や す い こ と と,77年9月 の 連 邦 弁 護 士 協 会(Federal

BarAssociation)の セ ミ ナ ー で,オ ン ラ イ ン法 律 情 報 デ ー タ ベ ー ス の

利 用 を テ ー マ に し た よ う に,ユ ー ザ ー 側 の 関 心 も 高 ま って い る と こ ろ か ら,

へ

今後伸び率としては大 きなものが期待 され る。

㊤

●

2.2デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 流 通 機 構

◎

米 国 に お い て,近 年 デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス,特 に オ ン ラ イ ンに よ る サ ー ビ

スが 発 展 し て い る要 因 と し て は,① 政 府 ドキ ュ メ ン トの磁 気 テ ー プ ・ベ ー ス に

ょ る 提 供,② タ ー ミ ナ ル お よ び 通 信 コ ス トの 下 降,③VAC(ValueAdded

Carrier)の 出 現,④ 多 様 か つ 高 度 なDBMSの 流 通,⑤ 業 界 組 織 あ る い は 大 学

な ど に よ る サ ポ ー トな ど が 指 摘 され る 。 こ の 外 に,外 部 の サ ー ビ ス を 積 極 的 に
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受入 れ よ う とす る米 国 ユ ー ザ ーの 姿勢 も見 逃 す こ とは で きない。 こ う した各 要

素が 効 果 的 に機 能 して,デ ー タ ベー ス ・サ ー ビスの 流通 が ス ムー ズに行 な われ

て い るo

図IV-1は,米 国 に お け るオ ン ライ ン ・デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスの 流通機 構

を示 してい る。 この 中 で も,典 型 的 パターンと思 われ るのが 図 中 の太 線 の ル ー ト

で あ り,政 府機 関/デ ー タベ ー ス ・プ ・ジ ュー サ/デ ィス トリビュ ー タ3者 間

の協 力態 勢 が密 に な って い る。

砲

今
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経済/社 会/政 治/市 場
の動 向

〔収集/調 査/分 析/DB作 成活動 〕

ソフト

会 社

政府 機 関(MT)

DB

響pe

DBDistributOr

(TSS業 者/VAC)

ユ ー ザ 群

協会/組 合等

DB 積
極 的
なデ ー
タ提供

図IV-1デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 流 通 機 構

o図 は オ ン ラ イ ンDBサ ー ビ ス の 典 型 的 パ タ ー ン

。 バ ッチ ・モ ー ドで は,DBProducerか ら ユ ー ザ へ,郵 送or電 話 で の

報 告 も あ る。

。 政 府 機 関 が,MTベ ー ス で デ ー タ を 安 く提 供 し,重 要 な 役 割 を 果 して い

るo

。 ネ ッ トワ ー ク業 者(TSS会 社)は 通 常,デ ー タ ベ ー ス の デ ィ ス ト リ ビ ュ ー

タで あ り,デ ー タ ベ ー ス を 作 成 し て い る訳 で は な い 。

(例 外:DataResourcesIncな ど)
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これ を デー タ ベ ース ・プ ロ ジュ ー サの立 場 か らみ れ ば,独 自の デ ー タ収 集,

分 析 活 動 は 当然 と して,統 計 局 など の 政府 機 関 か ら各 種統 計 デ ー タが,磁 気 テ

ー プ(MT)ベ ー スで安 く入 手 で き る利点 が大 きい
。(別 項 参 照)ま た,こ れ

を 独 自の ネ ッ トで 流 す とな る と,そ れ に伴 な う投 資 の回収 が 大 きな問 題 と な る

が,既 に全 米 あ るい は国 際 規 模 の ネ ッ トワー ク業 者 が デ ィス ト リビュ ー タの役

を 引 受 け て くれ るか ら,デ ー タ ベ ー スの作 成 に専 念 で き るわ けだ 。

これ らの メ リッ トは,単 に金 銭 的 な 面だ け で な く,技 術 的 な面 につ い て も指

摘 で き る。 す な わ ち,デ ー タ ベ ー ス ・プ ・ジ ュー サ に と って,専 用 線 を張 るに

しろVACを 利 用 す るに し ろ,全 く新 しい業 務 を 手 が け なけ れ ば な らな い こ と

に な る。 一 方,ネ ッ トワー ク業 者 に と って は,デ ー タベ ー スを 自ら作 成 す る と

なる と,こ れ ま た 畑 違 い の 分 野 と言 え る。 しか し,従 来 よ り コン ピュー タ ・

リソー スの拡 充 と セ ール ス要 員 の訓 練,確 保 に取 り組 ん で い る ネ ッ トワー ク業

者 に と って は,デ ー タベ ー スの ディス トリビューションには,従 来 の リソー スを

活 用 す れ ば済 む。 従 って,プ ロ ジュ ー サ とデ ィス トリビュ ー タ間 に は,金 銭 的

お よび技 術 的 面 か らみ て,当 然 の 分 業 態勢 が形 成 され た と も言 え る。

政 府 機 関/プ ロジュ ー サ/デ ィス トリ ビュー タの外 に も,デ ー タベ ー ス ・サ

ー ビスの流 通機 構 を支 え る様 々な要 素 が あ る
。 学 会 あ るい は大 学 な ど学 術 分 野

で の新 技 術 に 関 す る討 論 や 広 報普 及活 動,あ るい は業 界組 織 に よ る デ ー タ ベ ー

ス の作 成,メ ンバ ーへ の 使 用促 進 活 動 な ど も見 逃 が せ な い。 独 立 系 ソ フ トウ ェ

ア会 社 あ るい は メー カ ー に よ る新 しいDBMS(DataBaseManagement

System)の 開 発 もあ る。

デ ー タベ ー スの 流通 機 構 は,ネ ッ トワー ク業 者 が,こ れ ら第3者(third

party)の ソ フ トウエ ア とVAC(ValueAddedCarrier)を 利 用 す る ことに

よ って,ま す ます融 通性 に 富 ん だ も の にな りつ つ あ る。

(1)ネ ッ トワー ク業 者 の取 組 み 方

米 国の 大手 ネ ッ トワー ク業 者 は,投 下 資 本 の効 率 的 回収 の た め,端 末数 の

増 大 に努 め て お り,近 年 の 海 外 市場 参入 強 化 もそ の一 環 とみ られ る。 これ ら
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ネ ッ トワ ー ク 会 社 に と って,デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス は,サ ー ビ ス ・メ ニュ ー

の増 大 → 顧 客 の 獲 得 ・確 保 と い う点 か ら 重 要 視 され て い る。 従 っ て,大 手 ネ

ッ トワ ー ク 業 者 は 通 常,単 一 の デ ー タ ベ ー ス を ネ ッ トに 乗 せ る の で は な く,

複 数 の デ ー タ ベ ー ス ・プ ・ ジ ュ ー サ と 契 約 し て,多 数 の デ ー タ ベ ー ス を 提 供

して い る。

表IV-1は,主 要 ネ ッ トワ ー ク業 者 が ど の デ ー タ ベ ー ス ・プ ・ ジ ュ ー サ と

契 約 し て い るか 示 し た も の 。 こ の 表 は,経 済 ・証 券 情 報 に 限 定 し た もの で あ

るが,ひ と つ の プ ロ ジ ュ ー サ は 通 常,多 様 な デ ー タ ベ ー ス を 作 成 し て い る か

ら,ネ ッ ト ワ ー ク 業 者 が 流 し て い る デ ー タ ベ ー ス の 数 自 体 は か な り の もの に

達 す る 。

表IV-1主 要 ネ ッ ト ワ ー ク業 者 とDBプ ロ ジ ュ ー サ の 関 係

ネ ッ ト ワ ー ク業 者 DBプ ロ ジ ュ ー サ

Cyphernetics(ADP)
Chase,NBER,Compustat,Bancall,

MSF,HSF

Boeing
Wharton,WFEAEconomic,WFEA

Regional

Compu-Serv NBER,KentEA

DataResources
DRI,NBER,SPNB,ValueI、ine,

Cornpustat,OECD,IMS

GeneralElectric
NBER,ValueLine,Telstat,IMS,

NEMA,Compustat,AHAM,JBD

InteractiveData
Chase,MerrillLynch,ValueLine,

Compustat

NationalCSS NBER,FDIC,IMS,MerrillLynch

Rapidata
NBER,FRBSF,Rapidquote,ValueLine,

BAMACS,IFS

RemoteComputing Merlin

ServiceBureau NBER,Telstat,FDIC

闇 経 済 ・証 券 デ ー タ ベ ー ス の み

囲 デ ー タ ・ソ ー ス,Input

－62一

●



●

●

づ

ネ ッ トワ ー ク業 者 は,自 ら は デ ー タ ベ ー ス を 作 成 せ ず,デ ィ ス ト リ ビ ュ ー

タの 役 割 を 果 し て い る の が 普 通 だ が,例 外 と し て ボ ス トンのDataResources

Inc.(DRI)が あ る。DRIの 場 合 は 当初 よ り,経 済 情 報 の デ ー タ ベ ー ス 作

成 を 手 が け,こ れ を 専 用 ネ ッ トとVACを 通 じ て 提 供 し て い る。 ま た,も う

ひ と つ 特 殊 な ケ ー ス と して,Chaseグ ル ー プが あ る。 経 済 デ ー タ ベ ー ス ・プ

ロ ジ ュ ー サ と し て 知 られ るChaseEconometrics社 と ネ ッ ト ワ ー ク業 者

InteractiveDataCorp.(IDC)は,共 にChaseManhattan銀 行 の 子

会 社 で あ り,デ ー タ ベ ー ス の 作 成/提 供 で 連 繋 プ レ ー を 行 な って い る。 た だ

し,Chaseの デ ー タ ベ ー ス はIDCオ ン リー で な く,ADPNetwork

Servicesか ら も 提 供 さ れ て い る し,IDCもChaseだ け で な く他 の プ ・ ジ

ュ ー サ の デ ー タ ベ ー ス も多 数 提 供 し て い る。

ADPNetworkServices,Rapidata,GEInformationsServicesな ど

は,典 型 的 デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ と 言 え る 。 こ れ ら は 他 社 製 の デ ー タ ベ ー ス を

複 数 提 供 す る こ と に よ って,ユ ー ザ に 対 す る トー タ ル ・サ ー ビ ス を ね ら って

い る○

例 え ば,Rapidataの 場 合 は,従 来 重 視 して い る 財 務 ア プ リケ ー シ ョ ン の

拡 充 の 一環 と して,NBERな ど の 経 済 ・証 券 情 報 を 提 供 し て い る。 し か も,

デ ー タ ベ ー ス の 内 容 も マ ク ロ的 な も の,ミ ク ロ的 な も の,ま た,更 新 頻 度 に

も デ イ リー/週/月/四 半 期/年 と ば らつ き を も っ た も の,さ ら に は 歴 史 的

な デ ー タ と カ レ ン トな も の と い っ た 具 合 に,色 合 い の 違 っ た デ ー タ ベ ー ス を

契 約 し て い る。 こ れ ら の 各 種 デ ー タ と ユ ー ザ個 有 の フ ァ イ ル を ミ ッ ク ス して

利 用 で き る シ ス テ ムCProbe")も 開 発 し て お り,経 済 財 務 分 野 の サ ー ビス

メ ニ ュ ー を=豊 富 な も の に し て い る。

ネ ッ ト ワ ー ク業 者 に よれ ば,デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス を メ ニ ュ に 加 え る こ
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とは,① 新 規 大手 ユ ー ザの 獲 得,② 既 存 カス トマ ーの確 保,③DBユ ー ザ に

よ るパ ッケー ジ,あ るい は 処理 サ ー ビスの利 用 可能 性 の 増 大 が見 込 まれ,保

有 コ ン ピュー タ ・リソー ス の有 効 活 用 の重 要 な手 段 とな る。 また,莫 大 な先

行 投 資 を要 す る デー タベ ー ス の作 成 その もの には タ ッチ しな い か ら,リ ス ク

も小 さ くて済 む。

図fV-2は,デ ータベースの利 用をめぐる金 の 流れ を示 した もの で あ る。 ネ ッ

トワー ク業 者は,デ ー タベ ー スを 提 供 す る こと によ って,リ ソー スの 使 用料

金 を ユ ー ザか ら受 け と って い る。 プ ロ ジュ ーサ に対 して は,ロ イヤ ル テ ィ ・

チャ ー ジを 支払 って お り,優 秀 な デ ー タベ ースを 作 成 して い る プ ロジ ュ ーサ

に と って は,多 数 の デ ィス トリ ビュー タ と契約 す る こ とに よ って,そ れ だ け
　

ロ イ ヤ ル テ ィ ・チ ャ ー ジ が こ ろ が り込 ん で くる こ と に な る。 デ ー タ ベ ー ス そ

の も の の 利 用 料 金 は,ユ ー ザ か ら プ ロ ジ ュ ー サ に 支 払 わ れ る。 こ の 場 合,契

約 は デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ が 一 括 し て 行 な って い る場 合 と,ユ ー ザ が プ ロ ジ ュ

ー サ
,デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ と 別 々 に 行 な って い る ケ ー ス が あ る よ うだ 。

ネ ッ トワ ー ク業 者 が あ る デ ー タ ベ ー ス と 契 約 し た 結 果,ユ ー ザ が 余 り つ か

な か った と い うよ う な場 合 に は,プ ・ ジ ュ ー サ と の 契 約 を 取 り や め れ ば よ い 。

当 初 の ロ イ ヤ ル テ ィ料 金 支 払 い は 仕 方 が な い と し て も,そ の デ ー タ ベ ー ス を

作 成 した 訳 で は な い か ら,リ ス ク は 極 め て 小 さい 。Rapidata,ADPNetwork

Servicesの 場 合 に も,こ う し た デ ー タ ベ ー ス が 各 ひ とつ ず つ 指 摘 さ れ た 。

Rapidataで は 既 に 触 れ た よ う に,全 般 的 経 済 情 報 と してNBER,デ イ リー

更 新 の 短 期 的 情 報 と してBAMACS,歴 史 的 情 報 と してIFSな ど を 用 意 し

て い るが,こ れ にFRBSF(FederalReserveBankofSanFrancisco)

の デ ー タ ベ ー ス(金 融 機 関,産 業 全 般 の 経 済 情 報,デ イ リー 更 新)を 入 れ た

た め,内 容 的 に 重 複 し て 利 用 率 が 悪 い と 指 摘 し て い る。

ネ ッ ト ワ ー ク業 者 に と っ て,デ ー タ ベ ー ス 提 供 に 伴 な う リ ソ ー ス 使 用 料 収

入 は,総 売 上 高 か ら み れ ば ま だ わ ず か な 比 率 に す ぎ な い(ADPNetwork

Servicesの 場 合5%程 度)。 し か し,オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ
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ス の発 展 は 米 国 で もこれ か らで あ り,ま た,ネ ッ トワー ク業 者 に と って は,

保 有 リソー スの活 用,サ ー ビス ・メニ ュの拡 充 と い う点 か らみ て,今 後 デ ー

タ ベ ー ス提供,売 り込 み に 一層 の努 力 が 傾注 され る ことに な ろ う。

加入 料金

ロ イ ヤ ル テ ィ ・チ ャ ー ジ

リ ソ ー ス 使 用 料

図IV-2デ ー タ ベ ー ス 利 用 を め ぐ る マ ネ ー ・フ ロー

2.3政 府 機 関 の 役 割

米 国 に お け る デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 流 通 機 構 を 支 え る 要 素 の 中 で,政 府

機 関 は 重 要 な 位 置 を 占 め て い る。 流 通 機 構 の 図 で 触 れ た よ うに,デ ー タ の 作 成,

MT化,安 い 料 金 で の 提 供 活 動 を 展 開 して お り,ソ ー ス ・デ ー タ の 広 範 な 提 供

に よ って 民 間 に よ る デ ー タ ベ ー ス の 作 成 に 拍 車 を か け て い る。

こ こ で は 統 計 局(BureauofCensus),国 立 医 学 図 書 館(National

LibraryofMedicine),連 邦 政 府 技 術 情 報 サ ー ビ ス(NatiopalTechnical

InformationService)の3機 関 に つ い て,デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス振 興 の

上 で 各 々 ど ん な 活 動 と役 割 を 果 し て い るか ま と め て み た い 。

統 計 局 は,国 勢 調 査 の デ ー タ と い う,各 方 面 に お い て 非 常 に 利 用 度 の 高 い,
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それ で いて プ ライバ シーの 問題 か ら扱 い の難 しい デ ー タを 独 自の 方法 に よ り自

ら広 く一 般 に公 開 して い る。 また国 立 医学 図書 館 は,そ の専 門的 情報 量 の 豊 富

さと公 共 性 の強 さか ら,政 府 の 予算 を活 用 す る こ とに よ り,あ る程 度採 算 を 度

外 視 して一 般 へ の情 報 提供 に務 め て い る。 一 方,連 邦 政 府技 術 情 報 サ ー ビスす

なわ ちNTISは,各 方 面 の政 府 機 関 が独 自に調 査,収 集 あ るい は作 成 した情 報

を 国民 が,「 税 金 の使 途 を知 る権 利 」 に基 づ い て問 合 せ で き る様 に商務 省 の 下

部 組織 と して設 置 され た,独 自採算 の機 関 で,主 に 科学 技 術 情報 を 中心 に収 集

管理 し,実 費+α の料 金 で一 般 へ公 開 して い る。

(1)統 計局(BureauofCensus)

米 国 で は10年 に一 度,全 国規 模 の国 勢 調査 が行 な われ て お り,そ の デ ー

タは,磁 気 テ ー プの 形 で広 く一 般 に公 開,利 用 され て い る。 しか し,そ の オ

リジ ナ ル デー タに は,国 民 各 個 人 の地 位 や資 産,収 入 な ど と プ ライバ シ ーに

か か わ る項 目が 多 く含 まれて い るた め,そ の公 開 には 多 くの注 意 が払 わ れ て

お り,こ の点 がNTISに 情 報 の流 通 を まか さず,統 計 局 自 らその任 に当 って

い る理 由 の1つ で あ る。

デ ー タ は,産 業 別,地 域別 等 での サ マ リと して 発 表 され るか,さ もな けれ

ば地 域 別 あ るい は一 定 の サ ン プル率 に よ る サ ブサ ン プル と して提 供 され る。

サ ブサ ン プル と して提 供 され る場 合,住 所 ・氏名 等 個 人 を 識別 で き る項 目は

全 て ダ ミー コー ドに置 き換 え られ る。

統 計 局 で は この デ ー タを一 律磁 気 テ ー プ一 巻 当 り80ド ルで販 売 して お り,

1970年 度 の 統計 が終 了 した1971年 以 来,25,000巻 以上 の デ ー タが

販 売 され て い る。 この うち約 半数 は1972,1973年 の2年 間 に販 売 さ

れ た もの で,現 在 で も月 間150～200巻 の需 要 が あ る。 販 売先 は政 府機

関 が20%,大 学 や 研 究所 が40%,民 間 企業 が40%の 割 合 で,そ の ほ と

ん どが,米 国内 で の 需 要 で あ る。 これ迄 海 外 に販 売 され た の は,200巻 程

度 との こ とで あ った 。

統 計 局 にお け るデ ー タ販 売 の 大 きな特 徴 と して,リ タ ビュ レ ーシ ョン ・サー
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ビスが あ げ られ る。 これ は,ス タン ダー ドな統 計 デー タ以 外 の特 別 な統 計 を

必 要 とす る顧 客 に対 して,別 料 金 で特 別 仕 様 の 統 計 デ ー タを 作 成,販 売 す る

サ ー ビス で あ る。 リタ ビュ レー シ ョンの主 な 例 と して は,人 種別 ,地 域別,

各 種経 済 指 標 別 等 に よ る統計,あ る地 域 間 に お け る人 の 移動 の分 析,雇 傭 に

か か わ る特 別 な統 計,産 業 別 の 統 計等 が あ げ られ る。 また,国 税 調 査 以外 の

デ ー タ,例 え ば経 済 マ ク ・デ ー タや,顧 客 の持 つ特 別 な デ ー タ との 組 合せ に

よ る リタ ビュ レー シ ョ ンに も応 じて い るo

料 金 は,一 般 に は1,000～3,000ド ルで あ るが,処 理 の 複雑 な場 合,

15,000～60,000と い った ケー ス もあ る。1970年 以 来,こ の リタ ビュ

レー シ ョン処 理 だ け で,350万 ドルに のぼ る売 上 げが あ った との ことで あ

る。

この様 に統 計 局 の 例 で は,扱 い に注意 を要 す るデ ー タで あ って も,そ れ な

りの 策 を講 じて 積 極 的 に デー タを流 布 す る米 国政 府 の 姿 勢 を うか が うこ とが

で き る。

(2)国 立 医学 図書 館(NationalLibraryofMedicine)

国 立 医学 図書 館 す な わ ちNLMは,1836年 に 米 国陸 軍 内 に設 置 され た

医学 図 書 館 を 前 身 と して,現 在 はDepartmentofHealth,Education

andWelfare(DHEW)の 機 関 で あ るNationalInstituteofHealth

(NIH)の 一 機 構 と して の位 置 に あ る。

米 国議 会 か らの 要 請 に よ り,医 療 ・保 険 分 野 の発 達 の ため に 広 くその 情報

を 提 供 す る ことを 目的 と して い る。NLMは そ の名 の示 す 通 りそ の主業 務 は,

図書 館 と して の 機能 で あ る が,医 学 専 門 家 か ら の 需 要 の 増 大 に 対 処 し,急

激 に 増 加 す る 医 学 情 報 を 処 理 す るた め に,医 学 情 報 ネ ッ トワー クの 構築 に

も努 力 を払 って お り,ま た そ の ネ ッ トワー クを通 じて迅 速 且 有効 な情報 流 通

が図 られ る様,高 度 な情 報 検 索 技術 の研 究 と開 発 に 従事 して い る。 この分 野

に お け る成果 と して現 在 サ ー ビス され て い るの が,そ の規 模 や サ ー ビス内容

に お いて最 高 の部 類 に属 す る,総 合文 献検 索 シ ス テ ムMEpLARS(Medical
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LiteratureAnalysisandRetrievalSystem)で あ る。

NLMは 前述 の 通 り政 府 の機 関 で あ り,MEDLARSも 米 国 議 会 の承認 の基

にサー ビスされ てい るもので,い わゆ る一 般 の商用デー タベースで は な い所 に,そ

の特 徴 が あ る。 した が って そ の使 用 料 金 も一 般 商 用 デ ー タベ ー ス と比 較 す る

と非 常 に安 く,オ ン ライ ン接 続 使 用 料 が1時 間 当 り]5～23ド ル(時 間帯

に よ って 異 な る)。 オ フ ライ ン ・プ リン ト料 が,1ペ ー ジ当 り10セ ン トで

あ る。 この料 金 に よ る年 間 の総 収 入 は約200万 ドルに お よぶ が,一 方 で は

コン ピュー タ経 費,人 件 費,イ ン デ ックス作業 費 等 の 年 間運 用経 費 が,500

～600万 ドル とな って お り,そ の差 額 は政 府 予 算 で補 な われ て い る。

MEDI、ARSに て サ ー ビス して い るデ ー タベ ー スは,全 て完 全 な文 献検 索

用 の もの で,現 在各 分野 毎 に27種 類 の デ ー タ ベ ースが 準 備 され て い る。 そ

の 中 で最 も規 模 も大 き く中心 とな って い る もの は,MEDLINEと 呼 ば れ る生

医学 分 野 の文 献 を収 録 した もの で,過 去3年 間で 約500,000件 の 情 報 を 蓄

積 して い る。 このMEDLINEに は,MeSH(MedicalSubjectHeading)

と呼 ばれ る シ ソー ラス ・フ ァイ ルが準 備 され て お り,こ の シ ソー ラス は文 献

検 索 デー タベ ース分 野 で大 い に注 目され てい る もの で あ る。 更 に,MEDI、INE

の最 近1ケ 万 分 の情 報 の み を収 録 してSDIサ ー ビス を行 な うSDILINEも

用意 され て い る。MEDI.INE以 外 で も,毒 物 学,環 境汚 染,副 作 用 等 の文 献

を収 めたTOXLINE,癌 関係 の文献 を収録 したCANCERI、INEな ど が,主

な デー タベ ースで あ る。

MEDLARSの 利 用 者 は,医 科 大学,医 学 図書 館,病 院,製 薬 会 社 等 が 中心

で,内 訳 は大別 して 次 の 通 りで あ る。

O

O

O

O

O

O

医 科 大 学

その他教 育機 関

病 院 ・診 療 所

各 種 研 究 機 関
一 般 企 業

そ の 他

32%

2%

20%

14%

10%

22%
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これ らの利 用 者 に よ る利 用 状 況 は,オ ン ライ ン ・コネ ク ト ・タ イ ムが1日

当 り延350時 間,オ フ ライ ンの プ リン ト要 求が,1日15,000ペ ー ジ に の

ぼ って い る。

この 様 に,NLMの 文 献検 索 サ ー ビス は政 府 が積極 的 に そ の予算 を 裂 い て

民 間へ 情 報 提供 を行 な って い る典形 的 な例 とい うこ とが で き る・

(3)連 邦 政 府技 術 情 報 サ ー ビス(NationalTechnicalInformation

Service)

NTISは 前 述 した通 り米 国 商務 省 内 のAssistantSecretaryof

ScienceandTechnologyに 属 す る,非 営 利 但 し独立 採 算 の機 関 で あ り,

1946年 に設置 され て い る。 こ の機 関 は各 政府 機 関 が独 自に調査,研 究,

開発 を行 な った科 学 技 術 情 報 を収 集 管 理 し,各 省庁 に対 す る個 別 の こ の種 の

情 報 問 合 せ の総 合 窓 口 と して の役 割 を演 じて い る。 これ は,国 民 が そ の 税 金

の使 途 の1つ と して調 査,研 究 あ るい は 開発 され た科学 技 術 情 報 を 広 く利 用

で き る様,ま た,そ の間 合 せ に対 して迅 速 に答 え られ る様 に政 府 が そ の情 報

を 有機 的 に管 理 し提 供 して い るよ い例 といえ る。

NTISに お け る情報 提 供 サ ー ビスは,前 記 の2機 関 の ケー ス とは異 な り,

レ ポ ー ト,ド キ ュ メ ン トの提 供 が そ の 中心 とな って お り,磁 気 テー プで の情

報販 売 や,デ ー タ ベー ス ・サ ー ビスは,補 足 的 な意 味 合 とな って い る。

NTISは,国 防 省,エ ネル ギー省,NASA等 を は じめ,そ の他 の政 府 機 関,

民 間 企業 か ら1日 当 り270件 にの ぼ る レ ポー トを収集 して い る。 これ らの

レ ポ ー トは,全 て マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュ化 されて 保 管 され て お り,こ の フ ィ ッ

シ ュの リ トリー ブ用 に コ ン ピュ ー タが,利 用 され てい る。 顧 客 がNTISに 文

献 の 注 文 を 出す と,ま ずNTISで は 印 刷済 ドキ ュ メ ン トの在 庫 が な い場 合 に

は フィ ッシ ュか ら再 出版 す る。 フ ィ ッシ ュか らの 再版 の 方法 は,顧 客 の要 求

に応 じて,フ ィ ッシ ュ 自体 の コ ピー,フ ィ ッシュか らの ゼ ロ ックス,フ ィ ッ

シ ュか らの 印刷 用 版作 成何 れ か の方 法 を と るこ とが で き る。

フ ィ ッシ ュに よ る ドキ ュ メ ン ト管理 を 行 な うと同時 に,NTISで は収 集 し
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た 文 献 を 検 索 す る た め の デ ー タ ベ ー ス を 作 成 して い る。 但 し こ の デ ー タ ベ ー

ス はNTIS自 身 で は サ ー ビス され て お らず,全 て ロ ッ キ ー ドのDIALOGシ

ス テ ム に収 録 され て お り,NTIS自 身 で も ロ ッ キー ドに ア ク セス して検 索 を 行 な

って い る。 こ れ は,政 府 機 関 と 民 間 企 業 間 に お け る 役 割 分 担 と し て 興 味 あ る

事 例 と い え る。 こ の 場 合 デ ーSベ ー ス の 更 新 は,NTISに 設 置 さ れ た 端 末 か

ら直 接 行 な わ れ て い る 。

更 に 最 近 に な っ て,文 献 や レ ポ ー トば か り で な く,各 省 庁 に お け る コ ン ピ

ュ ー タ ・プ ロ ダ ク ト,す な わ ち プ ロ グ ラ ム や ア プ リケ ー シ ョ ン パ ッ ケ ー ジ,

デ ー タ ベ ー ス 等 も収 集 し,そ の ビ ブ リオ を レ ポ ー トに ま と め,そ の 流 通 を 促

進 し て い る。 現 在 迄 に,エ ネ ル ギ ー,ミ ニ ・マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ,環 境 保

全,土 木 工 学 と4つ の テ ー マ に 関 す る コ ン ピ ュ ー タ ・プ ロ ダ ク トが ま と め あ

げ ら れ,特 に エ ネ ル ギ ー に 関 す る も の は ベ ス トセ ラ ー と な って い る。

NTISの 利 用 者 は 大 別 す る と次 の 通 りで あ る。

O

O

O

o

O

o

－ 般 企 業

製 造 業

大 学 ・研 究 所

連 邦 政 府

州及び地方政府

そ の 他

ま た,全 顧 客 の うち約15%が フ ランス,日 本,カ ナ ダ等 の 諸

外 国 で あ る。 現 在NTISか らは毎 日約12,000枚 の コ ピーあ るい は マ イク ロ

フ ィ ッシュ,そ して約7,000部 の ドキ ュ メン トが発 送 され て い る。

NTISは 独 立 採算 の機 関で あ るた め,そ の経 費 は 出版 物 の代 金 を 中心 に ま

か な われ て い る。

44%

20%

18%

9%

8%

3%
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3.西 ドイ ツ お よ び フ ラ ン ス に お け る

公 共 型 デ ー タベ ース の 実 態

■
'

3.1は じ め に

今 回 の デ ー タベ ー スに 関す る調 査 対象 国 とな った西 欧 主要 国,西 ドイ ツお よ

び フ ランス両 国 は,い ずれ も情 報 問題 につ い て は政 府 指 導型 とな って い る。 膨

大 な 情報 を 収 集加 工,メ ンテ ナ ンスす る こ とは,巨 額 の投 資 を必 要 とす る上 ,

大 きな リス クを 負 う ことに な る こ と もあ って,こ れ らの 諸 国 で は未 だ完 全 な コ

マ ー シ ャル ・ベ ー スの デ ー タベ ース ・サ ー ビス機 関 は存 在 してい な い
。 も ちろ

ん,あ る種 の業 界 にお い て は,複 数 の 民 間企 業 に よ って 設立 され た情 報 提供 サ

ー ビス機 関 とか ,独 立 系 サ ー ビス機 関へ の業務 の委 託 な ど は数 少 ない な が らも

見 受 け るこ と は で き る 。 両 国 とも,デ ー タベ ー ス,特 に ドキ ュメ ンテ ー シ ョ

ン関 す る情 報 の 整備 は,全 て の大 プ ・ジ ェク トの 土 台 に な る との考 え か ら,政

府 が 強 力な バ ンク ア ップを 行 って い る。 そ の表 わ れ が,西 ドイ ツに お け るIUD

計 画 お よびIBS計 画で あ り,ま た フ ランスに お け る行 政 所管 の横 割 機 能 を発

揮す るBNISTの 設立 で あ る。 以 下 に両 国 にお け る ドキ ュメ ンテ ー シ ・ンを ベ

ース と した デ ー タ ベ ー スに 関す る政 府 施策 と実 際 に情 報 を提 供 して い る サ ー ビ

ス機 関 の うち今 回 訪 問 した もの につ い て その概 略を 述 べ る こ とにす る
。

3.2西 ドイ ツ

●

●

西 ドイツの情 報 ・ドキ ュメ ンテ ー シ ョン政 策 は,1971年5月 に連 邦 内務

省 よ り発 表 され た 情 報 バ ン ク ・シス テ ム(IBS)と1973年 に 実行 計 画 とし

て 発 表 され たIUD計 画 が その 柱 とな って い る。

1967年12月,西 ドイ ツ政 府 は 国会 決議 に基 づ い て,行 政 機 構 の 中で

EDPの 効 果 的活 用 につ いて政 府 が行 った措 置 につ き報 告 す るよ う求 め た。 そ
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の要請 に よ り提 出 され た最 初 の 報 告 で は,国 家 の政 策実 施 の運 営 を計 る上 で必

要 な情 報 を必 要 な時 に得 るため に,政 府 に と って基 本 的情 報 を計 画 的 に 蓄積 す

るこ との重要 性 を説 い て お り,こ のた め デ ー タ ・バ ン ク網 を設 立 す る こと,集

中的 ドキ ュ メンテ ー シ ョン行 うこ とに よ り国民経済 全般 に高 い 利 用効 率 を 生 む

よ うに計 る ことな ど が提起 され た 。

こ う した事 情 を基 に,西 ドイ ツ連 邦政府 で は,国 会 決 議 に従 って,1970年

年4月 に 内閣 直属 の ワー キ ング ・グ ル ー プを 編成 して,西 ドイ ツ情 報 バ ン ク,

シス テ ムの 計 画を 提 案す るよ う諮 問 した。 その結 果,1971年5月,「 西 ドイ

ツに おけ る作 業 分担 型 一 般情 報 バ ンク ・シス テ ムの 企 画 と設 置 の た め の提 案 」

とい う副題 をつ け た 「情 報 バ ン ク ・シス テ ム」(IBS)を 発 表 す るに 至 った 。

IBSに は 誰で も入 手 可 能 な 開 放 性 の情 報 の みが 含 まれ るだ けで な く,個 人 や

機 関 の法 的 に保 護 され ねば な らな い プ ライバ シーや機 密 範 囲 に属 す る よ うな情

報 も含 まれ るが,こ の 中 で も特 に科 学技 術 情 報活 動 に対 す る示 唆 が か な りの ウ

エ イ トを 占めて い る。

一 方 ,IBS計 画 を 実 施 す るた め の計 画 として 「1974年 ～1977年 の間 に

おけ る西 ドイ ツで の情 報 ドキ ュ メンテ ー シ ョンを 推進 す る連 邦施 策IUD(ln

formationundDokumentation)」 が1973年 発 表 され た 。

IUD計 画 は,近 代 化 社 会 の 知 識 の 増 加 な らびに情 報 ニー ズの増 大 に合 った

科学 技 術情 報 サ ー ビス業 務 の 編成 を 促 し,サ ポー トす る と共 に,西 ドイ ツにお

け る科 学,経 済,技 術,政 治,社 会 の諸 課 題を 解 決す るた め に,世 界 中 に存 在

す る知識 な らび に事 実 が 活 用 され,重 複作 業や 誤 った投 資 が 回 避 され る よ うに,

種 々の専 門課題 領 域 か らあ ら ゆ る種 類 の情 報 に対 して よ り効 果 的 に ア クセ スで

きる こ とを 目的 と して い る。

この ためIUDで は,① 科 学 技術 情 報 組 織 を編成 が え した り,ま た新 規 に組

織 化す る こ とに よ って,こ れ まで合 理 的 に分散 して い た ドキ ュメ ンテ ー シ ョン

機 関,中 央 専 門図 書 館 お よび 翻 訳 機 関 を お よそ16の 大 規 模 な 広 域 専 門情 報 シ

ステ ムに まとめて い き,系 統 的 に効 率 の よ い単一 構 成 に 発展 させ る こ と。
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② ま た,関 連 す る基 盤 フ ァ イ ル を 幅 広 い ベ ー ス の 上 に 立 って 改 善 す る こ と に

よ り,効 率 の よ い 国 立 情 報 組 織 を 設 置 し,国 際 的 プ ロジ ェク ト,特 に 国 際 的 情 報

シ ス テ ムに お け る 実 施 効 果 を 上 げ る た め 科 学 的
,技 術 的,人 間 的,組 織 的 か つ

そ の 他 の 一 般 的 原 則 を 設 定 す る こ と 。

を 具 体 的 に 実 施 す る こ と を 計 画 し た 。

IUD計 画 実 施 の た め 連 邦 政 府 は,1974年 ～1977年 の 間 に 総 額4 .5億

ド イ ツ ・マ ル ク の 助 成 を 行 った が,こ の 大 規 模 な プ ・ジ ェ ク ト実 施 は 西 ドイ ツ

の2機 関,ド キ ュ メ ン テ ー シ ョン研 究 所IDW(InstitutfurDocumentation

swesen)お よ び 情 報 ・ ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン協 会GID(Gesellshaftftir

InformationundDokumentation)が 分 担 して 行 う こ と と な っ た 。

以 上 述 べ た よ うな 政 府 施 策 を 基 に,西 ド イ ツで は 各 種 事 業 が 実 施 され て い る

が,具 体 的 実 施 機 関 の う ち,今 回 訪 問 し た 幾 つ か に つ い て 以 下 に そ の 概 略 を 示

す 。

(1)IDC(化 学 ドキ ュ メ ン テ ー シ ョン 協 会)

国 際 化 学 ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン協 会IDC(Internationale

Dokumentations-gesellschaftfurChemiem .b.H)は,か つ て 巨 大 な

化 学 会 社 と して 存 在 したIGFarbenが 第2次 大 戦 後,BASF,BAYER,

HOECHSTの3社 に 解 体 され た が,こ れ ら3社 の 特 許 情 報 を 含 め た 化 学 情

報 の 総 合 化 の 要 請 を 契 機 と し て1967年 に 設 立 され た 。 設 立 の 目的 は,化 学

文 献 の 抄 録 か ら キ ー ワ ー ドを 選 び,そ のCREMASフ ラ グ メン ト ・コ ー ド化,

検 索 用 磁 気 テ ー プの 製造,検 索 サー ビス,高 分 子 と無 機 化合 物 の コー ド化法

の 開発,化 合 物 コー ドの イン プ ッ トと検 索 サー ビス等 とな ってい るが,現 在

同社 で は会 員11社(わ が 国 の帝 人 を 含む)に 対 す る これ らの サ ー ビスを 主

と して行 って い る。 財 政 的 に は,連 邦政 府 に よ る基金 百 万 マ ル クの他,年 間

予 算 と して は,会 員11社 に よ る 分担 金 と,政 府 か らの補 助金 に よ って い る。

ちなみ に1976年 の年 間予 算 は,邦 価 に して 約13億 円で あ ったが,こ の う

ち約87%は 会 員 各社 の分 担金,残 り13%が 政府 か らの 補 助金 とな って い
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る 。 な お,会 員 各 社 の 分 担 金 の 賦 課 率 は,各 社 所 属 の 化 学 技 術 者 数 に よ っ て

い る 。

現 在 収 録 され て い る デ ー タは,化 学 文 献 書 誌 と し て は,26ケ 国 の6万 件

の ア ブ ス ト ラ ク トを 含 む30万 件 の ア ブ ス トラ ク ト,1万4千 件 の ジ ャ ー ナ

ル,12万 件 の 特 許 情 報 に 達 し て い る。 ま た,化 学 化 合 物 に つ い て は,す で

に3百 万 以 上 の 基 本 化 合 物 コ ー ドを 収 録 し て い る。 特 に 化 合 物 の 検 索 で は,

化 学 構 造 以 外 の 要 素,例 え ば そ の 化 合 物 の 性 質,ス ペ ク トル,生 物 活 性,応

用 面 な ど の 組 み 合 わ せ が 必 要 と な る 場 合 が 多 い が,IDCの シ ス テ ムで は こ

れ らを カ バ ー して い る上,グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イを 利 用 し て の,類 似

し た 化 合 物 の 検 索,メ ニ ュ ー の 組 合 せ に よ る複 雑 な 化 学 式 の 構 成 な ど を,目

で 見 な が ら ラ イ トペ ン を 使 用 し て 容 易 に で き る よ う設 計 され て い る 。

コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム は,IBM370/145,Siemens,Standard

RD186等 の プ ロ セ ッ サ ー の 他,SIG100グ ラ フ ィ ソク ・デ ィ ス プ レ

イ,MDS200磁 気 テ ー プ ・ ド ラ イ ブそ の 他 の 周 辺 機 器 を 使 用 し て お り,

こ れ ら は ま た ベ ル リ ン,デ ュ ソ セ ル フ ドル フ等 と 専 用 回 線 で 接 続 さ れ て い る。

一 方
,従 業 員 に つ い て は,全 従 業 員 の う ち 約50パ ー セ ン トが 化 学 の 専 門 家

で あ り,残 り15パ ー セ ン トが プ ロ グ ラ マ ー,そ の 他6人 ～10人 の 数 学 者,

ほ か と な っ て い る。 サ ー ビス は,現 在 バ ッチ が 主 体 と な っ て お り,メ ン バ ー

に は 磁 気 テ ー プの 送 付 な ど を 行 って い るが,こ れ は オ ン ラ イ ン に よ る サ ー ビ

ス の ニ ー ズ が そ れ 程 高 くな い こ と か ら き て い る 。

(2)ZMD(機 械 化 ドキ ュ メ ン テ ー シ ョン ・セ ン タ ー)

ド キ ュ メ ン テ ー シ ョン機 械 化 セ ン タ ー,ZMD(ZentralstellefUr

MaschinellcIbkumentation)は,1964年 に 西 ド イ ツの 連 邦 政 府 と ・

Maxplank協 会 に よ って 設 立 され た 非 営 利 の 研 究 機 関 で あ る 。 財 政 的 に は,

運 営 経 費 の50%が 連 邦 政 府,残 り の50%が 州 政 府 を 産 業 界 が 支 援 を 行 っ

て い る○

西 ド イ ツで は,1974年 ～1977年 の 間 に お け る情 報 ドキ ュ メ ン テ ー シ ・
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ンを推 進す る連 邦施 策 と してIUD計 画 が ある こ とは 前 に も述 べたが,こ の

目的 とす る1つ は,科 学 技術 情報 を編 成 換 え した り,ま た新視 に組織 化 す る

こ とに よっ て,こ れ まで分 散 してい た ドキ ュ メ ンテー シ ョン機 関,中 央 図 書

館 お よび翻 訳 機 関 を16の 大 規模 な広域 専 門 情 報 シス テ ム に ま とめ てい き,

系統 的 に効 率 の よい単 一 構 成 に発 展 させ る こ と で あ った。ZMDで は,こ の

計 画 を基 に これ らに 関す る全 ゆ る情報 の コ ン ピュー タ化 に対 す る仕 事 を行 っ

てい る。 ～これ ら16の 分 野 につ い ては,分 野 毎 に収集 され た文 献情 報 をZM

Dで 入 力 デー タ に変 換 し,磁 気 テー プに作 成 して外部 に供給 す る。 ま た,索

引 誌,抄 録 誌 の編 集作 業 も行 われ て い る。

ZMDが 扱 っ てい る情 報 は,以 下 の3分 野 に分類 され る。

(A)一 般 の 本 屋等 で販 売 され てい る書籍

(B)政 府 刊行 物等 一 般 に市販 され てい な い書籍,刊 行 物

(H)大 学 の博 士論 文 等 の専 門文 献

ZMDで は,上 記A,B,Hの 分類 に よ って,ド イ ツ国立 図書 館 の書籍 全

般 に つ い て コン'ピ ュ一 夕に よる索引 を完成 したが,1972年 か ら1975

年 の間 に33万 件 の収 録 を行 い,現 在 で も年 間 約8万 件 か ら10万 件 の ア ッ

プデ ー トを行 っ てい る。

コ ン ピ ュー タ と特殊 印字 装置 に よ る ア ウ トプ ッ トに よっ てZMDで は,文

献 目録 を印 刷 してい るが,1976年 度 に収 録 した項 目は82,389項 に

達 して お り,真 数 に して41,527頁 と な っ た。 また,こ れ と併 せ て新 刊

書速 報 サー ビス(CIP)も 拡張 してい る。

ZMDは,こ うい っ た文 献 情報 に関 す る コ ン ピュー タ処理 の実務 とシス テ

ム開発 の他 に 情報 処理 技 術者 の養 成 と訓 練 も行 って お り,1976年 に は ド

キ ュ メン ター と して の 資格 を得 るた め に7名 の 高校 卒 業 生 を訓 練 した。

こ うい った 業務 の ため,現 在ZMDで は 約80名 の ス タ ッ フを抱 え て い る。

一 方 ,コ ン ピュー タ ・シ ス テ ムは,1976年 度 にか って のIBM1460

か らIBM370-145に リプレー ス し,完 全 な コン バー ジ ョンを実 施 す
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る と共 に,部 分 的 に は シ ス テ ム の 概 念 そ の もの の 修 正 も行 っ た 。

ZMDで は,す で にZMDネ ッ トを 構 成 し て お り,各 地 区 と通 信 回 線 で 結

ん だ サ ー ビス を 実 施 し て い る 。 地 域 に よ っ て 利 用 され て い る 回 線 は 異 な る が,

こ れ ら の地 域 に は 通 常 デ ー タ ・ス テ ー シ ョ ン,プ リン タ ー 等 が 設 置 さ れ て い

るo

ド イ ツ連 邦 研 究 技 術 省 で は,オ ン ラ イ ン ・ ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン 情 報 ネ ッ

ト ワー ク(ODIN)を 建 設 す る 計 画 を持 っ て お り,こ の ネ ッ ト ワ ー ク にZM

Dネ ッ トが 接 続 さ れ,さ ら にZMDはEURONETの 窓 口 に な る こ と に な

っ て い る。 従 っ て,将 来 ヨ ー ロ ッパ 内 の 各 国 に 対 し,ド イ ツ で 出 版 さ れ た 全

ゆ る文 献 に つ い て の 情 報 の 提 供 サ ー ビ ス を実 施 す る こ と が で き る 。

以 上 の よ うに,ZMDは,西 ドイ ツ に お け る 全 ゆ る 出版 物 に 対 す る コ ン ピ

ュ ー タ を 用 い た ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス の 中 核 的 役 割 を持 つ も の で,

ド イ ツ が か ね て よ り,全 ゆ る 研 究 開 発 の ベ ー ス に な る 文 献,情 報 等 の 整 備 に

対 して 行 っ て い る 姿勢 が う か が わ れ る 。

(3)ELC(環 境 法 律 セ ン タ ー)

西 ドイ ツ,ボ ンの 郊 外 に あ る 環 境 法 律 セ ン タ ーELC(Environmental

LawCenter)は,自 然 と 自 然 資 源 を保 護 す る た め の 国 際 組 織,IUCN

(InternationalUnionforConservationNatureandNaturalResou-

rces)に 加 盟 し て い る 西 ドイ ツ の 組 織 で あ るo

今 回 訪 門 した 環 境 法 律 セ ン タ ー で は,IUCNの 目 的 の 一 環 と して,現 在,

全 世 界130カ 国 に お け る 環 境 に 関 す る 法 律 を20の 分 類 分 け,IUCNの

国 際 用 語 で あ る 英 独 仏 語 で デ ー タ ・ベ ー ス を 作 成 し て い る 。 した が っ て,ユ

ー ザ は
,英 独 仏3カ 国 に よ る キ ー ワ ー ド,キ ー コ ン セ プ トに よ っ て,デ ー タ

・ベ ー ス に ア ク セ ス し ,即 時 に 各 国 の 環 境 に 関 す る 規 制 状 況,判 例 等 の 情 報

を 得 る こ とが で き る 。 コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム は 現 在,デ ュ セ ル ドル フ に あ

るIBMの コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー に 設 置 さ れ て い るIBMの も の を 使 用 し

て い る が,こ れ はIBMのDPMAが 今 回 の プ ロ ジ ェ ク トに 適 し て い る こ と
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が,IBMを 選 ん だ理 由 とな って い るo一 方,ボ ンに あ るELCに は ター ミ

ナルが設 置 され て い て,オ ン ライ ンで デ ュ ッセ ル ドル フのIBMセ ン ター に

あ るデー タ ・ベ ー ス に ア クセ スで きるo

な お,現 在 イ ン プ ッ トされ て い る情 報 は,各 国 の環 境 に関 す る法 律 が1万

6千 件,判 例 が2万 件 とな って い る。 現 在,多 くの国 で は こ うい っ た判 例 と

か法 律,条 令 に つい て コ ン ピュー タを利 用 す べ く努 力 してい るが,犯 罪等 に

係 る法 律,特 に判 例 は 膨 大 な ボ リュー ムに達 す るた め,イ ン プ ッ トお よび ア

ッ プデ ー トに未 だ 多 くの 問題 が残 され てい る。 しか し,今 回 のIUCNに よ

る環境 法 の デー タ ・ベ ー ス は,各 国 と も比較 的新 しい法 律 で あ る上 ,判 例 も

未 だ 多 くな く,最 初 の 時点 で完 全 な コ ン ピュー タ化 の デ ザ イ ンを行 って お く

こ とは,今 後 の ア ッ プデ ー ト,メ ン テ ンス か ら見て も極 め て有意 義 で あ る。

現 在19名 の ス タ ッ フが 同 セ ン ター の 業務 に従事 して い るが,こ の うち約

14名 は法 律 の専 門家 で あ る。 また,こ の うちの1名 は 日本 人 で あ り,わ が

国 の国立 公害 研 究 所 か ら,わ が 国の 環境 法 につ い ての イ ンデ ックス とか キー

・コン セ プ トの 作 成 のた めに派 遣 され てい る
。 年 間 予 算 は 約50万 ドイ ツ ・

マル クで これ はIUCNか ら直 接 出てい る。

現 在 各 国 で は,公 害 等 の 問題 を含 め環 境 に関す る意 識 が非 常 に 高 くな って

き てい る こ とか ら環 境 法 の整 備 が急 速 に要求 され てい るoこ の 点 か ら も,E

LCに よ る各 国 の環 境 法,法 令 の デー タ ・ベ ー スの整 備 は,極 め て有 意 義 で

ある。

● 3.3フ ラ ン ス

● フラン スで は,大 規 模 な総 合 的 情報 セ ン ター と して世 界 的 に著 名 なCNRS

ドキ ュメ ン テー シ ョン ・セ ンター が設立 され て久 しい が ,そ の 後1950年 代 末

ノ リ ノ

に特 別 委 員会ComitedetudeDocumentationが 設 置 され,近 代 的 情 報 処理

技 術 に よ って科 学 技術 文 献 を処理 す る新 しい大 規模 中枢 機 関 設立 の可 能性 を検

一77一



討 す る こ と と な っ た 。 こ の 委 員 会 の 活 動 は,当 時 の 社 会 経 済 情 勢 か ら実 行 に 移

され な い ま ま 終 っ た が,こ こ で 検 討 さ れ た 提 案 が1968年 の 科 学 技 術 ドキ ュ メ

ン テ ー シ ョ ン 国 家 委 員 会(CNDST)の 「科 学 技 術 情 報 の 全 国 ネ ッ ト ワー ク」

設 立 構 想 に生 か さ れ,フ ラ ン ス に お け る 情 報 活 動 の 見 直 し と,CNDS活 動 に

対 す る 徹 底 的 な 評 価 分 析 の 結 果,1973年 のBNIST(国 立 科 学 技 術 情 報 局)

設 立 と な っ た の で あ る 。

フ ラ ン ス 政 府 の 産 業 研 究 省(MinisteredeI/IndustrieetdelaCom-

merceetdel'Artistant)に 所 属 す るBNIST(BureauNationalde

l'InformationScientifiqueetTechnique;国 立 科 学 技 術 情 報 局)は,

1973年2月 に 情 報 処 理 振 興 の 一 環 と して,フ ラ ン ス に お け る 情 報 政 策 の 立 案,

調 整,推 進 機 関 と し て 設 立 され たo

ヨ ー ロ ッ パ に お い て は,政 府 に お け る 省 庁 間 の 横 の 連 絡 とか 協 調 性 に 欠 け る

タ
点 が しば しば 指 摘 さ れ る が,BNISTは,産 業 研 究 省,大 蔵 省(Ministereノ
desEconomiesetdesFinances),外 務 省(MinisteredesAffatres

E,,ang6,e、),文 部 省 大 学 庁(Sec・6・ ・・…JE・ …nxU…ers・ ・6・)・ 国

ノ ノ

防省(MinisteredesArmees)の5省 庁 の 協 力の 下 に設立 され た ため,省 閥

か ら超 越 して機能 す る こ とが で き る特 徴 を持 ってい る。

また,研 究 開発 予 算 と して年 間約1,300万 フ ラン(1977年)が 用意 され,

BNIST内 の評 議 会 にお い て認 め られ た プ ロ ジェ ク トに対 し助 成 金 が与 え られ

る。 この た め各 界か ら協 力 を得 る こ とが容 易 にな り,調 整 機 能 が 円滑 に発 揮 で

きる。 さ らに,国 際的 に はEURONETを は じめ 国 際的 な情 報 ネッ トワー クの

フ ラ ンスの 窓 口と して の 役割 を遂 行 してい る こ と もあ っ て,情 報 政 策 を バ ック

に した 国際協 力の方 向性 が 明確 に な り,ナ シ ・ナル ・ニ ー ズ に沿 った 国際協 力

活動 が積 極 的 に推進 で き る特徴 も持 ってい る。

BNISTの も う一 方 の 目的 で ある 農 業 ・ 化 学,生 物 医 学 等 の各 種 分野 にお

け る専 門情 報 セ ンター を 有機 的 に連 携 させ る こ とに よ る フ ランス全 体 の コ ン ピ

ュー タ に よる ネ ッ トワー ク化 は,首 都 パ リに集 中す る情 報 文 化 を地 方 へ も平 均
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的 に分散 化 し,フ ランス全 体 と しての社 会 経済 の発展 を期 した情 報 計 画 を推 進

す る こ とを可 能 に して い るo

いず れ に しろ,BNISTが1974年 よ り実 質 的機 能 を開始 してか ら 日は 浅 い

なが ら,活 発 に活 動 してお り,年 間 予算 も着 々 と増 加 して きてい るこ とは,一

貫 した国家 的要 請 もさ りな が ら,全 ての 大 プ ロジェ ク トの ベ ース とな る情 報 を

極 めて重 要 視 し,こ れ ら情 報 の収 集,整 備,分 配 の た め に各 省 庁 が積 極 的 に協

力 して い る こ とは賞 讃 に価 す る。

以 下 に,BNISTか らの 助成 金 に よって活 動 して い る各 種 機 関 の うち,今 回

訪 問 した もの につ い て そ の概 略 を示 した。

{1}Necker(ネ ッ カー病 院)

私 共 が訪 問 した ネ ッカー ・小 児 病院 は,か っては,ネ ッ カー病院 と小 児病

院 に分 かれ て い た もの で,こ れ らは いず れ もフ ラン ス革 命 前 後 に創 立 され た

パ リの 由緒 ある病 院 で あ る。 特 に ネ ッ カー病 院 は,ラ エ ネ ックが この 病 院 に

勤 務 してい る時 に聴 診 法 を発 見 した ことで有 名 で,ま た同 じ構 内 に隣 接 して

い る小 児病 院 は 「フ ラン ス小 児科 学 の メ ッカ」 と して よ く知 られ て い るoな

お,現 在 は2つ の病 院 が 組織 上1つ とな って ネ ッカー ・小 児 病院(Groupe

HospitalierNecker-Enfamts-Malades)と 呼 ばれ てaS・り,腎 臓,尿 外 科 ,

心 臓,レ ン トゲ ン,産 婦 人科 等 を含 む1200の ベ ッ トを持 つ総 合 病院 とな っ

て い るo

フ ランス にお け る医 療 分 野 へ の コン ピ ュー タの 利 用 は,他 の先 進 国,わ が

国 と比較 して も決 して進 ん で い る とは 言え ない が,私 共 が 訪 問 した ネ ッカー

・小 児病 院 で は ,か な り前 か ら研 究 グ ルー プを組 織 し,コ ン ピュー タ の効 果

的 利用 につ い て研 究 し,そ の成果 が着 々 と現 わ れ つ つ あ る。以 下 に示 した の

は,そ の研 究成 果 の主 な もの で あ る。

θ コ ン ピ ュー タ を利 用 した診 断

O－ 般 的 疫 病 の 診断

o電 気 信 号 の 自動 分 析
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(ロ)診 療 フ ァイ ルの 自動化

㌣う 重症 者 の 自動 監 視(モ ニ タ リン グ)と コン ピュー タに よる コン トロー ル

←)臨 床 検 査 室 にお け る情 報科学 の応 用

団 医 師 に対 す る医療 情報 の提 供

O医 学 ドキ ュ メ ンテ ー シ ョンの 自動化

O医 学 デー タ ・バ ン ク

(N病 院vak・ け る情 報 科 学

O病 院 にお け る情 報 の流 れ

O病 院情 報 の 組織 化 と処 理

私 共 は,こ の 研 究 グ/レー プの チ ー フで あ り腎 臓 の 専 門 家 で あ る デ ュ ク ロ教

授 に,特 に医学 に お け る デー タ ・バ ン クの研 究 成 果 につ いて語 って もらった。

なお,(ロ)診 療 フ ァイ ルの 自動 化 も もち ろん デー タ ・バ ン クの 一 部 を構成 して

い るが,今 回 は最 も進 歩 した研 究 の1つ と して ク ロー ズ ・ア ップ され た 医薬

品 につ い ての デー タ ・バ ン ク(BIAMシ ステ ム)を 紹介 して もら ったo

この研 究 開発 の 目的 は,利 用者(主 と し て開 業 医)に,通 常 の 薬 品 の取 り

扱 いに 関 して 直 ち に 利 用 で きる情報 を提供 す る こ とで あ る。 この た め に,

1,500種 類 の基 本 的 活性 物 質,2,800の 化 学 分析 デ ー タ,8,500種 類 の商 業

化 した専 門 品 に関 す る デー タが 収 集 され,大 容 量 の磁 気 デ ィス クに イン プ ッ

トされ てい る。 この 検 索 には,DEC社 のPDP10を 中心 と した コ ン ピュー

タ ・シス テ ムに より,タ イ ム シ ェア リン グ ・モー ドで 行 われ るが,操 作 は非

常 に簡 単 で,情 報 処 理 に関 す る予備 知 識が な くて も,容 易 に習 得 で きる 言語

に よ って,会 話 形 式 で シス テム と応 答 す る こ とが で きる。 この よ うに して,

あ る既 知物 質 の性 能 の 全部 また は 一 部 を 「編集 」 した もの と,あ るい は一連

の基 準 に対 応 してい る1つ,も し くは複 数 の物 質 を 「選 抜 」 した もの を得 る

こ とがで きる。 現 在,シ ス テ ム との応答 は6台 の デ ィス プレ イを 中心 と した

タ ー ミナル に よ り,ク ライ ア ン トに対 しては 電 話 で行 わ れ てい る。 これ は,

個人 の医 者 に各 々 ター ミナル を設置 す る程 需 要 が 現 在 の 所 な い ため で,将 来,
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き る 。 日本 で も 消 防 法 等,規 制 関 連 が 複 雑 で あ る上,新 建 材 な ど急 激 な製 品

の 増 加 か ら考 え て も,適 用 が 検 討 さ れ る べ き シ ス テ ム で あ ろ う。

(3)CIDA(化 学 情 報 ドキ ュ メ ン テ ー シ ・ ン ・セ ン タ ー)

パ リ第7大 学(工 学 部)は
,有 機 化 学,化 学 構 造,物 理,電 子 工 学 等 を 専

門 と して い る が,こ の 中 に 自動 情 報 資 料 セ ン タ ー と して,CIDA(Centre

d/lnformatiqueetDocumentationAutomatique)が 設 け られ た 。

現 在,CIDAの 要 員 数 は,教 授,研 究 員,コ ン ピ ュ ー タ技 術 者 を 含 め て

約30名 と な っ てい る 。CIDAで は,化 学 構 造 物 を主 体 と した デ ー タ ・ベ ー

ス を開 発 した が,こ の シ ス テ ムはDARC(Description ,Acquisition,

Retrieval,Conception)・PLURIDATAシ ス テ ム と呼 ば れ て い る 。 な

お シ ス テ ム 開 発 に 要 し た 費 用 は,BNISTの デ ー タ ・バ ン ク開 発 補 助 金 が 当

て られ た 。

こ の デ ー タ ・ベ ー ス に 含 ま れ る ア イ テ ム は:

(a)原 子 力 関係

(b)結 晶 関係

(c)化 学化 合物 関 係

とな って い るo

8,000件

15,000件

25,000件

DARCシ ス テムで,特 に注 目を引 い たの は,化 学 構造 物 の3次 元表 示(濃

淡 に よ り遠 近 を表 わす)と そ の構 造 を回転 させ る こ と に よ り,ど の角 度 か ら

で も見れ る よ うデザ イ ンされ て い る こ とで あるoシ ス テ ムは ,ま たCYCLA

DESネ ッ ト ワー ク と接 続 され て お り,将 来EURONETと 接 続 す る予定 も

持 ってい る。

DARCシ ス テムの 開発 は,パ リ第7大 学 の デ ュ ボア教 授 の下 で数 人 の研 究

者 に よって1965年 に 開始 され た。 この研 究 開発 の 中に は化 学 構造 物 の スペ

ク トル 分析,独 特 の コー ド化 手 法,デ ィス プレ イへ の ア ウ トプ ッ ト ・シ ス テ

ム,シ ス テ ム全 体 の融 通 性 た とえ ば化 学 構造 を デ ィス プ レイ上 に 自由 に画 き
,

そ れ に似 た化学 構 造 式 の 検 索学 を含む 大 規模 な プ ロジェ ク トとな った。 シ ス
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テ ム構 成 は,PDP11/35を 中 心 に88メ ガ ・バ イ トの デ ィス ク ・ パ ッ プ,

カ ー ト リ ッ ジ ・テ ー プ,グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ,ハ ー ド ・コ ピー 用 機

器,図 型 処 理 用 の ポ テ ン シ ャ ル ・メ ー タ ー等 か ら成 っ て い るoま た 現 在 はC

YCLADESと 接 続 さ れ て い る が,～ これ が 将 来TRANSPACと な った 場 合

2,400bpsの 通 信 回 線 で 結 ば れ る こ と にkる 。

一 方
,CIDAで は,化 学 文 献 ア ブ ス トラク トの サ ー ビ ス も米 国 の オ ハ イ オ

大 学,コ ロ ン ビ ア 大 学 等 と交 流 を行 い な が ら行 っ て お り,現 在 ア ブ ス ト ラ ク

トの 収 録 数 は125,000に 達 し て い るo

こ れ ら の シ ス テ ム 研 究 開 発 費 は,IRIAお よ びGASTか ら 出 て い る が,

現 在 の ス ポ ン サ ー はBNISTと な っ て い る 。 従 っ て,現 在 の 所 サ ー ビ ス は 無

料 で あ る が,こ れ も今 後6ヵ 月 ま で と な っ て お り,そ の 後 は 有 料 に す る べ く

検 討 中 で あ る。

ユ ー ザ ー は,主 と し て 化 学 関 連 企 業,大 学 の 研 究 室 等 で あ る が,特 にCN

RSは,=・ 一 ザ ー で あ る と 同 時 にCIDAへ の 協 力 機 関 で も あ る 。

'
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簡 単 な 専 用 ター ミナル を各 ク ライ ア ン トに設置 す る こ と も考 え られ て い る。

現 在,BNISTか の援 助 を得 てい るため,イ ン ク ワイ ア リ対 しては 無 料 で あ

るが,将 来 有料 と した場 合 で もフ ラン スの 開 業 医(全 仏 約5万 人)1人 当 り

年 間40フ ランの 負担 で運 営 費 を賄 え る計 算 と なるが,医 師 の 「情 報 は 無料」

とい う従 来 か らの 感覚 の払 拭 が大 きな課 題 とな ってい る。 この シス テ ムで は,

新薬 情報,副 作 用 情報 等 が提 供 され てお り,最 近 の薬 剤 副作 用 に対 す る訴 訟

問題 か ら この シ ス テ ムに よる免責 が考 え られ つXあ り(こ の よ うな情況 に 対

処 す るた めBIAMシ ス テムでは,最 近 そ の 提供 情 報 に保 険 を付 した),新 ら

しい ニー ズ の発 生 と して注 目され て い る。

{2)CATED(科 学 技 術 ドキ ュメ ン テー シ ョン ・セ ンサ ー)

CATED(Centre(1'AssistanceTechniqueetdeDocumentation)は

フ ランス の土 木連 盟 に所 属 す る建 築 技 術 援 助 ・ドキ ュ メ ンテー シ ョン ・セ ン

ター で あ る。CATEDは 同連 盟 に加 盟 す る土木 建 築 業者 に対 す るARIANEノ
(ArrangementReticuledesInformationpourl'ApprochedesNotions

parleurEnvironnement)シ ス テ ム と 名 付 け られ た 建 築 関 係 の あ ら ゆ る 情

報 に 関 す る デ ー タ ・ベ ー ス ・サ ー ビ ス を 実 施 して い る。 ま たCATEDで は,

こ の 他 建 築 土 木 関 係 の 現 場 も し くは オ フ ィ ス 内 で の 援 助,規 則 に 準 じ て 作 業

が 実 施 され て い る か の チ ェ ッ ク,左 官 コ ー ス 等 の 地 方 単 位(ギ ー ル,リ ヨ ン

ノ ピ

等)で の教 育訓 練,雑 誌,カ タ ロ グ類等 刊 行 物 の 発行,各 国 の専 門土 木 建 築

連 盟 との交 流 等 積極 的 な活 動 を展 開 して い る。

CATEDが 行 ってい る事 業 の 中 で も,特 にARIANEサ ー ビスは,全 世 界

の大 手7,000社 の建 築 器 材 メー カーの70,000種 類 の製 品 と,こ れ に 関す る

200,000件 の技 術 関連 情 報 を持 つ大 規模 なデー タ ・ベー ス で,こ の 中 には,

日本 の 本 田技研 の 芝刈機 な ど も含 まれ て い る。 また,土 木建 築 関係 の規 則,

例 え ば防 火,防 災,教 育 関係 施 設 の壁 の厚 さ,部 屋 の明 るさ な どに 関す る情

報 も格 納 され てお り,業 者 か らの 問 い 合せ に対 す るサー ビス を実施 してい る。

現 在,サ ー ビス はパ リ市 内 のCATED内 に あ るHOSTコ ン ピ ュー タ と リ一
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ル,リ ヨ ン,マ ル セー ユ,ス トラス ブル グ,ツ ー ル ー ズ,ナ ン トの6地 区 に

設 置 され た ヴィデ オ ・デ ィス プレ イ をベ ー ス と した ター ミナル を通 じて 行 わ

れ て い るが,CATEDのHOSTは,ま たCYCLADネ ッ トワー ク(将 来

TRANSPACに 移 行)の1ノ ー ドと もな っ てk・ り,さ らに将 来EURONET

と も接 続 され る。

現 在,CATEDで は約100人 の ス タ ッフが約6,000の カス トマーの年 間

約4万 件 の 問い 合 わせ に対 し,デ ィス プレ イか らの ア ウ トプ ッ トをベ ー ス と

して電 話 に よる回 答 サー ビスを行 って い る。 イ ン プ ッ ト ・デー タは,メ ー カ

ー の製 品 案 内 を もとにCATEDの ス タッフが イ ン プ ッ ト用 に作 成 し,そ の結

果 を メー カー に送 付 し チ ェ ック を受 け た後,イ ン プ ッ トす る段 階 を経 て い る

た め非 常 に精度 の高 い デ ー タ とな って い るo現 在,製 品数 は まだ まだ増 加 中

で あ り,ま た規制 関 連 の デ ー タも着 々 とア ッ プ ・デー トされ てい るた め,業

者 に対 す る きめ の細 い サー ビス が実 施 され る こ とにな ろ う。

一 方 ,業 者 か らは,製 品 の評 価 に つい て の情 報 を提 供 して欲 しい 旨要 求 が

あ り,第3者 機 関 と してい か に この情 報 を取 り扱 うか は 今後 の課 題 で あ る。

また,当 初 は,タ ー ミナル数 も フ ラン ス内 に20以 上 設置 し,完 全 に オ ン ラ

イ ンで サー ビスす る計 画 で あ った が,問 い 合 わ せ 数 が当 初 の予 定 より少 な か

った こ と もあ って,電 話 に よる ナー ビス とな っ てい る。 今後 は,問 い合 わせ

数 の増 加 に伴 って,タ ー ミナル数 を増加 し,ユ ー ザ ー に直 接設 置 して完全 に

オ ン ライ ンで サー ビス を行 うとか,全 情報 をマ イ ク ロフ ィ ッシ ュにす る な ど

の 計 画 を もって い る。 現 在BNISTか らの 援 助 と,連 盟 か らの補 助 に依 存 し

てい る所 が大 で ある が,今 後 は カタ ロ グ販 売等 に よって研 究 開 発 費 に当 てた

い と して い る。

ヨー ロ ッパ で もこの種 の サー ビス は極 め て ユ ニ ー クで あ り,EURONET

を通 じて他 のEC諸 国 へ の サー ビス が期 待 され てい る。

他 国語 へ の翻 訳,特 に規 制 関 係 の 情報 は各 国 に よ って異 な るな どの 問題 は

残 され てい る もの の,CATEDで 開 発 され た技 術 は そ の まま生 か す こ とが で

一84一

4

噺

●

●



●

●

9

硲

V今 後 の デー タ ベー スサー ビスの あ り方

1.デ ー タ ベ ース の 整 備

1.1デ ー タ ベ ー ス お よ び 利 用 の 分 類

デ ー タベ ー ス の分 類 に つい て は い ろい ろ な視点 か らそ れ を捕 え る こ とが で き

るo

しか し,当 委 員会 で は主 と して デー タベ ー スの 一 次 情報 を と りあげ る こと と

してお り,以 下 にそ の 分 類 の考 え 方 を整理 す る こ とと した い。

(1)利 用者 か らみ た 分類

我 国 でデ ー タベ ー ス を構 築 す る場 合 に,そ れ を利 用 者 か らみ れ ば国 内利 用

者 のみ が 利用 す る もの,海 外 利 用者 の み が利 用 す る もの,海 外 ・国内利 用 者

と もに利 用す る もの が考 え られ る。 この 内,海 外 利 用者 の み が利 用 す る もの

は,海 外 ヘ デ 一 夕 ベ ー ス を輸 出す る こ とで,海 外 の セ ン タ ・ネ ッ トワー クを

通 じて利 用 す る形 が 自然 で ある。

した が って,図 に示 す よ うに2つ の 形 が考 え られ,こ れ ら2つ の デ ー タ ベ

ー スの相 互 の有 機 的 な構 成 が重 要 に な
って くる。

国内,海 外利用者がともに
利用する

国内利用者 のみが利用す る

(2)利 用法 か らみ た分類

利 用法 か らみ れ ば通 信 回線 を経 由 して即 時 に情 報 を入 手 で きるオ ン ライ ン

方 式 と,バ ッチ方 式 が 考 え られ る。

簡単 なデ ー タ端 末 と豊 富 な ネ ッ トワー ク機能 の実 現 に よ っ て今 後,オ ン ラ

イ ン方 式 が大 半 を占 め る こ とに な ろ う。
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(3)利 用形 態 か らみ た 分 類

利 用形 態 と しては,1企 業 内 の複 数業 務 で デー タを共 用 し,多 目的 に使 用

し よ うとす る ・・業 務 共 用 形"と,情 報 の提 供 者 と利用 者 が分 化 した ㌧情報 流

通 形"(所 謂,デ ー タ バ ンク ・サー ビス)の2つ が考 え られ る。

(4)技 術 動 向 か らみ た 分類

技 術 開発 動 向 の 面 か らは機 能 分 散形 デ ー タベ ー ス,広 域 分 散 形 デー タベ ー

ス,リ レー シ ョナル デ ー タベ ー ス と分類 で きる。

機 能 分散 形 とは 大 規 模 ファ イ リン グシス テムの フ ァイ ル処 理(非 数 値 処理)

をCPUと 別 の安 価 な専 用 処理 装 置 に処理 させ,コ ス トパ フォ ー マ ンスの 向

上 をね ら う もの で あ り,広 域 分 散形 デ ー タベ ー ス とは,複 数 ホ ス ト間 に分 散

して存 在 す るデ ー タベ ー ス を従来 の集 中形 デー タ ベ ー ス と1司様 に取 扱 い,全

デー タの統 一 的 操 作 及 び 管理 を 図 る こ とをね らい とす る もの で あ る。

また,リ レー シ ョ ナル ・デー タベー ス とは 利用 者 に複 雑 なデ ー タ構 造 を取

扱 せ る ことな く,簡 単 な表 形 式 で表現 す る ことに よっ て,従 来 のCODASYL

形 デー タベー ス よ りデ ー タの 独立 性,操 作性 の 向上 を 図 る もの で あ る。

㈲ 形 式 か らみ た分 類

先 ず,文 献 検策 型 が 考 え られ る。具 体 的 に関連 項 目を入 力 すれ ば,関 連 文

献 の タイ トルが 出 力 され,タ イ トル を入 力 すれ ば その ア ブス トラ ク トが 出力

され る とい うタイ プ の もので あ る。 この タ イプの実 現 の た め には キー ワー ド

の 自動 抽 出,シ ソー ラス の 自動 作成,抄 録 の 自動 作成 な どを始 め と して,デ

ー タベー スの 構策 と関連 技 術 の開 発 に 多大 の工 数 とコス トを必 要 とす る。

次に 数値 デー、タ型 が あ る。 企 業 財務 情 報,国 勢 調 査 統 計,貿 易 統 計 な どの

統計 デー タ等 が これ に相 当 す る。

さ らに,計 算 型 が 考 え られ る。 この タ イ プの場 合 に は セ ン タか ら と り出さ

れ たデ ー タベ ー ス に付 加 価 値 を つけ た り,分 析,解 析 を 加 え て,真 に利 用者

が欲 す る情 報 に変 換 す るデ ー タベ ー ス ・サー ビスで あ るo今 後 この タ イ プの

ものが ふえ てい く ことが 考 え られ るが,そ の た め の ソフ トウェア の整備 が利,

一86一

4

蔦

,



じ

■

●

`

用 者 の きめ細 い要 望 に応 じなが ら作成 してい くこ とが必 要 に なる。

(6)性 格 か らみ た分類

先 ず,国 家 資源,貿 易 資源 と して の デ ー タベ ー スが あ る。 今,こ れ を国 家

的 と分 類 す る。 これ は 各 省庁 で有 す る国家 的 規模 の もの で 海外 か ら も当 然 利

用 の対 象 とな る。

次 に 公共 的 な ものが あ る。 これ は 大衆 の生 活 に密 着 した デ ー タベ ー ス で あ

り,案 内 サ ー ビスに近 い イ メー ジ で ある。 例 え ば病 院 案 内,観 光 地情 報 な ど

が これ に相 当す る。

さ らに 企業 的 な ものが あ る。 現 在,サ ー ビスが 行 われ て い る企 業 信 用情 報,

経 済 情報 な どは これ に属 す る。

また,学 術 的 な もの とい う分類 もあ る。 す なわ ち,科 学技 術 文 献 情報,法

例 検策 な どが これ に相 当 しよ う。

個人 が 所 有す る情 報 をデー タベ ー ス に収容 してお き,個 人 のみ が 使 用 で き

る形 態 が存 在 す れ ば,個 人 的 な もの とい う分類 もで き よ う。

(7)内 容 か らみ た分 類

内容 か らみれ ば文 献 情 報 が 最 も多 い とい われ てい る,科 学技 術 文 献,刊 行

物,医 療 文 献 カ タ ログな どが これ に相 当 す る。

経済 情 報 と して資本 財 デー タ,公 表 価格 デ ー タ,各 国 の経 済 デ ー タな どが

あ る。

企 業情 報 で は会社 四季 報,工 場 デ ー タな どが 含 まれ る。

また,マ ー ケ ライ ング情 報,株 価 情 報,個 人情 報 な どの分 類 が で きる。

1.2分 類 項 目の 考 察

種 々の 視 点 か らデ ー タベ ー ス を分類 して きた が,我 々が先 ず 手 をつ け る べ き

は,国 家 的,公 共 的 なデ ー タベー ス の整 備 で あ り,そ の た め に文献 情 報,経 済

情 報,ま た,別 の 見方 と して政 府機 関 がす でに 作成 してい る諸 デー タ をデ ー タ
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ベー ス ・サー ビス へ と誘 導 して い く施 策 が 大 切で あ る。

企 業 情 報,市 場 情報,個 人 情報 等 に つい て も今 後 ます ます価値 が認 め られ て

い く と思 われ る。

オ ン ライ ン化 に つい て,利 便 の増 大 が期 待 され る の で,公 衆 デー タ網 の利 用

に よ って さ らに推 進 され て い く もの と思 われ る。

機 能 分 散 形 デー タベ ー スで は専 用 プ ロ セ ッサの アー キ ラクチ ャ,広 域 分 散 形

デー タベ ー ス では デ ー タベー ス技 術 と計 算機 関通 信技 術 の組 合せ,リ レー シ ョ

ナル デー タベ ー スで は デ ー タベ ー ス構 成 法 が それ ぞ れ 研究,開 発 され てい る段

階 で ある 。

4

1.3国 際 化 へ の ア プ ロ ーチ

産 業 界 に おけ る海外 投 資,海 外 市場 進 出,研 究 界 にお け る国 際 レ ベル の情 報

交 換 の例 か ら もみ られ る よ うに,国 際 化 へ の テ ンポは あ らゆ る分野 で進 め られ

てい るo

情 報 分 野 に お い て も,特 に本 章 で と りあげ てい るデ ー タベ ー スに つい て も,

国 際 的 な交 流 が ます ます 必要 に な りつXあ る。 特 に時差 の利用,な ど を考 え れ

ば我 国 か ら海 外 の デー タベ ー ス を利 用 し,海 外 か ら も我 国の デ ー タ ベー ス を利

用 させ る こ とを積極 的 に推 進 させ る必 要 が あ る。 しか し,現 時点 では 海 外 か ら

の利 用 は 皆無 に近 く,通 信 業者 が ネ ッ トワー クを整 備 した と して も,極 めて 不

均 衡 な情報 交 流 と なる。

したが って,ま ず我 国 で 国 内で の み利 用 す る デ ー タベ ー スを含 め て,デ ー タ

ベ ー ス一 次情 報 の積 極 的 な開発 が 必要 に なる わ けで あ る。.

また,デ ー タベ ー スの 早期 開発 が 国 際 化 へ の ア プ ロー チの 第一 歩 とす れ ば,

次の ス テ ップ と して,デ ー タベ ー ス を取 扱 う 言語 と しての英 語表 現 の 統 一,国

際 公 衆 デー タ網 の拡 充,さ らに 国際 接 続 に容 易 と なる プ ロ トコルの 開 発 を考 え

る必 要 が あ るo

,
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1.4規 模 ・性 格 か らみ た 適 用 領 域

■

性格 か らみ た デー タベ ー ス に つい て,そ の特 徴 を考察 してみ る こと とす るo

国 家 的性 格 を もつ デー タベー スに あ って は広 範 囲 な端 末 の拡 が りが あ り,デ

ー タベ ー ス容 量 は 大量 で あ り
,内 容 的 には公 共 性 が あ り,客 観 性 に富 む もの で

あ ろ う。 具 体 的 には文 献 検 策 タ イ プ,数 値 デ ー タ タイ プで あ ろ う。

公共 的 性 格 を もっ デ ー タ ベー スは や は り広 範 囲 な端末 が あ り,デ ー タベ ー ス

の 内容 が 数 値,文 字 の他 に図 面,地 図,画 像 と して の 出力 が期 待 され る。 具 体

的 に は文 献 検 策,数 値 デー タ,計 算 処理 タ イ プの 全 てに該 当 しよ う。

次 に企 業 的 性格 を もつ もの に つい ては,専 門 的 な もので あ り,か つ競 合 す る

もの で ある 。 内容 的 には 利 用者 の ニ ーズ に密 着 し た もので あ り,バ ラ エテ ィに

富 む もの に な ろ う。 具 体 的 には,デ ー タその もの に付 加 価値 を加 え て 出 力 させ

る,所 謂,計 算 処 理 タ イ プの もの が 多 くな る もの と思 われ る。

表V-1は 国家 的,公 共 的,企 業 的 にみ た デ ー タベー ス に つい て,そ の性 格

を と りま とめ た もので あ る。

表V-1デ ー タベ ー スの 規 模 と性 格

■

国家 的
デ ー タベ ー ス

公 共 的
デ ー タベー ス

企業 的
デー タベ ー ス

1.デ ー タベ ー ス容 量 数GB～
数100GB

数100MB
～ 数10GB

数10MB
～数100MB

2、ト ラピ ッ ク特性 数万件
～ 数10万 件 数10万 件 数10万 件

3.ト ラ ンザ クシ ョン特 性 ～ 数100KS ～ 数10KS ～ 数10KS

4.利 用プ ログラム作成者 公 的機 関 公 的 機 関 民 間 機 関

5.デ ー タベ ース の 内容
数字,文 字,漢
字 拳了遍鑓 数字,文 字,漢字

6.端末機 の拡 が り 全 国 的 全 国 的 地域的
～全国的

7.既 存 フ ァイル の利 用 必要性 あり 必要性 あり 必要性 あり

8.利用者 の種別 専任オペ レータ 情報利用者 専任オペ レー タ
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1.5国 家 的 ・公 共 的 デ ー タ ベ ー スの 整 備

我 国 はす で に多 くの情 報 資源 が あ る と も考 え られ るが,こ れ が デー タ ベー ス

・サ ー ビス に結 び つい て い な い と もい え る。

先 ず,情 報 資 源 の開 発,デ ー タベ ー ス ・シ ステ ムの構 築 を公 的専 門機 関 で検

討す る こ と と平 行 して,現 在,散 在 してい る情 報 資 源 を整 理 す る こ とが必 要 で

あ る。 国 際情 報 ネ ッ'トワー ク を意 義 あ る もの にす る ため に は,国 家的 ・公共 的

デー タベ ー スが 必要 で あ るが,民 間 が有 して い る公 共 性 の あ るデ ー タベ ー ス な

ら積 極 的 に それ を政 府 機 関 が 有償 で 買上 け る こ と も考 え られ る。

一 般 に情 報 資源 を開 発 し,磁 気 テ ー プ化 す る まで を卸 売 りと考 えれ ば,こ の

手 順 は か な りの投 資 と マ ン ・パ ワー を 必要 とす る もの で あ り,各 省庁 間 の協 力

は も と より,事 業 体,企 業体 の 相互 応 援が 必 要 で ある と共 に,強 力 な る政 府機

関の 指 導 が必 要 と考 え られ る。'

また,磁 気 テ ー プを最 終 利 用者 に 提供 す る ため の利 用 ソフ トウェ アの 開発 や,

加 工 サ ー ビス の ため の パ ッケ ー ジの 開 発 に つい て は 民 間情報 提 供 業者 の 創意 ・

努 力 が期 待 され る。

特 に この 開 発 は,利 用者 の要望 に 沿 うこ とは勿論 の こ とで あ るが,将 来 の 姿

と して の不 特 定 多数 端末 に よる,不 特 定 多 数 デー タベー ス セ ン タへ の ア ク セス

を考 えれ ば,デ ーノ ベ ー ス ア クセ ズ プ ロ トコルの 標 準化 は 必要 で あ り,ハ イ レ

ベル プ ロ トコルの統 一 の た め の政 府 機 関 の 指導 が 望 まれ る。

この よ うに して整 備 され る国家 的,'公 共 的 デ ー タ ベー ス を国 際化 に適 した 姿

にす るた め には,国 際 語 の採 用 に よ る再 整備 が必 要 で ある。 また,ア クセ ス ・

プ ロ トコル の国 際 レベ ル の標準 化 に む け ての 努 力 も必要 で あ る。

表V-2は デ ー タベ ー ス ・サー ビス の流 通機 構 を サ ブシス テ ムに分 割 した も

の ど,国 家 的,公 共 的,企 業 的 なデ ー タベ ー スの場 合 にお け る具体 的 な役 割 分

担 機 関 を と りま とめ た もので あ る。 特 に デ ー タベ ー ス の開発 流 通 の 促進 リス ク

の分 散 等 の た め作 成機 関 と運 用機 関 の 役割 分 担 を行 い分 業体 制 を とる こ とが 必
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'◆

要 に な ろ う。

表V-2デ ー タベ ー スの 流通 機 構 と役 割分 担

国 家的
デ ー タベ ー ス

公 共 的
デ ー タベ ース

企業的
デー タベース

1.情報資源動向調査
'

' 、 '、

2.情報資源の課題設定 公 的 機 関 民 間機 関

3情 報資源収集
ノ

7

4情 報資源評価
sノ

ノ

r

・

5.デ ー タベ ー ス作成

ノ

ノ〔

6検 索センタ設備(ハ ー ド)
r 、

7検 索 センタ設備(ソ フ ト)
情 報 処理 業 者

Il
8.ア ク セ ス プ ロ ト コ ル

標準化はJOINTWORK
一 一 ー ー ー 一 一 ー 一一、

」' 、 ノ

9.ネ ッ ト ワ ー ク

コ ⊂

1α ネッ トワーク付加機能 通 信 業 者

11案 内 シス テ ム 人 ノ

12端 末装置
〔 サ ー ・ ス 業 者 〕

13.利 用 者
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2.デ ー タ ベ ー ス ・ネ ッ ト ワ ーク

す で に国 際 情 報通 信 ネ ッ トワー クの 構成 要 素 の 中で も述 べた ご と くデー タベ

ー ス を利 用 者 に提 供 す る ため には ネ ッ トワー クが 必 要 で あ り,こ れ を デー タベ

ー ス ・ネ ッ トワー ク と よぶ こと とす るo

デ ー タベ ース ・ネ ッ トワー クは独 立 して存 在 す るの で な く,他 の サー ビス,

、例 え ば メ ッ セー ジ通信,フ ァクシ ミリ通 信,あ るい は 音声 通 信 に も利 用 され る

ネッ トワー ク と設 備 共 用 され る こ とが 考 え られ るo

一般 に デ ー タ通 信 に使用 され る ネ ッ トワー クは電 話 あ るいは加 入 電 信 の ため

に開 発 され た ネ ッ トワー ク をデー タ通 信 用 に開放 した ネ ッ トワー ク と,デ ー タ

通 信 の た め に開 発 した ネ ッ トワー ク,例 え ば新 デ ー タ網(DDX)な どが あ るQ

前 者 の網 開 放 に よる デー タ通信 サ ー ビスの流 通 の場 合 に は,品 質,サ ー ビス

機 能 に種 々制 約 が あ る もの の音 響 カ プ ラー な どの簡 易 な端 末 が 容 易 に接続 が可

能 で あ り,今 後 と も使 用 され てい く もの と思 われ るoし か し,こ の種 の ネ ッ ト

.ニワ ー クに付 加 価 値 機 能 の期 待 が で きな い と と,従 量 制 課金 とは いえ 情報 検 策 の

際 の デー タベ ー スの サー チ のや り と り,片 方 向 の情 報量 が 多い とい うデー タベ

ー ス ・サー ビス特 有 の性 格 が あ るの に対 して電 話(加 入電 信)サ ー ビス の ため

の保 留 時 分 課 金 が適 用 され る とい う問 題 が あ る。

後 者 の 新 デ ー タ網 等 は デ ィジ タル の符 号 を高 品 質 か つ経 済 的 に 提供 で きる も

の で あ?,さ らに高 度 な サ ー ビス機 能 の付 与 ヵミ期 待 され て .いる。 特 に蓄 積交 換

技 術 を用 い てい る パ ケ ッ ト交換 網 で は網 機 能 と して"編 集",パ 案 内"な どの

通 信 処 理 機能 を も つ こ とが で きる。

デ 三 夕ベー ス ・サー ビスが通 信 サ ブ ネ ッ トワー クに対 して要 求 す る条 件 は

(a)高 品 質 で あ る こ と,す な わ ち,網 の混 乱 の 結果,プ ライバ シ ィの侵 害 が

あ っては な ら ないo

(b)経 済 的 で あ る亡 と,す なわ ち,デ ー タベ ー スの 開発 は 採算 割 れ といわ れ

る が,網 費 用 も安 くあ らねば な らないo
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(c)蓄 積機 能 が ある こ と,す なわ ち,デ ー タベ ース開発 の過 程 で使 用 頻 度 の

少 な い デ ー タ を網 が 蓄積 してお け る機能 を もって おか ね ば な らないo

(d)交 換 機 能 が ある こ と,す なわ ち,デ ー タベ ー スが あ まね く,.平 等 に利 用

され るた め に は 交換機 能 を もた ね ば な らない。

な どが考 え られ る 。

2.1デ ー タ ベ ー ス ・ネ ッ トワ ー ク の 構 成 例

●

●

まず,特 定 通信 回線 に よる構 成 が考 え られ る。 例 え ば,特 定 の デ ー タ バ ン ク

が 特定 通 信 回 線 の 片 端 に接 続 され,他 の片 端 に特 定 通信 回 線 を有効 に利 用 す る

ため の 回線 分 割 装 置 や 回線 多重 化 装置 が接続 され る構成 が この ケー ス に相 当 す

るo

この ケ ー スで は デー タベー ス 自給型 で あれ,デ ー タベー ス外 部依 存 型 で あれ,

同一 シス テ ム の中 で閉域 され た ネ ッ トワー クで あ る。

次 に,公 衆 通 信 回線 と特 定通 信 回線 の組 合せ に よ って構 成 され る ケー スが=考

え られ るo

特 定通 信 回 線 の 片 端 に デー タベー ス ・ソー ス が あ り,他 の 片 端 は公 衆 通信 回

線 に接続 され る ケ ー スで あ り,公 衆通 信 回線 は デ ー タベー スへ の ア クセ ス ライ

ンと して使 用 され る ケー ス で ある。

また,公 衆 通 信 回線 に よ って構 成 され る デー タベ ース ・ネ ッ トワー クが 考 え

られ るo

す な わ ち,端 末,デ ー タベ ー ス ・ソー スが全 て 公衆通 信 回 線 に接続 され る ケ

ー スで あ り,こ の 姿が理 想 の 姿 といえ る。

表V-3は 利 用 者 か らみ た国 際情 報 ネ ッ トワー クの構 成 を示 してい る。

パ ター ン1は 閉 域的 な利 用 であ り,当 初 は この 形 態 か らス タ ー トす る。 パ タ

ー ン2は,自 らが 端末 や セ ン タを もつこ とが経 済 的 に不 利 と なれ ば ,情 報 処 理

業者 の設 備 サー ビス を利 用 す る。 デ ー タベー ス作 成 業者 は この 情報 処理 業 者 に
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うり込 む こ とが可 能 で あ る し,利 用者 は 自 ら作 った デー タベー ス を,こ の 情報

処理 業 者 に預 って もら うこ と も可能 で あ る。 パ ター ン3は,ネ ッ トワー ク と し

て 公衆 網 を利 用 す るケ ース で あ り,自 営 の 端末 は 情報 処理 業者 と契 約 す る こ と

に よ って接続 が可 能 とな る。 パ ター ン4は,ネ ッ トワー クに端 末,セ ン タ と も

自営 で あれ,サ ー ビス 業者 で あれ,公 衆 端 末 で あれ,全 て を接 続 す る形 態 で あ

る。 公衆 デー タベ ース ・セ ン タは容 器 サ ー ビス と して位置 ず け られ よう。

表V-3利 用者 か らみ た サ ブ シス テ ムの形 態

パ ター ン1 .国 際 専 用線,国 際 デ ー タ通 信 回線 を利 用 し,

営 の電子 計 算機 を接続 す る形 態

・自

自営の端末,自

白一

4

}

¶

パ ター ン2 .情 報 処理 業 者 の 設 備 サー ビス を利 用 す る形 態

情一
パター ン3 .国 際公衆デー タ通信 回線 を利用 して 自営の端末 と情報処理業

者の電子計算機 を接続す る形態

KDD情自一
◆

パ ターン4 .国 際公衆 デー タ通信 回線 を利用 して 自営の端末 も情報処理 業

者 の端末 も接続 させて,い ずれの電子計算機に も接続 させ る形

態 自

情
工

公

.
■



2.2公 衆 デ ー タ交 換 網 の 意 義

デー タベ ー ス ・ネ ッ トワー ク と して 公衆 通 信 回線 が利用 され る ケー ス が究 極

の 姿 で ある と述 べて きた が,公 衆 通 信 回線 と して 特 にデ ー タ通信 の た め の公 衆

デ ー タ交換 網 を と り、あげ,そ の存 在 意義 と役 割 に つい て考 えて み よ う。

一 般 に交 換(公 衆)網 の 特徴 と して集束(集 線) ,多 重 化,交 換,処 理機 能

の付 与 が あけ られ る。 集 束,多 重 化 とい う特 徴 は 利用 者 か らみ て も"経 済 性"

に つ なが る もので あ り,従 量制 課 金 に よ って 通信 を行 う時 間 にの み,あ る いは

通 信 す る情 報 量 に応 じて の通信 費 用 で済 む わ けで ある。

交 換 とい う ことは不 特 定 多数 の 相 手 と通 信 が可能 で あ る ことで あ り,例 え ば

同一 の端末 か ら医療 文 献 の デー タベ ー スに も,商 品情報 の デー タベ ー ス に も接

続 され るこ とが可能 とな る。

処 理機 能 につ い て は,特 に最 近 にみ られ るパ ケ ッ ト交換技 術 の導 入 に よ って

"通 信 処理"機 能 を本 来 的 に網 が もて る よ うにな
ってい る。 デ ー タベ ー ス需 要

を増 大 させ て い くた め に も網 の"通 信 処理"機 能 を生 か してい くこ とが必 要 に

なろ う。 具 体 的 に は符 号 変 換,速 度 変 換 な どの他 に編集,選 択 な どの機 能 あ る

い は プ ロ トコ ルの交 換 な どの機 能 が 整 備 され て い くことが望 まれ る。

利 用者 か らみ て,同 一 の端 末 で,同 一 の ア ク セス方法 で,種 々の デ ー タベー

ス に ア ク セスが 可能 とな る 姿 こそ,最 も望 ま しい 姿 であ り,所 謂,ネ ッ トワー

ク ・ユー テ ィ リラィの 実 現 に つ な が る もの と考 え られ る わけ で あるo

◆
2.3公 衆 デ ー タ交 換 網 と デ ー タ ベ ー ス 需 要

■

デー タベー ス ・サー ビスの 需要 を さ らに増 大 させ るた め に公衆 デ ー タ交換 網

に対 す る要 求 条件 を と りま とめ てみ る。

デ ー タベ ー ス需要 の ため に公衆 デ ー タ交 換 網 は,デ ー タベー ス案 内機 能 が ま

ず考 え られ る。 す なわ ち利 用者 か らみ て どの デー タベー スが あ る のか,そ の デ
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一 夕ベ ー ス に ア ク セス す る ため には 利 用者 は ど うすれ ば よい のか,料 金 は い く

らか な どの案 内機能 を有 す る こ とが 必 要 に な る。 特 に国 際 情報 ネン トワー クの

場 合 には 国 内 デ ー タ ベー ス と国 際 デー タベ ー スの 両方 の 案 内 が必 要 で あ ろ う。

この 案 内 サ ー ビスの整 備 と,ネ ッ トワー ク利 用料 金 の経 済化 が デー タベー ス

需要 を増 大 させ てい くもの と思 われ る。

な お,デ ー タベー ス提供 形 態 が完 全 な 自給 型 で あれ,外 部依 存 型 であれ,

TSS需 要型 で あれ デー タベ ー ス ・ネ ッ トワー ク と しては 専 用線,電 話 網,新

デ ー タ網 の い ず れ もが 適 用 され る こ とに な り,こ の 関係 を 図V-1及 び 図V-

2に 示 してい る。

図V-1.デ ー タベ ー ス ・サ ー ビ スの 運 営 形 態

●

情 報 源 収 集 評 価 選択 デ ー タへ ース作 成 検 索 ネットワーク 端 末 利 用 者

自営 設 備 専 用 線
デ ー タ ベ ース 自給型

データベ ース外部依存型

TSS兼 業型

デづ ベース

流 通 ルート

データベー∠ス

流 通 ルート

購 入

専用 センタ 電 話 網
DDX網

自 営 設 備 専 用 線

オーサ制度

専 用 センタ 電 話 網
DDX網

TSS設 備 専 用 線

購 入 共用 センタ 電 話 網
DDX網

図V-1デ ー タベ ー ス ・サ ー ビ ス の 運 営 形 態

◆
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図V-2.デ ー タ ベ ー ス ・ネ ソ ト ワ ー ク

6

●

一夕

ベース

ア 一夕

ベ ース

専用デ ータベース
センタ

本 格DBMS

x

ロ

公衆 データ

通信システム
召
抱

本格DBMS

・各 種 デ 一 夕 ア ータ

ベース通 信 シ ステム

DDX網(電 話 網,専 用 線)

スーベ

ス

営

タ

ピ

ー

一

白

デ

サ

標準 プロトコル

デ ータ

ベーニス

図V-2 デ ー タ ベ ー ス ・ ネ ッ ト ワ ー ク

●

●
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Wデ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス に 関 す る問 題 点

1.デ ータ ベ ー ス構 築 の 困 難 さ

わ が 国 には,す で に質 的 に も,量 的 に も蓄 積 され た情 報 資源 は 非常 に 多い。

しか し,残 念 なが ら これ 等 の情 報 資 源 は,ネ ッ トワー クを通 じた オ ン ラ イン で

の提 供 のみ な らず,コ ン ピュー タ利 用 を可能 な ら しめ る よ うに は な って い な い。

殆 ん どは,文 書 化,印 刷 化 され た もの で あ る。 これ を コ ン ピュー タ利 用 の た め

の デ ー タベー ス と して構 築 す るに は,解 決 しなけれ ば な らない 問題 が種 々存在

す る。 文 書 化 され た デー タベ ー ス と コ ン ピュー タ との違 い は,デ ー タの蓄 積媒

体 で ある磁 気 テー プや 磁気 デ ィス ク等 に 蓄積 する た め の費 用 が莫 大 で あ り,と

て も印 刷物,マ イ ク ロ フ ィル ム等 の コ ス ト費 とは 比較 に な らな い ことで あ る。

デ ー タベ ース ・サー ビス が公共 サ ー ビスで あれ商 用 サ ー ビスで あれ,こ の デー

タベ ー ス を コ ン ピ ュー タ利 用 化 し得 る媒 体 に変 換 す る投 資 が巨額 のた め,こ れ

を回収 す る こ とは非 常 に 困難 であ る。 デ ー タベ ー ス ・サー ビス利 用の 需 要 が す

でに大 きい分 野,例 え ば株 価 情 報,企 業 信 用情報,経 済 情 報等 につ い ては,誕

生 後 日は浅 いが,わ が国 で も何 とか デ ー タベ ー スの構 築 と変更,更 新 等 が 商用

サ ー ビス と して続 け られ て い る。 しか し,そ れ とて も先 行 投 資 的意 義 を持 って

い る。 この現 状 か らみ て,そ の他 の領 域 で即 ち政 府 或 は 公共 企 業体 の デー タベ

ー スにつ い ては のぞ い て考 え る と して も,学 術 或 は公 共 的性 格 を 持 つ デー タベ

ー スの構 築 に つい ては 近 い将 来 といえ ど も,政 府 の援 助 な くして は コン ピ ュー

タ利 用 可能 の デー タベ ー ス構 築 の可 能性 が 非 常 に小 さい 。 ア メ リカで す ら,同

様 デ ー タベ ー ス構 築 に あ た り,長 い 年 月 政 府 自 ら或 は そ の援 助 に より始 め て可

能 とな っ た し,今 日に い た る も何 等 か の援 助 が続 け られ て い る現 状 を認 識 す る

こ とが大 切で ある。

9
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◎
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2.デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス に 関 連 す る ソ フ ト ウ ェ ア

デ ー タ ベー ス事業 は欧 米 にお い て もわが 国 にお い て も,オ リジ ナル ・デー タ

作成 或 は保 有 者 と,そ れ を印刷 或 は他 の媒 体 と して配布 又 は,供 給 す る者 は 同

一 で ない ケー ス が 多 い
。 従来 は その デ ー タベ ー ス は,印 刷 物 と して 出版 関係 や

調査 サー ビス 或 は協 会 等 よ り利 用者 に配布 され て いた。 コン ピ ュー タ利 用の た

め の デー タベ ー ス ・サ ー どスが 新 らた に誕生 した のだ が,既 に述 べた よ うに オ

リジ ナル ・デー タを コン ピュー タ利 用 の た め の デ ー タベ ー スに変 更 し,更 新 す

る こ とは 巨額 の費 用 を要 す る。 さ らに利 用者 が ネ ッ トワー クを通 じ て オ ン ライ

ンで容 易 に 利 用す るた め には,単 に デ ー タベ ー ス その ものN入 手 を オ ン ライ ン

で得 られ るだ け の こ とで は,と て もデ ー タベ ー ス ・サー ビス業 或 は それ を オ ン

ライ ンで提 供 す る業 者 例え ばTSS業 者 や ネ ッ トワー ク機能 を もつ 情報 提 供 業,

処 理 業者 は運 用 費用 す ら デー タベ ー スだ けの み の セー ル スで は得 られ な い。

この 分野 で現 在 成 長 しつSあ るア メ リカの実 例 か ら知 り得 る こ とは,オ ン ライ

ンで の デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスは,そ の デ ー タベ ースの 価値 以 外 に そ の デー タ

ベー ス を処 理 す る ソフ トウ ェアや パ ッケー ジ を市 場 の要 望 に応 じ提供 し,デ ー

タベ ー ス そ の ものだ け で な く,さ ら に附加 価 値 を加 え る こ とに より,比 例 的 安

定 した収 入 を得 てい る こ とで あ る。 わが 国 に お い て も,す で に ご く僅 か で は あ

るが 同様 の や り方 が 実 施 され て い る。

デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビスに おい て も,こ の 様 に デー タベ ース 利用 上 必要 な

ソフ トウェ アや パ ッケ ー ジの 用意 が 必須 条 件 と な って くる。 公 共 的 デ ー タ ベー

スが公 開 され た場 合 で も同 じ デー タで あ りなが ら,分 析 或解 析 が 高度 で あ る ソ

フ ト・バッグー ジ が い くつ か 出来 る とす る な らば,同 じデー タを利 用 したい くつ

かの違 った デー タベ ー ス ・サー ビスの 出現 と共存 が あ り得 る。 い か な る ソフ ト

・パ ッケー ジ を用意 す る かは ,デ ー タベー ス ・サー ビス市場 の成 長 と共 に,市

場 の ニ ーズ に よ り作成 され る べ きであ る。 この よ うな点 に つい て は,わ が 国 の

現 状 と して は なは だ未 開 発 で あ り,デ ー タベ ー ス構 築 に紡 いで 問題 とな る点 で
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DBMSや 文 献 検 索 ソフ ト技 術 に つ い ては,基 本 ソフ ト問題 として・1日 も早

く世 界 トップ レベル の もの をわ が 国 にお い て も開発 を進 め る べ きで あ る こ とは

論 を また ない。 デー タベ ー ス ・サー ビス の使 用 に最 適 で最 高 能率 で,高 信 頼 性

の もの は,特 別 に設計 され た もの で なけれ ば な らない が,そ の 開発 費用 は と う

てい わ が国 での デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス 自身の能 力 では とて もと とのえ る こと

が困 難 で あ ろ う。

この解 決 方 法 と して わ が 国 では 近 い将 来,公 共 的性 格 の機 関 で この よ うな基

本 ソフ ト開発 と同時 に機 器 の整 備 を行 い,広 くデー タベ ー ス ・サー ビスに公 開,

利用 させ る べ きもので なか ろ うか 。

轡

,

4

⑳
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3.海 外 デ ー タ ベ ース ・サ ービ ス の 進 出 問 題

デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスは ア メ リカにお い て次 第 にそ の 産業 規 模 も拡大 さ れ

て来 てお り,一 応 産業 と しての基 礎 基 盤 も出来 た もの と され る。 オ ン ライ ンで

の デー タベ ー ス ・サ ー ビス にっ い て,年 間対 前 年比25%程 度 の 成 長 と1978

年 には一 千億 円市場 と な る と推定 され て い る。

わが 国 も戦後 ア メ リカ よ り技 術 ・医学 ・学 術 関係 の 情報 や デ ー タベ ー ス を年

間購 入 し,そ の額 も決 して 小額 では ない。

さ らに,こ の様 な成 長 を 見せ つXあ るア メ リカの各 分野 での デー タベ ー ス を

直 接 わが 国 か ら検 索 した り,入 手 し得 る ことは す でに一 部MARK－ 皿,DSFE,

TYMSHARE等 の ア メ リカTSSサ ー ビス で も可能 と な って い る が,さ らに

近 い将来 ア メ リカのVANに よ り多 くのデ ー タベー ス がわ が 国 か ら もア クセス

可能 とな る。

わが 国 に と って,こ の よ うな欧米 の最近 の デー タベ ース が比 較 入 手 可能 容 易

に な る こ とは,こ の ま しい こ とで あ る。 だ が,す で に成長 期 に あ る ア メ リカの

デー タベ ー ス ・サー ビスが,そ の豊 富 な加 工 技術 や蓄 積技 術 の 経験 を もとに し

て 自 らの デ ー タベ ー ス に,わ が 国の そ れ を組 み込 む こ とを企 画 し,す で に一 部

実行 しつSあ る。 この よ うな傾 向は 今後 ます ます さか ん に な る もの と推定 され

るので,わ が国 のデ ー タベ ー ス 資源 は,そ の よ うな外 部か らの 活動 に対 し協 力

或 は保 護す べ きか を,今 検 討す べ き課題 であ るo

現 在 ア メ リカのVACを 通 じ ヨー ロ ッパ で は ア メ リカの デー タベ ー ス利 用 が

可 能 とな ってい る が,ヨ ー ロ ッパに は,こ れ を ア メ リカ ・ヨー ロ ッパ相互 の乗

入 れ とは受 け取 らず,ア メ リカの デ ー タベ ー ス ・サー ビスの進 出 のみ に メ リッ

トが ある と主張 して い る 人が 多 い こ と も考 え させ られ る問題 で あ る。
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4.わ が 国 デ ータ ベ ース ・サ ー ビ スの 海 外 進 出

わが 国 の情 報 資 源 を海外 か ら利 用 した い との希望 もあ り,ま た,海 外 か らの

デー タベー ス をわ が 国 で もオ ン ライ ンで直接 入 手 可 能 に な った今 日,海 外 か ら

の求 め に応 じ るべ くわ が 国 の デー タベ ー ス も将 来 国 際 公 衆 回線 網 を通 じ海外 に

輸 出 され る べ きもので あ る。現 在,す で にわ が 国 の マ ク ロ,ミ ク ロ経 済 デー タ

等 は海 外 で 利 用 され て い る。

わ が国 の デ ー タベ ー ス ・サー ビスが海 外 に進 出 す る に はい ろい ろ な問題 が あ

る。 なか で もデー タベ ー ス その ものは 国 内,国 外 で 同一 の ものが当然 利用 され るが,

そ の なか で使 用 され る言 語 は,国 際 的 に通 じる言 語 で記 述 され ね ば な らない。

恐 ら く笑 話 が利 用 され るだ ろ うが,こ の 言語 で の 内容 及 説 明記述 は 予想以 上 に

時 間 とコス トの かxる もの で あ るo

またわ が 国 の デ ー タベ ー ス ・サー ビス が使 用 す る電 算機 の ソフ ト関係 等 も英

文 で の マ ニア ルが 整 備 され な い と きは,そ れ まで英 文 の もの を用 意 し なけれ ば

な らず,そ れ で な けれ ば 海外 の ユ ー ザは,わ が 国 の デ ー タ ベ ース を検 索利 用 が

出来 な い こ とXな る。 案 外 この よ うな作業 は 手 間 とコス トのかNる もの で あ り

わが 国 か らの デー タベ ー ス ・サー ビスの 海外 進 出 には欧 米 とは異 な った 問題 が

あ る。

デー タベ ー スの なか に は,個 人の プ ライバ シーに 関す る デ ー タや ナシ ョナル

セ キ ュ リテ ィに関 す る もの もあ り,こ れ が 国際 間 で どの様 に取 扱 われ るか 或 は

法 規 則は どの 様 に な るの か,解 決 には まだ 日数 を要 す る こ とに なるだ ろ うが,

出来得 る限 り必要 な情 報 を 自由 に入 手 し得 る様 な仕 組 み が のぞ ま しい もので あ

るo

や っ とス ター トしたば か りの わ が国 の デー タベー ス ・サー ビス特 に ネッ トワ

ー クを通 じ利 用者 が求 め る 時 に直 ちに入 手 し得 る オ ン ライ ン ・デ ー タベー ス ・

サー ビスに つい ては 公共 サー ビス,商 用 サー ビス を とわ ず,ま だ数 え るほ ど し

かサ ー ビスが実 施 され てい な い。 それ は と て も完 全軌 道 に の った とは 云え ない
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の が現 状 で ある。

か って デ一 夕ベ ラス は,オ ン ライ ンで 自由 に入手 出来,情 報 化社 会 が や が て

くる と予想 され た が,そ の実 現 は は るか に お くれ て い る。 勿論 将 来 は疑 い もな

くデ ー タベ ース ・サー ビス は高 度 に成 長 す る こと には うたが い ないが,わ が国

の場 合,実 現 に は政府 の 強 力な援 助 施策 が 必要 で あ る。

◆

■
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第2部 付 録

1.わ が 国 学 術 分 野 にお け るデ ータベ ース(シ ス テ ム)の

開 発 ・整備 に 関す る研 究 状況

研 究 課 題
研 究 代 表 者

所 属 ・職 氏 名

学術情報の組織化に関する総合研究 筑波大 ・第3学

群 ・教授

島 内 武 彦

公衆網TSS端 末 を用 いた分子の グラフィ ック入 力シス

テムの試作

お茶 大 ・理 細 矢 治 夫

結晶構造情報グループ 大 崎 健 次

「タンパク質の原子座標の高次情報処理システムの開発」 九大 ・理 郷 信 広

電 気化 学 デ ー タの 検 索 一 ラ ボ ラ ト リー ミニ コ ン ピ ュー

タ シ ス テ ム に お け る研 究 者 フ ァ イ ル

東北大学理学部 田 中 信 行

山 田 明 文

加 藤 良 清

化学熱力学データフ ァイルにつ いて 阪大理 千 原 秀 昭

大規模学術情報検索システムの構成及び運営に関する研

究

東 大 ・大型計算

機 センター ・助

教授

山 本 毅 雄

画像を含む学術情報の組織化に関する研究 東大 ・工 ・教授 猪 瀬 博

学術情報の組織 化における総 報,レ ビュー類 および数量

データ(濃 縮情報)の 研究

東京理科大 ・学

長

小 谷 正 雄

化学構造情報の蓄積と高次処理 宮城教大 ・教育

・教授

佐 々木 慎 一

学術情報の収納検索システムの研究 広島大 ・理 ・

教授

山 本 純 恭

学術情報システムにおける互換性の研究 金沢工大 ・計算

機センター ・教 授

寺 下 陽 一

原子核学術情報システム 北 大 ・理 ・ 田 中 一

赤 石 義 紀
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研 究 課 題
研 究 代 表 者

所 属 ・職 氏 名

蛋白質構造 データに関す る検索 ・利 用 システムの開発 阪大 ・蛋白研 ・

教授

角.戸 正 夫

分子進化学のための情報 システム 東大 ・理 ・教授 野 田 春 彦

学際研究用データベース ・システムの開発 と地学 および

環境学 での応用

阪市大 ・工 ・助

教授

弘原海 溝

コ ン ピ ュ ー タ ・グ ラ フ ィ ック ス を 使 用 し た金 属 材 料 設 計

の た め の マ ン ・マ シ ン ・シ ス テ ム

東大 ・工 ・教授 三 島 良 績

有限要素法 ・板の理論および機械振動の分野の文献検索

システムに関する研究

名大 ・工 ・教授 成 岡 昌 夫

医学情報の蓄積検索方式 阪大 ・医 ・教授 阿 部 裕

家系調査による先天的遺伝的な疾患異常の情報収集およ

び情報処理の方法論

九大 ・理 ・教授 工 藤 昭 夫

医療情 報の管理 と利用 を効率化 するデータベースの開発

と実用化

九 大 ・医 ・講 師 野 瀬 善 明

原爆被爆者診療記録のデ ータベ ースシステ ム作成に関す

る研究

長崎大 ・医 ・教

授

岡 島 俊 三

国文学文献資料情報の蓄積検索システムに関する研究 国文学研究資料

館 ・教授

古 川 清 彦

民族学に関する情報の活用システムの基礎的研究 民族学博物館 ・

教授

佐 々木 高 明

遺跡 に関する情報の活用システムの基礎的研究 奈良国立文化財

研 ・研究指導部

長

田 中 琢

分子の動的表現 とその機械的処理 お茶 の水女子大

・理 ・助教授

細 矢 治 夫

デ ータベースの観点からみた医療情報の処理に関する研

究

東大 ・医 ・助教

授

開 原 成 充

－IOsr



研 究 課 題
ウ

研 究 代 表 者

所 属 ・職 氏 名

社会科学における情報検索システムの作成とその評価 東北大 ・経 ・教

授

古 瀬 大 六

マ イク ロ経済 データのマ ッチングと共用デ ータベースの

開発に関する研究

一橋 大 ・経済研

・教授

倉 林 義 正

学術情報の利用体系に対するシステム科学的接近に関す
ー
る総合的研究

京 大 ・工 ・教授 椹 木 義 一

学術情報の利用体系に対するシステム科学的接近 京大 ・工 ・教授 椹 木 義 一

システム科学学術情報の組織化 東工大 ・総合理

工学研究科 ・教

授

市 川 惇 信

国土情報利用のための情報体系化に関する研究 東大 ・工 ・助教

授

芽 陽 一

「

国際 関係論を含む政策科学 のためのデ ータ処理 システム

の開発研究 ・

電 通大 ・電気通

信 ・助 教授

合 田 周 平

研究動向の情報科学的把握の総合的研究 北大 ・理 ・教授 田 中 一

研究 動向を把 握 す るためにデ ータベースを利用 する手法

の確立

筑 波 大 ・電子 ・

情 報工学 ・教授

中 山 和 彦

引用情報の連関グラフによる研究動向把握の方法論開発

とこれを用いた学術情報検索の効率化に関する研究

北 大 ・工 ・教授 沖 野 教 郎

・学術情報利用構造の基礎的 研究 東工大 ・総合理

工学研究科 ・教

授

寺 野 寿 郎

(注)上 記 の表は,文 部省科学研究 費による特定研究の うち・特 にデータベースの作成 整備およ

び同基礎的研究 に関連 するC,D,E班 の研究課題 をまとめたもの。
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2.わ が 国vak・ け る 主 な デ ー タ ベ ース ・サ ー ビス

企業(機 関)名
プロ

ジ ューサ

デ ィス ト

リビュータ
デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス

電通 国際情報サー ビス ○ ○ ・ マ ク ロ経 済 デ ー タ(日 ,米,欧)

・産業データ(日,米,欧)

・地域経済 データ(日,米)

・株価/配 当/商 品/為 替データ(日,米,英)

(GEMark皿) ・ ミク ロ財 務 デ ー タ(日 ,米)

日経新聞社(NEEDS) ○ ・日経総合経済 プアイル

・DRI米 国経済 ファイル

・日経財務 データ

・ 日経 株 価 フ ァ イ ル

・興銀財務 データ

・S&P .COMPUSTAT(米 国 財 務 デ ー タ)

(バ ロ ース ・セ ンタ ーIBMC
a11370)

・ロイターC〔JSTOMPRICE(世 界株価)

・記事情報(開 始予定78年 夏)

市況情報セ ンター(QUICK) ○ ○ ・株 価 情 報(VideoI,Videon)

・外国為替情 報(X300)

・海 外 株 価 情 報(VideoMaste ・r)

・ ロ イ タ ー ・モ ニ タ ー

・ ホ ー ム ・プ リン タ(株 価)

三菱総合研究所 ○ ・経 済 ・財 務 デ ー タ

・NTIS(磁 気 テ ー プ)

野村総合研究所 ○ ・経 済 ・財 務 デ ー タ

(GEMark皿)

東 京 商工 リサ ーチ ○ ・企業信用情報

帝国興信所(COSMOS) ○ ・企業信用情報(COSMOSI,H)

工長銀㍑ 冨 ㍍ ビス)

長期信用銀行 ○ ・企業信用情報

(長 期 コン ピュータ ・サービス)
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企業(機 関)名
プロ

ジューサ

デ ィス ト

リビュ ータ
デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス

アジア経済研究所 ○ ・貿易統計 データ(国 連,OEOD)

・日本貿 易統計 データ

・東南ア ジア貿易統計 データ

・国連 人口統計 データ

日本貿易振興会(JETRO) ○ ・貿易統計 データ(米,仏)

日本特許 データセンタ

(JAPATIC)

○ ○ ・特 許情報(第1,第2検 索システム

広域検索 システム)

日本電子計算(株) ○ ○ ・赤 外 線 ス ペ ク トル ・デ ー タ

機械振興協会技術研究所 ○ ・切削加工 データ

東洋情報 サービス ○ ○ ・不動産情報

日本不動産取引情報 センタ

(長銀 コンピュ「タ・サービス)

○ ・不動産情報

イ ン テ ック ○ ・中古車情報
●

国際医学情報センタ ○ ・医学文献情報

科 学技術情報 センタ

(JICST)

○ ○ ・科学技術文献情報

海外建設協会 ○ ・海外建設 データ

国立公害研究所 ○ ・公害環境 データ

日本IBM ○ ・ 日経NEEDS

マ

(注)o上 記 の表はインタ ビュー,文 献資料によ りとりまとめた もの で・ 日本 のデ ータベ ース'

サ ービス全てを カバ ーするもの ではない 。また,計 画中のものも含 んでいる。

o例 えば上記の外,野 村,大 和,山 一 などの証券 会社 による債券情報 あるい は・紀 ノ国

屋,丸 善 などの文献データサー ビス もある。

O企 業(機 関)名 の下のか っこ内は,デ ィス トリビュータを示す。

ぶ

●
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3.各 省 庁 の 相 互 利 用 可 能 な 磁 気 テ ー プ 記 録 リス ト

(52.5.1現 在)

省庁名 統 計 名 項 目 地域別表章 DS 内 容 保存期間 巻 数

地 域 メ ッ シ ュ 54項 目

統計 (内 訳)

1・ 人 口(総 数 ・男 ・女) 第1次 区画 S 昭和45年 国勢調査 未 定 79

総
2.0～14才 人 口(")

理
3.0～4才 人 口(")

府
4.5～9才 人 口(〃)

5.15才 以 上人 口。(〃)

8 6.15～64才 人 口(")

計
7.15～19才 人 口(〃)

、

局
8.65才 以 上人口(〃)

)

9.流 入入 口(昭40年 か ら)(〃)

10、 流 入入 口(昭44年10月 から)(〃)

1L残 留人 口(出 生時か ら)(〃)

12.他 市町村からの流入人口(昭40年 か ら)

(〃)

注:Dは 個 別 デ ー タ,Sは サ マ リー を 示 す。
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省庁名 統 計 名 項 目 地 域 別表 章 DS 内 容 保存期間 巻 数

13.幼 稚 園在園者(総 数 ・男 ・女)

14.在 学 者(〃)

15.義 務教育在学老(〃)
4

16.高 校在学者(〃)

17.短 大 ・大学在学者(〃)

18.労 働 力人 口(")

19就 業 者(〃)
o

20.15才 以 上通学者(〃)

21・ 自宅外聖 者(総 数 ・馴 者通学者)

22,他 市 区町村通勤通学者(〃)

23、 徒歩通勤通学者(〃)

24,自 転 車通勤通学者(〃)

25.自 家用車通勤通学者(")

26.バ ス通勤通学者(")
1

27.鉄 道通勤通学者(〃)

28.第1次 産業就業者(総 数 ・男 ・女)

29.農 業就業者(〃)

30.林 業就業者(〃)

■ ●
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省庁名 統 計 名 項 目 地域別表章 DS 内 容 保存期間 巻 数

50.普 通 の家族構成(6才 未 満の者がいる

世帯 ・18才 未満 の者

がいる世帯 ・65才 以

上の者がいる世帯)

51,家 族 の構成(農 家世帯 ・業主世帯

雇用者世帯)

52.住 宅所有の関係(総 数 ・持家世帯 ・借

家世帯 ・間借り世帯)

53.住 宅 の種類(公 営借家 ・民営借家 ・給

与住宅)

54.間 借 り1人 の準世帯の数(総 数)

1,昭 和45年 産業連関表(45年 分類 ・ 全 国 永 久 それぞ

行 45年 価格)
れ1リ

※
政 産業連関表 (1)原 表 基本表(行541× 列407部 門)

一 ノレ

管

理 (全 国表)

※ ※

統合表(160部 門 ・60部門)
※

庁 (2)逆行 列表160部 門

※
60部 門

● ●
の



一

二

ω
1

■ P

吟

2.昭 和40年 産業連関表(35年 分類 ・

40年 価 格)

※
原 表 基本表(行446× 列335部 門)

※ ※
統合表(156部 門 ×56部 門)

3.昭 和35・40年 接 続 表

行
(1)昭 和35年 修正産業連関表(35年 分

類 ・35年 価格)

政 (2)昭 和35年 修 正産業 連関表(35年 分

類 ・40年 価格)

(3)昭 和40年 産 業連関表(35年 分類 ・

管
40年 価 格)

※
(4)原 表 基本表(行446× 列335部 門)

※ ※

理 統合表(156部 門 ・56部 門)

※
(5)逆行 列表35年 表(56部 門)

※
40年 表(156部 門 ・56部 門)

庁
「※」印は14本 の 磁気テープとなっている。

4.昭 和45年 表 の各種付帯表

(1)物 量 表

② 雇用表(雇 用者所得及び従業者数)

(3)雇 用マトリックス(職業別及び男女 ・学歴別)
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省庁名 統 計 名 項 目 地 域 別 表章 DS 内 容 保存期間 巻 数

(4)固 定 資 本 マ ト リ ッ ク ス

5.昭 和35-40-45年 接 続産業連関表

行
(昭和45年 価格評価)

昭和35年 表 ・昭和40年 表及 び昭和

政 45年 表を共通の分類(接 続表用分類

(行448× 列339)に 組 み替えて,

昭和45年 生産者価格の統一により評価
管

した ものである。磁気 テー プには,各 年

次とも昭和45年 価格評価による実値値

理 と,時 価評価に よる名 目値が収納されて

い る。

表の種類と磁気テープの本数は次の通
庁

り 。

基 本 表(35・40・45年 の3年 分
/

収納)… …1本

原 表
159部 門表(〃)

59〃(〃)

沙 ㎏
ジ
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逆行列係数表45年159部 門表
行

政 59部 門表・各1本

管 40年 〃

理
35年 〃

庁
計9本

昭和45年 国 1.法 人項 目(経 営組織,資 本金,従 業者数 都道府県,市 区町村 b 昭和45年 未 定 13

富調査 事業内容等)

経 法人 ・企画 2.有 形 固定資の種類,取 得年次別資産額,

資産調査 種類別ぱ 卸難 額等)

済

国の資産調 省庁別,資 産種類,取 得年次別有形固定資産 D 〃 〃 2

企 査 額,種 類別たな卸資産額

画
国営企業資 1.企 業 体項 目(資 本金,従 業者数,事 業内 D 〃 〃 2

産調査 容等)

庁
2.資 産 の種類,取 得年次別有形資産額,種

類別たな卸資産額等

地方公営企
業資産調査

1.企 業 体項 目(資 本金,従 業者数,事 業内

σ

都道府県,市 区町村 D 〃 〃 4



省庁名 統 計 名 項 目 地域別表章 DS 内 容 保存期間 巻 数

経

容等)

2.資 産の種類,取 得年次別有形固定資産額

種類別たな卸資産額等

済

企

画

個人企業資1,企 業体項 目(従 業者数,事 業内容等)都 道府県

産調査2.資 産の種類,取 得年次別有形固定資産額

種類別たな卸資産額等

D昭 和45年 未 定 3

庁

ー
ー
一
〇 農林 ・漁家 1.従 業 者数,経 営面積等 都道府県 D 〃 〃 2

1
資産調査 2.資 産の種類,取 得年次別有形固定資産額

種類別たな卸資産額等

貿易統計 年計品別国別テープ(輸 出) 全 国 S 昭和38年 ～51年 永 年 14

大
〃(輸 入) 〃 S 〃 〃 14

蔵
月別品別国別テープ(輸 出) 〃 S

昭和40年1月 ～52

年4月
〃 148

省
〃 輸 入) 〃 S 〃 〃 148

.¶
■ ●
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学校基本調査 1.学 校 調査(1)学 部数(2)学 生 の数(3)教 都道府県,指 定都市 D 昭和42年 か ら 未 定 各年1

文
(高等教育機

員及び職員の数(4)入 学者数

部
関)

省 2.卒 業 後の状況調査(1)卒 業 者数(2)進 路 都道府県 D 〃 〃 各年3

別卒業者数(3産 業 ・職業別就職者数

人 口動態調査 1.出 生 ……住所地,性,出 生年月日,父 母 都道府県,保 健所,市 D ア 昭和50年 1年 10

の年 令,体 重,立 会者等 町村

厚
2.死 亡 ……住所地,性,出 生年月日,死 亡 イ 昭和45～50年 6年 30

年月 日,死 因等

生
3.婚 姻 ……住所地,夫 妻の年令,初 ・再婚 ウ 昭和50年 1年 5

の別等

省
4.離 姻 ……住所地,夫 妻の年令,離 婚種別 工 昭和50年 1年 1

子のかず等

5.死 産 ……住所地,父 母の年令,性 死産年 工 昭和45～50年 6年 6

月日,死 産原因等

農 農家経済調査 世帯員構成,就 業形態別,家 族労働時間,資 全国,全 国農業地域, D 昭和47～50年 10年 8

林 産装備,固 定 ・流動資本,農 産物生産量,農 都道府県

省 業粗収益,農 業経営費,家 計費,農 業所得等
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省庁名 統 計 名 項 目 地 域別表章 DS 内 容 保存期間 巻 数

米生産費統計 固定財費,流 動財費,労 働費,資 本利子,地 全国,全 国農業地域 D 昭和43～50年 20年 19

代減価償却費,農 家概況等 都道府県

農 牛乳生産費調 固定財費,流 動財費,労 働費,資 本利子,地 全国,全 国農業地域 D 昭和46～50年 10年 10

査 代,減 価償却費等

農林業センサ 世帯員,就 業状況,兼 業種別,土 地作 日別収 全 国,全 国農業地域, D 昭和45年 10年 414

ス 穫面積,施 設園芸,家 畜頭羽数,農 用機械, 都道府県,旧 市町村 昭和50年 〃 893

農業雇用労働,農 産物の販売,山 林面積,林
林

業労働等

農業動態調査 農家数,農 家人口とその異動,農 業労働力, 全国,全 国農業地域 D 昭和46～49年 5年 62

兼業種類,出 かせぎの実態,経 営耕地面積及 都道府県 昭和51年

び異動,農 産物総販売額,農 用機械,離 農の

業 実態

牛乳乳製品統 生 乳 ・飲用牛乳の生産量,牛 乳 ・飲用牛乳の 全国,全 国農業地域 D 昭和47～50年 5年 48

計 移動量,乳 製品の生産量及び在庫量 都道府県

■ ■
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漁業 センサス 漁業種類,漁 船,漁 業従事者数,漁 業従事日 漁業地区 D 昭和48年 5年 46

数,漁 獲物の販売金属,海 面養殖規模,世 帯

員数,就 業状況,世 帯の専兼業状況,農 業,

住宅等

農
漁業経営体の基本構成,漁 業経営体数,海 面 全国,都 道府県,大 海 S 昭和48年 5年 1

養殖経営体数,個 人経営体数,漁 業従事者世 区,市 町村,漁 業地区

常数,漁 業就業者数,世 帯員数,漁 船隻数 卜

ン数等

林
経営体階層別漁業経営体数,主 とする漁業種 都道府県,大 海区 。 S 昭和48年 5年 2

類別漁業経営体数,個 人経営体の専兼業,海

面養殖,漁 業隻数,ト ン数,年 令階級別漁業

就業者数,漁 業世帯員数,漁 業世帯の状況,

省
漁業種類の主従組合せ統計等

漁業動態調査 世帯数,世 帯員,自 営漁業従事 日数,種 類, 全 国,海 区別,都 道府 D 昭和49～51年 3年 10

やとわれ漁業従事 日数等 県
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省庁名 統 計 名 項 目 地域別表章 DS 内 容 保存期間 巻 数

海面漁業漁獲 漁業別 ・漁種別漁獲量,漁 業別 ・規模別漁獲 全国,海 区別,都 道府 S 昭和47～50年 5年 8

農 統計 量,漁 労体数,航 海数,出 漁 日数等 県

漁業経済調査 世帯員 ・漁業従事者,固 定資産,労 働 日数, 全 国,海 区別,都 道府 D 昭和47～51年 5年 17

林 漁獲数量,漁 業収入,漁 業外収入,事 業外収 県

入,漁 業支出,家 計支出等

省 水産物流通調 漁種別水揚量,価 額,市 場別用途別数量,出 市町村,漁 港 D 昭和47～51年 5年 25

査 荷量,出 荷価格,冷 蔵水産物入出在庫量等

工業統計調査 経営組織,資 本金額又は出資金額,他 事業所 都道府県 D 昭和42～50年 10年 86

(産業編) の有無,資 本金規模 ・従業者規模 ・産業,従

通 業者数,常 用労働者毎月末現在数の合計,現

商
金給与総額,原 材料使用額,製 造品出荷額,

有形固定資産(年 初現在高,取 得額,除 去額

産 減価償却額)建 設仮勘定増減,内 国消費税額

業 〃 経営組織,資 本金規模,従 業者規模,他 事業 都道府県 D 昭和42～50年 10年 73

省 (品 目編) 所 の有無,品 目番号,出 荷数量,出 荷金額,

● ●

■ 烏
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在庫数量,在 庫金額
一

〃 従業者規模,敷 地規模,産 業,従 業者数,製 都道府県,市 区町村 D 昭和42～50年 10年 13

(用地用水編) 造品出荷額,事 業所敷地面積及び建築面積,

取得した用地の地目面積及び価額,1日 当り

水源別用水量,1日 当 り用途別用水量(淡 水,

海水)取 得 した用地の所在する都道府県番号

商業統計 産業 ・商店の開設年 ・従業者数,年 間販売額 都道府県,市 区町村 D 昭和47年,49年 10年 65

甲(売 場面積,商 品手持額)

乙(修 理料,サ ー ビス料,仲 立,手 数料)

工業実態基本 経営組織,資 本金額又は出資金額,企 業の総 都道府県 D 昭和47年 10年 3

調査 従業者数,学 歴別技術労働者数,本 社 と全工

場の従業者数合計,採 用者数及び退職者数,

製造品販売額及び加工賃収入額,資 金借入残

高及び割引手形残高,預 金残高,支 払利息及

び受取利息,収 益率,特 許権,実 用新案権及

び意匠権の状況,外 注の状況,輸 出の有無及

び輸出率,商 工会,商 工会議所,商 工組合,
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省庁名 統 計 名 項 目 地域別表章 DS 内 容. 保存期間 巻 数

事業協同組合への加入状況,事 業開始状況,

主要製造品の製造開始及びその転換状況,事

業主及び家族の就業状況,営 業用帳簿の有無,
通

営業と家計の関係,有 形固定資産及び減価償

却

商業実態基本 経営組織,支 店数,従 業者数,販 売方法,商 全国,局,都 道府県 D 昭和48年 10年 4

調査 品販売額,仕 入額,手 持額,営 業費,借 入金

産
(卸売業) 等

業 (小売業) 経営組織,支 店数,従 業者数,販 売方法,商 〃 D 昭和48年 10年 2

品販売額,仕 入額,手 持額,営 業費,借 入金

等
省

商業動態統計 販売額,在 庫額,売 掛金,買 掛 金,従 業者数 都道府県' D 昭和50年7月 ～ 7年 月1本

調査

■ ■
● ●
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石油製品需給 月初在庫,受 入,払 出,月 末在庫,品 種別明 全国,局,都 道府県 D 昭和47～51年 7年

動態統計 細,輸 出入国別明細,産 業別販売,LPG受

(製 造 ・輸入業)
払

〃

月2本

月初在庫,受 入,払 出,月 末在庫,産 業別販 全 国,局 D 昭和47～51年
通 (販 売業)

売

商 紙流通統計 資本金,従 業者数,受 入,出 荷,在 庫,産 業 局,都 道府県 D 昭和47～51年 7年 8

(紙) 用消費者及び官公庁向内訳,品 種別内訳

産
〃

(板 紙) 資本 金,従 業者数,受 入,出 荷,在 庫,産 業 〃 D 昭和50～51年 7月 2

用消費者及び官公庁内訳

業 品種別内訳

省
機械器具流通 販売業者への販売数量,消 費者への販売数量 全国,自 動車のみ局 D 昭和47～51年 7月 9

統計 販売金額 の合計,月 末,在 庫数量,中 古車 月

末在庫数量

特定 サー ビス (物 品賃貸業)従 業者数,年 間売上高,専 業 全国,局,都 道府県 D 昭和48～51年 5年 年1本

業実態調査 兼業,割 合,契 約先別割合等



一

－
N
ふ
ー

省庁名 統 計 名 項 目 地域別表章 DS 内 容 保存期間 巻 数

(情 報 サー ビス業)従 業者数,年 間売上高, 全 国,局,都 道府県 D 昭和48～51年

資本金等

(広 告 業)" 〃 〃 〃

通
(デザイン業)〃 〃 〃 昭和48,49年

(コ ン サ ル タン ト業)〃 〃 〃 〃

商
(映 画館)従 業者数,年 間売上高,入 場料金 〃 〃 昭和50,51年

入場者数等
産

(ゴ ル フ場)年 間売上高,料 金,運 営労法別 〃 〃 〃

利用者数,ゴ ル フコース数等

業

鉱工業生産指 生産出荷,在 庫指数 総合 昭和43年 ～現在 10年 4

省 及び

数 原材料消費指数 個別 (昭 和45年 基準)

原材料在庫指数 〃 〃 〃 4

生産能力指数,生 産能力生産指数 〃 〃 〃 4

運 自動車輸送統 貨物自動車品目別 ・発着地別輸送量 市郡区間 D 昭和49年7,10月 3年 6

輸 計調査 昭和50年7,10月

省 旅客自動車発着地別輸送量 昭和51年7,10月

d ◆
㊨
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路線 トラック 路線 トラック品 目別,発 着地別輸送量 市郡区間 D 昭和49年7,10月 3年 18

調査(自 動車 昭和50年7,10月

輸送統計調査 昭和51年7,10月

特別調査)

運

貨物地域流動 輸送機関別,品 目別保間輸送 トン数 都道府県間 S 昭和37～49年 度 永 年 15

調査

旅客地域流動 輸送機関別県間輸送人員 都道府県間 S 昭和37～49年 度 永 年 3

輸 調査

全国幹線貨物 地域別,人 員規模別,業 種別(発 ・善業種別) 全国(市 郡区単位) D 昭和45年 度 永 年 10

純流動調査 届出場所別,輸 送機関別出荷量 昭和50年 度 4

省 大都市交通セ 完 全 オ リジ ナ ル デ ー タ フ ァ イ ル 首 都 圏 D 昭和50年 未 定 45

ンサ ス (鉄 道,一 般乗合バス,路 面電車) 近 畿 圏

拡大率つ きオ リジナルデー タファイル 中 京 圏

(〃,〃,〃)
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省庁名 統 計 名 項 目 地域 別 表 章 DS 内 容 保存期間 巻 数

基本 ゾーン間相互発着人員表

駅間相互発着経路別人員表

線別駅間相互発着人員表
運

ター ミナル乗換え人員表

港湾計画デー 港別 ・18品 目別 ・公共軍用別貨物量 全画の港湾 D 昭和46～49年 永 年 10

ター バ ン ク

輸
(貨物編)

外航輸送統計 品 目別,船 種別,航 路別,国 別の輸送量 と運 全世界の港 D 昭和45年4月 ～51 永 年 27

毎3月)

賃収入 年12月 1本

踏切道実態調 全 国 3年

省
査

〃 踏切道実 態調査 マス ターファイル(集 計デー 全 国 D 昭 和50年 度 3 1

タ ー) 前記のMJBで 作 られ

たMT

d ■
● ●
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踏切道実態調 同 上(写 し) 全 国 D 〃 3 1

査

海洋環境デー 1。 各 層 観 測 デ ー ター 太平洋全域 D 1906年 ～1972 永 年 11

運
タ ペ ース {1)航 海 別 ファイル(各 深度における水温 年

塩分,酸 素,そ の他化学成分の値)

〃 (2)地 域別 ファイル(各 深度における水温 〃 D 〃 〃 33

(10。,5。,1。,

塩分,酸 素その他化学成分の値) 30ノ,15'方 形)

輸
海洋環境統計 (3)累 計全月各層要素統計値(水 温,塩 分 太平洋全域

酸素,海 水密度,力 学的深度偏差,透 明 (1。30'方 形 海) S 〃 〃 10

度)

省
〃 (4)累 年月別,四 季別各層要素統計値(水 〃 S 〃 〃 12

温,塩 分,酸 素,海 水密度,力 学的深度

偏差,透 明度)

海洋環境デー 2.海 流観測 デー タ 日本近海 D 1953年 ～1970 〃 1

タ ベ ー ス (1)航 海 別 ファイル(流 向,流 速) 年
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省庁名 統 計 名 項 目 地域別表章 DS 内 容 保存期間 巻 数

海洋環境デー (2)地 域 別 ファイル(流 向,流 速) 日本近海 D 1953年 ～1970 永 年 4

(10。,1。,

タベ ー ス 30',15'方 形) 年

運
海洋環境統計 ③ ベク トル統計値(北 方,東 方分速,合 日本近海 S 〃 〃 1

成値,最 大流速,安 定度) (1P30115'方 形)

〃 (4)方 向別頻度統計値 〃 S 〃 〃 1

輸
地上気象観測 1.地 点 別,時 別の観測値(気 圧,気 温,蒸 全画気象官署156地 D 昭和39～51年 〃 26

日表 気圧,温 度,風 向,風 速,雲 量,天 気) 点

時別日別値統 2,地 点 別,日 別の観測値(降 水量,積 雪, 〃 D 〃

計 大気現象など14要 素)
省

地上気象観測 1.上 記 についての旬統計値 〃 S 昭和42～51年 〃 9

日表 2.上 記 にっいての月統計値 S

旬別月別値統

計

4 ■
● ●
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地上気象観測 地点別,月 年別の観測値 〃 S 昭和16～45年 永 年 1

月別値統計 (気 圧,気 温,降 水量,日 照,風 速等32要

素)
δ

運
全国海岸域現 気温(月 平均値,最 高 ・最低値)降 水量(月 総理府統計局による第 S 〃 〃 1

況調査気候デ 合計値,日 最大値,1時 間最大値)降 雪(月 3次 メ ッ シ ュ コー ド

一 タ
合計値,日 最深値1セ ンチメー トル以上の 日

数)風(風 向別,風 速別出現率,そ の他)

輸
世界150地 日降水量 月平均気温 世界150地 点 S 観測開始～昭和50年 〃 2

点の年月別値

アナダス本庁 地域別 ・毎時の観測値(気 温,降 水量,日 照, 地域気象観測所 D 昭和51年 ～ 〃 1/月
'

累積 月テープ 風向,風 速) (1.143地 点)

省
磁気 テープ記 地震のアナログ記録の集録 地方 プロヅク(関 東, アナ 昭和44～52年 〃 116

録式電磁地震 中部19地 点 にある地 ロ グ

計による地震 震計

観測
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省庁名 統 計 名 項 目 地域別表章 DS 内 容 保存期間 巻 数

運

輸

省

地震記録自動
処理装置によ
る地震観測

地震のデジタル記録の集録 5管 区

(全 国59官 署)

D 昭和50年 ～52年 2年 330

震源 デー タ 震源要素(発 震時,緯 度,経 度,深 さ,マ グ

ニチュー ド,震 央名)

全 国 S 昭和元年～51年 永 年 1

歪 デー タ 体積歪計による記録 東海地方 S 昭和51～52年 3年 1

地震データ 震源と各観測地点の観測値(震 源要素) 全 国 D 昭和38～51年 永 年 13

潮位資料 検潮所における毎時潮位記録 日本沿岸 D 1967～1976年 〃 1

旬 ・月平均海

面水温資料

北西大平洋での緯経度1度 桝目毎の旬 ・月平

均海面水温値

北 西 大 平 洋

(10～53。N,
110～180。E)

D 1956～1970年 〃 1

海洋観測資料 気象庁海洋気象部で実施した各層観測資料

(各深度における水温,塩 分,そ の他化学成

分等の値)

西大平洋海域 D 1966～1976年 〃 1

0

4 ●
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表層観測統計 気象庁で実施 したBT,GFK観 測資料 日本近海 D 1955～1970年 永 年 1

国際海上気象 船舶位置,風 向,風 速,気 圧,気 温,海 水温 全海域 D 1961～1976年 〃 16

運 統計 風浪,う ね り,天 気,船 舶の国籍な ど24項

目

強震記録 全国の主要な港湾に設置されている強震計か 全 画 D 1975年 ま で の も の 未 定 2

ら得 られた記録の主なものを数字化したもの

輸
波浪に関する 波浪に関する拠点観測実施要綱(43,10港 全 国 D 1970～1976年 〃 100

拠点観測デー 湾局策定50.3改 訂)に 基づき全国主要港湾

タ 海域において取得された波浪観測台帳及び関

連統計資料

港湾統計 港湾統計の預入賞物品種別仕出港別表及び輸 全 国 D (全 国)昭 和47年 ～ 〃 年1巻

出貨物品種別仕向国別表,輸 入貨物品種別仕 (日本対全世界) (日本対全世界) 年1巻

省
出国別表をMTに 保存 したもの 昭和48年 ～

日本船舶明細
100t以 上 の 日本船の全船舶について港湾

全 国 D 昭和51年 〃 年1巻
建設にとって必要 な情報(船 型,船 穂,巾,

書
長 さ,吃 水量等)をMT化 した もの



一

一
ω
N

l

省庁名 統 計 名 項 目 地域別表章 DS 内 容 保存期間 巻 数

運 ロ イ ドレ ジス 英国ロイド協会に登録されている全世界の船 世 界 D 1975～1976年 未 定 2巻

輸 タ ー 舶のうち港湾建設に必要な情報をMTに 保存

省 した もの

毎月勤労統計 1.結 果 表テープ(産 業大中分類別,規 模別 全 国 D 昭和47年 以降 永 年 1

労 の月別実数)

働 2.雇 用,賃 金指数(産 業大 中分類別,大 規 〃 D 昭和35年 以降 〃 1

省 模別の月別指数)

3。 労働異動率(同 上) 〃 D 〃 〃 1

建築着工統計 着工建築物用途別,構 造別等の床面積の合計 都道府県,都 市,市 郡 D 昭和50年1月 ～昭和 5 14

及び工事費予定額
'

51年1月

建
着工住宅種類別 ・利用関係別 ・構造別等の戸

設
数及び床面積の合計

建築工事施工 年間施工額,建 設機械取得減価償却除却額, 都道府県
D 昭和49年 ～ 5 3

省
統計 年末現在高,建 設機械保有台数等

■ '

●
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公共工事着工 工事件数,請 負契約額,直 営工事額,無 償支 都道府県 D 昭 和50年4月 ～昭和 5 12

統計 給材料評価額,労 働者延就業予定数等 51年3月

民間土木工事 工事件数,請 負契約額,無 償支給材料評価額 〃 D 昭和50年4月 ～昭和 5 5

着工統計 等 51年3月

建

官庁建物実態 (官 庁営繕対象施設について) 都道府県,市 郡 D 昭和46年 末 ～昭和 1年 1

調査 敷地面積,所 有区分,敷 地条件,建 物種別構 50年 度 末

造,階 数,建 築年次,延 面積,建 築面積,設

備概要,庁 舎類別,収 容人員数,各 種整備計
設

画の有無(新 規,合 同,時 々,特 修)保 安度

防火度,再 建築指数現存率,調 査年度

街路現況 (都 市現況)都 市名,地 域分類,都 市街路計 都道府県,市 町村 D 昭和48年 度末現在 5 都市現

画決定,都 市計画区域面積,認 定道路実延長 況1
省

等(街 路現況)区 域区分,道 路種別,計 画幅 街路現

員,延 長,改 良済延長,未 改良現道幅員,未 況1

改良現道延長
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省庁名 統 計 名 項 目 地域別表章 DS 内 容 保存期間 巻 数

全国道路交通 道路の地点別,種 類別交通量 都道府県 D 昭和46,49年 永 年 2

情勢調査

(一 般交通量

調査)
建

〃 ゾー ン間(生 活圏間)OD表,運 行 目的,乗 都道府県,生 活圏 S 昭和46,49年 〃 2

(0・D調 査) 車人員

設

省

ソース:「 磁気 テープ ・ガイ ドブ ック」統計審議会情報処理部会 昭和53年1月 発行
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4.米 国 で 提 供 中 の デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス と主 要 ベ ン ダ ー

種 類 代 表 ベ ン ダ ー モ ー ド 特 長

① 企業信用情報 oDun&Bradstreet バ ッ チ 076年 にTRWが 進 出する迄,D&Bが 独 占

(BusinessCredit) OTRW (オ ン ラ イ OD&Bは 米 国300万 社 をカバー

ン化進む) oTRWはNationalAssn.ofCreditManagement

と 提 携 。"NACIS80サ ー ビス を 提 供

② 個人信用情報 OTRW バ ッ チ oTRWの"CreditData}'サ ー ビス が 他 を リー ド

(ConsumerCredit) oEquifax(旧RetailCreditCompany)
(1部 オ ン (① とは別事業)

oCreditInformationCorp・ ライン化) OTRWは 米 国民6500万 人 を カバー

(TransUnionCorp.の 事 業 部 門)

oそ の 他180社 一 ロ ー カ ル ・ペ ー ス

③ マーケティング情報 OA .C.Nielsen バ ッ チ o現 在のDBサ ー ビスのうち,市 場 としては最大規模

(SpecializedMarket OTimeInc O企 業 の販売担当者にマーケティング ・プラニング用

Information oDm&Bradstreet の情報を提供

oNielsenの"RetailIndexサ ー ビス.あ(パ ッ ク 食

品 メーカーへの市況/売 上情報)-1930年 代 よ
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種 類 代 表 ベ ン ダ ー モ ー ド 特 長

り開始

oTimeの"SAMI袖 サ ー ビス ー1960年 代 より

開始

OD&B

1)"MarketIdentifiers'あ … … 企 業 信 用 情 報 サ

一 ビス か らス ピ ン ォ フ

'

2)Re"b㎝H.Domelley事 業 部 門

……米国6 ,000万 世帯(米 国全体の90

%)の デ ータを保有

… … ダ イ レク トメ ー ル ・ リス ト,サ ン プ

リングに利用 され る。

④ 科学技術文献情報 oLoc㎞ced("Dialo9δ 逢) オ ン ラ イ ン oビ ブ リオ ・デ ー タベ ー ス(記 事or論 文 の タイ トル,

(Scientific/Techno一 oSDC(``Search袖) アブス トラク ト情報)

.

logicalInformation) oBibliographicInformationServices o検 索技術の訓練の要,多 種 のデー タベースによる

oCDC サーチの難解さに よって市場は小 さい。

oCDCは 新 技術の売 り手 と買い手のためのマ ッチン

4 σ
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種 類 代 表 ベ ン ダ ー 王 一 ド 特 長

グDBサ ー ビスを提供 －DBへ の 登録,す なわち

売 り手側に料金を課 している。(特 殊な例)

⑤ 経済情報 o多 くのDBプ ロ ジューサ(政 府機関,銀 行, オ ン ラ イ ン oオ ン ライン ・モ ー ドDBで は最大の市場規模

(ECOnOmiC,ECOnOme一 経済 リサーチ会社,金 融業界の出版社 など) oオ ン ラインDBサ ー ビスでDRIが 最 も成功 してい

tricData) o主 要TSS会 社 がディス トリビュー タとな る といわれている。

っ て い る 。 OTSS会 社 に とっては(DRIは 例 外),既 に コン

・IDC-ChaseManhattanの 子 会 社 /「

ピ ュ ー タ'セ ン タ ー,販 売 ス タ ッ フ,カ ス ト マ ー,

・GE-InformationSystems ベースがあるため,販 売 コス トが安い。 自らDB作

・ADPNet"orkServices ＼成 しないか らリス クが小さいな どDBサ ー ビスの利

・Rapidata 点が多い)

・DRIな ど。

⑥ 証券/株価情報 イ)TSS会 社 オ ン ラ イ ン 02づ の部門に分かれ てい る。

(SecuritiesPrices ロ)BunkerRamo イ)TSS会 社 に よるサー ビス

&Data GTE 〈 証 券 のcurrent,historicalデ ー タ〉

QuotronSystems ロ)3大 ベ ン ダ ー に よる サ ー ビス

NASD 〈証券の即時情報〉
A

・NationalAssociationofSecurities

Dealersも ブ ロー カ ー に 高 度 な サ ー ビス を 実 施
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種 類 代 表 ベ ン ダ ー モ ー ド 特 長
,

⑦ ビ ジ ネ ス ・ニ ュー ズ oN.Y.TimesInformationBank オ ン ライ ン oオ ン ラインDBの 中では現在最小規模だが,伸 び率

oDataCourierInc. は最 大。

デ ィス ト リ ビ ュ ー タは

()

SDC/Loc㎞eed

oN.Y.TimesInfobankが この 分 野 の リー ダ ー格

oLoc㎞eed/SDCはDataCourier,Inc.のABI/

oDowJones INFORMデ ー タベース(マ ネジメン ト分野を対象)

``N
ewsRecall肋

の外,特 殊な産業 部門を カバー。

"N
㎝s/Retrieval'あ

'、

oDowJonesのNewsRecal1はBmkerRamoの 不

ッ トで 証 券 会 社 ヘ サ ー ビス,News/Retrievalは

独 自 の ネ ッ トで サ ー ビス 。

⑧ 法例情報 oMead工 ㎏taCentral"LEXIS袖 オ ン ラ イ ン OMeadは 最近,カ ス トマー/売 上高の拡張をね らっ

oWestPubUshingCompany て,LEXISシ ス テ ム でN.Y.TimesInfobank&

ABI/INFORMも 流 している。

4 〆
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5.米 国 の 経 済 ・証 券 デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス 市 場

Inputに お け る プレ ゼ ンテー シ ョンfoよ び各 調 査先 での入 手 資料 に よる米 国

の経 済 ・証 券 デー タベ ー スの 市場 規 模,提 供 され てい る デー タベ ー スの種 類 は

以 下 の とお り。

(1)米 国 の経 済 ・証 券 デ ー タベー ス関 連 売 上高(76年)

市 場 ・規 模

年 間

タ イ プ
1976年 1981年 平 均

伸 び 率
売 上 高 比 率 売 上 高 比 率 ㈲
(百万 ドル) %) (百万 ドル)

,(紛

経 済 コン サル テ ィン グ

16 10% 56 15% 28

サー ビス(ECS)

リ モ ー ト ・ベ ー ス で の

経済 ・財務DB 51 33 180 48 29

サー ビス(FERC)

一
ア ー タ ベ ー ス ・ サ ブ ス ク

リ プ シ ョ ン ・サ ー ビ ス 6 4 22 6 30

(DBS)

小 計 73 48 258 69 29

証券 ・株価

80 52 115 31 7.5

情報サ ービス(FIS)

合 計 153 100% 373 100% 20

一139一



(2)主 要 ベ ン ダ ーに よ るサ ー ビス別 売上 高(76年)

売 上 高(百 万 ドル)

ベ ン ダ ー 名(注1) ECS(注2〕 FERC DBS FIS 合 計

ADPNe亡workServices 3.0 3.00

BAMACS .45 .45

BoeingComputerServices 3.0 3.00

Bunker-Ramo
」

34.0 34.00

ChaseEconometrics 4.6
』

.0 .90 5.50

Compu-Serv 1.5 1.50

Compustat・ .50 .50

DataResourceslnc. 8.2 1.9 .70 10.80
P

FRBSF .03 .03

GEInformationServices 15.0 15.00

GTEIS 20.0 20.00

・

工nteractiveDataCorp. 5.0 5.00

Kent .02 .02

Merlin .08 .08

MerrillLynchEconomics 2.6 .40 3.00

NBER .23 .23

NationalCSSInc. 4.0 4.00
.

Predicasts .20 .20

Rapidata 6.0 6.00

Quotron 26.0 26.00
馳

RemoteComputingCorp. 3.5 3.50

SPNB .16 .16

ServiceBureauCo. 5.0 5.00

Telstat 1.00 LOO

ValueLine 1.20 1.20

WhartonEconolnicAssociates .4 .10 .50
.

「

A110thers .2 3.1 .03 3.33.

合 計 16.0 51.0 6.00 80.0 153.00

(注1)

(注2)

デ ー タ ベ ー ス ・ プ ロ ジ ュ ー サ お よ び デ ィ ス ク ト リ ビ ュ 一 夕

ECS:EconometricConsultingServices

FERC:Financia1&EconomicRe皿oteCornputingServices

DBS:DataBaseSubscriptionServices

FIS:Financial工nquiryServices

・-140一
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(3)主 要 経 済 ・証 券 デ ー タ ベ ー スの フ'ロ ジ ュ ー サ と デ イ ス ト

1)デ ー タ ベ ー ス と そ の デ ィ ス ト リ ビ ュ 一 夕

リ ビ ュ 一 夕のi提 携 関 係

デ ー タ ベ ー ス 名 デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ 名'

BAMACS Rapidata

Chase Cyphernetics,工nteractiveData

DR工 DataResources

Dun&Bradstreet None

Wharton
.

BoeingComputerServic(ミs

FRBSF Rapidata,Compu-Serv

KEA Compu-Serv

Merlin RemoteComputingCorp.

MerrillLynch InteractiveData,NationalCSS

NBER

Rapidata,GE,ServiceBureau,

NationalCSS,BoeingComputer

Services,Cyphernetics,Compu-

Serv,DRI

Compustat
GE,DRI,Telestat,Cyphernetics

ServiceBureau

'

SPNB

●

Data
.Re・oUτces・Secu「ityP・ ・ifi・.

Telstat
Rapidata,DataResources,GE,SBC

NCSS,Compu-Serv,Boein9

ValueLine
Rapida亡a,.DataResources,Inter二

activeData,Comshare,GE

Predicasts Dialo9(Lockheed)

一141 .一



ii) デ ィ ス トリ ビ ュ ー タが 提 供 して い る デ ー タ ベ ース 名

デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ デ ー タ ベ ー ス

Cyphern・ ヒics(ADP)
Chase,NBER,Compustat,Ban℃a11,

MSF,HSF

タ

Boeing
Wharton,WFEAEconomic,WFEA

Regiona1

Compu-Serv NBER,KentEA

'

DataResources
DRI,NBER,SPNB,ValueLine,

Compustat,OECD,工MS

GeneralElectric
NBER,ValueLine,Telstat,IMS,

NEMA,Compustat,AHAM,JBD

工nteractiveData
Chase,MerrillIＬynch,ValueLine,

Compustat

NationalCSS NBER,FD工C,IMS,MerrillLynch

:

Rapidata
NBER,FRBSF,Rapidquote,ValueI.ine,

BAM[ACS,IFS

.

RemoteComputing Merlin

ServiceBureau・ NBER,Telstat,FDIC

■

'

じ

s
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表6 1 DBの レベ ル と プ ロ ト コ ル

プ ロ ジ ュ ー サ 名 住 所 作 成 デ ー タ ベ ー ス 名 オ ン ラ イ ン'デ ィス ト リ ビ ュー タ

BankofAmeτ1ca WorldHeadquar亡ersBuildlng ・BAHACSデ ー タ ベ ー ス 'Rapidata

BankofAmericaCenter

SanFrancisco,CA94137

撰 蹴 蒜1・R:1:ニ…gS-… ・・ハ)BAFDB(FederalReserveFbwofFundsAccounts)

ChaseEconolnetrics 555CityL工neAvenue ・ 経 済 ・財務 デ ー タベ ース ・ 工nteractiveDataCorp .

Associates,Inc. Ba]LaCynwyd,PA19004 'イ)V
.S.EconomicDB ・ADPNetworkServices

ロ)FinancialDB

ノうInternationalDB

劔 →BusinessConditionsDB
ガうWh。1esalePricelndex

→Ag・i・ 。1t。 ・alDB

ト)ConferenceBoardDB

ヂ)C。nsumerPricelndex
、

, 他
・予 測DB,経 済 モ デ ル

・ イ)Short-Term/Long-TermMacτoeconomicDBs

ロ)Month]LyInterestRate
' ・うJapaneseDB

、 二)Short-TermIndustry

ポ)Agricultura1/lnsuranceDBs
(>INPRO(Short■Term工ndustryProducヒion)

.ト)Finan・i・1F・ ・eca・ ・i・gM・d・1他

DataResourcesInc. 29HartwellAvenue ・DRICentralBank・EnergyDB ・DataResources
,工nc.

Lexingt二 〇n,}1AO2173 ・EuropeanDB・SteelDB

・JapanDB・CompustatDB

・CanadaDB・ValueLineDB

・OECDDB・FlowofFundsDB

'InternatlonalMonetaryStatlstics

Dun&Bradstreet 299ParkAvenue ・MarketldentifiersDB

Companies,Inc. NewYork,NY10017 ・BusinessInformationDB

WhartonEconomlc ・WhartonDB ・BoeingComputerServices

Associates ・FlowofFundsDB

・InternationalFinancialStatistics

・Wholesale&ConsumeτPriceIndices

、 ・WhartonWEFA/BCSRegionalDB

・FederalReserveBank

ofSanFrancisco
・FRBSFNationalDB

`
・Rapidata

'Compu-Serv
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KentEconomlc ・KentDB ・Compu-Serv

Associate8,Inc・

ト1erllnSystemsCorp・ 1044NortheτnBlvd.

Roslyn,NY11576

・MerlinDB ・RemoteComputingCorp .

(Merlinの 親 会 社)

MerrillLynch
・MerrillLynchDB '工nteτactiveDataCorp .

EconomiCS ・NationalCSS

NatlonalBureauof 261MadisoAvenue ・NBERDB

EconomicReserach NewYork,NY10016 'イ)N
atlonalIncome&ProductAccounts ・Rapidata

ロ)Finance ・GEIS

ノ・)V .S.InternationalTransactions
・NationalCSS

.

二)Plant&Eq・1pmentExp・ ・dit・ ・es ・BoeingComputerServices

糟 器1隠 器 謡:、 。d。x
・DaヒaResourcesInc.

・Co皿pu-Serv

卜)Wholesale/ConsumerPriceIndex ・ServiceBureauCorp.

、チ)P。pu1・ti。n,Emp1。yment&Eaming・ 他
'Tymshare

1nvestorsHanagement

SciencesInc.

(Standard&、Poorの 子会 社 〕

・COMPUSTATDB ・GEIS

・InteτactlveDataCorp・

・ADPNetworkServices

・DataResourcesInc.

・Telstat

・ServiceBureauCorp .

SecurityPacific

NatlonalBank

・SPNBCa1エfoτniaDB ・DataResourcesInc .

.SPNB

TelstatSystems,1nc・ 150East58thStreet

NewYork,NY10022

・Teleprice畑ODB 'GEIS

・Rapエdata

・DataRe80urcesInc .

・ServlceBureauCorp.

.NationalCSS

・Co叩u-Serv

・BoeingComputeτService8

ValueLineData

Seτvlces

5Easヒ44thSしreet,

NewYork,NY10017

・ValueLineDB

'イ)I
ncomeStatementltems

ロ)BalanceSheetItems

・Rapidaヒa

.DataRe80urcesInc.

・InteractiveDataCorp.

.Comghaτe
ハ)Souτces&UsesofFunds
司
二)ProfitHargins&CapiヒalRatios

・GEIS

ホ)EarnlngsPerShaτe&OtherPerShareData

.へ)St・ckMark・tR・1・ti。 ・・hip・ 他

' ●
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Predicast, 1nc. 200Unlversity

ReseaτchCenteτ

Circle . Predicast DB
. Lockheed Dialo9

11001Cedaτ Avenue
「イ)File 18 FS Indices

Cleveland,OH 44106
ロ)File.
ハ)File

16

20

& 17MarketAbsヒracts

DomesticStatistlcs

、二)Fie1 21 1nternationalSt=atist=1cs

一
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7 Lockheed社Dialo9デ ー タ ベ ー ス 与

(注)備 考 欄 の※ 印 は ユ ーザ ーの人 気,利 用 度 の高 い もの を示 す。

主 題 デ ー タ ベ ー ス 名 デ ー タ ベ ー ス ・プ ロ ジ ュ ー サ 朔 及 年 月 レ コ ー ト'数 更新ひん度

料 金
備 考オンライ ン

接 続/時

オンライン・プ

許/フ ルレ

科 学 AGRICOLA
Nat1.AgricultuτalLibrary,U.S.

Dept.ofAg・

1970 920,000 月 $25 5ξ

BIOSISPREVIEWS BiosciencesInfo.Serviceof

BioLABs.,1nc.

1972 1,290,000 月 45 10 ※

CACONDENSATES1970-1971 AmericanChemlcalSoclety 1970-1971 月 35 8 ※

CACONDENSATESl972-1976 AmeτicanChemicalSociet二y 1972 2,500,000

(ワ0含 む)

月 35 8 ※

CAPATENTCONCORDANCE Amer工canChemica]、Society 1972 75,000 半 年 45 12 ※

CASUBJECTINDEXALERT

(CASエA)

AmericanChemicalSociety 1972 月 60 12

CHENNAME 1972 月 60 12

COM}{ONWEALTHAGRICULTURAL

BUREAUXABSTRACTS

C。㎜onwealthAgricultural

Bureaux

19フ3 480,000 月 65 15

CO冊REHENSIVEDISSERATION

ABS.

XeroxU.Microfilms 1861 560,000 月 55 12

INSPEC-PHYSICS InsticutlonofElectrical

Engineers

1969 887,000 月 45 10

SCISEARCH⑧ InstituteforScient‡fic

Informatlon

1974 1,470,000 月 70 10

応用科学&

技 術

APTIC AirPollutlonTechnicallnfor-

matlonCenterU.S.E.P.A.and

TheFranklln工nstltuteResearch

Laboτatoτies

1966 83,000 月 35 10

AQuAT工csclENcE&FlsH-

ERIESABSTRACTS

(NOAA)NationalOceanicand
AtmosphericAdministration

1975 10,000 月 35 10

.CLA工MS/CHEM 工F工/PlenumDataCompany 1950' 360.000・ 4半 期 150
'10

CLAIMS/GEM IFエ ノPlenumDataCo皿pany 1975 50,000 4半 期 90 10

COMPENDEX Englneer工ng工ndex,工nc. 1970 565,000 月 65 10

CURRENTRESEARCHINFOR-

MATIONSYSTEM

1974 24,OQQ 月 40 1Q

ENVIROB工B 1nternat1.Acad.atSanta

Barbara

1973 50,000 隔 月 60
.

15
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主 題 デ ー タ ベ ー ス 名 デ ー タ ベ ース ・プ ロ ジ ュ ー サ 朔 及 年 月 レ コ ー ト'数 更新ひん度

料 金

備 考オ ンライン

接 続/時

オンライン ・プ
リン ト/フ ルレ
コ ー ド

応 用科学&

技 術

ENVIROLINE⑧ Environmenta1工nformation

Center

1971 60,000 月 S90 20¢

INSPEC-ELEC/COMP InstituteofElec亡rical

Engineers

1969 887,000 月 45 10

ISMEC DataCourier工nc. 1973 58,000 月 65 12

METADEX(METALSABS工RACTS

ALLOYSエNDEX)
AmericanSocieヒyforMetals 1966 300,000 月 80 12 ALLOYSINDEXは1974

よ り含 む

METEOROLOGICALABS. Am.MeteorologicalSoc.and

Nationa10ceanicandAlmospheric

Adlninistration

19ア2 30,000 不規則 50 10

NTIS NationalTechnicallnfo.

Service,U.S.Dept.ofCo㎜erce

1964 575000, 隔 週 35 10

OCEANICABSTRACTS⑧ DataCourier,工 τ1c. 1964 95,000 隔 月 55 1Q

POLLUTIONABSTRACTS DataCaurier工nc., 1976 46500, 隔 月 65 10

WORLDALUMINUMABSTRACTS AmericanSocietyforMetals 1968 50,000 月 50 10

社会&

人文科学

AIM/AR}i CenヒerforVacationalEducation 1967 17500, 隔 月 25 10

AMERICA=HISTORY&LIFE ABC-CLIO,1nc. 1964 43,000 4半 期 65 15

ARTB工BL工OGRAPH工ESMODERN ABC-CLIO,Inc. 1974 21,000 4半 期 60 15

ERIC EducaヒionalResource工nformation

Center

1966 278000, 月 25 !0 ※

EXCEPTIONALCHILDED.ABS. CouncilforExcept.Children 1966 25,000 4半 期 25 10

HISTOR工CALABSTRACTS ABC-CLIO,工nc. 1973 37,000 4半 期 65 15

LANGUAGE&LANGUAGE

BAHAVIORABS.
Socia1.Abs.,Inc. 1973 21,000 4半 期 55 15

NICEM NationalInformationCenCerfor

Educationa!}ledia

1964 400,000 月 70 20

PSYCHOLOGICALABSTRACTS AmericanPsychologicalAssoc. 1967 230,000 月 50 10

SOCIALSCISEARCH⑧ 1nstit=ut=eforScientific

工nformation

1972 420,000 月 70 10 ※

SOCIOLOG工CALABSTRACTS SociologicalAbstracts,Inc. 1963 77,000 4半 期 55 !5 ※

ビ ジ ネ ス AB工/INFORM DataCourierInc., 1971 52,000 月 65 1Q

CHEMICALIND.NOTES Am.ChemicalSoc. 1974 1700QO, 週 9Q 20

DEFENSEMARKETMEASURES

SYSTEM

Frost&SullivanInc., 1975 80000, 4半 期 90 20



主 題 デ ー タ ベ ー ス 名 デ ー タ ベ ー ス ・プ ロ ジ ュ ー サ 朔 及 年 月 レ コ ー ド数 更新ひん度

料 金
備 考オンライン

接 続/時

オンライン ・プ

リン ト/ラ ル レ
コード

ビ ジネス FOUNDATIONDIRECTORY TheFoundat土onCenter 新年度 半 年 $60 30≠ 齢 百フ…「ドノレ地2)2、500貝 オ団(砺〆一ク

FOUNDATIONGRANTSINDEX TheFoundationCenter 1973 40,000 隔 月 60 30

PHARMACENT工CALNEWSINDEX DataCour工er,1nc.
「

1975 17,000 月 65 15

PTSDOMESTlCSTATISTICS Predicasts,Inc. 1971 160,000 90 20

PTSEISPLANTS EconomicInformationSystems,

1nc.
新年度 117,000 4半 期 90 50 年 間売 上50万 ドル以 上の

117,000工 場 の デ ー タ

PTSFEDERALINDEX Predicasts,工nc. 1976 月 90 20

PTSF&SINDEXES Predicasts,Inc. 1972 760,000 月 90 20

PTSINTERNATIONAL

STATISTICS

Predicasts,Inc. 1972 160,000 90 20 更新 ひん度 はSubf"eに よ り

異 な る

PTSMARKETABSTRACTS Pred士casts,Inc.『 1972 135,000 月 90 20

PTSMARKETABS&F&S

ABSTRACTSWEEKLY

Predicasts,Inc・ 新年度
15,000 週 90 20

1
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8 SDC社SearchServiceデ ー タ ベ ース 覧

(注)☆ 印 の デ ータ ベ ース はSDCだ けが 提供 して い るも の 。備 考 欄 の※ 印 は特 に 人気 の 高 い デ 一夕ベ ー
、ス

デ 一夕 ベ ース名 デ ー タ ベ ー ス ・プ ロ ジ ュ ー サ 朔 及 年月
レ コ ー ド

数/年
更新ひん度

料 金

備 考オン ライ ン

接続/時 解 〃ぞ;
ACCOUNTANTSINDEX☆ AmericanInstiヒuヒeofCertified

PublicAccountants

1974 12,000 4半 期 $65 106

AGRICOLA U.S.NationalAgricultural

Library

1970 . 144,000 月 35 6

AP工L工T☆ AmericanPetτoleumlnstituヒe 1964 18,000 月 65 11 ※

APIPAT☆ 1,,,

1964 8,400 月 65 11 ※

ASI☆ CongressionalInformation

ServiceInc.,

1973
,

9 .,600 月 100

120

25

25

Coverage:selectedcoverageof

publicat二ionsissuedduringthe

1960.s

く≒=Non-subscribers

B工OSISANDBIO6973 BlologlcalSc工ences

lnformationServices

1969 200,000 BA月

Biol隔 週

65 10 BiologicalAbstracts(BA)

Bioresearch工ndex(Blol)

CAMBRIDGESCIENTIF工C☆

ABSTRACTSGROUP

CambridgeScientificAbstracts 1975 Tobeannouncedwhen
fileavailable

CD1 UniversityMicrofilms

lnternationa1

1861 46,000 月 55 12

CHEMCOMANDCH恥{7071 ChemicalAbstractsService CHEHCONl972

CHEM7071
,70 一ワ1

312,000

600,000

隔 週

CHE}1CON

の み

60 12

CIN
`1',

December

1974

52,000 週 70 10

CISINDEX☆ CongresslonalInformation

Service,Inc.

1970 12,000 月 100 25

120 25 ζ=Non-subscribers

COMPENDEX Englneeringlndex,工nc. 1970 84,000 月 65 10

CRECORD☆ CapitalService,工nc. 19ア6 40,000 週 80 15 Coverage=beginningwiththe

secondsessionofthe94thCongress

ENERGYLINE☆ EnvlronmentInformaヒion

Center,1nc.

1971 4,800 隔 週 85

95

20

25 ⊂Non-subscriber

ERIC Uτ1derfund土ngbytheU.S.

NationalInstltuteof

Education

1966 30,000 月 35 8

FSTA InternationalFoodInfor_

maヒionService

1969 17,000 月 65 12
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デ 一 夕 ベ ー ス 名 デ ー タ ベ ー ス ・プ ロ ジ ュ ー サ 朔 及 年月
レ コ ー ド

数/年
更新ひん度

料 金

備 考オ ンライン

接続/時 》》当 芸
GeoRef☆ TheAmericanGeological

Xnstitute

1967 36,000 月 阜75 20¢

GRANTS☆ OryxPress Currently

available

grant二s

1,500 月 60 35

INFORH ABI,adivisionofData

Courier,Inc・

August

1971

14,400 月 65 10

INSPEC InstituteofElectrical

Engineers

1970 150,000 月 45 10

LIBCON/E☆ 3-M MARCH

l968

102,000 週 120 25 1969forMETrecords

Publicationyearincludespre-20th

centurymaterials

LIBCON!F☆ 3-M }仏RCH

1968

72,000 月 120 25

LISA 1.ibraryAssociat二ion,England 1969 4,000 隔 月 50 10

MANAGEMENT HanagementInformation

Service

September

1974

12,000 月 65 10

NT工S NationalTechnicalInformation
Service(NTIS)oftheU.S.

DepartmentofCommerce

1970 60,000 隔 週 45 8

PAPERCHEM☆ 工nst二ituteofPaperChemistry 1968 12,000 月 80

110

10

15 －Non-subscribers

PATENTS☆ DerwentPublications,Ltd. PharInaceu-

ticals

1963,

234,000 月
rateavallablefrom

DerwentPubllcaヒions,

Ltd.

Variablebysubjecヒmatter:※

agriculturalchemicals1965

Plastics1966

allchemistry1970

皿echanica1,electrica1,

andgenera11974

120 15

(Non-subscribers)

P/ENEWS☆ CentralAbst二ract=ing工ndexing

ServiceoftheAmerican

Petroleu皿Institute

1975 26000, 週 95

115

ll

l1 －Non-subscrlbers

PNI DaヒaCourier,Inc・ FDCRepoτts

1976

7200, 月 65
'

15 Coverage=Othersfrom1976

POLLUTION PollutionAbstracts,adivision

ofDataCourier,工nc.

1970 6,000 隔 月 65 15

PSYCHABSTRACTS A皿ericanPsychologica1
,.

Assoc■at■on.

1967 25,000 50 10

φ 命
■
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デ ー タ ベ ー ス 名 デ ー タ ベ ー ス ・ プ ロ ジ ュ ー サ 朔 及 年月
レ コ ー ド

数/年
更新ひん度

料 金

備 考オン ライン

接続/時 蓼シ ニ…;
PINGDOC☆ DerwentPublications,Ltd. July

1964

50,000 月 Ava‡1ablefrom

DerwentPu61ications,

Ltd.,London,England

SAEABSTRACTS☆ SocietyofAutomotive

Engineers,Inc.

1965 800 4半 期 S80 $15¢

SSIE☆ SmithsonianScience

工nformationExchange,工nc.

FY

1974

108,000

pr。jects/FY

「

月

110 25

TI工US☆ InstituteTex亡iledeFrance・ 1970 18,000 月 75 15

TUI・SA☆ UniversjLtyofTulsa,Infor-

InationServiceDepartment

1965 18,000 月 100

100

125

15

50

50

Partialsubscriber

Non-subscriber

1
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9.Telenet利 用 の デ 一 夕 ベ ー ス 一 覧

デ ー タ ベ ー ス ・デ ィ ス ト リ ビ ュ ー…タは,ADPNetworkServicesと か

InteractiveDataCorp.の よ う に,専 用 線 で デ ー タ ベ ー ス を 提 供 し て い る 、

と こ ろ と,SDCあ る い はLockheedの よ うにVACを 利 用 し て い る と こ ろ が あ

る。 ま た,DRI(DataResourcesInc.)やN.Y.Timesの よ う に,専 用 線

とVAC両 方 を 利 用 し て い る と こ ろ も あ る。 最 近 の 傾 向 と し て は,VAC利 用 が

急 激 に 増 大 し て い る こ と で,し か も こ の 場 合,Telenet,Tymnet両 ネ ッ トと

契 約 す る と こ ろ が 多 い 。TelenetのDirectory1976Fa、llに よ る と,

Telenetと 契 約 し て い る デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ は17社,提 供 デ ー タ ベ ー ス数

は103種 。Telenetを 通 じ た 提 供 デ ー タベ ー ス の 多 い デ ィ ス ト リ ビ ュ ー一 夕

トッ プで は,①Lockheed38種,②SDC31種,③DRI22種,

④NLMg種,⑤BibliographicRetrievalServices9種 で あ る。

以 下 は,Telenetで 提 供 され て い る デ ー タ ベ ー ス の 一 覧 で あ る(デ ー タ ベー

ス の ア ル フ ァ ベ ッ ト順)

■
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●
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DataBase

表

AGRICULTURE/WEATHER

AIM/ARM

AMERICA:HISTORY&

L工FE

APILIT

APIPAT

ARB

ASI

AVLINE
、

BESTS

BIOSISPREV工EWS

CABABSTRACTS

CAIN

T¢1、enetで 提 供 中 の デ ー タ ベ ー ス ・ サ ー ビ ス

ProducerDistributor

WeatherServices,1nc.

OhioStateUniversity

ABCCLIO,Inc.

AmericapPetr。1eumlnstitute

AmericanPetroleum工nstitute

A・C・Nielsen&Co・

C・ngressi・n・1
.lnf。 ・m・tion

Service.

NationalLibraryofMedicine

BioSciencesInformation

Service

TheCo㎜onwealthAgriculturalLockheed

Bureau

'N
ationalAgriculturalLibraryBibliographic

CAL工FORNIADATABANKSecurityPacificNational

Bank

CANCERLINE

CANCERPROJ

CANSIM

CARS

CASIA&CH㎜ 頗E

CATLINE

CDI

CDIS

NationalLibraryofMedicine

tTtl

Sta
.ti・ticsC・n・d・

FederalRailroadAdminis－
ロ　

trat■on

l::?'Ca'ApSt「aCtS5e「V'CeS・

NationalLibraryofMedicine

UniversityMicrofilm

International

MJKAssociates

「153－

DataResources,Inc.

L・ckhr・dl"formatlonSe「vices

llTt

SDCSearchService

SDCSearchService

AmericanInforrnationServices

SDCSearchService

NationalI・ibraryofMedicine

DataResources,Inc.

BibliographiRetrieval

Services

LockheedInformationServices

SDCSearchService

StateUniversityofNewYork

し
InformationServices

Retrieval

Services

SDCSearchService

Lockheed工nformationServices

DataResources,Inc.

NationalLibraryofMedicine

lttt

DataResources,工nc.

FirstDataCorporation

Lockheed工nformationServices

NationqlLibraryofMedicine

SDCSearchSeevice

MJKAssociates



DataBase

CENSUS

CHEMICAI.ASBSTRACTS

CONDENSATES

CHEMLINE

CIN

CISINDEX

CLA'IMS/CHEIyt

CLAIMS/GEM

CMA/EMA

CONFERENCEBOARp .

COMPENDEX
.

COMPUSTAT

CPS

CRECORD

DIVISIONIMASTER

EISPLANTS

ENERGY

ENERGYLINE

ENVIRONLINE

EP工 工.EPSY工.INE

ERIC

Producer

U.S.CensusBureau

ChemicalAbstractsService

NLM/ChemicalAbs亡racts

Services

ChemicalAbstractsService

CongressionalInfor皿ation

Service

PlenumDataCo.

PlenumDataCo.

Predicasts,Inc.

ConferenceBoard

EngineeringIndex,Inc・

Standard&Poor.s

U.S.CensusBureau

CapitalServicesInc・

ConstructionSciences

ReseaてchFoundation

Predicasts,Inc.

U.S.Dept.of工nterior,FEA

EnergyInformationCenter

Environment二alInformation

Center

Na'tionalI.ibraryofMedicine

National工nstituteof,

Education

－154－

Distributor

DartInouthCollege

DataResources,工nc. ぞ
FirstDataCorporation

AlnericanInforrna亡ionServices

BigliographicRe亡rieval

Services

LockheedInformationServices

SDCSearchService

NationalI.ibraryofMedicine

Lockheed工nformationServices

SDCSearchService

SDCSearchService

LockheedInformationServices

ITTt

Tl1,

DataResources,工nc.

1.ockheedInformationServices

SDCSearchService,

DartmouthCollege

DataResources,工nc.

DataResources,Inc・

SDCSearchService

BowneTimeSharing

LockheedInformationServices

DataResources,Inc・

SDCSearchService

SDCSearchService

Nationa'lLibraryofM6dicine

BibliographicRetrieval

Services

Lockheed'InformationServices

SDCSearchService

StateUniversityofNewYork

,
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DataBase

EXCEPTIONALCHII.DRENCouncilfor

ABSTRACTS

F&SINDEX

FASTOCK

FCCTARIFFS

FI.OWOFFUNDS

FOUNDATIOND工RECTORYFoundationCenter

FOUNDAT工ONGRANTS

INDEX

GEOREF

GRANT工NFORMATION

SYSTEM

H工D

HISTORICALABSTRACTS

IMPRESS

INFORM

IFS

INSPEC

INTERNATIONAL

FINANCIALSTATIST工CS

INTERNAT工ONAI.

MARKETSTATIST工CS

ISMEC

JAPANESEECONOMfY

LIBCON/Eand

LIBCON/F

LLBA

Producer

Exceptional

Children

Predicasts,Inc.

Telstat.Systems

FederalComnunications

Commission

FederalReserveBoard

F6undationCenter・

AmericanGeologicalInstitute

ORYXPress

HousingIndustryDynamics

ABCCL工0,工nc.

DartmouthCollge

ABI

DRI

InstitutionofElectrical

Engineers

InternationalMonetaryFund

Predicasts,工nc.

DataCourier,Inc.

NihonKeizaiShimbun

3-M

SociologicalAbstracts,Inc.

Distributor

IＬockheedInforrnationServices

,,',

Firs亡DataCorporation

FirstDataCorporation

In亡eractiveSciences

ScientificTimeSharing

DataResources,Inc・

Lockheed工nformationServices

Tel'

SDCSearchService

ll

DataResources,工nc.

1.ockheedInformationServices

DartmouthCollege

BibliographicRetrieval

Services

I.ockheed工nformationServices

SDCSearchService

DataResources,Inc.

BibliographicRetrieval

Services

LockheedInformationServices

DataResources,Inc.

LockheedInformationServices

tTtl

DataResources,工nc.

SDCSearchService

I.ockheedInformationServices

－155一



DataBase

MARKETABSTRACTS

MASTERSPEC

MEDLINE

METAI.SABSTRACTS

MGA

MORTAB

NBERDATABANK

NEEP

NEWYORKT工MES

INFORMATIONBANK

NTIS

OCEANICABSTRACTS

OECD

OPTDAT

P/ENEWS

PAPERCHEM

PETROCHEMICAL

PNI

POLLUTION

PSYCHOLOG工CAL

ABSTRACTS

Producer

Predicasts,Inc.

American工nstituteof

Architects

NatiOnalLibraryofMedicine

AmericanSocietyforMetals

AInericanMeteorological

Society

NationalBureauofEconolnic

Research

NewEnglandEconomicProject

NewYorkTimes工nformation

Bank

NationalTechnical

InformationService

NOAA

OrganizationforEcono皿ic

CooPerationandDevelopment

Mouchik-WeberAssociates,

Inc.

AmericanPetroleumInstitute

lnstituteofPaperChemistry

ChemicalMarketingReporter

eta1.

DataCourier,1nc.

』P
ollutionAbstracts'

AmericanPsychological

Association

一156一

Distributor

LockheedInformationServices

Alphatext

BowneTimeSharing

BibliographicRetrieval

Services

Nat二ionalI.ibraryofMedicine

StateUniversityofNewYork

Lockheed工nformationServices

lll,

TimeSharingResources

ScientificTimeSharing

TimeSharingResources

DataResourceS,Inc.

NewYorkTi皿es工nformation

Bank

BibliographicRbtrieval

Service

I.ockheed工nformationServices

SDCSearchService

LockheedInformationServices

DataResources,Inc.

NationalComputerNetworkof
'Chicago

SDCSearchService

lt

DataResources,工nc・

LockheedInformationServices

SDCSearchService

LockheedInformationServices

SDCSearchService.

BibliographicRetrieval

Services

LockheedInformationServi'ces

StateUniversityofNewYork

,
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DataBase

PTS:DOMEST工C

STATIST工CS

REGIONAL

RINGDOC

SANITARYMASTER

SCISEARCH

SECURITIESDATABASE

SERL工NE

SOC工ALSC工SEARCH

SOC工OLOGICAL

ABSTRACTS

SSIE

STEEL

TELSPEC

TELPRICE70

TOXLINE

TUI.SA

USCORPSMASTERII

ANI)II工

VALUELINE'

V-HCOORDINATES

WOODPRODUCTS

WORLDALUMINUM

ABSTRACTS

WPI『

WP工/CPI'

Producer

Predicats,Inc.

DR工

DerwentPublications

SanitaryAssociates

工nstituteforScientific

Information

NationalLibraryofMedicine

工nstituteforScientific

Information

SociologicalAbstracts,工nc.

SmithsonianSciences

工nformationExchange

AmericanIronandSteel

Institute

AE正)'Associates

TelstatSystems

NationalLibraryofMedicine

UniversityofTulsa

U・S・Corp.sofEngineers

Standard&Poor,s

ATT.andFCCTariffs

PulpandPaperInstitute

U.S.Dept.ofInterior

A皿ericanSocietyforMetals

DerwentPublications

BureauofLaborStatistics

－157－

Distributor

LockheedInformationServices

Dat二aResources,Inc.

SDCSearchService

BowneTimeSharing

LockheedInformationServices

ScientificTimeSharing

NationalLibraryofMedicine

Lockheed工nformationServices

""

SDCSearchService

DataResources,Inc.

BowneTimeSharing

InteractiveSciences

TimeSharingResources

NationalLibraryofMedicine

SDCSearchService

BowneTimeSharing

DataResources,1■c.

工nteractiveSciences
'

DataResources,Inc.

Lockheed工nformationServices

SDCSearchService

DataResources,Inc.

●



10. Euronetに 接 続 さ れ る デ 一 夕 ベ ース 一 覧

(1) デ ー タ ベ ー スの ホ ス トと ロ ケ ー シ ョ ン

1.

〈 ホ ス ト〉

BritishLibrary

(BLAISE-British

LibraryAutomated

工nformationService)

〈 ロケ ーシ ョン 〉

1.ondonarea

〈 デ ー タ ベ ー ス 〉

UkMarc,USMarc,Medline,Sdiline,

Toxline,Cyemline,Cancerline,other

BritishLibrarydatabases(including

theB.1..ConferenceIndex).

⑮

●

2. Info-Line Londonarea CAS,1NSPECdatabases,Derwentdata

bases,andother,mainlyUK,databases.

3. ComputerAided

DesignCentre

Cambridge EpgineeringDesign・

4. NationalComputing

Centre

Manchester Comput・ingHardware,ComputingSoftware,

ComputingServices,ComputingEducation,

CqmputingI.iterature,Computer工nsta1-

1ations.

.

5. BelgianMinistryof

EconomicAffairs

Brussels 工N工S,EPIC.

6. DIMD工/FIZl Cologne Biosis,Cancerline,Poisonsdatabank,

ExcerpiaMed‡ca,IDIS(SocialMedicine)

CABIndexVeterinarius,International

Pharmaccutical ,Abstracts,Hospital

Affairs,Medline,PsychologicalAbStracts,

Science .CitationIndex(AscaIV),Toxline,

SportScience・

7. IDC/FIZ3 Frankfurt ChemicalAbstractsCondensates(CAC),

ChemicalAbstractsSubject二IndexAlert

(CASIA),ChemlcalIndustryNotes(C工N),

IDC-Lit二eraturedocumentation,IDC-

?atentdoCumentation,DECHEMA-Litera-

turedocumentation,DECHEMA-Materials

datadocumentation,Uteraturedocumen-

tationonplastics,rubberandfibres,

Literhturedocu皿entationonprocess
ロ タ

eng■nee「 ■ng . .・

8. ZAED/FIZ4 Karlsruhe Ast .ronomyandAs.trqphysicsAbs.tracts,
Colnpendex,Energydatabase,NTIS,

Nuclearresearchandtechriologydata

base(IKK),INIS, .INSPEC-Physics,
`.

Mathernaticsinformationsystem(MIS),

NSA,Physicsinformationsystem(PH工S),

Physicaldatainformationsystem,High

energyphysicsdatabase(HEP),Plasma-

physics工ndex, .PlasmaphysicsTechnology,

Index,SurfaceandVacuumPhysicsIndex,

Cambridgecrystallographicdatafiles,

Evaluatednuclearstructuredatafile

(ENSEF),Conferencecalendarfor .energy,

physics,mathematics,Conferencereports

onaerospace,Databaseoninstitutions.

●
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9.

10.

DOMA,ZDS/F工Z16

ZMD

Frankfurt

Frankfurt

DOMAmech.engineeringliteraturedata

base,ZDEelec.engineeringliterature

database,DREelectricalengineering

database,Compendex,INSPEC-Electro、

technlogy/computersandContro1.

ACRIS,Agriculturalsciencesl‡terature

database,FoodScienceandTechnology

Abstracts,SDDK,DeutscheBibliographic.

11. InstitutTexti1 Paris TITUS工 工工.

●

12. Centre工nter－コ
un■versitairede

Calcu1

Grenoble CancernetSabir,Pascalmedicaldata

bases.

13.
ノノ
FederationNationaleParisバ
duBatiment(CATED)

Arianet

14. NeckerHospita1 Paris Drugsdatabank(BIAM).

15. Thermodata Grenoble Thermodynamicdata.

16.

17.

18.

PLUR工DATA

ノ
エNRA-Ministerede

l.Agriculture

FrenchHost

Paris

Paris

France

Chemicaldatabanks(includingcrystallo-

graphicandInassspectrometrydata,
nuclearmagneticresonance.

CAB,CA工N,Zoology,Bioclimatology,

CDIUPA(foodsciencetechnology).

CBAC,DARCsystem.

19. 工nstitutede

recherchedes

transports

Paris IRRD.
'

20. SDS Frascati CAS,SCISEARCH,INSPEC←Physics,

Electrotechnology,ComputersandContro1,

Compendex,NTIS,WorldAluminiumAb-

stracts,NASA,ElectronicComponents,

Metadex,EnvironmentalScienceIndex,

PascalDataBases,PollutionA1)stracts, ・
OceanicAbstracts,Biosis.

●

ヲ

21.

22.

23.

CommissionoftheLuxembourg

EuropeanCommunities

Detacentralen

CNUCE

Copenhagen

Pisa

Co㎜uni'tydatabases.

CAS,FoodScienceandTechnology,

Medline(throughSCANNET),Compendex.

Databaseson:ecology,geothermal

science,iconography,oceanography,

1egaldocumenta亡ion,finearts,citation

index(ltalianauthors).

24. Interfaculty

ComputingCentre

Rome USMarc,MarcItaly,SPIN.

一159一



25. 工nte・rfaculty

CornputingCent・re

Naples MTS.

26. CSATA Bari Meteorologicaldatabank(concerning

theSouthof工taly),agriculture.

27. JointResearch

Centre

工spra Nuclearscience,materialpropertiesand

otherdatabases. ●

●

1
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(2)Euronelデ ー タ ベ ー ス と サ ブ ジ 』エ ク ト

〈 デ ー タ ベ ー ス 名 〉

-MEDI.INE(theMEDLARSon-line

service

-TOXLINE(ToxicologyInformation

on-line)

-CAS(ChemicalAbstractsService)

-INSPECdatabases

(lnternationalInfomation

Servicesinphysics,electro-

technology,computersand

contro1)

-EngineeringDesign

-ComputingHardware(NCC)

－CornputingSoftware(NCC)

-ComputingServices(
.NCC)

_ComputingEducation(NCC)

-ComputingLiterature(NCC)

_ComputingInstallations(NCC)

-IN工S(工nternationalNuclear

InformationSystem)

-BIOSIS(
.BiosciencesInformation

ServiceofBiologicalAbstracts)

-CANCERLINE(
.CancerInformation

on-1ine)

-Poisonsdat二abank
コ　

(DatenbankfurGifteund

Vergiftung)

-ExcerptaMedicaBiomediqal

InformationSystem

-IDIS(Sozialmedizin
,・δffent二1iches

Gesundheitswe'sen)

-CAB工ndexVeterinarius

－ 工PA(1nternationalPharmaceutical

Abstracts)

<サ ブ ジ ェ ク ト>

medi .cine,dentistry,pharmacology,

veterinarymedicine,zoology,psychology

toxicology,pollutants

chemistry,biochemistry,chemotherapy

physics,electricity,electronics,computers,

electrotechnology

mechanicalengineering,electricalengineer-

ing,chemicalengineering

。・mp・ti・g。q。ipm。nt,d。t。tran。m'issi。n
コ

equ■pment

computerprograms

softwareh。 ・ses…mp・tingburequx

コ
comput■ngcourses

ロ
COInput■ng

co皿puterinstallations

nuclearscienceandtechnology,physics,

highenergy

lifesciences,biology

cancer

toxicology

bio皿edicine,Inedicine

socialmedicine,occupationalInedicine,

publichealth

VeterinarySCienCe

pharma・ ・1・gy,d士ug・
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－HospitalAffairshospitalaffairs

(Krankenhauswesen)

-PA(PsychologicalAbstracts)psychology,socialsciences
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11.国 際 間 デ ータ流 通 を め ぐる問 題

パ ケ ッ ト交 換網 ,サ テ ライ ト通 信 な ど新 しい通信 手段 の 出現 お よび大 規 模 な

デー タベ ー スの 形成 に よ って,多 種 多様 な デ ー タが 国境 を越 え て流通 す る よ う

にな ってきた。 これ ら各種情報の 自由な流通に よ って,ビ ジネス活動や科学技術研究活

動が,地 理的 制約 を越えて発展 しつつある。一方で,情 報は財貨であ るとい う考え方 の

もとに,そ の コン トロール,規 制,課 税 等の問題 もクローズア ップして きた。

現 在,主 要 国 で は デ ー タ保護 法 あ るいは プ ライ バ シィ保 護 法 を各 国 レベル で

制定 しつ つ あ り,コ ン ピ ュー タ時代 の 個人 情 報 の保 護 に取組 み は じめ てい る。

これ ら法 規 制 は,国 境 を越 え た デ ー タの流 通 を も考慮 して い る もの もあれ ば,

国 内 で の規 制 の み に と どま って い る もの もあ る。 従 って,現 状 の ま までは,将

来 国際 間 で のデ ー タのや りと りに関 して,新 しい 問題 が 発生 して くる可 能 性 が

大 きい 。

既 に デ ー タ ベー ス を法 規 制 の緩 い 地域 に設 置 しよ うとす る デー タ ・ヘ ブン

(datahaven)の 問 題 が 出て い る し,今 後 は 個 人情 報 の取 り扱 い,デ ー タ に

対す る関 税 の 問題,さ らには デー タベ ー スの モ ニ タ リン グの問 題 な ど も出て こ

よ う。 これ らの 問題 に つい て は,国 際的 場 で の慎 重 な討議 が不 可 欠 で あ り,目

下 関係 機 関で 熱 心 な検討 が進 め られ は じめ て い る。

この問題 は,多 国籍 企 業 をは じめ とす る ユ ーザ,サ ー ビス業 者,報 道 関 係機

関,教 育 機 関,デ ー タ処 理 サー ビス業者 な ど,広 範 な分野 に イ ンパ ク トを与 え

るだ け に,欧 米 諸 国 で急 激 な関心 の 高 ま り をみせ て い る。

OECD(経 済 協 力開 発機 構)で は,こ の 問題 に つい て4年 前 か ら検 討 して

い る。77年1月 には デ ー タバ ン ク ・パ ネ ルに よ る過去3年 間 の検 討成果 を 「

国境 間 デー タ流通 とその保 護('TheTransborderMovement&Protection

ofData1)」 と して発 表 した。 また,77年9月 には ウ ィー ンで,「 国境 を

越 え た デー タ流通 とプ ライ バ シィ保 護(lTransborderDataFlow&Prote-

ctionofPrivacyl)」 とい うテー マ で シ ンポ ジ ウムを開 い た。
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OECDデ ー タバ ン ク ・パ ネル に よれ ば,こ の問題 の 前提 と なる要 素 は以 下

の4点 。

1)国 際 的 デ ー タ通信 ネ ッ トワー クの形 成 に よ って,大 量 の 個 人 デー タが 国

外 で処 理,蓄 積 され る よ うにな ってお り,各 国政 府 は 国外 め 個 人 デ ー タを 適

切に保 護 す べ き責務 を負 っ てい る。

2)国 境 を越 え た デ ー タ ・フローは,プ ライバ シィお よび デー タの保 護 問題

に と どま らず,経 済 的,技 術 的,文 化 的 な 面 に も関連 し,ま た各 国間 の相互

依 存 関 係 に新 た な側面 を開 くこ と に よっ て国 家主 権 に対 す る影 響 も考 え られ

る0

3)デ ー タ処理 に 関 す る新 しい法 律 あ るい は規 制 に よ って,コ ン ピ ュー タ化

され た情報 の国 家 間 の継 続 的 流通 が阻 害 され て は な らな い。

4)こ れ らの問題 の解 決 に際 し,国 際 間協 力 の既 存 ある いは 新 しい仕 組 み に

よる国 際 的 見地 に立 った検 討 の 必要 性 が 切迫 した もの に な ってい る。

以 下,国 際間 デー タ ・フ ロー 問題 に どの機 関 が どん な活 動 を して い るか,

簡 単 に ま とめて み よ う。

・OECD(経 済 協 力開 発 機構)… …23ケ 国の メ ン バーが 早 くか ら共 通

の 規制 に関 して討議 を進 めて お り,シ ンポ ジ ウムな ど活発 な活 動 を展 開 中。

・CouncilofEurope(ヨ ー ロッパ会 議)… … デ ー タ処 理 お よび 個 人の

権 利 に関 す る委 員 会 を設 立 し,欧 米諸 国 の専 門 家 を対 象 にア ンケー ト調査 を

実 施 してい る。

・EuropeanCo㎜ission(EC委 員会)… …9ケ 国の デ ー タ保 護法 の検

討 をは じめ,ECレ ベル で の 国際 間 協定,欧 米 間 の問 題 な どを 討議 して い る。

・NordicCounci1(北 欧 評 議 会)… … 北 欧 諸 間 にteけ るデー タ保 護法 お

よび国家 間 デー タ流 通 に関 す る問 題 点 の検 討o

・米 国 国務 省… … 米 国 は 当初 この問題 に消極 的 態 度 を示 してい た が ,国 務 省

の下 に タ フ ク ・フ'オー ズ を設置 し,OECDに 対 す る米 国 の 方針 の提 示foよ

び政 府上 層 部 へ の助 言 を開始 しつ つ あ る。 タス ク ・フ ォー ス参加 者 は商 務 省
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通 信 政 策 局(OfficeofTelecommunication),標 準 局(NBS),経 営

予 算 管 理 局(OMB),連 邦 通 信 委 員 会(FCC)な ど 。

・ 米 国 コ ンピュー タ&事 務 機 器 製 造 業 協 会(CBEMA)… … 協 会 内 部 に プ ラ

イ バ シ ィ委 員 会 を設 置 し,国 際 組 織 に よ る デ ー タ ・フ ロー 調 査 を呼 び か け る

一 方
,OECDに 対 す る 協 力 を 表 明 して い る 。

・LOgicaLtd .(英 国 の調 査 会 社)… … 欧 州6ケ 国(西 独,仏,オ ラ ン ダ,

ノ ル ウ ェー,ス ウ ェ ー デ ン,ス ペ イ ン)の 依 頼 で,特 に 国 境 間 デ ー タ流 通 の

社 会,経 済 的 イ ン パ ク トを調 査 中 。

以 上 の 外,各 種 の 国 際 会 議(Datacomm78な ど)で も,国 際 デ ー タ ・フ

ロー が テ ー マ と して 取 上 け ら れ つ つ あ り,78年 に は この 問 題 が 一 段 と ク ロ ー

ズ ・ア ッ プさ れ る と思 わ れ る 。

●

、
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1総 論

1.は じ め に

技 術 調査 小委 員 会 で は,前 年度,国 際情 報 ネ ッ トワー クの 建 設 運 用 を 進 め るに

当 り重 点的 に考 慮 すべ き技 術 的 要 素 につ い て,現 状を 分 析 整理 し,問 題 的を 抽

出 した。 取 り上 げ た項 目は,プ ロ トコル,網 間 接 続,セ キ ュ リテ ィ機 能,無 線

衛 星 通 信,分 散型 デ ー タベ ー ス等 であ る。

本 年 度 は,前 年 度 の 調 査検 討を 踏 え て,主 要 な項 目に対 して実 現 上 の一 つ の

ガイ ドライ ンを 与 え る こ とを 目的 に調 査 検 討を 行 っ た。 テー マは 「 コン ピ ュー

タネ ッ トワー クに お け る ユー ザ レベ ル プ ロ トコル 」及 び 「コ ン ピ ュー タ ネ ッ ト

ワー クに お け る デ ー タベー ス マ ネ ジメ ン トシス テ ムの あ り方 」の 二 つ に 絞 っ た。

国 際 情 報 ネ ッ トワー クに 関 す る問題 と して は,国 語 や諸 単 位 等 の 違 い に よ るユ

ー ザ イ ン タ フ ェー ス変換 ,ガ イダ ンス機 能 ・課金 機 能上 の 配慮 等 国 際間 特 有 の

要 素 も重 要 で あ るが,上 記 の2テ ー マは,ネ ッ トワー クの利 用 者 に利 用の イ メ

ー ジを 与 え ,ネ ッ トワ ー クの 提供 者 に実 現 の ガ イ ドライ ンを与 え る とい う立 場

か ら は最 も基 本 的 な テ ー マで あ る と考 え た か らで あ る。

調 査 検 討 の 進 め方 と し て,テ ー マ毎 に 担 当の 委 員 を定 め(ほ ぼ執 筆 分担 と同

じ,一 部 重 複 分 担),資 料 調査 等 に基 い た 委員 個 人の 見 解 を提 出 して もらい 討

議 の上 小 委 員 会 の結 論 を ま とめ る こ と と したが,時 間の 制 約 に よ り,調 査 ・討

議 を尽 くさぬ ま ま現 時 点 に お け る一 つ の考 え 方 と して と りま と め た点 も多 い こ

とを お断 り して お く。

以 下 に本 報 告書 技 術 調 査 編の 総論 として,テ ーマごとに,調 査 検 討 の 意義 ・位

置 づ け,範 囲,結 果 の 要 約,今 後 の課 題 につ い て 述 べ る。
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2.コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク に お け る

ユ ー ザ レ ベ ル プ ロ ト コ ル

2.1内 外 の 情 勢

コ ン ピュー タネ ッ トワー ク技 術 は,ARPANET開 発 以 降 の,研 究,実 験

段 階 を経 て,目 下 その 成果 が 商 用 化 レ ベル に定着 しつSあ ると い え る。 日本 に

お け る国 際情 報 ネ ッ トワー クの 実 現 方 法 を 検 討 す るに あた り,現 在計 画 中 また

は,す で に稼 動 中 の欧 米 の コン ピ ュー タ ネ ッ トワー クの 狙 い,技 術 的 特徴 は,

本 小 委 員会 の検 討 過程 で しば しば 引 用 され た ので,そ れ らの 代 表 的 な もの と し

て,Euronet,[llymnetお よ びTelenetの 現況 を概観 す る。 ま た,国 際 情 報 ネ

ッ トワー クの実 際 の イ ン プ リメ ンテ ー シ ョンの段 階 で は,技 術 的 前 提 条 件 とな

る で あ ろ う国 際標 準 化 の 動 向 に つ い て は,ISOとCCITTに お け る現 況 を

集 約す る。

な お,図2-1に は,コ ン ピ ュー タネ ッ トワー クに 関 連 す る さ まざ まな 内外

の イ ベ ン トを 年 表 の形 で示 して 見 た。

2.t.1Euronet

Euronetは,ECお よび そ の加 盟 国9ケ 国 の 通信 主管 庁(PTT)が 協 同で

建 設 す る国 際情 報 ネ ッ トワー クで あ り,1976年 初 頭 か ら,具 体 的 な 建設 の

準 備 が進 め られ,1978年 内 には 稼 動 を 開始 す る 旨発 表されている。Euronet

建 設 の狙 い は,産 業,経 済,文 化 へ の 貢献 とい った 目的 の 他 に,米 国 の 情 報産

業 の進 出 に対 す る欧 州の 共 同戦 線 と い う政 治 的動 機 に も大 きな比 重 が あ る。 従

っ て,フ ラン スを 始 め とす る欧 州PTTはEuronetに お け る 適 用技 術 の 国 際標

準 化 には 極 めて 積 極 的 な 姿勢 で 臨 ん で お り,こ れ を通 じて ネ ッ トワー キ ン グ技

術 の 主 導 性 を 獲得 す る こ とに 刀 を注 い で い る。

a.初 期 の規 模

稼 動 当初 の ネ ッ トワー クは,フ ラ ン ク フル ト,パ リ,ロ ン ドン お よ び ロー
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Host Location DataBases

BritishLibrary

(BLAISE-British

LibraryAutomated

工nformationService)

Londonarea UKMarc,USMarc,Medline,Sdiline,Toxline,

Chemline,Cancerline,otherBritishLibrary

da七abases(including七heB.L.Conference

Index).

Info-Line Londonarea CAS,INSPECdatabases,Derwen七databases,

andother,mainlyUK,databases.

ComputerAided

DesignCentre

Cambridge Engineeringdesign・

NationalComputing

Centre

Manchester ComputingHardware,ComputingSoftware,

ComPutingSe「vices,ComputingEducation、

ComputingLiterature,ComputerInstallations.

BelgianMinis七ryof

EconomicAffairs

Brussels INIS,EPIC・

DIMDI/FIZ1 Cologne Biosis,Cancerline,Poisonsda七abank,

ExcerptaMedica,IDIS(SocialMedicihe)CAB

IndexVeterinarius,工nternationalPharmaceu-

ticalAbstracts,HospitalAffairs,Medline,

PsychologicalAbstracts¶ScienceCitation

Index(AscaIV),Toxline,SportScience.

エDC/Flz3 Frankfurt ChemicalAbstractsCondensates(CAC),Chemical

AbstractsSubjectIndexAlert(CASIA),Chemi-

calIndustryNotes(CIN),IDC-Literature

documentation,IDC→)atentdocumentation,

DECHEMA≒Literaturedocumentation,DECHEMA-

Materialsdatadocumen七ation,Literature

documentationonplastics,rubberandfibres,

Litera七uredocumentationonprocessengineer-
・
■ng・

ZAED/FIZ4 Karlsruhe AstronomyandAstrophysicsAbstracts,Com-

pendex,Energydatabase,NTIS,Nuclear

researchandtechnologydatabase(IKK).工NIS,

INSPEC≒Physics,Mathematicsinformationsystem

(MIS),NSA,Physicsinformationsystem(PHIS),

Physicaldatainformationsystem,Highenergy

physicsdatabase(HEP),PlasmaphysicsIndex,

PlasmaphysicsTechnologyIndex,Surfaceand

VacuumPhysicsIndex,Cambridgecrystallog_

raphicdatafiles,Evaluatednuclearstructure

datafile(ENSDF),Conferencecalendarfor

energy,physics,mathematics,Conference

rePortsonaerospace,Databaseoninstitu_
.
t■ons.

DOMA,ZDE/FIZ16 Frankfurt DOMAmech.engineeringliteraturedatabase,

ZDEelec.engineeringliteraturedatabase,

DREelectricalengineeringdatabase,Com-

pendex,INSPEC→>1ectrotechnology/Computers

andContro1・

㎜ ・Frankfurt AGRIS,Agriculturalsciencesliteraturedata

base.FoodScienceandTechnologyAbstracts,

SDIM・DeutscheBibliographie.
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Host Location DataBases
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CentreInter一 Grenoble CancernerSabir,Pascalmedicaldatabases.
...■
un■vers■ta■taエre

deCalcu1
.

F6d6rationNationale Paris Ariane.,

duB5七iment(CATED)

NeckerHospital Paris Drugsdatabank(BIAM).

Thermodata Grenoble Thermodynamicdata.

PLURIDATA Paris Chemicaldatabanks(includingcrys七allog一

raphicandmassspectrome七rydata,nuclear

magneticresonancedata,DARCsystem).

`、
INRA-Ministerede Paris

9

CAB,CAIN,Zoology,Bioclimatology,CDIUPA

1,Agriculture (foodsciencetechnology).

FrenchHost France CBAC,DARCsystem.

Institutderecherche Paris
T

IRRD.

destransport

「

SDS Frascati CAS,SClSEARCH,INSPEC-Physics,Electro一

technology,ComputersandContro1,Com一

pendex,NTIS,WorldAluminiumAbstracts,

NASA,ElectronicComponents,Metadex,

EnvironmentalScienceIndex,PascalData

Bases,PollutionAbstracts,Oceanic

Abs七racts,Biosis.

Commissionofthe Luxembourg Communitydatabases.

European

Communities

Datacen七ralen Copenhagen CAS,FoodSciencealldTechnology,Medline

(throughSCANNET),Compendex.

CNUCE Pisa Databaseson:ecology,geothermalscience,

.

.
■conography,oceanography,1egaldocumenta一

七ion,finearts,citationindex(1七alian

authors).

-

エnterfaculty Rome USMarc,MarcItaly,SPIN.

ComputingCentre
」

Interfaculty・ Naples MTS.

ComputingCentre

CSATA Bari Meteorologicaldatabank(concerningthe

SouthofItaly),agriculture.

Join七Research Ispra Nuclearsciences,materialpropertiesand

Centre otherda七abases.
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百

句

`

■

マ の4都 市 に バ ケ ッ ト交 換 装 置 を 設 置 し,他 に5都 市 に コ ン セ ン トレ 一 夕 を

配 置 し た レ イ ア ウ トと な っ て い る(図2-2)。 ロ ン ドン は,ネ ッ トワ ー ク

コ ン ト ロー ル セ ン タ の 機 能 を 有 す る。

ネ ッ ト ワ ー ク に 含 ま れ る ホ ス ト計 算 機 の数 と し て は,当 初 約25～30が

予 定 さ れ て お り,図2-2に 示 す 地 域 分 布 と な っ て い る。 これ ら ホ ス トの サ

ー ビ ス は ,デ ー タ ベ ー ス の 提 供 で あ り,そ の 内 容 例 を 表2-1に 示 す 。

ネ ッ ト ワ ー クを 流 れ る トラ ヒ ック量 と し て は,控 え 目な 予 想 値 と し て,1

年 当 りの 端 末 接 続 時 間 に 換 算 して,1980年 で175,000時 間 と し て お り,

1985年 に は,1,000,000時 間 と な る こ とを 予 想 して い る。

b.プ ロ トコル

図2-3は,Euronetに お け る,ホ ス トお よ び 端 末 の 接 続 の プ ロ トコル 階

層 を 図 示 し た も の で あ る。

X.25は,フ ラ ン スPTTの 国 内 パ ケ ッ ト交 換 網 で あ るTRANSPACの

APPlicati(n

ApPlicationlevel

T

lTransfercontroI一 1－

A Transfer

control

1

Monitor
B
㎜

l

l
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D
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図2-3.

SubnetnyK)rkPADSide
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仕 様 に基 づ く,VirtualCallで あ り,中 継 ノ ー ド間 は,Link-by-Linkで

論 理 リン ク を 設 定 す る,い わ ゆ るFixedVirtualCa11を 採 用 して い る 点

に 特 徴 が あ る。

端 末 イ ン タ フ ェ イ ス は,ESP(EuronetSwitchingProtocol)20

と 称 し,CCITTの 暫 定 勧 告)(.3/28/29に 対 応 す る。ESP20の 当 面 の 適用

範 囲 は,テ レ タ イ プ コ ン パ チ ブ ル な キ ャ ラ ク タ 端 末 に 限 定 され る が,今 後 デ

ィ ス プ レ イ端 末 の 増 加 を 考 慮 して,カ ー ソル 制 御,フ ィ ー ル ド保 護 機 能 な ど

を 網 羅 し た 仮 想 端 末,DEVT(DataEntryVirtualTermina1)の 仕 様 確 定 を

急 い で い る 。

c.EINと の 関 係

EIN(EuropeanInformaticsNetwork)は,1976年5月,Euronet

に 先 が け て,5ケ 所 の コ ン ピ ュ ー タ セ ン タを 結 ん で 運 用 を 開 始 し た 。EIN

は,ヨ ー ロ ッ パ 各 国 政 府 間 レ ベ ル の プ ロ ジ ェ ク トで あ るCOST-11に 基 く実

験 網 で あ り,そ の 創 設 の い き さつ,学 術 用 と して の 性 格 な ど か ら,通 信 網 部

分 は,PTTの 専 用 回 線 の 無 償 提 供 を 受 け て 運 営 さ れ て い る 。 各 国PTTは,

Euronet稼 動 後 は,EINの 通 信 網 をEuronetに 吸 収 す べ く交 渉 し て い る

と伝 え られ る が,VirtualCallイ ン タ フ ェ イ ス のEuronetに 対 し,EIN

は,Datagramイ ン タ フ ェ イ ス に よ る ホ ス ト接 続 を 採 用 し て い る こ と な ど 技

術 上 の 相 違 も あ り,最 終 的 な 結 論 は 得 ら れ て い な い 模 様 で あ る。

◆

●

2.1.2Tymnet/Tymshare

Tymnetは,米 国Tymshare社 の100%出 資子 会社 で あ り,Tymshare

社 の コン ピ ュータ ネ ッ トワ ー クの通 信 網 部 分 が独 立 して,1976年 にFCC

の 認可 を得 て,米 国 々内公 衆 通 信事 業 者 と して 設立 され た もの で あ る。 その ネ

ッ トワー ク規 模は,目 ざ ま しい 勢 い で拡 張 され て い る た め,時 期 に よ って その

数 値 が著 し く異 る が,1976年 で は約60都 市 を 結 び,1979年 に は105

都 市 に 拡張 す る予定 と な って い る。 また,ホ ス トコ ン ピュ ー タあ る いは 端 末 内

φ

■

一176一



●

●

容 の た め の イ ン タ フ ェ イ ス 装 置 や,コ ン セ ン トレ 一 夕の 設 置 数 は,300台 に

の ぼ り,1週 当 り2台 の 割 合 で 増 加 して 来 た とい わ れ る。 次 に,ホ ス ト コ ン ピ

ュ ー タの 収 容 数 を,Tymshare社 の も の と,non-Tymshare社 の も の と に 分

け て 数 え る と,前 者 の も の で は,セ ン タの 数 と し て,1976年 現 在 で20セ

ン タ,後 者 に 属 す る も の は,計 算 機 数 で52台 で あ る。

Tymnetは,米 国IRC(InternationalRecordCarrier－ 国 際 記 録 通 信

業 者)を 通 じて,現 在 で は,欧 州 の 殆 ん ど の 国 か ら の ア ク セ ス が 可 能 に な っ て

お り,日 本 で も 近 く,国 際 寛 々 に よ りTymnetに っ な が る ホ ス トの 利 用 が 可 能

な サ ー ビ スが 提 供 され る 予 定 と な っ て い る。

(a)通 信 網

① 回 線:ネ ッ トワ ー ク ノー ド間 の 伝 送 速 度 は9600bps迄 の 同 期 伝 送 で

回 線 はAT&Tな ど か ら 貸 借 し て い る。

② 交 換 方 式:Tymnetで は,VirtualCircuitSwitchingと 称 し て い る。

そ の 特 徴 は,

(i)ト ラ ヒ ッ ク の 中 継 ル ー トは,呼 単 位 で 固 定,即 ち,CallbyCalI

でFixedRoutingで あ る。

(ii)1パ ケ ッ ト(PhysicalRecord)の 中 に 複 数 の 呼 のFラ ヒ ッ ク が 収 容

さ れ て い る 。

の2点 に 集 約 され よ う。Tyrnnetに よ れ ば,上 記(i)に よ り,ARPANETで 経

験 され た よ う な,Looping,Lock-up,LoadOscillationか ら 解 放 さ

れ,ま たEnd-to-EndAcknowledgeな ど の わ ず ら わ し い 制 御 を 排 除 す る こ と

が で き た と して い る。 ま た,㈲ は,TSSシ ス テ ム の トラ ヒ ッ ク特 性 に 合 せ て

イ ン タ リー ブ効 果 を 狙 っ た も の で あ り,ネ ッ トワ ー ク使 用 効 率 の 著 し い 向 上 が

可 能 と な っ た と し て,表2-2の 比 較 結 果 を 挙 げ て い る。
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表2-2Ty㎜et通 信 網 の オ ー バ ヘ ッ ド比 較

最 良 最 悪

Tymnet 12.1% 67.7%

ARPA 16.7% 95.5%

◆

、

③ ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 セ ン タ

Tymnet通 信 網 の ネ ッ トワ ー ク制 御 は,ネ ッ トワ ー ク ス パ ー パ イ ザ と 称 す る

制御 セ ン タで 実 行 され て い る。 ネ ッ ト ワー ク ス ー パ ー バ イ ザ は,そ の 役 割 の 重

要 性 を 考 慮 し て,米 国 カ リ フ ォ ル ニ ア に2箇 所,テ キ サ ス お よ び ペ ン シ ル バ ニ

ア州 に 各1箇 所 が あ り,更 に,海 外 の パ リに1箇 所 の 合 計5箇 所 が 設 け られ て

い る が,ア ク テ ィ ブな の は 常 に 一 箇 所 で あ り,他 は バ ッ ク ア ップ で あ る 。

機 能 の 主 な もの は,リ モ ー トコ ン セ ン トレ 一 夕 か ら,ホ ス トと の 間 に,Virtnal

Circuitを 設 定 す る こ とs,こ れ に 必 要 な,最 適 ル ー テ ィ ン グ 情 報 の 更 新 の た ・

め の ネ ッ トワ ー ク内 ト ラ ピ ック の 監 視,ネ ッ トワ ー ク 診 断,課 金 用 も含 め た 統

計 情 報 の 収 集 な ど で あ る。 ま た,セ キ ュ リテ ィ対 策 と し て は,ユ ー ザ 識 別 コ ー

ドと,ネ ッ ト ワ ー ク レ ベ ル の パ ス ワー ドの チ ェ ッ ク を ロ グ イ ン時 に実 施 し て お

り,こ の た め の マ ス タ ・ユ ー ザ ・デ ィ レ ク ト リ(MUD)を 備 え て,ホ ス トへ

の 不 正 な ア ク セ ス の1次 チ ェ ック を 行 な っ て い る 。 ま た,こ のMUDで は パ ス

ワ ー ドはCipheringが か け られ て 格 納 さ れ て お り,ネ ッ ト ワ ー ク ス ー パ バ イ ザ

の 職 員 に も解 読 で き な い よ う 配 慮 され て い る。

④ ハ ー ドウ エ ア

Tymnetで 採 用 さ れ て い る ハ ー ドウ エ ア は,コ ン セ ン トレ 一 夕,ホ ス トイ ン

タ フ ェ イス お よ び,交 換 ノ ー ドな ど に 使 用 され る も の と し て,Varian社 製V

-620 ,V-70,72,73な ど が あ る。V-620は ホ ス トイ ン タ フ ェ

イ ス の 接 続 に 使 用 され,XDS-940,PDP-10等 と は メモ リバ ス 接 続

が 可 能 で あ り,IBM-730と は,バ イ トマ ル チ プ レ ク サ経 由 で 接 続 され る。

ま た,ネ ッ ト ワ ー ク ス ー パバ イ ザ に は,Interdata社7/32ま た は8/32
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が 採 用 さ れ て お り,最 近 は,ホ ス ト接 続,コ ン セ ン トレ 一 夕 用 と し て も7/32

を 使 用 し て 行 く方 針 の よ う で あ る。

(b)Tymshare社 の シ ス テ ム

Ty㎜et創 設 の 親 会 社 た るTymshare社 は,Tymnet網 上 の ネ ッ トワーク ス ーパー

バ イ ザ 所 在 地5箇 所 に
,40台 の タイ ム シ ェ ア リン グ用 コ ン ピ ュ ー タを 保 有 し

て い る。 そ の 内 訳 を 機 種 別 に 見 る と表2-3の 通 り で あ る。 こ の 他 に,バ ッ チ

処 理 業 務 主 体 に,Burroughsお よ びHoneyWell製 マ シ ン が 使 用 され て お り,こ

れ ら を 合 せ る と,Tymshare'全 体 で50台 以 上 が 稼 動 され て い る 。

Tymshare社 のTSSサ ー ビス は,経 営,市 場 調 査,財 務,生 産 ・技 術 管 理

な ど ビ ジ ネ ス の あ ら ゆ る 分 野 に 適 用 領 域 を 広 げ て い る が,技 術 開 発 の 成 果 と し

て 最 も代 表 的 な ア プ リケ ー シ ・ ン に,MAGNUMお よ び,FOCUSが あ る 。

①MAGNUM

DEC/PDP-10を 使 用 し た シ ス テ ム(TYMCOM-X)で 提 供 され

て い る デ ー タベ ー ス マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム で あ る 。 そ の 特 徴 は,世 界 で 初 め て

商 用 に 供 せ ら れ た と い わ れ る,リ レ ー シ ・ナ ル モ デ ル に 基 くデ ー タ ベ ー ス 構 築

表2-3Tymshare社 の コ ン ピ ュー タ内 訳

メ ー カ 型 名 設 置 台 数

IBM 370/158 4

DEC PDP-10 9

XEROX XDS-940 27

で あ り,Tymshareは こ の 開 発 に3年 以 上 を 費 して い る。 こ の 結 果,ユ ー ザは,

MAGNUM用 高 水 準 言 語 を 用 い て,大 量 の デ ー タ ベ ー ス をTSS形 式 で 取 扱 う

こ と が 可 能 と な っ た 。

②FOCUS

MAGNUMに 次 い で,1976年 に 提 供 を 開 始 し た デ ー タ ベ ー ス マ ネ ジ メ ン

トシ ス テ ム で あ り,IBM/370-158を 使 用 し たTymshareセ ン タ
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(TYMCOM-370)で 利 用 で き る。 問 合せ 言語 に よ る大 量 デ ー タベ ー スの 操

作 に特 徴 が あ る。 また,COBOL,FORTRAN,PL/1お よ び ア セ ン ブラ言

語 を ホス ト言 語 に す るた めの イ ン タ フ ェ イス機 能 を 有 す る。
◆

2.1.3Telenet

Telenetは,1973年,ARPANET建 設 に参 画 してい たL.G.Roberts

氏等 に よ って 設立 され た,世 界初 の商 用 パ ケ ッ ト通信 事 業者 で あ る。 設立 の経

過 か ら,そ の 技術 は,ARPANETに 基 づ いて お り,ま たTymnetと は 異 った

汎 用 パ ケ ッ5網 と して の 性格 を 有 す る。Telenetは,今 は各 国 で 建 設 され て

い る パケ ッ ト網 の実 現技 術 の一 つ の 基 準 を与 え,CCITTで の活 動 を通 じて

大 き な影 響 を及 ぼ して い る。Telenetの 現 況 お よ び ネ ッ トワー クの特 徴 の概略

を 集 約 す る と次 の よ うに な ろ う。

a.ネ ッ トワー ク規 模 と して は,1977年 末 に は,中 央 局 の 数 を85に 増

設 す る計 画 があ った が,1977年 に は財 政 危 機 に陥 って お り,計 画が 達 成 さ

れ た か否 かは不 明で あ る。 網 に 接 続 され て い る計 算機 の 数 は,1977年 初 頭

に は100台 を超 え てい る。

b.ネ ッ トワーク制御 セ ン タは,ワ シ ン トンにあ り,各 ノー ドは,15分 毎

に 自局 お よび 隣接 ノー ドお よび 自局 傘下 の コ ンセ ン トレー タに関 す る情 報 を レ

ポ ー トす る。

c.ホ ス トイ ン タ フ ェイ ス,は,CCITT-X.25相 当で あ るが,例 え ば フレ

ー ムの構 造 はBSC手 順 に依 って い るな ど の相 違 が あ る。

d.網 内 はDatagram転 送 を 行 な って お り,VirtualCallは 最 終 ノ ー ドで

実 行 す る。 ル ー テ ィ ングは,各 ノー ドで最 適経 路 を 計 算 す る。

e.ハ ー ドウエア は,ARPANET用IMPの 開発 技 術者 で 創 設 され た と言

われ る,PRIME社 製 ミニ コ ン ピュー タが 多用 され てい る。

f.Tymnetと の最 大 の 相 違 は,ネ ッ トワー ク制 御 セ ン タの 機 能 が,Tシ ㎜et

程 強 大 で な い とい う点 に あ り,一 般 公衆 通 信 網 と して,他 網 との 相 互接 続 な ど

には 柔 軟 性 のあ る 作 り とな っ て い る。
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2.1.4国 際 標 準 化 動 向

国 際 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク に 採 用 す べ き 技 術 の 選 択 に 当 っ て,国 際 標 準 化 の 動 向

は 最 も重 要 な 判 断 基 準 の 一 つ で あ る 。 標 準 化 技 術 は,ネ ッ ト ワ ー クの 汎 用 性,

経 済 性,イ ン プ リ メ ン テ ー シ ョ ン の た め の 所 要 期 間,ユ ニ ザ 側 の 負 担 な ど

の 観 点 か ら,で き る だ け 広 範 囲 に 亘 っ て 採 用 す る こ とが 望 ま し く,今 後 の

実 現 の た め の 計 画 の 基 本 方 針 の 一 つ と し て お くべ き事 項 で あ ろ う。 こsで は,

ISO/TC/97/SC16と,CCITT/SG-Wに お け る動 向 の 概 略 を 述 べ る 。

(1)ISO/TC97/SC16

SC16は,1977年 シ ドニ ー に お け るISO/TC97総 会 で 新 設 が 決

定 さ れ た も の で,従 来SC6が 担 当 して 来 た デ ー タ通 信 の た め の イ ン タ フ ェ

イ ス や プ ・ トコ ル の 検 討 を 更 に 前 進 さ せ て,コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ トワ ー ク 構 築

の た め の 高 位 プ ロ ト コ ル を 含 む,"'QPen-SysteMInterconnection"を そ の 任

務 と す る も の で あ る 。 具 体 的 に は,次 の3つ の 作 業 分 科 会(WG)を 設 定 し

て,検 討 の 推 進 を 図 る こ とsし て い る 。

・WG1(Architecture)… … ネ ッ トワ ー ク ア ー キ テ ク チ ャの 基 準 モ デ

ル を 作 成 し,標 準 化 の 対 象 と す べ き,レ ベ ル 分 け,イ ン タ フ ェ イ ス,プ

ロ ト コ ル の 粋 組 み を 定 め る 。

・WG2(UsersofTransportServices)… … ト ラ ン ス ポ ー トレ ベ ル

よ り上 位 の レ ベ ル の 機 能 を 検 討 し,イ ン タ フ ェ イス,プ ロ トコ ル の 細 部

を 定 め る も の で,仮 想 端 末,な ら び に,フ ァ イ ル 転 送,RJEプ ロ トコ

ル を 当 面 の 検 討 対 象 と し て い る。

・WG3(TransportServices)… … ト ラ ン ス ポ ー トレ ベ ル 以 下 を 検 討

範 囲 とす る が,上 位 レ ベ ル と の イ ン タ フ ェ イスを 明 確 化 す る こ と が,当

面 の 主 眼 で あ る。 こsで は,CCITTな ど の 組 織 と の 連 絡 ・調 整 が 重 要

で あ る 。

SC16は,本 年2～3月 ワ シ ン ト ンに お い て 第1回 会 議 が 開 催 さ れ,今

後 の 検 討 の 基 礎 資 料 と して の,ア キ テ ク チ ャ の 暫 定 モ デ ル(Provisional

ModelofOpen-SysternArchitecture)が 作 成 され た 。
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暫 定 モ デ ルは まず基 本 構成 と して,ト ラン ス ポ ー トサ ー ビス と,そ の ユ ー

ザを分 離 し(図2-4),次 の ユ ー ザ レ ベ ルを3,ト ランス ポー トレ ベ ルを

4の 合 計7つ の階 層 に細 分化 した構 成 か ら成 る(図2-5)。

本 モ デル の特 徴 は,ト ランス ポー トサ ー ビスを4レ ベル に 分割 し,そ の 最

上 位 の レベ ル4に,エ ン ドツー エ ン ド制 御 機能 を 割当 てた こ とで あろ う。

各 レベ ル の役 割 の 概 略 は,次 の とお りで あ る。

・レベ ル7:プ ロ セスの 開始 ,実 行,終 了,リ ソー スの 割 当 て,ア ク セ

ス な ど,情 報 処 理 に 係 るシ ス テ ムや ア プ リケ ーシ ョンの た め の 動 作を 行

な う レベ ルで あ る。 プ ロ トコル と して,リ モー トバ ッチ,フ ァイ ル転 送

デ ー タベ ー ス ア クセ スな どが 例示 され て い る。

・レベ ル6:転 送 され る 情報 の 変換 を実 施 す る もの で,暗 号 化,デ ー タ

圧 縮,デ ー タ形 式 変換,お よび実/仮 想 端末 変 換 な どが 含 まれ る。

・レベ ル5:プ ロセス 間 の対 話機 能 を 提供 し プ ロセス間 フ ロー制 御 な

どが この レ ベ ルに入 る。

・レベ ル4:ト ランス ポ ー トサー ビス ユ ーザに対 して ,通 信 網 の 内部

メ カ ニズ ムに 無 関係 な イ ン タフ ェ イス を 提供 す るため の機 能層 で あ り,

エ ン ドツー エ ン ド制御 機 能 を 有す る。

・レベ ル3:ア ドレ ッシン グ,ル ー テ ィ ング等 を行 な う レベ ル で あ り,

同一 ネ ッ トワー ク内 での デ ー タ転 送 機 能 を扱 う。

・レ ベ ル2:デ ー タ リン グ制 御

・レ ベ ル1:物 理 レベ ルの制 御

この レ ベ ルの ア ー キ テ クチ ャは今 後 の検 討 の 素 材 と して の暫 定 モ デ ルで あ

り,変 更 の 可 能 性 が あ り得 る性 格 の もの で あ るが,当 面 の検 討の ガ イ ドライ

ンを与 え る もの と して の意 義 は大 きい。

今 後 の 検 討 の方 向 と して は,ト ラ ンス ポ ー トサ ー ビス と,そ の ユ ー ザ との

!ン タ フ エ イス を早 期 に定 め るこ とが 必 要 で あ り,こ れ に伴 ってCCITTで

既 に 標 準化 され てい るX.25や,暫 定 勧 告X3/28/29な ど との 関係 ま

た は,通 信 網 と端 末 との 機能 分担 な どが,ネ ッ トワー ク アー キ テ ク チ ャの 視
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点 か ら検 討 され るこ と 、な ろ う。

(2)CCITT/SGVg

CCITT/SGV皿 は,公 衆 通 信 事 業 者(コ モ ン キ ャ リア)の 運 営 す る公 衆

デ ー タ通 信網 の技 術 標 準 を定 め る こ とを 目的 と して い る。

SGV皿 は,今 日の 公 衆 デ ー タ通 信 網 建 設 の 社 会的 要 請 に応 え て設 立 され た

も ので,そ の歴 史 は 浅 い が,極 め て 活 溌 な検 討が 行 なわ れ て お り,表2-4

に 示 す 通 りす で に 多 くの 勧告 を制 定 してい る。 表1の 諸 勧告 は,パ ケ ッ ト交

換 に 関す る もの,回 線 交換 に 関す る もの,お よ び それ らの 両者 に共 通 に適 用

され る もの に大 別 す る こ とが で きるが,今 日の コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワー ク構

築 の世 界的 傾 向 を反 映 して,技 術 的 な 相互 関 連性 の深 い パ ケ ッ ト交換 網 が,

今 日の検 討 の主 体 とな って い る。

パ ケ ッ ト交換 網 に 関す る最 近 の標 準 化動 向 と して は ,1976年 の第6回

総 会 で,勧 告X.25を 設定 した 後,1977年 に は,キ ャラ ク タ端 末 と,X .

25端 末 との交 信 を 可 能 にす る た め の機 能 と これ を 利 用 す る た め の手 順 を 規

定 し,暫 定 勧 告 と してX.2,28お よび29を 採 択 した。 また,近 く勧 告化

が 行 な わ れ る と予 想 され るもの は,網 間 プロ トコル(い わ ゆ るX .7x)と,

デ ー タ網 の 番号 計 画が あ り,更 に,X .25の よ うな 多重 通 信機 能 を 看 た な い

端 末(い わゆ るFrameModeDTE)の た め のDTE/DTEイ ンタフェイスや,

Datagram用 イ ン タ フ ェイ ス も検 討 され て い る。

以 上 の 動 きか ら推 定 で き るよ うに,CCITT/SGV皿 の 検 討 は,ま ず,

会 話型 キ ャ ラク タ端 末 と,デ ー タベ ース ホス ト等 との 間 の 通 信 を 電 話網 利 用

に代 っ て 実施 す る こ とを最 優 先項 目 と して採 り上 げ てい る。X.25,X.2/

28/29の 採 択 に当 って の 検 討 経 過 はEuronet計 画 の 実 施 と密 接 に 関 連 し

て お り,フ ラン スを初 め とす る 欧 州 主 管 庁が,Euronet採 用 技 術 の 国 際標 準

化 とい う立場 か ら,CCITT/SGV皿 に参 画 して来 た こ とが 分 る。 従 って,

現 在 の 標準 化 段 階 で は,デ ー タ ベ ー ス ア ク セス以 外 の他 の デ ー タ通 信 アプ リ

ケ ー シ ョンに 対 して充 分 とは 言 い 難 く,・電 話 網や,専 用 線を 利 用 して 行 な わ

れ て い る,大 量 デ ー タの転 送,フ ァ クシ ミ リ端 末 間 通信,あ るいは コン ビ ュ
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表2-4デ ー タ網 に 関す るCCITT勧 告

◆

番 号 勧 告 項 目 区 ぽ

X.1 ユ ー ザ ク ラ ス(速 度) P/C

X.2 ユ ー ザ フ ァ シ リ テ ィ(付 加 サ ー ビ ス 等) P/C

X.3 PADフ ァ シ リ テ ィ P

X.20/20bis 非 同期 端 末 イン タ フ ェ イス C

X.21/21bis 同 期端 末 イ ンタ フ ェイス C

X.24 DCE/DTE相 互 接続 回路の定義 P/C

X.25 パ ケ ッ トモ ー ド端 末 のDTE/DCEイ ン タ フ ェ イ ス P

X.26 DTE/DCEイ ン タ フ ェイスの 電 気 的規 格(不 平 衡) P/C

X.27 〃 〃(平 衡) P/C

X.28 キ ャ ラク タ端 末/PAD間 制 御 手 順 P

X.29 パ ケ ッ ト端 末/PAD間 制御 手 順 P

X.50 同期網 間 多重 化 構成(8ビ ッ トエン ベ ロー プ) C

X.51 "(10ビ ッ ト エ ン ベ ロ ー プ) C

X.60 同期網間共通線信号方式 C

X.70 非同期網間分散信号方式 C

X.71 同期網 間分散信号方 式 C

X.7x パ ケ ッ ト網 間 信 号 方 式 P

X.92 同 期 デ ー タ網 の ネ ッ ト ワ ー ク モ デ ル P/C

X.95 デ ー タ 網 の ネ ッ ト ワー ク パ ラ メ ー タ P/C

X.96 コ ー ル プ ロ グ レ ス 信 号 P/C

*Pパ ケ ッ ト交 換網C:回 線 交換 網P/C:交 通

一夕間通信へ とその適用領域 を広げてい くための標準化が必要 と考え られ る
。

、

2.2ユ ー ザ レベ ル プ ロ トコル 検 討 の ね ら い

●

昨 年度 に お いて,代 表 的な コン ピュ ー タネ ッ トワー クの プ ロ トコルを 調 査 し

た成 果 を 踏 まえ て,本 年 度 の 本 小委 員 会 では,日 本 に お け る国 際 情 報 ネ ッ トワ

ー クを 実際 に設 計 す る立 場 か ら ,日 本 に おけ る標準 化 プ ロ トコル は如 何 に あ る

べ きか を考 察 した。
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i)CCITTイ ン ター フ ェイスX.25は,制 定 され てか ら期間 も短 か く,

現 在 も規 定 の 明確 化 作 業 が継続 され てい る。

ii)X.25の 有 用性 に つい て,或 い は普及 の 見 通 しに つ いて は,現 時点 で

完 全 に確 認 されて い る とは断 言 で きない。

jij)CCITTのX.25以 外 の イン タ フ ェイ ス,例 え ばX.2/28/29

は,明 らか に,本 小 委 員 会の 定 義 す る ユー ザ レ ベ ル プ ロ トコル の領 域 に 属 す

る機 能を 含 ん で い る。 従 って,プ ロ トコル の階 層 を 定 め るた め の検 討 と,公

衆 網 との機 能 分担 とは,別 問 題 と考 え て検 討 を 進 め る必 要 が あ る。

た ゴし,今 後,国 際 情 報 ネ ッ トワー ク形 式の た めの イ ン プ リメ ン テ ーシ ョン

レ ベル での検 討 段 階 に入 る場 合 に,次 の事 項 は,考 慮 して お くべ き もの と 思 わ

れ る。

i)日 本 に お け る国 際情 報 ネ ッ トワークを 広 く,海 外 に 向 け て もそ の利 用

の 道 を 開 く立 場 か らは,CCITT標 準 イン タ フ ェ イスを 無視 して これ を実

現 す る こ とは非 現実 的 で あ る。

ii)上 記i)は,ま た,海 外 の情 報 ネ ッ トワー ク の 日本 で の 利 用 につ い て

も同様 で あ り,第2章 で 述 べ た,Euronet,TymnetTelenetに お け る採

用 技術 との 互 換性 確 保 は必 須 条 件 であ る。

jji)従 って,上 記i),ij)な らび に 海外 に お け る これ らの 情報 ネ ッ トワ

ー クで遂 行 され て い る,公 衆 通 信 網 イ ン タ フ ェ イスが,CCITT標 準の基

礎 とな ってい る事 実 を併 せ て 考 え ると,こ れ らの傾 向 に 矛 盾 しな い イ ン プ リ

メン テー シ ョンを採 る ことが,個 別 的,局 部 的 な最 適解 を 求 め る こ とよ り,

遙 か に利 点 が 大 きい と予 想 され る。

c.異 機 種 間 通信

本 小 委 員会 の検 討 の全 体 を通 じて,異 機 種 コ ン ピュ ー タが 接続 され た,ネ ッ

トワー クを前 提 と してい る。 これ は,国 際 情 報 ネ ッ トワー クの 構 想 と,そ の 目

的 か ら当 然 の条 件 で あ る。 ユ ーザ プ ロ トコル の検 討 は,ネ ッ トワ ー クの規 模拡

大 に 従 っ て,個 々の ホ ス ト～ ホ ス トペ アの 規 約 を設 定 す る こと の負 担 を軽 減 す

る ことを 目的 と して い る。 た ゴし最 終 的 に フ ァイル の 割 当 て や,プ ログ ラ ムの
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●

実 行 を 指示 す る ため に は,異 機 種 間 で 適 用可 能 な,標 準NJCL(Network

JobControlLanguage)の 設定 が 必 要 で あ る。 しか し,こ れ は 各種 の オ ペ レ ー

テ ィン グ シス テ ムに 依 存 す る もの で あ り,現 在 の 研 究進 捗 状 況 か ら も,こ れ を

取 り上 げ て現 実面 か ら検 討す る時期 で な い と判断 し,ユ ーザ レベ ル プ ロ トコル

の 範 囲外 と した。

24検 討 成果 の 要 約

図2-6に 示 すよ うな論理 的構造 にすべ きもの

と したo

これ に 併 い,デ ー タ圧 縮,コ ー ド変換,フ ロ

ー制 御 な ど は ,MTPだ けが も つ 機 能 と し,F

TP,RJEPに 対 して これ らを提 供 す る。

上 記 の 構 成 の採 用は,階 層 化 に伴 うオ ー バー

ヘ ッ ドの増大 の 可 能 性 を 含 むが,一 方,理 解 し
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α)ユ ー ザ レ ベ ル プ ロ トコルの 分類 と階 層化

前記3.1.2の(1)で 述 べ た プ ロ トコルの 範 囲を,用 語 集 に 掲 げ た通 り定 め,こ

の 規 定 の 範 囲 に入 る機 能 を 抽 出 した 。 その結 果,物 流 管理 シ ス テ ム,生 産 管 理

シス テム等,多 くの ネ ッ トワー クに おけ るア プ リケ ー シ ョンに対 して,次 の4

種の 機 能 を最 も基本 的 な 機 能 と して,標 準 プ ロ トコ ルの対 象 とす る ことyし た。

a.メ ッセー ジ転送 プ ロ トコル(MTP)

b.プ ア イル転 送 プ ロFコ ル(FTP)

c.リ モ ー トジ ョブエ ン トリプ ロ トコル(RJEP)

d.会 話形 通 信 プ ロ トコル(TSSP)

次 に,こ れ ら4種 の プ ロ トコルの機 能項 目を 比較 す る と,MTPの 機 能 は,

他 の3種 の プ ロ トgル 機 能 の 中 に共 通 に包 含 され る関 係 に あ る こ とが判 った 。

逆 にFTP,RJEP,TSSPの 共 通 機 能 項 目を抽 出 し,か つ それ 自体 独 立

に 使 用可 能 な ア プ リケ ー シ ョンが 存 在 す る もの と し てMTPを 定 義す る こ とが

で きる との結 論 が 得 られ た。 そ こ で,MTPと 他 の3種 の プ ロ トコル とを,下

ノ　 　 ヘ ヘ ノ コ ぶ リ テ 　 ノ 一 一 ヘ ヘ リ 　 　 へ

(、理)㌧ 鯉 川 聖)〔 聖 ♪
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図2-6L－ ザ レ ベ ル

プ ロ ト コ ル の 推 奨 案



こ のた め,検 討 の 主 眼を,所 定 の 前 提 条 件 の元 に,ま ず ユー ザ レベ ル プ ロ ト

コ ルの範 囲(Scope)を 定 義 す る こ と。 そ の 中 で の機 能 の 分類(Categorize)を 行

な う こと。 な らび に ユ ーザ端 末 に 対 す る柔 軟性 確 保 の た め の仮 想 端末(Virtual

Temlinal)の 機 能 の レバ ー ト リを 定 め る こ との3点 に置 き,こ れ に基 づ いて コ

マ ン ド/レ ス ポ ン スの種 類 の リス トア ップな ど,実 用に 近 い レベ ルま で検 討 を

敷 延 した。 また,検 討 の過 程 で,し ば しば 用 語 の解釈 また は 定 義 が 問題 と な っ

た の で,本 小 委 員会 と しての 解 釈 を 明 らか に し た点 も大 きな 成果 で あ る。

●

2.3ユ ー ザ レベ ル プ ロ トコ ル 検 討 上 の 前 提 条 件

a.ユ ー ザ レベ ル プ ロFコ ル の範 囲の 設定

ユ ーザ レベル プ ロ トコルの 検 討 に当 って,最 初 に問題 とな るの は,ユ ー ザ レ

ベ ルの範 囲 を 規定 す る こ とで あ る。51年 度 の本 小 委員 会 に お いて は,「 ネ ッ

トワー ク レベル 」 の上 位 に あ る プ ロ トコル と して 「 ホス ト間 プ ロ トコル 」 と

「高 位 プ ロ トコル」 の2つ を 取 り上 げ,前 者 を,デ ー タ交 換網 レベ ル と(ネ ッ

トワー ク レベ ル)と 「ユ ーザ レベ ル 」 の 中間 に 位置 し,コ ン ピ ュー タ機 種 な ら

び に ジ ョブに依 存 しな い プ ロ トコ ルで あ り,そ の 機能 を,発 ・着 地 点 間 の制 御

を扱 うEnd-to-End処 理 機 能 と,プ ロセ ス間 通信 機 能 の2つ に 分 け て い る。

そ して,そ の代 表例 と して,INWG提 案 の,End-to-Endプ ロ トコル を 中

心 に検 討 した。 ま た,「 高 位 プ ロ トコル 」に つ いて は,こ れ を特 定 の ア プ リケ

ー シ ョン毎 に存 在 す る 「ユ ー ザ レ ベ ル 」の プ ロ トコル と規 定 し,そ の例 と して

ARPANET,CYCLADES,EIN等 にお け るTSSP,RJEP,

およびFTPの 機 能 比 較 を行 な っ た。 しか るに,51年 度 調 査 研 究報 告 書 に も

示 唆 してあ る よ うに,ホ ス ト～ ホス トプ ロhコ ルのEnd-to-End処 理 機能 に

係 る部分 は,CCITT/X.25イ ン タ フ ェイスに基 づ く,公 衆 パ ケ ッ ト交換

網 の め ざ ましい 建設 の す う勢 に よ り,そ の役 割 を 公衆 デ ー・タ網 に 負 う所 が 大 と

な った。

ま た,従 来 か ら ホ ス ト～ ホス トプ ロ トコ ルを,プ ロセス 間通 信以 上 と定 義す
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る立 場 に立 つ ネ ッ トワー ク もあ り,そ の 分 界線 は不 明 確 で あ る。 故 に,51年

度 に 調査 対象 と した,「 ホス ト間 プ ロ トコル」 は,そ の機 能 の 一 部 を 「高位 プ

ロ トコ ル」 に併 合 し,そ の結 果で きた 「高 位 プ ロ トコル 」 を改 めて,「 ユ ー ザ

レ ベ ル プ ロ トコル 」 と呼 称 す る ことsし た。 そ して,51年 度 に定 め た 「ホ ス

ト間 プ ロ トコル 」の 内,い わ ゆ るEnd-to-End処 理 機 能 な どの,透 過性 の あ

る通信 処 理 機 能 層 間 の プ ロ トコルを,新 た に 「 トラン スポ ー トプ ロ トコル」 と

呼 ぶ こ とyし て,本 検討 の対 象 外 と した 。 また,こSで 定 義 した ユ ー ザ レベ ル

な る 用 語 は,ア プ リケ ー シ ョンご と に異 った処 理 を担 う層 を連 想 させ るの で,

これ を 区別 す る た めに,そ の よ うな層 を 「ア プ リケー シ ョンレ ベ ル 」 と 呼ぶ こ

とsし,そ の層 の実 体 を エ ン ドユ ー ザ と呼 称 す る ことxし た 。 以 上 の 考 察 の 詳

細 は,第 皿部,第1,2章 に 記述 され てい る。

b.公 衆 デー タ交換 網 との役 割 分 担

最 近 の公 衆 デ ー タ交 換 網建 設 の 動 き につ い て は,第2章 で述 べ た 通 りで,そ

の大 勢 を 占め る パ ケ ッ ト交換 網 の端 末 ～網 イ ン タ フ ェ イスが,VirtualCa日

用 イ ン タ フ ェ イスで あ るCCITT/X.25の 標 準 化 時 期は,同 時 に,各 社 ネ

ッ トワー ク ア ー キ テ ク チ ャ開発 時 期 で あ り,通 信 システ ムの 体 系化 を め ぐ る研

究成 果 や,構 想が 相 次 い で 出現 しつXあ る時期 と重 畳 し てお り,こ れ らの 中に

は 必ず し も公 衆 デ ー タ網 イ ン タ フ ェイ ス と してVirtualCallの 標 準 化 を 前 提

と し て いな い もの もあ る。 この よ うな事 情 か ら,X.25勧 告制 定 の前 後 に は,

C.C.1.T.T.の 決 定 を め ぐ る問 題提 起 が 各 方 面 か ら行 なわ れ,現 在 に至 っ て も,

デ ー タグ ラ ム形 式 の サー ビス提 供 の必 要性 を主 張 す る向 き もあ る。 一 方,プ ロ

トコルの 階 層 構 造 は,一 旦 は イン プ リ メン テ ー シ ョンとは 独立 とは いyな が ら,

公衆 網 イン ター フ ェイ ス と の分 界 点 を 何処 に 置 くか は実 用上 重大 な問 題 で あ り,

論 理 的 に も イ ン プ リメ ンテ ー シ ョン上 で も,こSに1つ の 分 界 線 を設 け る こ と

が 最 も合理 的 か つ 現 実 的 で あ る こ とは 確 実 で あ ろ う。 しか し,本 小 委 員会 に お

いて は,次 の 実状 を 念頭 に,明 確 な 機 能分 界線 を 定 義す る こ とは,現 段 階 で は

適 当 でな い と判 断 し,ユ ー ザ レベ ル プ ロ トコル の 範 囲を,前 記(1)で 述 べ た よ う

に 「透 過 性 の あ る通 信 処 理 」 よ り上 位 とす る とい う表現 に と ゴめ てい る。

-189一



やす い 簡 素 な構 造 であ る こと に よ る イン プ リメ ンテ ー シ ・ンの容 易 性 や ・ メモ

リの 節 約 とい う利 点 に よ って 充 分,償 なわ れ るも の と判断 した。

なお,以 上 の如 く定 めた,プ ロ トコ トルの論 理 的 階 層 は,ハ ー ドウエ ア,ソ

フ トウエ ア モ ジ ュー ルの実 際 の イ ン プ リメ ンテ ーシ ョン と必 ず し も一 致 す る も

の とは 限 ら ない こ とは 当然 で あ る。

(2)仮 想 端 末 仕様 の 検討

ホス ト計算 機 の ユ ー ザ プ ログ ラ ムに,端 末 の 種別 毎 に異 る制 御 機 能 を担 わせ

る こ とは,ユ ー ザ プ ログ ラ ムの 肥 大 化 を 招 き,今 日の,端 末 の 多様 化へ の 対 処

方 法 と して,非 現 実 的 な方 法 にな りつSあ る。 これ に 対す る解 決策 と して,端

末仕 様 の標 準 化 ない しは,国 際情 報 ネ ッ トワー クで使 用可 能な 端末 を 限定 す る

方法 が 挙 げ られ るが,こ れ は,国 際情 報 ネ ッ トワー クの適 用分 野 や,利 用層 を

狭 ば め る結 果 を 招 く可 能 性が あ り,現 実 的 で は ない。 従 っ てr本 小委 員会 と し

て は,国 際 情 報 ネ ッ トワー クの 適 当 な位 置 に,実 端 末仕 様 か ら仮 想 的 な端 末 の

特 性 へ の 変換 を行 な う装置 を設 け て,ホ ス ト計 算 機 内 の ユ ーザ プ ログ ラ ムに は

仮 想 端 末 仕 様 の 制御 機 能 だ け を 内 臓 させ る,い わゆ る仮想 端末(NVT… … …

NetworkVirtualTerminal)概 念 に基 く解 決 を 指 向す る こ とsし た。 更 に,仮

想端 末 との 通 信規 約 を独立 な プ ロ トコル と見 倣 すか 否 か につ い て も考 察 し,

「仮 想端 末 プ ロ トコ ル」 とい っ た もの は,ユ ー ザ レベ ル プ ロ トコルの 中の 端末

通 信 制 御 機 能で あ る と把 握 す べ き もの で あ る との結 論 を得 た。

次 に,具 体的 な仮 想 端 末仕 様 に つ い て は,そ の 構成 要 素 を,表 示 ユ ニ ッ ト,

キ ー ボー ド,コ ネ クシ ョン制 御,'お よび,制 御 ユ ニ ッ トの4種 か ら成 る よ う機

能 分類 し,機 能的icは0次,1次 お よび2次 元 ま での 制御 を実 行 す る キ ャ ラ ク

タ系端末 に 範囲 を 定 め た。 そ し て,4種 の ユ ー ザ レ ベル プ ロ トコルの通 信 機 能

を 抽 出 し,こ れ らの 全体 を網 羅 す る,仮 想 端末 の フル セ ッ ト機 能 項 目の リス ト

を 作 成 した 。

(3)三 一 ザ レペ ル プ ロ トコルの機 能 検討

前掲4種 の プ ロ トコ ルにつ い て,夫 々 の もつ 目的 な い しは,役 割 を 明 らか に
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し,役 割 を実 現す るた め に必 要 な詳 細 機 能項 目を 挙 げそ の 内容 を 検 討 した。 ま

た,機 能 の実 行 の た め の各 種 コマン ドお よび レ ス ポ ンスの 種類 とフ ォー マ ッ ト

を 作成 す る と共 に,そ れ ぞ れ の動 作の規 定 を 行 な った 。

これ らの 検 討 結果 は4種 の プ ・ トコル相 互間 の 機 能 の重 複 を な るべ く避 け つ

っ,独 立性 を 確 保 す る こ とに 留意 しなが ら導 き出 した もの で あ る。 特 に,MTP

と,他 の3つ の プ ロ トコル と の イン タ フェ イ スお よ び 機能 配 分 に は細 心 の 注 意

を 払 い 例 え ば,フ ァ イ ル転 送 に お け るオ プシ ョン ネ ゴ シ ョー シ ョンにMTP

を使 用 す る の で な く,イ ニ シ エ シ ョン コマ ン ドの 中で 実 行 す る こ とXし た 他,

.上位 レ ベ ルに対 す る デ ー タと コマ ン ドとの コネ ク シ ョンは,同 期 を とるた め に

一 本 化 す る こ と¥し て オ ー バ ヘ ッ ド上 の問 題 や ,理 解 しや す い 構造 も勘 案 して,

軟 柔 な対 処 方法 を 採 用 し てい る。 また,RJEPで は,複 数 の 端末 を 使 用す る

こ とを 盛 込み,FTPで は遠 隔 端末 間 の 転 送方 法 を 規 定 す る等,細 部 に亘 って,

標 準手 順 を 提 案 して い る。

2.5今 後 の 課 題

令

前述 の と お り,本 小 委 員 会 に お け るユ ー ザ レベル プ ロ トコ ルの検 討 結果 は,

日本 に お け る国 際 情 報 ネ ッ トワーク構 築 に際 し て投 入 す べ き プ ロ トコ ル技 術 の

骨子(Guidline)を 作 成 す る とい う目的 に応 え た もの と評 価 され るが,更 に 計

画 を 前進 させ て,構 想 段 階 か ら,実 施 計 画へ と進 む 際 に 固 め て置 くべ きい くつ

か の問 題 が あ る。 そ れ らの 主 な もの と して次 の 事項 が 挙げ られ よ う。

① 秘 密 保 護 の対 策:秘 密保 護 の 方法 につ い て はい くつ か の レベ ルと方 法 が

考 え られ る。 す な わ ちア プ リケ ー シ ョンで実 施 す る もの,標 準化 プ ロ トコル と

して実 施 す る もの,ま た,公 衆 通 信 網 と して 実施 す るも の な どが 考 え られ るが,

これ らの 各 レ ベ ルで 実施 す る役 割 を定 め る ことが 必 要 で あ る。 なお ユー ザ レ ベ

ル プ ロ トコルと して は,暗 号 化 はMTPの 機 能 とす べ き と の結 論 を得 てい る。

② ネ ッ トワー ク運 用:特 に,ネ ッ トワー ク制 御 の あ り方 を定 め るこ とが必
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要で あ るが,こ の場 合,単 に 技 術 的な 観点 で の性 能 や,実 現上 の容 易性,経 済

性 以 前 に,日 本 に お け る国 際 情 報 ネ ッ トワー クの役 割 や性 格 を ど う把 え るかy

明 らか に され る必要 が あ る。 一 例 と してTy㎜et型 の 制 御 局 は,米 国 内 に あ るネ

ッ トワーク ス ー パバ イ ザが,世 界 の ユー ザを一 括 管 理 す る ファ イ ル(MUD)

を もち,ネ ッ トワー クへ の ア ク セ ス規 制 を行 な って い る。一 方Telenet型 では ・

あ くまで,ホ ス ト～ 端 末 ペ アに よ って ア ク セ ス規制 が 行 な われ る。

ネ ッ トワー クの 国 際化 と共 に,今 後,制 御 局 の在 り方 は大 きな問 題 に 発展 す

る可能 性 が あ り,海 外 に及 ぼ す 影 響 を 充分 考 慮 した上 で機 能 の レ イ ア ウ トを定

め る必要 が あろ う。

③ そ の他:項 目列 挙 に留 め る が,本 小 委 員会 で 指 摘 し た問題 点 に次 の もの

が あ る。

・衛星 通 信 の利 用方 法

・通 信 と処 理 との 分類 の 明 確 化

・標 準 フル セ ッ トと サ ブセ ッ トとの合 理 的 な使 い 分 け

・分散 型 網 であ る こ と に伴 うデ ー タ更新 の 同 期 方法

◆

●

●
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3.コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ トワ ー ク に お け る デ ー タ

ベ ー ス マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム の あ り方

む 3.1調 査 検 討 の 意 義 ・位 置 づ け

●

●

近 年 の デ ー タ ベ ー ス ア プ リケ ー シ ョ ン の 進 展 と,プ ロ セ ッ サ 技 術,通 信 ネ ッ

トワ ー ク 技 術 の発 展 動 向 か ら,分 散 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム が 注 目 を あ び て い る。

しか し な が ら,ネ ッ トワー ク上 に デ ー タ を 分 散 配 置 し た ア プ リケ ー シ ョ ン は 既 に

存 在 す る も の の,そ の 殆 ん ど は ア プ リ ケ ー シ ョン プ ロ グ ラ ム で 分 散 状 態 を 管 理

す る も の で あ り,オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ムや デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム と い

っ た シ ス テ ム 側 で 管 理 す る 例 は,商 用 ペ ー ス の も の と し て は 報 告 され て い な い 。

分 散 型 デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム の 出 現 時 期 に つ い て の 予 想 と して は,次 に

示 す よ う に,1970年 代 末 か ら1980年 初 頭 に か け て,と す る も の が 多 い 。

(1)今 後5年 以 内(1980年 ま で)に 商 用 の 分 散 型 デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス

テ ムが ベ ン ダの 製 造 ラ イ ンに 乗 る だ ろ う。 し か し,そ れ は 同 種 の デ ー タ ベ ー

ス 管 理 シ ス テ ム に 対 し て で あ る。

一 合 衆 国 標 準 局(NBS)

t'D
ateBaseDirections,theNextSteps　 197510.

(2)ご く特 別 な ア プ リケ ー シ ョ ン に お い て 分 散 型 デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ'zテ ム

が 利 用 さ れ る よ う に な る だ ろ う。 しか し－s198 .5年 ま で は,ま だ 余 り普 及

し な い も の と思 わ れ る 。

-R .M。Curtice(ArtherD.Little社 の コ ン サ ル タ ン ト)。 ぐtTheOut-

100kforDataBaseManagement,,DATAMATION,Ap占1.1976.

{3)現 状 で は 分 散 型 デ ー タベ ー ス の 分 野 に つ い て ま だ 見 る べ き成 果 が 出 て い

な い 。10年 も す れ ば(1985年 頃)現 在 の デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム と

は 全 く異 っ た き わ め て 強 刀 な シ ス テ ムが 出 現 す る の で は な い か と 考 え て い る 。

M.M.Hammer(MIT)1975DBMSの 研 究 動 向 セ ミナ 講 演
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(4)1980年1月 に 分 散 型 デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ムSDD-1(パ イ ロ

ッ トシ ス テ ム)の 完 成 を 目 指 し て い る。

J.Rothenie(ComputerCorporationofAmerica)第3回VLDB

(1977)に お け る質 疑 で の回 答

この よ うに,分 散 型 デ ー タベ ース管 理 シ ス テ ムの技 術基 盤 は 未だ 不 十 分 で あ

るが,部 分 的 技 術 に関す る実 験 は い くつ か見 うけ られ る(各 論第1章,第4章

参 照)。

一 方 ,ユ ー ザの 側で は,デ ー タベ ース ア プ リケー シ ョンの形 成 が進 展 しっ っ

あ り,今 後 急速 に増 加 す ると見 込 まれ る。 こ の 中 に は,デ ー タベー スを 分 散 配

置 す る ア プ リケ ー シ ョンも含 まれ よ う。 デ ー タベ ー スの 分散 配 置 は,運 営 組 織

へ の 適 合 性,経 済 性,信 頼性,そ の 他 種 々の メ リッ トを持 ち得 る と され て い る

が,特 に,既 存 ア プ リケー シ ョンを通 信 ネ ッ トウー クを介 して統合 す る ア プ リ

ケ ー シ ョンに お いて は必 然 的 な形 態 で あ る。 しか しな が ら,上 に述 べ た よ うに,

分散 型 デ ー タベ ー ス管理 シ ステ ムが サ ポー トされ る見 込 が 当面 ない ため に,ア

プ リケ ー シ ョン プ ログ ラム個 々の負 担 に お い て デ ー タベ ー スの 分散 配 置 が 実 現

され る こ と とな る。 この よ うな 状 態 は,ユ ー ザ に と って,重 複 投 資 であ り将 来

の拡 張 性 ・移行 性 に不 安 を 蔵 す る もの で あ る と共 に,ベ ン ダに とっ て も,将 来

の サ ポー トの 際,種 々 の ア プ リケー シ ョン プ ログ ラ ムの 迷 路 を整理 す る負 担 を

生 ず る も の で あ り,双 方 に と っ て望 ま しい もの で は な い。

本 小委 員会 で は,こ の よ うな 認識 に 立 って,本 テ ー マ 「コ ン ピュー タ ネ ッ ト

ワー クに お け る デー タベ ー ス マ ネ ジ メ ン トシ ステ ムの あ り方 」 に お い て,分 散

型 デ ー タベ ース マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ムを 中心 課 題 と して 位 置 づ け,そ の実 現の

た めの ガイ ドラ インを得 る ことを 目的 に調 査 検 討を 行 った 。

■

●

3.2調 査 検 討 の範 囲

分 散 型 デ ー タベ ース を 「一 つ の デ ー タベ ー ス管 理 手 法 を 用 い た デ ー タ ベ ース
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が 意 識 的 に 地 域 分 散 され た もの,あ るい は それぞ れ 独立 の デ ー タベ ース 管理 手

法 に よ る既存 の デ ー タベ ー スの間 で論 理 的関 連 性 が 設 け られ た もの 」 と定 義 す

るo従 って分 散型 デ ー タベ ー スに お い て は,集 中型 デ ーrタペ ース に おけ る技 術

的 問題 に加 え て(離 れ て存 在 す るサ ブデ ー タベ ース間 の)距 離 の克服,お よび

(既 存 異種 デ ー タベ ー スを 統 合利 用 す る場合 等 の)不 均 質性 の克服 とい う二 つ

の問題 が生 ず る。本 論 では,集 中型 デ ー タベ ー ス と共 通 の問題 に は 触 れ ず に,

専 ら,こ の距離 および 不 均質 性 の克 服 の問 題 につ いて論 じて い る。

な お,本 論 で は,「 不 均 質 な デ ー タベ ー ス間 の 機 能上 の違 い を統 一 的 に把 え

ユ ーザ に不 均 質 性 を 意 識 させ な い こ とを示 す場 合 」 に 「正 規 化 デ ー タベ ー ス」

と呼 び 「地 域 的 な存 在 位 置 を ユ ー ザ に意 識 させ な い ことを示 す場 合 」 に 「地域

仮想 化 デ ー タ ベ ー ス 」と 呼ぶ こ と と して い る。

本 論 で は,分 散 に関 し ては 地域 仮 想化 を,ま た,不 均 質性 に 関 して は正 規 化

を エ ッセ ン シ ャル な条 件 と し,両 概 念 に 関 し次 の事 項 を 明 らか にす べ く検 討 を

行 った。

(1)概 念 を 実現 す るた めの ユ ー ザ イン タフ ェース構 成 の考 え 方

(2)概 念 を 実現 す る た めの シス テ ム内の 構 造 の モ デル,お よび管 理 ・制 御上

の問 題 点

3.3検 討結 果 の要 約

●

(1)分 散 型 デ ータ ベ ー ス の特 性 形 成要 因(各 論 第2章)

分 散型 デ ー タベ ー スの 特 性 に 影 響 を与 え る要 因 とし て,

(i)統 合 型/分 割 型 の別

㈲ 均 質/不 均 質 の別

(mデ ー タの コ ピーの 有 無

(IV)デ ィレ ク ト リの コ ピーの 有無

(V)分 散 検 索処理 の要 否

一195一



(vDデ ー タベ ー ス シス テ ム間 の接 続 レベ ル,接 続形 態

が 重 要 で あ る。 これ らの 要 因 間 に は相 互 関 係 が あ り,ま た,こ れ らの 要 因 は 次

の 特 性 に 影 響 を与 え る。

(i)セ キ ュ リテ ィ,イ ン テ グ リテ ィ,コ ン シス テ ンシ

(iDリ ライ ア ビ リテ ィ

(m応 答 時間 等 の性 能

(iv)使 い 易 さ等 の機 能

(V)自 律 性(分 権 組 織 へ の 適 合 性)

(2)デ ー タベ ー スの 地域 仮想 化 の 概 念(各 論 第3章)

デ ー タベ ー ス シス テ ムに おけ る,記 憶 媒体 の 物 理 的 属性 記 述 を ア プ リケ ー シ

ョンか ら分 離す る方針 に従 え ば,地 理 的 に散 在 して い る デ ー タの 格 納場 所 の 認

識 が ア プ リケー シ ョン プ ログ ラ ムに不 要 であ る よ うに す る こ とが 望 ま しい。 こ

の よ うな デ ー タベ ース シ ス テ ムを 地域 仮 想化 デ ー タ ベ ー ス シ ステ ムと よぷ こ と

とす る。

均 質 な デ ー タモ デル,均 質 な デ ー タベ ー ス管 理 シ ステ ムの場 合 に地 域 仮 想 化

を実 現 す るに は,離 れ た デー タベ ー ス管理 シ ステ ムの 間 で,

(D管 理 情 報(デ ィレ ク トリ情 報 等)の 転 送

㈲ デ ー タ レ コー ドア クセ スに 必 要 な 情 報(キ ー,レ コー ド等)の 転 送

を 行 う必 要 が あ る。 これ 等 の情 報 を 重 複 して 配置 す る こ とに よ り情 報 の 転送 を

省 略 し ア クセ ス の高 速 化 を 図 る こ とが 出来 る が,そ の 場 合 に は,更 新 に伴 う コ

ン シス テ ン シの維 持 の 問 題が 生 ず る。

均 質 な デ ー タモ デ ル,均 質 的 な デ ー タベ ー ス管 理 シス テ ムに よ る地 域 仮 想 化

に お いて は,デ ータ操 作言 語DMLレ ベ ル 以 上 の任 意 の レベ ルで の情報 転 送 が

可 能 で あ り,情 報 転 送 の レベ ルは,転 送 量 の少 な さ,機 能 上 の切 れ の 良 さ等 を

勘 案 して 設定 す る こ とに な る。

(3)デ ー タベ ー スの 正規 化 の概 念(各 論 第3章)

不 均 質 なデ ー タモ デ ル,不 均 質 な デ ー タ ベ ー ス管 理 シス テ ムを含 む 分 散 型 デ
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舎

一 夕ベ ー ス シ ス テ ムで は ,デ ー タモ デ ルの 変換,実 現 機 能 の 差 の 吸収 等 の問 題

が 生ず る。 即 ち,あ る デ ー タ ベー ス管理 シス テ ムを 利 用 して い る ア プ リケ ー シ

ョン プ ログ ラムか ら異 な る デ ー タベ ー ス管 理 シ ス テ ムの配 下 の デ ー タに ア ク セ

スす る場 合 は,ア ク セ ス言 語 を 変換 す るか,或 は デ ー タ本 体 を 変換 す るか しな

けれ ば な らない 。 この よ うな 変換 手 続 きの 数 を 減 らす た め に は標 準 とな る デ ー

タベ ース シス テ ムを設 定 す る こ とが 肝要 であ る。 この標 準 と な るもの を 正規 化

デ ー タベ ー スシ ス テ ム と呼 ぶ こ と とす る。 分 散 型 デ ー タベ ー ス では 転 送 量,応

答 時間 の 増 大等 か ら,デ ー タ本 体 の 変換 は実 際 的 で な い と思 われ る。 また,デ

ー タ操 作 言 語DML(特 に 親 言 語形 式 の もの)は デ ー タモ デ ルに 依存 す る 部分

が あ るの で そ の レベ ルで の 正 規化 は困 難 で あ り,正 規 化 は よ り高位 の 問合 せ 言

語QL(QueryLanguage)レ ベ ルを対 象 とす る こ と とな ろ う。

(4)分 散型 デ ー タベ ー ス シ ステ ムの 構造 モ デル(各 論 第6章)

分 散 型 デー タベ ー ス シス テ ム(同 機 種)と ネ ッ トワー ク との相 互 関係 を 示 す

モデ ルと して,図3-1に 示 す もの を 提案 す る。 同 モ デ ル は 次 の要 素 か ら成 っ

て い る 。

図3-1分 散 型 デ ー タベ ース シス テ ムの 構 造 モ デ ル
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(i)ネ ッ ト ワ ー ク ア ク セ ス 言 語NAI、

(ii)問 合 せ 言 語QL

(mデ ー タ操 作 言 語DML

(iv)ネ ッ ト ワ ー ク ア ク セ ス マ ネ ー ジ ャNAM

(V)問 合 せ プ ロ セ ッサQP,

(vi)デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ムDBMS

(vi}デ ー タ ベ ー ス 実 体DB

㈲ ガ イ ダ ン ス フ ァ イ ル/デ ー タ デ ィ レ ク ト リGF/DD

lX)デ ー タ ペ ー ス ア ク セ ス プ ロ トコ ル プ ロ セ'ッ サDBAPP

(X)そ の 他 の プ ロ ト コル プ ロ セ ッサTSSPP等

こ こでNAMは 次 の よ う な 機 能 を 担 当 す る モ ジ ュー ル で あ る 。

(イ)接 続 に 際 し て の パ ス ワ ー ドの 管 理

(ロ)接 続DBの 属 性 の 管 理

(づ サ ー ビス/デ ー タの 所 在 の ガ イ ド(対 ユ ー ザ)及 び デ ィ レ ク ト リ(対

シ ス テ ム)機 能

(二1課 金 情 報 の ガ イ ド及 び 処 理

(ホ)分 散検 索 処理 の 管理

←→ コ ピーデ ー タの 管理

(卜)デ ッ ドロ ックの 監 視 及 び 制御

(チ)そ の他

QPはQLに よ る検 索に応 ず る モ ジ ュールで,QLか らDMLに 変換 して・

DBMSと 連 動 す る こ と に よ り機 能 を果 す 。

DBAPPは リモ ー トデ ー タベ ー スに アク セスす る た め の プ ロ トコル プ ロセ

ッサで あ り,DBMS又 はQPと 連 動 して機 能を 果 す。

図3-1の モ デルに よ る と,集 中 型 デ ー タベ ース 向 けのQPを 最小 の 変更 で

分 散 型 デ ー タベ ース に も適 用 可 能 で あ り,ま た ネ ッ トワー ク機 能 を(NAMに)

集 中す るこ と によ り各 モ ジ ュー ルの 独 立性 を 高 め てあ るの で,集 中型 デ 一 夕ペ
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一ス シス テ ムへ の移 行 に 伴 う損失が 少 く,ま た,各 モ ジ ュー ル の改 良 に対 す る

束 縛 が少 い こ とが 期待 され る。

(5)不 均 質 分 散 デ ー タベ ー スの 問題

不 均質 分 散 デ ー タベ ー ス シス テ ムに おい ては,高 水 準 の ア クセ ス言 語,特 に

非 手続 きの問 合 せ 言 語QLが,個 々のDBMSが 持 つ特 異 性 に妨 げ られ ない

交信 を 可 能 にす る と考 え られ る。 交信 の為 に 用意 す る 変換 手続 きの数 を 少 く

す るた め には,正 規 化QLを 定 め,図3-2に 示 す よ うに正 規 化QLを 介 して

変換 を行 えば よ い。 な お,基 礎 とな るデ ー タモ デ ルが 異 る場 合 等 のQLの 変

換 は,文 脈 に依 存 す る ケ ー スもあ り有 る ので,QLの 変換 は,詳 細 か つ 具 体

的 な検 討 と実 験 が 必要 な課 題 で あ る。

●

利 用者 利用者

正規化QL
1→QL

正 規 化
→QLl

QL

正 規 化
→QL,

QL

正規化QL
2→QL

図3-2QL－ 正 規 化QL変 換 の 流れ
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3.4今 後 の 課 題

分 散 型 デ ー タベ ー スは,ネ ッ トワー クア プ リケ ー シ ョンの普 及 と集 中型 デ ー

タベ ー ス管理 機 能 の進 歩 普 及 とい う二 つ の 動 向の 交 点 と して 将 来 の 実現 が 確 実

に 期 待 され る。 しか し,そ の た め には,ネ ッ トワー クと デ ー タベ ー スの 両分 野

で,相 手 方 の 要 望 を加 味 した技 術 の 発 展が 必 要 で あ る。 今 後 の 主 な 課 題 と して ・

次 の 事 項 が あ る。

(i)ユ ー ザイ ン タフ ェ ース と して の高 位 のQLの 開 発 ・QLの 正 規 化(標 準

化)

(川 効 率 的 な分 散 検 索の ア ル ゴ リズ ム,効 果 的 な デ ー タの 配 置 法 の 開発

伽 冗長 デ ー タの更 新 に伴 う コ ンシ ス テ ン シ維 持 方 式 の 開 発

(iv)ネ ッ トワー クが 介 在 した デ ッ ドロ ックの問 題 の 解 決

(V)課 金 統 計情 報採 集 授 受 の方 式 の 確立

(vi)集 中 型 デ ー タ ベ ー スの 場合 に 比 較 して 多様 化 ・複 雑 化 し て くる障 害 の 管

理 機 能(フ ォー ルバ ック,リ カ バ リ)

洞 集 中 型の場 合 の技 術 が先 行 して い る イン テ グ リテ ィ,セ キ ュ リテ ィ機 能

の分 散 型 の場 合 へ の 拡 張

㈹ 分 散 デ ー タの所 在 情 報,管 理 情 報 の ガイ ダ ンス方法 の 開発

φx)上 記 各 技術 の 実 現 形 態 と して の,デ ー タベ ー ス管理 シ ス テ ム間 プ ロ トコ

ルの設 定

分 散 型 デ ー タベ ース 普 及の 技 術 的 環 境 と して 次 の 事 項 に注 目す る必 要 が あ る。

(i)比 較 的小 容 量 の マ ス ス トレ ー ジの 開発

㈲ 機 能 分散 型或 は 専 用 型 プ ロセ ッサの 普及

(jiDロ ー カ ルな カス タ ム処 理 とグ ローバ ルな デ ー タ管 理 の 整 合 に関 す る経 験

の集 積

(iv)種 々の集 中 型 デ ー タベ ー ス管理 シ ステ ムの 機 能 の 差 の 縮 少 傾 向

(V)通 信 ネ ッ トワー クの 普 及

以 上 の よ うな課 題の 解 決,背 景 の 実 現 に伴 って,分 散 型 デ ー タベ ー スの 特性

一200一

命

■



適 用領 域 が 明 確 と な り,ま た,セ キ ュ リテ ィの 面等 の制 度 化 の 進 展 と相 い 侯 っ

て,ネ ッ トワー ク上 の 分 散 型 デ ー タ ベー スの共 用 が 行わ れ るよ うに な ろ う。

●

●
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付 記 用 語 集

1.英 文,日 本 文 の 対 応

。英 文,日 本 文 の対 応 は 下 記 の よ う に 定 め る。

均 質homogeneous

不 均 質heterogenous

正 確 性integrity

－ 致 性consistency

安 全 性security

複 写 型redundancy

注)"デ ー タ の コ ピ ー の 保 有"の 意 。

分 散distribution

集 中 、centralization

分 割decomposition

統 合composition

。"管 理"と い う 用 語 を 特 に 意 味 を 明 解 に し て 用 い る 場 合 に は 以 下 の 規 準 に

従 う。

administration入 に 関 連 す る 管 理

managementハ ー ドに 関 連 す る 管 理

controlソ フ トに 関 連 す る 管 理

。linkに 相 当 す る 用 語 は"接 続"を 用 い る 。 結 合,接 合,交 信 は 用 い な い 。

2.用 語 の 定 義 及 び 使 用 上 の 注 意

2.1で ユ ー ザ レ ベ ル プ ロ トコ ル,2.2で デ ー タ ベ ー ス に 関 す る 各 用 語 の 定 義

を 行 う。

注)は 使 い 方 の 注 記o
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2.1ユ ーザ レベル プ ロ トコル

ユ ー ザ レペル

プ ロ トコル階 層 に お い て,階 層 を 側 面か ら見 て情 報 の透 過 性 を 保 障 す る通 信

の 上 位 に あ って,そ の層 の 機 能 を 使 い,情 報 の属 性 を意 識 した 通 信 を 行 な う階

層 を ユ ー ザ レベ ル と呼 ぶ 。 さ らに ユ ー ザ レ ベル は,

1)ア プ リケ ー シ ョンに 依 存 しない か,又 は 多 くの ア プ リケ ー シ ョンに共

通 した情 報 処 理 及 び通 信 を 行 な うレベ ル(ex.フ ァイル転 送,RJE)

2)ア プ リケ ー シ ョン ご とに異 な っ た業 務処 理 を行 な う レベ ル(1)に 対 し

て ユ ーザ と な る。)

との2つ の レベル に 分 け て 考 え られ る。 本 報 告書 に お け る ユ ー ザ レベ ル と は1)

の レ ベル であ るo

注)な お,2)の レベ ルを ア プ リケ ー シ ョン レ ベル と呼 ぶ。

ユ ー ザ レベ ル プ ロ トコル

ユ ー ザ レベ ルの うちで,ア プ リケ ー シ ョンに依 存 しな いか ,又 は 多 くの ア プ

リケ ー シ ョンに共 通 した情 報 処理 及 び 通 信 を行 な う レベ ル の プ ロ トコル。

注)ISOの レベ ル4に 対応 す る プ ロ トコル であ る。

ア プ リケ ー シ ョンレ ベ ル

ア プ リケ ー シ ョンご と に異 な った 業 務処 理 を 行 な う レベ ル。

注)ISOの レ ベ ル5に 相 当 す る。

ユ ー ザ/サ ー バ

注)FTPサ ーバ,MTPユ ー ザの よ うに 修 飾を つ け た 形 で 用い る。

メ ッセー ジ転 送 プ ロ ト コル(MTP)

MTPは,ネ ッ トワー ク上 で ユ ー ザ 側か ら サー バ 側へ,ま た はそ の 逆 に メ ッ

セ ー ジを 効 率 よ く正 し く転 送 す る ため の プ ロ トコル であ る。

フ ァ イル転 送 プ ロ トコ ル(FTP)

FTPは,ネ ッ トワ ー ク に 接 続 さ れ た シ ス テ ム 間 で フ ァ イ ル を 転 送 し た り,

フ ァ イ ル に ア ク セ ス す る た め の プ ロ トコ ル で あ る 。
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リ モ ー トジ ョ ブ エ ン ト リ プ ロ トコ ル(RJEP)'

RJEPは,ネ ・ トワ ー ク に お い て,他 の ホ ス トの リモ ー トバ ・チ機 能 を 利

用 す る た め の プ ロ トコ ル で あ る。

TSSプ ロ トコ ル(TSSP)

TSSPは,ネ ッ トワ ー クに おい て 他 の ホ ス トのTSS機 能 を利 用す る ため

の プ ロ トコルで あ る。

注).会 話 型 通信 ≒TSS

ネ ッ トワー ク仮 想 端末(NVT)

コ ン ピュー タネ ッ トワー クに お い て仮 想 的 に定 義 され た仕 様 を もつ 端末 。

デ ー タ圧縮

診

注)圧 縮に は復元の意味 も含 ませ る。

2.2デ ー タ ベ ー ス

分 散 型 デ ー タ ベ ー ス(DistributedDatabase)

一 つ の デー タベ ー ス管 理手 法 を 用い た デ ー タ ベ ー スが 意 識的 に 分散 され た も

の,あ るい は それ ぞ れ 独 立 の デー タ ベ ース管理 手 法 に よ る既 存 の デ ー タベ ー ス

の 間 で 論理 的関 連 性 が 設 け られ た もの。

注)狭 義 に 用 い る 時 は注 釈 を 入 れ る。

仮 想 化/正 規 化 デ ー タ ベ ース

仮 想 化 デ ー タベ ー ス と い う言 葉 は一 般 に は,不 均 質 性 を 克服 す る ため に機 能

の 仮想 化 を考 え た もの に用 いる場 合 と,デ ー タベ ースが 地 域的 に 分散 され て い

る場 合 に,そ の存 在 位 置 を イン ビジ ブル とす る構 成 を考 え る場 合 と両方 に 用 い

られ てい る。

本 稿 で は 「不 均質 な デ ー タベ ー ス間 の 機 能 上 の違 い を 統一 的 に と らえ る事 を

述 べ る場合」を 「正 規 化 デ ー タベ ース 」,「 地 域 的 な 存 在位 置 が イ ン ビ ジ ビル な

6
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事 を 述 べ る 場 合 」 を 「仮 想 化 デ ー タ ベ ー ス 」 と 使 い 分 け る。

分 散 型 フ ァ イ ル シ ス テ ム(Distributedfilesystem)

{

分 散型 デ ー タベ ー スに 対 して,各 ホ ス トの フ ァ イル シ ス テ ムが 分 散 され た も

の で あ るo

分 散 形式
●

注)分 散形 式 に 関 し ては,対 等 分散,階 層 型 分散,地 域 分 散,業 務 分 散

の4つ の 用 語 を 用 い る。

統 合(C・mpositi・n)

分 散 型 デ ー タ ベ ー ス 構 成 の ア プ ロ ー チ で あ り,既 存 の ロ ー カ ル デ ー タ ベ ー ス

群 に 対 し て 統 一 モ デ ル を 設 定 す る。 こ の 時 各 デ ー タ ベ ー ス サ イ トで は,分 散 型

デ ー タ ベ ー ス構 成 後 も 従 来 の ま まの ロ ー カル サ ー ビス も 行 な え る 。

分 割(][たcomposition)

分 散 型 デ ー タベ ース 構 成 の ア プ ロー チ であ り,ま ず 統 一 的 モ デ ルを 設 定 した

上 で,各 デ ー タベ ース サ イ トヘ デ一 夕を与 え,全 体 的 デ ー タ ベ ース を構 成す る。

ネ ッ ト ワ ー ク リソ ー ス 管 理(NRM)

NRMは,ネ ッ ト ワー ク プロ トコル上 で は ア プ リケ ー シ ョン レ ベ ルに 近 い ハ

イレ ベ ルに 位置 付け られ る。

NRMは,デ ィレ ク ト リ管理,ユ ー ザガ イ ド機 能,並 列 ア クセ ス制 御,機 密

保 護,デ ッ ドロ ック防 止 と監 視,重 複 デ ー タの 制 御,リ カバ リ,及 び ホス ト,回 線

の 管理(こ れ らの 障 害 時 の 代行 ホス トの選 択,代 替 経路 の 選 択 等)等 の 機 能を

有 す る。

デ ー タベー ス ア クセ ス プ ロ トコル(DBAP)

■ 交 信 相 手 の 属 性 を 中 心 に 集 め た も の で ネ ッ ト ワー ク プ ロ トコ ル 上 の レ ベ ル4

(Function/SystemProtocoDに 相 当 す る。

ネ ッ トワ ー ク ユ ー ザ 管 理

サ ー ビス サ イ トの ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ の 管 理 で ユ ー ザ の 資 格 チ ェ ッ ク,ア カ
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ウ ン テ ィ ン グ な ど を 行 な う。

invisibility

ユ ー ザ が デ ー タ(file/data)の 格 納 場 所 を 意 識 せ ず に シ ス テ ムヘ ア ク セ ス

し て も,シ ス テ ムが ユ ー ザ の デ ー タ 要 求 か ら 自動 的 に デ ー タ の 格 納 場 所 を 見 つ

け 出 し,目 的 の デ ー タ を 取 り 出 す 。`

注)ユ ー ザか ら 見 え な い と い う意 味 。 ユ ー ザ に 見 せ な い と い う意 識 は な い 。

DD/DS(DataDictionaryDirectorySystem)

相手 側 の ス キー マ,サ ブス キ ー マ,デ ー タ セ ッ ト,リ ソー スな ど の情 報 管理

を行 な う。

注)管 理 機 能 を 含 ませ な い場 合 は単 にDD/Dと す る。

ア ドレス 個 別 の 宛 先番 号 。

デ ィレク ト リ 宛 先 番 号 の テ ー ブル。

注)管 理 機能 の 意 味 は 含 め ない。

NAL(NetworkAccessLanguage)

ア プ リケ ー シ ョン プ ログ ラムか らNRMヘ アク セスす る言 語 で,各 種 の リソ

ースの所 在 や構 造 を意 識 しな い形式 で記述 で きる。

デ ー タベ ース関係 ではQLと 呼 ぶ こ ともあ る。

QP(QueryProcessor)

自分 自身 の デ ー タベ ー スに 対 す る ア ク セス を行 な っ た り,標 準 言語 に よ る デ

ー タベ ー スへ の ア ク セ ス に対 して は ロ ー カルへ の 変換 を 行 な う。

QL(Queryl・anguage)

QLは 一 般 に 非手 続 的 な 高 級 言 語 で あ り,問 い合 せ を要 求 す る ユ ー ザが その

問 い合 せ に合 っ た 論理 を 自 由に 融通 性 を もって 作 成 し,ア ク セス を行 な え る言

語 で あ る。
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VQL(Virtua1Query]二anguage)

規 準 化 され たQLに よ り記 述 され た言語 。

分散 検 索処理(DistributedQueryProcessin9)
σ

●

い くつ か の 分散 され た サ イ トに わた って一 つの 目的 の デ ー タを 検 索 す る処 理 。

DBMプ ロ トコル(DBMP)

DBM間 を 交信 す る ため の もの で,DBMの4階 層,つ ま り,VHLS,EMS,

MS,DBSの 各 レベ ル に存 在 す る。

▲

●
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皿 コンピュータネッ トワークにおけ るユーザ レベルプ ロ トコル

1.ま え が き

こ こでは,情 報 処 理 ネ ッ トワー クに おけ る高位 プ ロ トコルで あ りユ ー ザ レベ

ル プ ロ トコル と呼ば れ て い る部 分 に つ い て,そ の 背 景,設 計 思 想,お よび仮 想

端 末 との 関係 等 とい っ た 全体 像 を 明 確 に し た後 で 各 プ ロ トコルにつ い て 説 明 し

てい く。

デ ー タ通 信 を伴 った 近年 の 情 報処 理 シス テ ムは,情 報 処理 技 術や 部 品技 術 の

進 歩 と社 会 の ニ ー ズ が あい ま って 目覚 しい発 展 を続 け て お り,そ の適 用分野 は

従 来 の事 務 処 理 や科 学 技 術 計 算 は も とよ り,テ レ メー タ リング等 の 制御 系 に ま

で及 ん で来 てい る。 次 章 以 下 で は制 御系 シ ス テ ムに つ い て特 に明 確 な議論 を 展

開 して い るわ けで は ない が,ユ ー ザ レベ ル プ ロ トコルの 検 討 に 当 って その 視 野

に含 め て い る と い うこ と に注意 され た い。

●

◆

t
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2.ユ ー ザ レ ベ ル プ ロ トコ ル の 背 景

2.1コ ン ピュ ー タネ ッ トワ ー クとネ ッ トワ ー クア ーキ テ クチ ャ
f

近年,ARPAネ ッ トワー クを始 め とす る各 種 ネ ッ トワー クが 各 国 に お いて

研 究 開 発 され て 来 てお り,そ の 発展 は本 委 員会 の51年 度 報告 書 に も見 られ る

よ うに 目 を見 張 る も のが あ る。

一 方 ,従 来 か ら提 供 され て 来 た デ ー タ通 信 シ ス テ ムは,最 近 に な って そ の適

用分 野 の 多種 多様 化 に伴 い,そ の 非体 系的 な シ ス テ ム構 築 の ア プ ロー チが 製 品

の開 発 や メ イ ン テナ ン スに 大 きな 歪を もた ら して 来 てい る。 その 結 果,国 内外

の各 主 官 庁 お よ び コ ン ピ ュー タ メー カは,コ ン ピュー タ ネ ッ トワー クの考 え 方

と技 術 を 採 り入 れ た デ ー タ通 信 シス テ ムの 体 系 化 によ り標 準化 統 一 化 を 行 って

この 歪 を 是正 し,デ ー タ通 信 シス テムの一 層 の発 展 に努 刀 して い る。 その産 物

が 最 近 に な って 話題 とな っ て い る ネ ッ トワー クア ー キテ ク チ ャで あ る。

見 方 を 変 えれ ば,現 在 は デー タ通 信 を 中核 とす る情 報処 理(ネ ッ トワー ク)

シス テ ムの 統 合 期 に あ る と言 え る。 す な わ ち,コ ン ピュー タ間 の デ ー タ通 信 を

体 系化 しよ うとす る ボ ・ムァ 。ブ ァ プ 。与 注 房 。 ン ピ。 一 。 ネ 。,ワ づ と,

(注2)従 来 の デ ー タ通 信 シス テ ムか らの要 求 に よ る トッ プダ ウン ア プ ロ ーチ の ネ ッ

トワー ク ア ー キ テ ク チ ャ とが 互い に結 合 し,デ ー タ通 信 を 中 核 とす る情報 処理

(ネ ッ トワ一二ク)シ ステ ムが統 合 され よ う として い る時 期 で あ る と言 え る。

◆

,

(注1.)

(注2.)

o

こ こ で は ネ ッ トワー クの プ ・ トコル階 層 に おい て,先 ず下 位 の基 本

的 な プ ロ トコルお よ び その 制御 プ ログ ラ ムを 作 り,そ れ を も とに順

次上 位 の層 を 設計 開発 して い くア プ ロー チに対 し て ボ トムア ッ プア

プ ロ ーチ とい う言葉 を使 っ た。

こ こで は ネ ッ トワー クの プ ロ トコル 階層 を 考え る うえ で,先 ず種 々

の ア プ リケ ー シ ・ンか ら共 通 な機 能 を 抽 出 し順 次下 位 の 層 に分 解 し

てい くア プ ロー チ に対 し トッ プダ ウンア プ ロー チ とい う言 葉 を使 っ

たo
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2.2ネ ッ トワークに お け るユ ーザ レベルプ ロ トル コの位 置

本 委員 会 で は上 述 した情 報 処 理 ネ ッ トワー クにお い て ユ ー ザ レ ベ ル プ ロ トコ

ル と呼 ばれ て い る もの を検 討 対 象 と して い る。 しか し,「 ユー ザ レベ ル プ ロ ト

コル 」 とい う言 葉 は まだ人 に よ って は と らえ方 が異 な り,曖 昧 な と こ ろが あ る。

従 って,こ こで本 委 員会 の対 象 と して い るユ ー ザ レベ ル プ ロ トコ ルを プ ロ トコ

ル階 層 にお け る位 置 を述 べ る こ とに よ り明確 に して お く。

先 ず第 一 に ユ ー ザな る言 葉 を 明 確 に す る。 現 在 考 え られ て い る ネ ッ トワー ク

は そ の機 能 が 階層 化 され て お り,あ る層 αに対 して その 上 位 層 βは 層 αの ユ ー

ザで あ る と見 る こ とが で き る。 しか し,こ の見 方 は 層 αあ るい は βの主 観 的 な

見 方 で あ って,一 般 に言 わ れ て い る ユ ー ザ レ ベル プ ロ トコルで 意 味す る と ころ

の ユ ー ザで は ない。 こ こで意 味 す る ユ ー ザ とは,階 層 を 側面 か ら見 た場 合 に,

情 報 の 透過 性 を 保 障 す る通信 の上 位 に あ っ てそ の機 能 を使 い,情 報 の属 性 を 意

識 し た通信 を行 う ユー ザの こ と で あ る。 そ して この 階層 レ ベル を ユ ー ザ レ ベル

と言 うσ しか し,こ れ で も まだ 本 委員 会 で 対象 とす る ユ ー ザ レベ ル プ ロ トコ ル

の 位 置 が明 確 に な らない の で ユ ー ザ レ ベ ルを も少 し詳 し く見 てみ る。

す る と,ユ ー ザレ ベ ルを さ らに2つ に 分 け る ことが で き る。 一 つ は ア プ リケ

ー シ ョンに依存 しな いか あ る い は 多 くの ア プ リケ ー シ ョンに共 通 した情 報 処 理

お よび通 信を 行 う レ ベ ル で あ り,具 体 的 に は フ ァイル転 送 とか リモ ー トジ ョブ

エ ン トリとい った もの の レ ベ ル で あ る。 も う一 つ は ア プ リケ ー シ ョン毎 に異 っ

た業 務 処 理 を行 うレ ベ ル であ り,前 者 の レ ベ ルか ら見 れば そ の ユ ー ザと な る も

の の レベ ルで あ る。 ユ ー ザ レベ ル プ ロ トコ ルの標 準 化 に よる シ ス テ ム構 築 や メ

イ ン テナ ンスの容 易化 を考 え れ ば,そ の 対 象 は明 らか に前 者 の共 通 的 か っ標 準

的 な レベ ル であ る と考 え られ る。 本 委 員 会 で 対 象 とす る ユ ー ザ レベ ル プ ロ トコ

ルは ま さに この共 通 的 か つ標 準 的 な ユ ー ザレ ベ ルに お け る プ ロ トコルで あ り・

後 者 の レ ベル を ア プ リケ ー シ ョン レ ベ ル と呼 ん で区 別 す る。

上 記 の議論 を も と に ユー ザ レ ベ ルの 位 置 を 明 確に す る と,「 本 委員 会 で検 討
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●

の 対 象 とす るユ ー ザ レベ ル プ ロ トコ ル とは,情 報 の 透過 性 を保 障 す る通信 の プ

ロ トコル レ ベル の上 位 に あ って,多 くの ア プ リケ ー シ ョンに共 通 な情報 処 理 属

性 を 意 識 した 通信 を 行 い,そ の機 能 を ア プ リケ ー シ ョン毎 に異 っ た通 信を 行 う

上 位 の ア プ リケ ーシ ョ ンレ ベ ルに 対 し基 本 機 能 と して 提供 す るレ ベル の プ ロ ト

コル で あ る」 と言 うこ とが で きる。 この ユ ー ザ レ ベル プ ロ トコルはISOで 言

え ば レベ ル ・以 上 に 相 当 す る』注3)図,一 、1、この位 置 関係 を 、S。 の階 層 の

と らえ方 に対応 させて示す。

o

(注3)こ こで レベ ル4以 上 に 対応 さ せ た の は,フ ァ イル転 送 プ ロ トコル

(FTP)が レベ ル4に 対応 す るの に対 し,TSSプ ロ トコル(T

SSP)な ど は レベ ル4と5に また が って い る と本 委 員 会 が解 釈

して い る か らであ る。

/ア プ リ

ケーシ ョン,

亀

2.3ユ ーザ レベルプ ロ トコ ル の 必 要 性

●

情 報 処 理 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ムの 体 系 を 見 る と,通 信 に よ り 交 換 さ れ る 情 報

の 透 過 性 を 保 障 す る 通 信 レ ベ ル の プ ロ ト コ ル(図2-1に お け るFラ ン ス ボ ー

ト レ ベ ル プ ロ トコ ル 以 下 の プ ロ トコ ル)に つ い て は,コ ン ビ ュ 一 夕 ネ ッ トワ ー
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(n十1)エ ン テ ィテ ィ

ア プ リケ ーシ ョン毎の 情

報 処 理

(n)ア ク セ ス

アプ リケーシ ョン

プ ログラム

(ア プ リケーシ ョン毎 た異

なるプ ロ トコル)

(n十1)プ ロ トコ ル

(n十1)エ ン テ ィテ ィ

ア プ リケ ー シ ョン毎 の 情

報 処理

一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー 一 一(n)ボ ツ ク ス ーーー ー 一 一一一 ー ー 一 一

(n)エンティテ ィ標準

的な情報処理,通 信

(n-1)ア クセ ス

(n-1)エ ンテ ィテ ィ

透過性のある通信 処理

(n)プ ・ ト コ ル

(n-2)ア ク セ ス

(n)エンティテ ィ標 準

的な情報処理,通 信

(n-1)ボ ッ ク ス_ 一 一 ー ー ー －l

ll

川

トランスポー トレベル

プ ロ トコル(n-1)エ ン テ ィテ ィ

透過性 の あ る通 信 処理

(n-1)プ ロ トコル

「 一 ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー 一 一 ー 一(n-2)ボ ッ ク ス 一

州

11
U

日

日
11

η

▲

図2-1. プ ロ ト コ ル 階 層 に お け る ユ ー ザ レ ベ ル

プ ロ トコ ル の 位 置
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●

■

クに お け る 精 力的 な研 究 に よ り問題 点が 明 らか に な り,CCITTやISOと

い った国 際標 準 化 団 体 に よ る標 準 化 活動 も進 め ら れて,そ の 具 体 的 な 姿 や方 向

は め ど が つい た もの と思 わ れ る。

一方 ,上 記 通信 レ ベ ルの 高位 プ ロ トコルに当 る ユ ー ザ レベ ル プ ロ トコル につ

い て は,ネ ッ トワー クた 対 す る ユー ザニ ー ズも 固 っ てお らず,現 状 で は ネ ッ ト

ワー ク毎 に異 な った体 系 が 採 られ 標 準化 に は至 って い ない 。

しか し,ネ ッ トワー ク の最終 的 な 目的が 人 々に種 々の 情 報 処 理 サ ー ビス を提

供 す る こと にあ る こ とを 考 えれ ば,ア プ リケー シ ョン レベ ル に 近 い この レベ ル

.の プ ロ トコルの 機 能 を 充 実 させ るこ とが 必 要で あ る。 す な わ ち,ネ ッ トワー ク

の ユ ーザ側 か ら見 れ ば,ネ ッ トワー ク機 能 その もの が この レベ ル の プ ロ トコル

に反映 して い る こ とに な るが ゆ え に この レベ ルが 重 要 と な るの で あ る。

亀

¶
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3.設 計 思 想

3.1概 要
■

ネ ッ トワー クに お け るユ ー ザ レベル プ ロ トコルは2.2節 で述 べ た よ うに,情

報 処理 の属 性 を意 識 した 通 信 プ ロ トコルの うち多 くの ア プ リケ ー シ ョン に共 通

した通 信 プ ロ トコル の総 称 で あ る。 従 っ て,ど の よ うな も のを 選 び ユ ー ザレ ベ

ル プ ロ トコル と して い くか が 最終 的 な ネ ッ トワー クの成 否 に大 き く関係 す る。

この よ うな ユ ーザ レベ ル プ ロ トコ ルの設 計 に 対 す る ア プ ローチ と して カ テ ゴ ラ

イ ゼー シ ョンと構造 化 の 手法 が 有効 で あ る。 す な わ ち,設 計 に当 って 先 ず 情 報

処 理 分 野か らどの よ うな機 能 が共 通 な もの と して 抽 出 で き るか を検 討 す る。 次

に これ らの機 能 を類 型 化す る。 そ して 最後 に それ らの 相 互 関係,例 えば一 方 が

他 方 の ビル デ ィ ン グ ブロ ックに な って い る とか,あ るい は ま っ た く独立 した も

の で あ る とい った こ とを 識別 して(階 層)構 造 を 決 定 す る といっ た ア プ ロー チ

が 有 効 で あ る。

3.2カ テ ゴ ラ イ ゼ ー シ ョ ン

ネ ッ トワー クの ア プ リケ ー シ ョンシス テ ムに は,リ モ ー トバ ッチや情 報 検 索

や種 々の リアル タイ ム サ ー ビス とい うよ うに 非常 に多 くの もの が あ る。 これ ら

の シ ステ ムを 全体 的 に 見 る と,個 々の シス テ ムは 全体 に共 通 な あ るいは 多 くの

もの に 共通 ない くつ か の 基 本 的 機 能 と共 通 で ない機 能 との 組合 わせ とか ら実 現

され て い る ことが わ か る(図3-1)。

これ ら共 通基 本 機 能 を 類 型化 す る と 次 の よ うな も のが 浮 び上 っ て くる。

・フ ァイル に 関す る機 能 … … … フ ァイルの 転送,リ モ ー トフ ァ イルへ の ア ク

セ ス

・ メ ッ セ ー ジに 関 す る 機 能 … … メ ッ セ ー ジの 転 送,メ ッ セ ー ジ の 識 別

ふ

●
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●

■

◎

鳥

・ リモ ー トジ ョブ エ ン トリに関 す る もの

・デ ー タベ ー スに 関 す る機 能 デ ー タベ ー スへ の ア ク セス

・会 話 型 端 末 との 通信 機 能

oデ ー タ変換 機 能 コー ド変 換,デ ー タ圧縮

o端 末 の制 御 機 能

本 小 委 員 会 で は 現在 の ア プ リケ ー シ ョン分 野 の状 況 を考 慮 して これ らの機 能

を検 討 した 結 果,次 の4つ が 最 も共 通 的 で あ り,重 要 な機能 で あ る と判断 し,

今 回の 検 討 対 象 と した。

(1)メ ッセ ー ジ転 送 プ ロ トコル(MTP)

(2)フ ァイル 転 送 プ ロ トコル(FTP)

(3)リ モ ー トジ ョブ エ ン トリ プ ロ トコ ル(RJEP)

(4)TSSプ ロ トコル(TSSP)

これ らユ ー ザ レ ベル プ ロ トコ ルの 機 能 詳 細 に つ い て は各 論 に記 述 され る ので,

こ こで は そ の概 要 を ふ れ るに とどめ る。 なお,ネ ッ トワー ク仮想 端 末 につ いて

は,そ の特 殊 性 に よ り次 章 に別 途議 論 して あ る。 また デー タベ ー スの議 論 は 第

2部 で行 わ れ てい る。

生産管理 システム 物 流管理 システ ム メッセージ交換 システム

a
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図3-1.ユ ー ザレベル プロ トコル機 能 の カテ ゴラィゼーシヨン
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3.2.1メ ッセー ジ転 送 プ ロ トコル(MTP)

MTPは ネ ッ トワーーーーク上 でL－ ザ側 か ら サ ーバ側 へ または そ の逆 に メ ッ セー

ジ を効 率 良 く正 し く転 送 す るた め の プ ロ トコルで あ り,次 の よ うな 諸 機 能に 関

(注1)す る プ
ロ トコル が定 め られ て い る。

(1)コ ネク シ ョンの設 定/解 放

(2)メ ッ セー ジ転送 開始/終 了 の 同 期

(3)メ ッセ ー ジ転 送 に関 す る種 々の 制 御(順 序制 御,フ ・一制御,到 達 確 認,

誤 り制 御 等)

(4)割 込み 制 御

(5)コ ー ド変換,デ ー タ圧 縮,デ ー タ形式 変換

(6)そ の 他

●

o

(注1) 暗 号 化 につ い て は,ト ラン ス ポ ー トレベ ル よ り下 位 の機 能 と して考

え られ るた め,こ こで はMTPの 機 能 に は含 め ない。

3.2.2フ ァ イ ル 転 送 プ ロ コ トル(FTP)-

FTPは ネ ッ トワ ー ク に 接 続 さ れ た シ ス テ ム間 で フ ァイ ル を 転 送 した り,リ

モ ー ト フ ァ イ ル に ア ク セ スす る た め の プ ロ トコ ル で あ る。 本 プ ロ トコ ル は 異機

種 ネ ッ トワ ー クを 前 提 と し て お り,次 の 諸 項 目 に つ い て プ ロ トコ ル が 定 め ら れ

るo

(1)フ ァ イ ル の 種 類(順 編 成,乱 編 成,分 割 順 編 成,索 引付 順 編 成)

(2)ネ ッ トワ ー ク フ ァ イ ル へ の ア ク セ ス機 能(レ コー ドの 追 加,読 出 し,更

新)

(3)ネ ッ トワ ー ク フ ァ イ ル の メ イ ン テ ナ ン ス機 能(フ ァ イ ル の コ ピ 「,削 除,

リ ネ ー ム,再 構 成)

(4}ネ ッ トワ ー ク フ ァ イ ル の 転 送

ふ
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(5)そ の 他

●

■

3.23TSSプ ロ トコ ル(TSSP)

TSSPは ネ ッ トワ ー ク に お い て 他 ホ ス トのTSS機 能 を 利 用 す る た め の プ

ロ トコ ル で あ る 。 次 の 諸 項 目に っ い て プ ロ トコル が 定 め ら れ る 。

(1)キ ャ ラ ク タ オ リ エ ン テ ッ ドな コ マ ン ドに よ る 伝 送 方 式

(2)デ ー タ転 送(キ ャ ラ ク タ/バ イ ナ リモ ー ドの 切 換 え,メ ッ セ ー ジ最 大 長

等)

(3)オ プ シ ョ ン ネ ゴ シ エ ー シ ョ ン

(4)割 込 み 制 御(ア テ ン シ ョン,ア ボ ー トア ウ トプ ッ ト等)

㈲ そ の 他

3.2.4リ モ ー トジ ョブエ ン トリー プ ロ トコル(RJEP)

RJEPは ネ ッ トワー クに お いて 他 の ホス トの リモ ー トバ ッチ機 能 を利 用 す

る ため の プ ロ トコル で あ り,次 の 諸 項 目につ いて プ ロ トコルが 定 め られ る。

日}RJE独 自の機 能(初 期 結 合/切 断,入 出 刀 ファ イルの 入 出 力指 示,ジ

ョ ブの 実行 制 御,ジ ョ ブ状 態の 問 合わ せ 等)

(2)デ ー タ転 送 に 関 す る機 能(メ ッセ ー ジの ブ ロ ッキ ング,デ ー タ圧 縮,フ

ロー制 御 等 の メ ッセ ー ジ転 送 機 能)

{3)端 末 ま た は デ バ イ ス に関 す る機能(仮 想 端末 制 御)

(4)そ の 他

奄

3.3階 層 構 造 化

q

カテ ゴ ラ イゼー シ ョンに よ り得 られ るい くつ か の ユ ー ザ レ ベ ル プ ロ トコルを

眺め て み る と,あ る プ ロ トコルの 機 能 が別 の プ ロ トコル の機 能 よ り もよ り基 本

的 であ る とい う関係 を見 つ け る ことが で きる。 す な わ ち,あ る基 本 的 な プ ロ ト
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コルの機 能 が別 の プ ロ トコル機能 の ビル デ ィ ング ブ ロ ック とな り得 る 関係 で あ

る。 例 えば,フ ァ イル転 送 プ ロ トコル は リモ ー トジョ ブ エ ン ト リプロ トコ ルに

おけ る入 出 力 フ ァイ ル転 送 機 能 の ビルデ ィ ング ブ ロ ック と な り得 る とい った の

が そ の例 で あ る。 この と き,そ の基本 的 な プ ロ トコルが 別 の複 数 の プ ロ トコル

に対 して も ビルデ ィ ング ブロックとなるならば,自 然 な発 想 として,プ ロ トコル

を階層 化 して よ り基 本 的 な プ ロ トコル を共 用 しよ うと い う要 求 が起 る。事 実,

い くつ か の ネ ッ トワー クで は ユ ーザ レベル プ ・ トコル の階層 構 造化 が 行 われ て

い る。 しか し,階 層 化 は一 方 で はオ ーバヘ ッ ドを増 加 させ効 率 悪化 の原 因 とな

る。 この こ とはARPAネ ッ トワー クで もす でに示 され て お り,JIPNETの

よ うに意 識 的 に階 層化 を避 け て い る ネ ッ トワー クも あ る。 これ らの こ とを 考 え

る と,プ ロ トコル の階層 化 は共 有 に よ る利点 とオ ーバ ヘ ッ ド増 加 の欠点 を 十 分

検 討 した うえで 決 定 し なけ れば な らな い 。特 に標 準 化 に 当 って は この問 題 解 決

は非常 に大 きな問 題 で あ る。 当委 員 会 は この ことを十 分 考 慮 して プ ロ トコル の

階 層化 を検 討 した 。

検 討 対 象 の4つ の ユ ー ザ レ ベル プ ロ トコ ルの うち ビル デ ィン グ ブ ロ ックと し

て下 位 に置 け る可 能性 の あ る プ ロ トコルはFTPとMTPで あ るが,FTPに

関 して は ヘ ッダ形 式 の よ うに シ ス テ ムに よ り異 な る部 分 も多 く,ま た上 位 プ ロ

トコ ルで 必ず し もFTPの 全機 能 は 必 要 と し ない場 合 も あ っ て,今 回の 対象 か

(注2) 従
って,検 討 はMTPを 他 プ ロ トコルの 下 位 に共 通 プ ロ トコルら外 した。

と して置 くか,ま たMTPの 機 能 を 直接 ア プ リケ ー シ ョン レベ ルへ 直接 に 提供

す る か につ いて 行 な わ れ,図3-2に 示 す3方 式が 議 論 され た。

方 式1.－ RJEP,TSSP,FTPの 共通 下 位 プ ロ トコ ル とし てMTP

を位 置 付 け る と同 時 に そ のMTP機 能 を 直 接 ア プ リケ ー シ ョンレ ベ

ル に提 供 す る もの で あ る。 この 方 式 にお い て,MTPとFTPやT

SSPやRJEPと の イ ン タ フ ェイス はMTPと ア プ リケー シ ョン

レ ベル の そ れ とは一 般 に異 な る。 す な わ ち後 者 の 方 が よ り高 レ ベル

な イン タ フ ェ イス と な るの が 普通 で あ る。
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方 式2.一

方 式3.一

各 プ ロ トコルを 対等 な 位 置 に置 き,RJEPやTSSPやFTP

に お け る メ ッセー ジ転 送機 能 に つ いて は それ ぞれ 別 個 な プ ロ トコ ル

を 定 め る方式 で あ る。

MTPを 独 立 した プ ロ トコル と して 置 かず,RJEPやTSSP

やFTPの 中 で 別 個に定 め る 方 式 で あ る。 この 方 式 で はMTP機 能

が ア プ リケー シ ョン レベル に 直接 に 提 供 され る こ とは ない 。

検 討 の結 果,本 委員 会 は以 下 の理 由か ら方 式1を 推奨 す るに 至 っ た。

(1)情 報 処 理 ネ ッ トワー クの ア プ リケ ー シ ョンを見 る と,少 な くと も現 在 お

よび 近 い将 来 に お いて は リア ル タ イ ム シス テ ムへ の 適 用 も 非常 に 多 い と予 想

され る。 こ の 種の シス テ ムで はRJEPは 勿論 の こと,TSSPやFTPも

使 わ ない もの が 多い と思 われ る。 従 ってMTPの 機 能 を ア プ リケ ー シ ョン レ

ベ ルが 直 接 使 え る方 式 あ るい は2が 望 ま しい。

(2)方 式2はTSSPやRJEPやFTPに お いて それ ぞ れ最 適 な メ ッ セ ー

ジ転 送機 能 を 設計 で き る。 反 面,別 個 の プ ロ トコルを 設計 す る こ とに な り共

通 化 の利 点 は 失 なわ れ る。 一 方,方 式1は この 逆 の こ とが 言 え る。 しか し,

メ ッセ ー ジ転 送機 能 を 見て み る と,RJEPで もTSSPで も またFTPに

お い て もそ の メ ッセー ジ転 送 に関す る機 能 に は共 通 部 分 が非 常 に多 く,共 通

化 の デ メ リッ トに比 べ メ リッ トの 方が 圧 倒 的 に大 きい と考 え られ る。

こ こで 注 意 し て お きた い の は,以 上 の階 層 化 の議 論 が プ ロ トコルに つ い て の

もの で あ り,プ ロ トコル制 御 プ ログ ラ ムに つ い ての もの で は ない とい う こ と

で あ る。 つ ま り,プ ロ トコル階 層 に対 応 した プ ログ ラムモ ジ ュー ル構造 を 設 計

す るか は イ ン プ リメン テ ーシ ョンの問 題 で あ り,各 プロ ダ ク ト設 計者 の 自由 で

あ る。

各 プ ロ トコル間 の 階層 関 係 を よ り明 確 に して お くた め に プ ロ トコル 制 御 ヘ ッ

ダ由注3、1!関係を 図 、-3に 示 す.こ れ か らも よ くわ か る よ うに,MTPはFTP

やTSSPやRJEPの ど の場 合 に も必 ず使 わ れ る。 すな わ ちFTPやTSSP

やRJEPで 転 送 され る制 御情 報 や デ ー タはす べ て メ ッセ ー ジ としてMTPの
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(1):MTPに と っ て は テ キ ス トと な る 部 分

(2):ト ラ ン ス ポ ー トレ ベ ル に と って は

テ キ ス ト と な る部 分,

、■

■

図3-3プ ロ トコル階 層 の 制御 ヘ ッダ形式 に ょ る表現
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■

制御 情 報(MTPヘ ッダ)が 付 加 され た形 で 転 送 され る。

◆

(注2)こ の 結 果,FTPとRJEP中 の フ ァ イル 転送 機 能 との 関係 は 次 の

よ うにな る。 す なわ ち,RJEPで はFTP機 能 の フル セ ッ トは 必

要 と しな い(RJEPで は 順編 成 フ ァ イルの転 送 機 能 が基 本 で,フ

ァ イル ア クセ スや メ イン テ ナ ンス は不 必 要)た め,同 一 機 能 をFTP

で 実 現 す る場 合 とRJEPで 実現 す る場 合 とで はL般 に プ ロ トコル

ヘ ッダの 形 式 が違 う。

》

FTP

A

、同 一 の
フ ァ イ ル転送

機 能A ← 機 能

ロ
オ

　　 　ヘ ッダ

㍑

Ialテ キスト

ll

コ

凸里P～ ぐ_;

ぐ=プ 吐 コルb:テキストヘ フ タ

1

ヘ ッ ダ形 式a≒bま た はa=b

(注3)こ こで は プ ロ トコル制 御 ヘ ッダに よ り説 明 を 行 っ て い るが,各 論 で

は プ ロ トコルの 説 明に コ マン ドとい う言 葉を 使 っ てい るの で コマ ン

ドと制 御 ヘ ッダ との 関係 を 明確 に し て お く。

コマ ン ド(お よ び レス ポ ンス)と は,プ ロ トコルを 記 述 す るた め

の 道具 で あ り,抽 象 的 論 理 的 な通信 プ リミテ ィ ブであ る。

一 方 ,制 御 ヘ ッダ と は ブ ・ トコルを 実 現す る ため の 具 体 的 な制 御

情 報 の こ とで あ る。

この 関 係 は 例 え ば,X.25レ ベ ル3に つい て言 え ば,CR(Call

Request)とCA(Ca11Answer)は それ ぞ れCRコ マ ン ドとCA

レ ス ポ ン スで あ り,CRパ ケ ッ トとCAパ ケ ッ トの 制 御 情 報 部が 制

御 ヘ ッダで あ る とい う例 で説 明 され る。

■

3.4コ ネ クシ ョン に 関 す る設 計 思 想

本 節 で は,プ ロセ ス間 通 信 に お い て通信 主 体 間 に 設定 され る コ ネ ク シ ョンに

っ い ての 設 計 思 想 を,コ ネク シ ョンの 種類 と コ ネク シ ョン設 定/解 放 機 能 の 位

置 とに つ い て述 べ る。
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34.1コ ネ ク シ ョンの 種類

本 委員 会 で は コ ネ ク シ ョンの 種類 につ い て次 の2つ の観 点 か ら検 討 を行 った。

i)通 信相 手 と の コ ネ ク シ ョンを 設定 す るため の特 別 な コネ ク シ ョンを

設 け るか。

jj)通 信 相手 との コ ネ ク シ ョンに コン トロー ル 用 と デ ー タ用の2種 類 を

設 け るか。 ・

前 者 は,ARPAのICP(lnitialConnectionProtocol)の よ うに,通 信

相 手 との コネ ク シ ョン設 定 の た め の コマン ド/レ ス ポ ンス を転 送 す るた めの 特

別 な コ ネ クシ ョンを 設 け て お くか ど うか の問題 で あ る が,D.C.Waldenも 指

摘 して い る よ うに そ の 必要 性 は な い と決定 した。

一 方 ,後 者 に つ い ては コン トロール とデ ー タで別 の コ ネ ク シ ョンを設 け る こ

との 利 点 が どれ 程 あ るか が問 題 と な る。 そ の利 点 はEINのBTF(Bulk

TransferFunction)に よれば,次 の よ うに主 張 され る。 す な わ ち 「図3-4(a)

に お いて,AがBに あ る フ ァイ ルをCに 移 した い場 合,コ ン トロー ル/デ ー タ

コ ネク シ ョンの 区 別 が な けれ ば,図3-4(b)の よ うに,B→A→Cと い う よ う

にAを 経 由 して転 送 しな け れ ば な らな い。 一 方,コ ン トロー ル/デ ー タ コネ ク

シ ョンを 区 別す れ ば,図3.4(C)の よ うにそれ ぞれ の コ ネ クシ ョンを 設定 す る こ

とに よ って,Aを 経 由せ ず にBか らCへ 直接 フ ァ イルを 転 送 で き効 率 が 良い。」

と主 張 され てい る。 しか し,BTFで は プ ロ トコルが 主 従 関係 を 前 提 と して い

るた め,す な わ ち,図 で はAが マス タでBとCが ス レ ー ブで あ り,BがCを 制

御 で きな いた め に上 記 の 利 点 が 出 て来 てい る。 従 っ て プ ロ トコ ルに主従 関係 を

前 提 しな けれ ば,図3-4(d)の よ うにAがBに フ ァイル 転 送 を依 頼 し(FTPに

この依 頼 機 能 を付 加 す る こ とは 可 能 で あ る),BがCと の 間 で コ ネク シ ョンを

設 定 すれ ば ・Bか らCへ の直 接 フ ・ ㍗ 転i?9力河 能 とな る・ 言 い換 え れば ・ コ

ネク シ ョンを コン トロー ル と デ ー タで分 け る必 要性 は特 に な い。 従 って,本 委

員 会 で は,プ ロ トコルを 簡 素 な もの とす るた めに コ ネ クシ ョンは一 種 類 とす る

こ とに した。
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◆ B

○

(a)

C

● (b)

＼

只
/

(c)'

コントロール/デ ータの 区別 のない コネクシ ョン

ー ・一 コントロールコネクン ●ン

一一一一ー ー デー タコネクシロン

図3-4コ ン ト ロ ー ル/デ ー タ コ ネ ク シ ョ ン

句

●

3.4.2コ ネ ク シ ョン設 定/解 放機 能 の位 置

コネ ク シ ョンの設 定/解 放 の 機 能 と ユ ー ザ レベ ルの各 プ ロ トコル との 関係 に

つ い て は,MTPの 下 位 プ ロ トコル性(他 ユ ー ザ レ ベル プ ロ トコルの下 位 に あ

り,必 ず使 わ れ るとい う性 質)か ら,MTPの コネ ク シ ョン と他 プ ロ トコル の

それ との 関 係 で議 論 され た。 この 関係 を整 理 す る と以 下 の よ うな案 が 出 て来 る。

A-MTPの コネ ク シ ョン と他 プ ロ トコルの それが 同一 。

B-MTPの コネ ク シ ョン と他 プ ロ トコルの そ れが 別 もの。

A案 は さ らに 次 の2つ にわ か れ る。

A.1-MTPが コ ネク シ ョンを 設 定/解 放 す る。他 プ ロ トコルはMTPに

そ の 契機 を 指 示 す るだ け。
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A.2--MTP以 外 が 個 々に コ ネ ク シ ョ ンを 設定/解 放 す る。

本 委 員 会 で は,こ れ らを 主 に

(1)コ ネク シ ョン設定 解 放 の共 通 機 能 性

(2)MTPを 独 立 させ な い場 合 のFTPやTSSPやRJEPで の コネ ク シ

ョンの 数

につ い て検 討 した結 果,次 の よ うに 結 論付 け た。 す な わ ち,「MTPが コネ ク

シ ョンを設 定/解 放 す る。 そ の契 機 は 他 プ ロ トコル(FTP,TSSP,RJ

EP)あ るい はAPが(ロ ー カ ル イ ン タ フ ェイスに よ り)与 え る。 」(案A.1)

と す る。

■

3.5ユ ーザ レベルプ ロ トコル の 共 通 機 能 と 各 プ ロ トコルの 特 別 機 能

表3-1に ユ ー ザ レベ ル プ ロ トコル に おけ る共 通機 能 とMTPを 除 い た各 プ

ロ トコルの 時別 機 能 とを示 す。 ただ し,特 別 機 能 に は そ の プ ロ トコルの 特 性 を

影 著 に示 す機 能以 外 の もの,例 えばRJEPの 中 の フ ァイル転 送機 能 等 は 含 め

な い で表 に示 して あ るの で 注 意 され た い。

d

ら

一224一



ー

N
N
O

● ● ◎

)

表3-1. ユ ー ザレ ベ ル プ ロ トコルの共 通 機 能 と特 別 機 能

特

別

機

能

共

通

機

能

ユ ーザ識別子,パ ス ワー ド

入刀 ジョブプアイルや ジョブ結果

ファイルの入 出刀要求および入 出

刀停止

実行中 ジ ョブや実 行待ちジ ョブ等

の打切 り

ジョブ処理状態の 問合わせ

システム/利 用者 メ ッセー ジの通

知

出力の 戻し/ス キ ップ

RJEサ ー ビス終結

その他

送/受 信 ファイルの イニシエー ト

チ ェ ックボ イン ト

転 送 中止

レコードの リトリーズ ストア,ス キップ

領 域 確 保

フ ァ イ ル 名 の 変 更

フ ァ イル の 削 除

フ ァ イ ル 情 報 の リスティング

フ ァ イ ル の セ ー ブ(パ ー マ ネ

ン トフ ァ イ ル 化)

そ の 他

コ ネク シ ョ ンの 設 定/解 放

メ ッセ ー ジ転 送 開 始/終 了の 同 期

フ ロー制 御,応 答制 御,順 序 制 御

送 信権 制御

キ 十 ラク タ形 式 コ マン ドによ る会 話

オ プ シ ョンネ ゴシ エー シ ョン

相 手 確 認

ステ ー タス確 認

送信 ス キ ップ

プ ロセ ス割込 み

エ コー モ ー ド指定

そ の他

エ ラー 制御

割込 み 制 御

デ ー タ圧 縮,コ ー ド変換,デ ー タ形 式 変換

バ イナ リ/キ ャ ラク タ転送 指 定

その 他



4.仮 想 端 末 の 考 え 方

4.1仮 想 端 末 の 目 的

デー タ通信 シ ス テ ムの 適 用分 野 の拡 大 に 併 な い,端 末 の 多種 多様化 が 進 んで

来 てい る。 こ の こ とを 考 え る と,多 種の 端末 を収 容 し,一 つ の ユー ザ ブ ログ ラ

ぱB纏 か の端 末 を使 い得 る 。 ン ピ。一 ・ わ ・・一 クに お いて,一 一 ザ ブ

ログ ラムに端末 種 別 毎 に異 っ た制 御 あ るい は対 端 末 通信 機 能 を 持 たせ る こ とは,

ユ ー ザ プ ログ ラ ム作 成 者 の 負担 を 増 加 させ るだ け で な く,新 端 末 に 対す る ソ フ

トウエ ア財産 の継 承 性 とい った面 で も,も は や 現実 的 で な くな って来 て い る。

こ うした 問題 に 対 処 す る ため の概 念 お よび手 法 が,ネ ッ トワーク仮 想 端末

(NVT)で あ る。 す な わ ち,い くつ かの 仮 想 的 な 標準 端 末仕 様 を 定 義 し,こ

れ と実 際 の 端末 仕 様 との 間 の 変換 あ る い は マ ッ ピン グを 行 ない,ユ ー ザ プ ログ

ラムに対 して,こ の 仮 想 的 な標 準 端 末仕 様 だ けを 見 せ る手 法 で あ る。 な お,当

然 な が ら,仮 想 端末 と実 端 末 との マ ッ ピン グを行 な う プ ログ ラム も,こ の仮 想

端末 仕様 を 知 って い る こ とが 必 要 で あ る。

このよ うな,仮 想 端 末 の 考 え 方 は 次 の 目的 を 持 っ て い る。

(1)汎 用性 … … 多様 な端 末 属 性 を 統一 的 な形 式 で表 現 し・ 仮 想端 末 ユ ー ザが

個 々の 実 端 末 の特 異 性 に と らわれ ず,標 準 的な 方 法 で端 末 を 制 御 で きる よ う

に す る。

(2)非 冗 長 性 … … 実 端 末 属 性 の うち,仮 想端 末 ユ ー ザが意 識 す る必 要 の な い

もの に つい て は,そ れ を 仮 想 端 末仕 様 に含 ませ な い か,あ るい は よ り高 位 な

論 理 仕様 と して ユ ー ザに 見せ る こ とに よ り,仮 想 端 末 を使 用す る プ ログ ラム

を容 易 に作成 で きる よ うにす る。

(31柔 軟 性 … … … 端 末 属 性 の うち,場 合 に よ って可 変 と な る機 能 につ い て,

仮 想端 末 ユ ーザ の 指定 に従 って 設 定 可能 とす る こ とに よ り,端 末 の利 用 形 態

む

(注1.)ユ ー ザ プ ロ グ ラ ム;ネ ッ トワ ー ク を 使 用 し て 実 現 す る ア プ リ ケ ー シ

ョン プ ロ グ ラ ム(AP)と,APが 使 用 す る プ ロ トコ ル を 実 施 す る

プ ロ グ ラ ム
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に対す る柔軟性を提供す る。

4.2仮 想 端 夫 の カ テ ゴ ラ イ ゼ ー シ ョ ン
6

●

仮 想端 末 の 目的 は前 節 で 示 され た。 次 に問 題 と なるの は,仮 想 端末 の仕 様 を

どの よ うに定 め るか とい うこ とで あ る。 最 終 的 に は,仮 想 端末 ユ ー ザが使 い 易

い か否 か が重 要 で あ る ため,可 能 な らば 唯一 つ の 仕 様で 全 て が うま くい くの が

理 想 で あ る。 しか しな が ら,端 末 の利 用形 態 と実 際 の端 末 との 対 応 を考 え て み

る と,必 ず しも仮 想 端 末仕 様 を一 木 化 す る こ とが 最 適で は な い。 例 えば,紙 テ

ー プパ ン チの よ うな シ リア ル出 刀 を 行 な う端 末 に 対 し,画 面 出力 を ベ ー ス と し

た 仮 想 端 末 仕 様 を定 め た と して も無 理 が あ る し,ま た意 味 も ない。

従 って,実 際 の 端 末 属性 お よび その 利 用形 態 を 明確に 把 握 し,効 率 お よ び 使

い 易 さを 考 え て,実 端 末 仕 様 を幾 つか の 仮 想 端 末 仕様 と して,で きる 限 り最 適

に カテ ゴ ラ イズす る ア プ ロー チが現 実 的 で あ る。

この 作 業 は非 常 に難 しい が,次 の よ うな カテ ゴ ラィ ゼー シ ョンの方 法 が 考 え

られ て い る。

(1)通 信 形 態 に よ る分類

端 末 を使 用 す る通信 形 態,す なわ ち会 話 型 と バ ッチ型(場 合 に よ って は

リア ル タ イ ム型 を 分 け る)に 分 類 す る。

(2)フ ァイ ルの 有 無 に よ る分 類

フ ァ イルの 有 無 に よ り,フ ァ イル型 と ノ ン ファ イル 型 とに 分 類す る。

(3)入 出 刀媒 体 の 論 理 形 式 に よ る分 類

入 出 力媒 体 の 論 理 形 式 を,0次 元(キ ャ ラク タ),1次 元,t2次 元,… …

とい っ た階 層 に分 け,こ れ に よ り分 類 す る。

(4)入 力/出 力に よ る分類

入 刀専 用,-出 刀専 用,入 出 力 両 用の3つ に 分 類 す る。

(5)デ バ イス の 数 に よ る分類'
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一 つ の端 末 に 接 続 され る デ バ イ ス の数 に よ り,複 合 端 末(複 数 デ バ イ スを

持 つ 端末)と 単 一 端 末(唯 一 つ の デ バ イス を持 つ)と に 分 類 す る。

これ らの 分類 法 の 基 本 とな る思 想 に は,端 末 の 論 理 的仕 様 を ペ ース と して 考

え よ うとす る もの(1,3,4)と,端 末 の 実 体(物 理的 仕様)を ベ ー ス と し

て 考 え る もの(2,5)と の2種 類 が あ る。 こ の 両者 に は,そ れ ぞれ 長 所 ・短

所 が あ るが,次 の理 由 に よ り前 者 の 方 が 仮 想端 末 の考 え 方 に適 して い る。

。多様 な端 末 属性 を 統一 的 に表 現 す るに は,端 末 の持 つ物 理 的 な属 性 に 左 右

され な い表 現 方 法が 有 利 で あ る。

・ネ ッ トワー クで 仮想 端末 ユ ー ザが 端 末 を ど の よ うに意 識 し使 用 す るか を 考

え る と,端 末 の 物理 仕 様 よ りも論 理 仕 様 を 主 と して意 識 して い る。 例 え ば

表 示 フ ォー マ ッ トは 論理 的 な 仕 様 と考 え るの が 自然 で あ る。

ま た,分 類 方法(1)は 次 の よ うに考 え る こと がで きる。 つ ま り,ベ ース とな る

仮 想端 末 仕様 か ら,各 通 信 形 態 で 使 用 す る サ ブセ ッ トを 抽 出 し,各 ア プ リケ ー

シ ョ ン(TSS,RJE,フ ァイル 転 送etc)独 自の特 徴 を付 与 す る と,そ れ

ぞれ の ア プ リケー シ ョン用 の プ ロ トコル と な る とい う ことで あ る。 この 関 係 は

図4.1の よ うに表 現 でき る。

す なわ ち,仮 想端 末 は,TSSP・RJEP・FTP等 の プ ロ トコルを 設 計

す る 際に 必 要 とな る フル セ ッ トの端 末 機 能 を持 っ て お り,そ れ ぞ れ の ア プ リケ

ー シ ョンで 任 意 の サ ブセ ッ トを選 択 し,独 自に特 徴 付 け る こ とが で き る。 換 言

す れ ば,仮 想端 末仕 様 は ユ ー ザ レ ベ ル プ ロ トコルの 背後 に位 置す る端 末仕 様 で

あ る と考 え る ことが で き る。

分 類 方 法(1)と(3)の 差 は,図4-1に お け る プ ロ トコル を ペ ー スと して 考 え る

か,仮 想 端 末仕 様 のみ を ベ ー スに 考 え るか の差 で あ り,最 終 的 に得 ら れ る もの

に は,ほ とん ど差が な い と考 え られ る。

仮 想 端末 仕 様 を 設定 す る 目的 か ら考 え る と,種 々の ア プ リケ・一シ ョン用 プ ロ

トコル とは 独立 な もの とし て仮 想 端末 仕 様 を 分類 す る方 法 の方 が よ り一 般 的 で

あ り,柔 軟性,拡 張 性 に 富 む と考 え られ る。 従 って,カ テ ゴ ラィ ゼ ー シ ョンは,
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仮 想 端 末 仕 様

◆

■

FTP TSSPRJEP

*;各 ア プリケーションの特徴 を付与 す る

第4-1.仮 想 端 末 仕 様 と ア プ リケ ー シ ョ ン

プ ロ トコ ル と の 関 係

●

前 記(3),(4)の 観 点 か ら考 え るの が 適 切 で あ る。但 し,(4)は 入 刀専 用 と入 出 刀 両

用,出 刀 専 用 と 入 出刀 両 用 と で重 複 す る ことが 予 想 され,カ テ ゴ ライ ゼー シ ョ

ンの過 程 に お い て考 慮 す べ き サ ブ項 目と して 考 え るのが 適 当 と思 わ れ る。

な お,各 分類 方 法 の比 較 を表4-1に 示 す。 表4-1の 評 価欄 の記 入 に 際 し

て,客 観 性 を完 全 に保 つ こ とは 非 常 に 困難 であ る。 また,各 比 較 項 目には 重 み

づ けを 行な うべ き で あ る と思 われ
.6。 順 番1,2,7が 仮想 端末 の 目的 か ら重 要

～要 な項 目で あ る と考 え た
。以 下,こ れ らの 重要 項 目につ い て の 評価理 由を 示 す 。

'項 番
1:分 類 方 法(1),(3),(4)は 端 末 の使 用法(論 理 的 な機 能)に 着 目 して分

1類 す る ため,端 末 の物 理 的特 徴 は考 慮 対 象 とは な らな い。 一 方,(2)
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表4-1.各 種 の 端 末 分 類 方 法 の 比 較

|占
18
1

項

番

比 較 項 目

'

端 末 分 類 方 法

記 事通信形 態に
よる分類

フ ァイル の

有/無 によ

る分 類

入 出力媒体
の論理形 式

による分類

入刀/出 力
による分類

デ バ イスの

数 に よ る分

類

1. 実端末独立性

物理的 な特 徴に左右

され ないか否か

○ △ ○ ○ △

NVT概 念の導入 目的

はこのよ うな実端末独
立性の確保にあ る

2. ア プ リケ ー シ ョ ン独

立 性 △ × ○ ○ ○

一 つ の 端 末が 複数 の ア

プ リケ ー シ ョンに ア ク

セ スす る場 合 に 必須 と
な る

3.
'分類 基 準 の 一 般 性 △ ○ △ ○ ○ 第3者 が容易に理解できる

4. 分類基 準は分類手段

として適切か
△ ○ ○ ○ ×

実端末を容易に分類でき
る道具でなければならない

5. ネ ジ トワーク特有の

利 用形態へ の適合性
(転 送契機等を容易
に考え られ る)

○ △ ○ × ×

NVT仕 様を容易に設

定できるか否かに影響

す る

6, プ ロ トコル レ イヤ と

の 対応 が解 り易 い か

否 か

○ △ △ △ ×

7. 将来の端末への適合性 △ △ ○ ○ △ 標準仕様としての拡張性

8. NVT仕 様に包含関係

を持たせることが可能か
× △ ○ × ○

NVT仕 様 の体系的な

整理 ができる

総 合 評 価 ○ △ ○ △ ×

・ ● ● ●1



4

●

●

●

(5)は フ・ア イルへ の ア クセ ス時間,デ バ イ ス毎 の 制 御 用情 報等 の物 理

的特 徴 を仕 様 の 中 に と り込 む こ とが 必要 と な る こ とが 予 想 され る。

項 番2:分 類 方 法(2)は,フ ァ イルを使 用す る ア プ リケ ー シ ョンに と って都 合

の 良い 方法 で あ るが,フ ァ イルを 使 用 しない ア プ リケ ー シ ョンに と

っ て は,何 ら 便宜 を 与 え られ な い方 法 で あ る。 ま た,(1)は 各 ア プ リ

ク ー シ ョン毎 に別 々に仕 様 が 設 定 され る こ とに な り,極 言 すれ ば ア

ブ リケー シ ョツ の種 類 に1:1に 対応 させ て仕 様 を 設定 す るこ と に

な りか ね な い。

項 番7:分 類 方 法(1)は,現 状 の ア プ リケ ー シ ョンに応 じて 分 類 す る こと しか

で きず)予 測 で きな い ア プ リケ ーシ ョンに対 応 した仕 様 を予 め 考 え

てお くこ とは 困 難 で あ る。 ② は,フ ァイ ル に は 種 々の形 式が あ り,

そ の 使 用方 法 も ア プ リケー シ ョン毎 に決 まる もの で あ る(予 測 で き

な い フ ァイ ル処 理 方法 に 対応 した仕 様 を 設 定 す る こ とは不 可 能 に近

い)。 ㈲ は,将 来の 端 末 は 全 て複 数 デパ ィス を持 つ よ うに な るか も

しれず,も しそ うな った 場 合 には 分類 基 準 と して の意 味 を失 って し

ま う。

以上 述 べ た理 由か ら,分 類方 法 〔3}が最 も仮 想 端末 の 目的 に 適 して い るよ うに

思 わ れ るが,問 題 が 一 つ 残 され て い る。 つ ま り,7ア イル 付 き端末 に 対 して適

合 で き るか 否 か とい う点 で あ る。 この 問題 は,フ ァ イルの 使 用形 態 と,フ ァ イ

ル付 き端 末 に 入 出 刀 され る情報 とを 明 確 に分 離 して考 え る こ と に よ り明 らか に

で き る。 フ ァ イル付 き端 末 の フ ァイル 使 用方法 と して,次 の2つ が あ る。

・表示 情 報 の バ ッ フ ァと して使 用 す る。

?純 粋 に,フ.ア イル情 報 を 保 持 す る ため に 使 用す る。

一 方 ,フ ァ イル付 き端 末 に 入 出 刀 され る情報 は 次の よ うに 考 え る ことが で き

るo

・ペ ー ジあ るい は ライ ンの集 合 と して,フ ァイ ル情 報が 入 出 刀 され る。

端 末 の 分 類 基 準 は,前 述 の 比 較項 目一7の 評 価理 由 に記 した よ うに,フ ァ イ
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ル の使 用形 態に 依 存 しない こ とが 必 要 で あ る。 従 っ て,フ ァ イル付 き端 末 に 関

して も,入 出 刀情 報 に着 目して,分 類 基準{3)が 適合 で きるか 否か を判 断 すべ き

で あ る。上 述 の如 く,プ アィ ルは0次 元,1次 元,2次 元 の上 に ペ ー ジあ るい

は ラ イ ンの集 合 と して 存 在 す る と考 え るこ とが で きる。 そ し て,フ ァイ ル レ コ

ー ド情 報 が ,一 べ ー ジ あ るい は一 ライ ン情報 に対 応 す る と考 え るの で あ る。 フ

ア ィル付 き端 末 の プ アィル へ の 入 出刀 時 には,た だ 単 に 通 常 の 端 末 が持 つ 編集

機 能 や書 式 制御 機 能 を使 用 し ない だ け で あ る。以 上 の ことか ら,フ ァイル付 き

端 末 に対 して も,分 類 方 法(3)は 適 合 で きる。

本 小 委 員会 は,上 記 の 検 討 結 果 か ら分類 方 法{3)を 推奨 す る。

表4-2に 分類 方 法(3)に 基 づ く分 類 と,実 端 末 との対 応 例 を 示 す 。

,

表4-2.入 出刀媒 体 形 式 に よ る分 類 と

実 端 末 と の対 応例

端 末 ク ラ ス 対応 する実 端末の例 ・

0次 元端末 紙 テ ー プ リー ダ

紙 テ ー プ パ ン チ

そ の 他

1次 元端末 巻 紙 形 式 プ リン タ

ー 般 タ イ ブ ラ イ タ

カ ー ド リー ダ

ガ ー ド パ ン チ

ラ イ ン プ リ ン タ

磁 気 テ ー プ

キ ャ ラ ク タ デ ィス プ レ イ

そ の 他

2次 元端末 ラ イ ン プ リン タ

シ リア ル プ リン タ

キ ャ ラ ク タ デ ィ ス プ レ イ

磁 気 デ ィス ク

そ の 他

4

●

注:同 一 の実端末であっても,そ れを使用する方法 によって端末 ク ラスは 変化 し得 る。
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4

心

4.3仮 想 端 末 の モ デ ル

本 小 委 員 会 では,仮 想 端末 と して ネ ッ トワー クバ ー チ ャル タ ー ミナル(Network

VirtualTermina1:NVT)の 概 念 に基 づ く以 下 に示 す モデ ルを 推 奨す る。 な

お,こ の モ デ ルは 端末 を キ ャ ラク タ系 端末 と イ メー ジ系端末 とに 大 別 した場 合

の 前 者 に対 応 す る もの で あ り,後 者 に対 応 す る仮 想端 末 に つ い て は対 象外 と し

て い るo

(1)仮 想 端 末 の構 成 要 素

仮 想 端 末 は,.図4-2に 示 す4種 の要 素 で 構 成 され,そ れ ぞ れ 次 の よ うな

機 能 を持 つ。

。表示 ユ ニ ッ ト;デ ー タを表 示 す る論理 的 な 媒体 で あ り,0次 元 、1次 元

2次 元 までの ク ラスを選 択 で きる。

。キ イ ボ ー ド;デ ー タを入 力す る論 理 的 な キ イボ ー ドであ り,表 示 ユ ニ ッ

トの ク ラス に応 じて入 刀 情 報 の 種 類 が異 な る。

。接 続 コ ン トロール;コ ネ クシ ョンを確 立,解 放す るた めの 機 能 を持 つ。

。 コン トロー ル ユニ ッ ト;NVT内 部での情 報 の流れ を 制御 し,NVT機 能

を 遂 行 す る。

NVT

接 続

コ ン ト

図4-2.NVTの 構成 要 素

(2)仮 想端 末 の カ テ ゴ リ

仮 想 端末 は,表 示 ユ ニ ッ トの ク ラス に よ り,次 の3種 の カ テ ゴ リに 分か れ

る 。
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(i)0次 元 端末

入 出刀 され る デー タに,位 置 に 関 す る属 性 を 持 た な い種 類 の 端末 で あ る。

例 と して,紙 テ ー プ リー ダ,パ ンチ 等 は これ に あた る。

(iDl次 元端 末

行 の概 念 を 持 ち,キ ャ ラ ク タの行 内 で の 位置 を指 定 す る ことが 可 能 で あ

る。 巻 紙 タ イ プの端 末 に 相当 し,タ イ プ ラ イ タは これ に 相 当 す る一 例 で あ

るo

㈹2次 元 端 末

ペ ー ジの 概 念 を持 ち,ペ ー ジ内 の任 意 の キ ャ ラク タ位置 を指 定 す る こと

が 可 能 であ り,ペ ー ジ内 を任 意 に 分 割 し制 御す る こ と も可 能 であ る。 キ ャ

ラク タ デ ィス プレ イは これ に相 当 す る一 例 で あ る。

(3)仮 想 端 末 の フル セ ッ ト機 能

上 記(mに 対応 す るNVTが 持 ち得 る フル セ ッ トの 機能 項 目を表4-3に 示

す。

'

吟

句
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●

'

表4-3.NVTの フ ル セ ッ ト機 能

機 能 NVTの 対 応 項 目 備 考

基本機能

デ ー タ タ イ プ キ ャ ラ ク タ

バ イ ナ リ

標 準 コ ー ド JIS8単 位

機 能 キ ャ ラク タ NULL,BS,HTAB,CR∂

VTAB,LF,FEDEL,

BEL,NLすAC,*DCFr

DCBラ

*は オ プ シ ョン

コ ネ ク シ ョン の 設 定 リ ン ク 設 定 プ ロ トコ ル ユーザレベル・恒 の設 定

制御方法

一

通 信 方 法 単 方 向,半 二 重,全 二 重,

伝 送 方 法
エ ス ケ ー プ キ ャ ラ ク タ元 テ

キ ス トコ マ ン ド

*は,ユ ー ザ レ ベル

で 使 用法 を 規 定

制

御

コ

マ

ン

ド

コ マ ン ド形 式

打 合 せ 機 能

転 送 モ ー ド

転 送 制 御

割 込+コ マン ド

相 手 確 認

エ コ ー

状 態 確 認

<三＼ッタi)〈コマント/オプション〉
・

オフシ ョンネゴシエーシ ョン

キャラクグ/トランスペアレント(ノ⇔fナリ)

送 信 権 反 転

割 込,デ ー タ マ ー ク

AreYouThere(AYT)

エコーモードのセ ッ ト/リ セット

ス テ ー タ ス

書
式
制
御

ペ ー ジ サ イ ズ

パ ラメー タの設 定 に よ る

(オ プ シ ョンネ ゴシ エ ー シ
ョンに よ り使 用を 認 め られ

た 項 目)

行 幅,行 数

フ ォ ー マ ッ ト設 定

マ ー ジ ン

フ ィ ー ル ド設 定

TAB位 置設定

そ の 他

編
集
制
御

バ ッ フ ァ ク リア

個 別 コマ ン ド定 義

ユ ーザ レベ ル プ ロ ト

コ ル毎 に任 意 に 定 義

す る

行 挿 入

行 削 除
そ の 他

機
能
制
御

自 動 改 行 パ ラ メ ー タ の 設 定 に よ る

(オ プ シ ョ ン ネ ゴ シ エ ー シ

ョ ン で 確 認 済 項 目)

自 ・動 改 頁

ラ イ トペ ン 制 御

そ の 他
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4.4仮 想 端 末 とユーザ レベル プロ トコル との 関 係

ネ ッ トワー クに,仮 想 端 末 の考 え 方が 導入 され る と,ネ ッ トワー ク内 で リモ

ー トに あ る端 末 は ,ネ ッ トワ ー ク仮 想 端 末仕 様 に従 っ て制 御 され る こ とに な る。

こ の とき,当 然 の こ となが ら通 信 が生 じ るた め何 らかの プ ロ トコルが 必 要 とな

る。 この プ ロ トコルが 独立 した ネ ッ トワー ク仮 想 端 末 プ ロ トコル と して 存 在 す

るの か,あ るい は ユ ー ザ レ ベ ル プ ロ トコ ルの 内に 吸収 され て し ま うの か を 明 確

にす る こ とが重 要 で あ る。 これ は,ネ ッ トワ ーク仮 想 端末 と ユ ーザ レベ ル プ ロ

トコル との 関係 を 明確 化 す るだ け に とど ま らず,イ ン プ リメ ン トを 決定 す る上

で も重 要 な問 題 で あ る。

ユ ー ザ レベ ル プ ロ トコルは,3 .2節 で も示 した よ うに,個 々の機 能 を検 討 し

てみ る と,ネ ッ トワー ク仮 想 端 末 との 間 に 次 の 関係 を持 つ こ とが 解 る。

す な わ ち 「ユ ーザ レベ ル プ ロ トコルは,そ の処 理 対 象 とな るNVTの 仕 様 を

背 景 と して想 定 す る ことに よ って 設 計 され て お り,当 該 プ ロ トコルで 必 要 とな

るNVT仕 様 を 適 宜 選択 す る こ とが で き る 」 とい う関係 であ る。

例 え ば,FTPは フ ァ イルを 持 つNVTを 使 用 す る場合 の プ ロ トコル で あ り,

フ ァイ ル処 理 特 有 の規 約 を フ ァ イ ルを持 つNvT仕 様 に 付加 した もの であ る。

ま たTSSPは,NVTに 会 話 用機 能(例 えば,NVTの 持 つ 割込 機 能 を 送 信

権 制 御 用に使 用す る)を 付 加 したプ ロ トコ ルで あ る。 この 様 に,ユ ー ザ レベ ル プ

ロ トコルは それ ぞ れ,NVTと の通 信 規 約 を含 ん で お り,そ の 通 信 規 約 を 決定

す る ため に必 要 なNVT仕 様 が ユ ー ザ レ ベル プ ロ トコル層 の 背 後 に横 た わ って

い る もの と して と らえ る こ とが で き る。

●

φ

●

白
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5.メ ッセ ー ジ 転 送 プ ロ トコル(MTP)

5.1MTPの 目 的

の

●

MTPは,ネ ソ トワー クに 接続 され た シス テ ム間 で メ ッセー ジを 効 率 良 く転

送 す るた め に使 わ れ る プ ロ トコルで あ る。MTPは,1つ の プ ロ トコル として

独 立 してFTP,TSSP,RJEPの ユ ー ザ レベル プ ロ トコル に 対 して メ ッセ ー

ジ転 送 に 関す る基 本 的 機 能 を 提 供 す る もの で あ る。 また ア プ リケー シ ョ ンに 対

して も直 接 メ ッセ ー ジ転 送 の 機 能 を提 供 し ネ ッ トワー クに お いて 利 用 者 の プ ロ

グ ラムや 利 用 者 自身 が 互 い に メ ッセー ジ転 送 を容 易 に 効率 的 に行 うこ とを 目的

として い る。MTPを 他 の ユ ー ザ レベ ル プ ロ トコルか ら独 立 させ,メ ッセー ジ

転 送 の共 通 機 能 を 提 供 す る こ とに よ り,ユ ー ザ レベ ル プ ロ トコルの 重 複 の 回 避,

ホス トシス テ ムの メモ リコス トの節 約 の み な らず,MTPと 他 の ユ ー ザ レベ ル

プ ロ トコル との 機 能分 担,階 層 構 造 の 明確 化 に よる プ ロ トコル構 造 の 分 り易 さ,

イ ン プ リメン ラー シ ョンの容 易 さな ど の利 点 が 生 す る。

5.2MTPの 基 本 思 想

●

MTPの 基 本 思 想 は,図5-1に 示 され るよ うに2つ の サ ー ビ ス点 間 で の

メ ッセー ジ転 送 を行 うた め に,メ ッセー ジ転 送 の要 求 を 行 うMTPユ ー ザ プ ロ

セ ス とユ ー ザ プ ロ セスの 要 求 を 受 け るMTPサ ー バプロセ スを 持 ち,MTPユ ー

ザ/サ ー バ プ ロセ ス間 で メ ッセ ー ジ転 送 が 実行 され る。

●
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図5-1MTPの 基 本概 念

MTPは,前 節 で 述 べ た よ うにネ ッ トワー ク上 で フ ァイル転 送,TSS,

RJEの 機 能 を実 現 す る際 に ホス ト間 で メ ッセー ジ転送 に 関す る共 通 機 能 を抽

出 した もの で あ り,ま た それ 自身単 独 に ユ ー ザ レベ ル プ ロ トコル として 直 接 ア

プ リケ ー シ ョンに対 して メ ッセー ジ転送 の機 能 を 提供 す る も ので あ る。 す な わ

ち,MTPは 前章 で 示 し た様 に,他 の ユー ザ レベ ルの下 位 に位 置 づ け られ,ト

ラ ンス ポー トレベ ルの プ ロ トコル の上 位 に存 在 す る。 トラ ンス ポー トレベ ル プ

ロ トコル は,INWGのEnd-to-Endト ランス ポー トプ ロ トコ ルを想 定 す る。

した が ってMTPの 位 置 づ け は,図5-2に 示 され る様 に な る。

曾

●
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ー

ア

ケ

ン

図5-2MTPの 位置 づ け

これ は,FTP,TSSP,RJEPに メ ッセ ー ジ転送 の基 本 機能 として共 通 な

部 分 が 多 く,共 通 化 に よ る重 複 の 削 除,プ ・ トコル と して 独 立 させ た こ とに よ

る プ ロ トコル構造 お よび 機 能 の 明確 化 など の メ リソ トが 非 常 に大 き く,ま た メ

ッセー ジ転 送 の基 本 機 能 は そ の ま ＼ア プ リケー シ ョンか ら使 われ る程 共 通 した

も の で あ る と考 え うる とした ため で あ る。

● 5.3MTPの 機 能 の 概 要

● MTPは 他 の ユ ー ザ レ ベ ル プ ロ ト コル の 共 通 部 分 で,ま た ア プ リ ケ ー シ ョ ン

か ら直 接 に 利 用 す るこ ともで き る メ ッセ「 ジ転 送 の ため の プ ロ トコルで あ る こ

とか ら,MTPの 機 能 は次 の ものが 考 え られ る。
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(1)メ ッセー ジ転送 の基 本 機 能

メ ッセー ジ転 送 を行 うに あ た り基 本 的 な機 能 として 次 の もの が 挙 げ られ る。

○ コ ネ ク シ ョンの 設定,解 放

Oメ ッセー ジの 転 送終 了 の 同期

o応 答 制 御

○ メ ッセー ジへ の ブ ロ ッキ ン グ/デ ブ ロッキ ン グ

O送 信 権 制 御

o順 序 制 御

○排 他 制 御

○ フ ロ ー 制 御

o割 込 み 制 御

(2)メ ッセ ー ジ転送 の 主 要 機 能

メ ッ セー ジ転 送 を 効 率 良 く有効 に行 うた め 次 の 機能 が重 要 で あ る。

○デ ー タ 圧 縮

oコ ー ド 変 換

○デ ー タ形 式 変 換

○バ イナ リ転 送 機 能

oオ プ シ ョン打 合 せ 機 能

(3)仮 想 端 末 制御 機 能

MTPを 単 独 で使 う と きに,メ ッセ ー ジ転 送 の送 信/受 信 先 の 端 末 に 対 す

る制 御 機 能 として 次 の もの が 考 え られ る。

o書 式,編 集 機 能

O端 末 構 成 機 能

5.3.1メ ッ セ ー ジ 転 送 の 基 本 機 能

A.コ ネ ク シ ョ ンの 設 定 ・解 放:メ ッ セ ー ジ転 送 に あ た り ユ ー ザ/サ ー

バ プ ロ セ ス 間 の コ ネ ク シ ョ ンを 設 立 す る 。 ま た メ ッ セ ー ジ転 送 後 に コ え ク シ
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凸
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ヨンを 解放 す る。

B.メ ッセー ジ転送 終 了 の 同期:メ ッセー ジ転 送 を 終 了の 際 に送 信 元 に終

了 を通 知 して同 期 を と る。

C.応 答 制 御:規 定 に も とつ い て要 求 され た応 答を 返 す 。 また エ ラー を も

って受 信 され た もの に対 して も エ ラーを 送 信 元 に通 知 す る。

D.メ ッセー ジへ の ブ ロ ッキ ング/デ ブ ロ ッキ ン グ:送 信 元 で 長 い デ ー タ

を規 定 した最 大 メ ッセ ー ジ長 に分 解 し,送 信 先 で 元 の デ ー タに 組 立 る 。

E.送 信権 制 御:プ ロ セス間 で の送 信 権 の授 受 の制 御 を 行 い,半 二 重的 使

い方 を す る 。

F.順 序 制御:デ ー タ単 位 の シー ケ ンスに よ り順 序 に した が って デ ー タ と

並 び 変 え る。

G.排 他 制御:1つ の デ ー タを メ ッセー ジ単 位 で送 信 中 に他 の メ ッセー ジ

が 混入 しな い よ うに す る。

H.フ ロー制 御:メ ソセー ジ転 送 に関 して メ ッセー ジの 流 入 を 制限 し,受

信 側 で 確 実 に メ ッセー ジが 受 信 で きる よ う フ ロー制 御 を 行 う。

1.割 込 み 制 御:送 信 権 を 確 保 した り,メ ッセー ジの 送 信 を 中止 させ た り

す る 緊急 割 込み 要 求 の 処 理 を 行 う。

5.3.2メ ッセ ー ジ転 送 の主 要 機 能

A.デ ー タ圧 縮:メ ッセ ー ジ転送 を 効 率 良 く行 うた め に ブ ラン クや 反 復 コ

ー ドなど に対 して デー タ圧 縮/復 元を 行 う。

B.コ ー ド変換:EBICDIC,ASCIIな ど 指定 され た コー ドに変 換 す る。

C.デ ー タ形 式変 換:シ ステ ム間 で メ ッセー ジの表 現形 式 が 異 な る場 合,

例 えば 接 長,数 値 な ど の 変 換 を行 う。

D.バ イ ナ リ転 送 機 能:バ イナ リの 転 送 に よ り トラン スペ ア レ ン ト伝 送 を

可 能 にす る 。

'F
.オ プ シ ョ ン打 合 せ 機 能1プ ロ トコルの 多 様 な機 能 を実 現す るた め に 基

一241一



本 機 能以外 の種 々の機 能を 規 定す るの に オ プ シ ョ ン機 能 を 用 い る。 オ プ シ ョン

を 実行 す る際 に相 手 先 に許 可 を求 め た り,実 行 開 始 を 要 求 す る打 合せ を行 う。

5.3.3仮 想 端 末制 御 機能

MTPを 単 独で 使 う ときの 端 末 ま たは デ バ イスへ の入 出 力 に関 す る メ ッセ ー

ジ転 送 につ い て は,4章 で 述 べ られ てい る仮 想端 末 の考 え に基 づ い た機能 が 必

要 とな る。

A.書 式,編 集 機 能:入 出力 デ バ イスの行 幅,行 数,TABな どの 書式 を

指定 した り,改 行,改 頁の 編 集 機 能 を 指定 す る。

B.端 末構 成 機 能:入 出力 デ バ イス の指 定,入 出力 ア ドレスの 指定,デ バ

イ スの エ ラー お よ び エ ラー 回 復通 知 を行 う。

5.4MTPの コ マ ン ド/レ ス ポ ン ス

5.4.1コ マ ン ド形 式

MTPの 機 能 を 実 現 す るに は基 本的 にはMTPヘ ッダが 用 い られ る。 す な わ

ちMTP間 を や り とりす る情 報 は

MTPヘ ッ ダ テ キ ス ト

で 示 され る。MTP機 能 の うち 中枢 とな る機 能 は コマ ン ドで 実現 し,優 先 的 に

処 理 され る。MTPコ マ ン ドはMTPヘ ッダ部 を 用 い て 表 現 され,次 の2種 類

が 使 われ る。

(1)パ ラ メー タな しの コ マ ン ド

コ マ ン ド
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(2)パ ラ メ ー タ付 の コ マ ン ド

コ マ ン ド ハ フ メ 一 夕

`

虚

`

5.4.2コ マ ン ド/レ ス ポ ンス

MTPで 使 われ る コ マ ン ドを 以 下 に述 べ る。

A.コ ネ ク シ ョ ンの 設 定,解 放 コマ ン ド

MTPの ユ ー ザ/サ ー バ プ ロセ ス間 の コネ ク シ ョンの 設 定 ・解 放 を行 う。

FTPな ど 上位 の ユ ー ザ レベ ル プ ロ トコルに おけ る コネ ク シ ョンの 設定 は

MTPで 行 う。

B.メ ッセー ジの 転 送 終 了通 知 レス ポ ンス

ア プ リケー シ ョ ンレ ベ ル あ るい は 上位 の ユ ーザ レベル で の メ ソセー ジ(デ ー

タ)単 位 の 受信 の 終 了 を 送 信 元 に 通知 す る。

C.オ プ シ ョ ン打 合せ コマ ン ド

NVTに おい て 選 択 可 能 な 機 能 を 実行 す るた め に相 手 先 に許 可 を 求 め た り,

実行 開 始 を要 求 す る コ マ ン ドで あ る。 オ プ シ ョンの 打 合せ につ い て は後 述 す る 。

D.割 込 み コマ ン ド

送 信権 確 保 や 送 信 中止 要 求 な ど の 緊急 メ ッセー ジを 送 信 す る ため に割 込 み コ

マ ン ドを設 け る。

5.4.3オ プ シ ョ ン 打 合 せ

MTPで は,コ ネ ク シ ョン設 定 時 にMTPの 基 本 機 能 を フル セ ッ ト指 定 し,

フル セ ッ ト内で 実 際 に使 用 す る 機 能を 使 用 す る際 に指 定 す る こ とに す る。 フル

セ ッ ト以 外 の機 能 を使 い た い ときに は,オ プ シ ョンの 指定 に よ り機 能 が 選択 で

きる。 オ プ シ ョンの打 合 せ の た め にWILL,WON'T,DO,DON'Tの コマ ン

ドを 用 い る。WILL,WON'Tは,メ ッセー ジの 送 信 側が オ プ シ ョンの 開始 お
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よび 中止 を行 うが またはDOに 対 す る承 認 お よび 拒 否 を示 す。DO,DON'T

は,メ ッセー ジの 受 信 側が オ プ シ ョンの 実行 お よ び 中止 を依 頼 するが または

WILLに 対 す る承 認 お よ び拒 否を 示 すg

例 え ばEBCDICコ ー ドで 送 信 したい 場合 に は,

MTPユ ー ザ ・プ ロセ ス

WILL(EBCDIC)

DO(EBCDIC)

MTPサ ーバ プロセX

(送 信 側EBCDIC)

DO(EBCDIC)(了 承)

(受 信 側EBCDIC)

WILL(EBCDIC)(了 承)

と な る。

5.5MTPと 他 の ユ ーザ レベル プ ロ トコル との イ ン タ フ ェ ー ス

MTPはFTPな ど 他 の ユ ー ザ レ ベ ル プ ロ トコ ル の 共 通 機 能 と して 上 位 の ユ

ー ザ レ ベ ル プ ロ ト コ ル に 使 わ れ る場 合 と ア プ リ ケ ー シ ョ ンか ら直 接 使 わ れ る

場 合 とが あ る が,MTPが 他 の ユ ー ザ レ ベ ル プ ロ トコ ル に 使 わ れ る 場 合 の イ

ン タ フ ェ ー ス は,FTP,TSSP,RJEPと も 基 本 的 に は 同 じ イ ン タ フ ェー

ス で,コ ネ ク シ ョ ン の 要 求 と メ ッセ ー ジ転 送 の 要 求 か ら成 る 。 通 常 こ れ らの

イ ン タ フ ェ ー ス は マ ク ロ言 語 で 実 現 さ れ る 。

コ ネ ク シ ョ ン に つ い て は,例 え ばOPEN,CLOSEに よ り コ ネ ク シ ョ ン

の 設 立,解 放 の 要 求 が な さ れ,MTPは こ れ を 受 け て コ マ ン ドに よ り コ ネ ク

シ ョ ン の 設 定,解 放 を 行 う。 メ ッ セ ー ジ転 送 要 求 は,メ ッ セ ー ジ送 信 要 求

(例 え ばPUT,SEND)お よ び メ ッ セ ー ジ受 信 要 求(例 え ばGET,

RECEIvE)カ さイ ン ン フ ェー ス とな る 。tt

尚,MTPと ア プ リ ケ ー シ ョ ンの イ ン タ フ ェ ー ス も基 本 的 に は 上 述 の メ ッ

`

●
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セー ジ送 信/受 信要求 により取 られ るが,仮 想端末制御機能 の指定等 も更に必

要 となる。

5.6コ マ ン ド/レ ス ポ ンス の 具 体 的 な 例

FTPな ど 他の ユ ー ザ レベ ル プ ロ トコルがMTPを 使 う場 合 の 具 体 例 は6章

以下 の プ ロ トコル各 論 を 参 照 して戴 き, .こ こで はMTPが ア プ リケ ー シ ョ ンか

ら直接 使 わ れ る場 合 の 例 を表5-1に 示 す 。

▲

,
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表5-1MTPの コ マ ン ド/レ ス ポ ンス の 具 体 例

アプ リケ ー シ ョ ン MTPユ ーザ・プロセス MTPサ ーパプロセス アプ リケ ー シ ョン

メッセージ送 信要求
一 コネクシ ョン設定

一 コネクシ ョン確立

(デ ータ) コ マ ン ド
一

(OPEN) 〔基本機能の指定

(デ ータ圧縮,コ
一 ド等)〕

一 コネクシ ョン確立
一 ' コ ネ ク シ ョ ン 設 定 レ

ス ポ ン ス

〔基本機能の了解 〕

メ ッセージ送信

(デ ータ)

輪 〔 ブ ロ ッキ ン グ 〕

メ ッセ ー ジ送 信
一 メ ッセージ受信

一.

(SEND)
〔データ圧縮 〕

〔データ復元 コー ド

変換 〕

　

メ ッセージ送信 → メ ッセージ受信 メ ッセ ー ジ 受 信

〔デブ ロ ッキ ング 〕 (デ ー タ)

一 一 ← メ ッセージ終了
噌

(デ ー タ)

レ ス ポ ン ス

メ ッセージ送信

(デ ータ)

ら 〔 ブ ロ ッキ ン グ 〕

メ ッセ ー ジ送 信
「 ⇒
8
メ ッ セ ー ジ 受 信

(SEND) :
メ ッセージ送信 一 メ ッセーシ信号 メ ッセージ受信一 ≧L

〔デ ブ ロ ソキ ング 〕 (デ ー タ)

メ ッセージ終了

'
___一 一 ー ー 一_一

『

(デ ー タ)
レス ポ ン ス

メッセージ送信終了
一 コネクシ ョン解放 臼 コネクシ ョン解放 ●

(デ ー タ) コ マ ン ド

(CLOSE)
コネクシ ョン解放 ≦ コネクシ ョン解放 レ

←
ス ポ ン ス

尚,MTP間 で の メ ッ セー ジ受信 の 確 認 応 答 は 個 々に行 わ れ て い る もの とす

る。 ま た ア プ リケー シ ョ ンか らの メ ッセ ー ジ(デ ー タ)単 位 に よ って はMTP

の メ ッセー ジ送 受 信単 位 が 同 じ大 きさ に な る こ ともあ る。
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5.7他 の ユ ーザ レベル フoロ トコル と の 関 係

が

MTPは,他 の ユ ー ザ レベ ル プ ロ トコルFTP ,TSSP,RJEPの 共 通 した

メ ッセー ジ転送 に関 す る基 本機 能 を抽 出 した もの で あ り ,図5.1の プ ロ トコ ル

の 階 層 構造 で 示 され る様 にMTPはFTP ,TSSP,RJEPの 下 位 プ ロ トコ ル

として位 置 づ け られ,FTPな ど 上位 の ユー ザ レベ ル プ ・ トコ ルはMTPの ユ

ー ザ とな って い る。 した が ってFTP,TSSP,RJEPは 各 プ ・ トコルの 機 能

を 果 す た め メ ッセー ジ転 送 の基 本機 能 は必 らずMTPを 使 う。 しか しなが ら

MTPは 端 末 間 通 信 な どを 考 え た とき ア プ リケー シ ョンか らも直 接 使 わ れ るの

で,仮 想 端末 に関 す る機 能 もMTPに 含 まれTSSP ,RJEPで の 仮 想 端 末 に 関

す る機 能 も重 複 して持 っ てい る。

5.8イ ン プ リメ ン テ ー シ ョン 上 の 注 意 点,問 題 点

■

●

MTPはFTP,TSSP,RJEPの ユー ザ レベ ル プ ロ トコルの共 通 機 能 を 取

り 出 し,独 立 した プ ・ トコル として い る ので,上 位 の ユ ー ザ レベ ル プ ロ トコ ル

と機 能 が 重 複 しない よ うに して オー バ ヘ ッ ドを 減 少 させ ね ば な らない 。 例 え ば

FTPな ど 上位 の プ ・ トコルで の コネ ク シ ョ ン とMTPに よ る コネ ク シ
ョ ンを

それ ぞれ 別 々に持 つ こ とは,コ ネ ク シ ョンの 本数 が 増 え ,コ ネ ク シ ョ ンの 確 立

解 放 が煩 雑 に な る と共 に コ ネ ク シ ョ ン管理 の た めの オ ーバ ヘ ッ ドが 増 大 す る の

で 得 策で は ない。 そ の た め こ こで は 上位 の プ ・ トコノレの コネ ク シ ョンはMTP

の コネ ク シ ョンを 利 用 し,コ ネ ク シ ョンの確 立 をMTPに 委せ る こ とに し ,コ

ネ ク シ ョンの数 を極 力減 らす工 夫が な され て い る。 またMTPはTSSP
,

RJEPで 持つ 仮 想 端 末 制 御機 能 も部 分 的 に 重 複 して持 ってい るの で ,TSSP

RJEPか らMTPを 使 う ときに はで きるだ けMTPの 仮想 端 末 制 御 として共 通

した機 能 を 使 うよ うな工 夫が 必 要 で あ る。

MTPを 独立 した プ ロ トコノレとしてい るが,イ ンプ リメ ンテー シ ョ ン上 で は
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MTPの 機 能 とFTPな ど上 位 の プロトコルに ま とめて 具 現 して オーバヘ ッドの 少

ない 効 率 良 い プ ロ トコ ルを作 成 す る配 慮 も必 要で あ る。

MTPは ア プ リケー シ ョンか らも 直接 使 え る様 に した ため,仮 想 端末 制 御 機

能 を含 む こ とにな り,TSSP,RJEPの 他 の ユー ザ レ ベ ル プ ロ トコルで 持 つ 仮

想 端末 に 関す る機 能 とも重 複す る部 分 を持 つ こ とに な った。 この た めMTPが

FTPな ど の ユ ー ザ レベ ル プ ロ トコルの共 通 機 能 として 持 つ メ ッセー ジ転 送 の

基本 機 能 とを合 わせ て 考 え る とMTPと 上位 プ ロ トコ ルの機 能 分 担 とい うこ とか

ら,MTPが 非 常 に 不 明確 に な った こ とは 見 逃せ な い事 実で あ る。

◆

■
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6.フ ァイ ル 転 送 の プ ロ トコル(FTP)

6.1FTPの 目 的
0

本 論 で は,FTPは,ネ ッ トワー ク に接続 され た シス テ ム間 で,フ ァ イル の

転送 を し た り,フ ァ イ ル に ア クセ スす るの に 用い られ る。 ネ シ トワー クに接

続 され る シ ステ ムは,同 一 機 種 はい うまで も な く,異 機 種 も取扱 うも の とす る。

コ ン ピュー ダネ ッ トワー クが 形 成 され る以 前 には,新 し く開発 され た プ ロ グ

ラ ムや 必要 な デ ー タは,郵 送 等 の 手 段 に よ って,離 れ た場 所へ 運 んだ 。 コ ン ピ

ュー タネ ッ トワー クへ と発展 して か らは,プ ・グ ラムや デ ー タは,自 動 的 に シ

ス テ ム間で 送 受 され る よ うに な った。 一般 には,ネ ッ トワー クに接 続 され る シ

ス テ ムは,異 機 種 で あ る場 合 も多 く,異 機種 間 で もデ ー タ処理 が 問題 な く処 理

出来 るよ うに した い とい う要 求 が 出て きた。 この要 求 に 対 処 す る 一 つ の方 法 と

して,取 扱 う フ ァイル を シス テ ム間 で 交 換 出来 るよ うに 一 つ の標 準 の規 則 を 決

め,こ れ をFTPと 呼 ぶ こ と とした 。TSSプ ロ トコルに,NVTの 概 念 が 背

後 に あ る よ うに,FTPで も,フ ァイルを 持 ったNVTの 概 念が 背 後 に存 在 し

て い る。

6.2FTPの 基 本 思 想

●

●

ここで 取 扱 か われ るFTPは,3.3階 層 構造 化で 説 明 され て い る よ うに,

MTPの うえ に位 置 づ け られ る。6.1で 説 明 した ご と く,.異 機 種 の シス テ ムを

.も ネ ッ トワー クを介 して 接 続 す る の で,そ れ ぞれ の オ ペ レー テ ィ ング シ ス テ ム

が 持 って い る フ ァ イノレマ ネ ジメ ン ト機 能 を 利 用,拡 大 す る方 法 で の ア プ ロー チ

が 必要 とな り,以 下 これ を ベー ス と した 考 え 方 で進 め る。 説 明を 簡 単 化 す る た

め に,二 つ の シス テ ム間 で の 制御 を まず とりあげ,後 で リモ ー トア ク セ スの場

合 を 説 明す る。
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図6.1で 示 さ れ る ご と く,FTPの ユ ー ザ(A)か ら,サ ー バ(B)に あ る フ

ァ イ ル を ア ク セ ス す る も の とす る。 利 用 者 は,ユ ー ザ プ ロ セ ス に 対 して,フ ァ

イ ル 転 送 要 求 を 行 う 。

ミ
FTR

ユ ーザ フ'ロセス
目

.
●

FTPの ユ ーザ(A)サ ー バlB)

図6-1FTPの 基 本 概 念 図

FTPユ ー ザ プ ロ セ ス は,FTPサ ー バ プ ロ セ ス 間 と で コ ネ ク シ ョ ンを 設 定

し,フ ァ イ ル の 転 送 を 行 う も の とす る。FTPサ ー バ プ ロ セ ス は,ロ ー カ ル フ

ァ イル シ ス テ ムへ の 変 換 等 の 作 業 を 行 う。

こ の 基 本 的 な 考 え 方 を さ らに 一 般 化 す る と 図6-2の よ う に な る 。

=
標

潅
↑
イ

ン

タ

ー

フ

ェ

ー

ス

ネ ッ トワー ク

7ア イ ル

マ ネ ジメン ト

(NFMS) ㌔

ロー カ ル ファ イル

マネジメン ト(LFMS)

へ
＼FTPへ の 対 応

/

♂
ロー カル フ ァイル
マネジメン ト(LFMS)

e

O
φ

`

図6-2ネ ッ ト ワ ー ク フ ァ イ ル マ ネ ジ メ ン ト
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'

⊃

ネ ッ トワー ク フ ァ イル マ ネ ジ メ ン トは,ネ ッ トワー ク上 で の フ ァイル ア クセ ス機 能,

ネ ッ トワー ク上で の フ ァ イ ル メ イ ン テ ナ ンス機 能,ネ ッ トワー ク上 で の フ ァイル転 送

機 能 を標 準 イン タ フ ェー スで 行 う。 ネ ソ トワー ク上で の フ ァ イル ア ク セス機 能 とネ ソ ト

ワー ク上で の ファ イル メ イ ンテ ナ ンス機能 は,一 時 に 一個 のLFMS(ロ ー カ ル フ ァ
`

イ ル マ ネ ジ メ ン ト)の み が 関 与 す る 。 これ に 対 し,ネ ッ ト ワー ク上 で の フ ァ イ

ル 転 送 機 能 は,少 く と も 二 個 のLFMSの 相 互 動 作 を 必 要 とす る 。

ネ ッ ト ワー ク フ ァ イ ル マ ネ ジ メ ン トは,図6-3で 示 す ご と く,利 用 者 と サ

ー ビス 点(B) ,(C)間 に 位 置 す る コ ン ト ・一 ラ(A)と フ ァ イル を 持 っ た サ ー

ビス 点 か らな る 。 フ ァ イ ル メ ン テ ナ ン ス と フ ァ イ ル ア ク セ ス 機 能 は,コ ン ト ロ

ー ラ(A)と サ ー ビス(B)ま た は(C)で 行 な わ れ
,フ ァ イ ル 転 送 を 行 う機 能 は

コ ン トロー ラ(A)と サ ー ビ ス点(B),(C)と の 相 互 作 用 で 実 行 され る。

ピコ ー
利用者

|

一

1

一

ユ ー ザ

イ ン タ
フェー ス

コ ン ト ロ ー ラ

コン トロー ラ ω

く

1

`

－

FTP
サーバ
または
ユーザ

ローカル1/O
－

シ スァ ム
一

サー ビス点 ⑱

FTP

サ ーバ

ま たは
ユー ザ

ローカル1/0

シス テ ム

一

一

1

1

〔⊃

サービス点(O

図6-3NFMSの 一 般 型

f

コ ン トロー ラ及 び サ ー バは,一 時 に一つ の フ ァ イル処 理 の み を 扱 うもの とす

る。 従 って 必要 に 応 じて,図6-3に 示 すご と く複数 個 の コ ン トロー ラ,サ ー

バが動 作 す る。

フ ァイル転 送 の要 求場 所 とフ ァ イルを持 った 実 際 の サ ー ビス場 所 が 離れ た 位

置 に あ る ケー スは,比 較 的 多 くは存 在 しない の で,図6-3の よ うな 方法 で+

分 と思 われ る。 しか しな が ら,フ ァ イル転 送 の要 求 とその サ ー ビスが 離れ た 場

＼
ら
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所 の場合 も存在 す るで あ ろ う。 これ に対 す る処 置 と して は,い ろい ろ な方 法が

考 え られ る。例 えば,コ ン トロー ラ(A)が 存在 す る位置 か ら,サ ー ビス点(B)

に対 し,MTPやTSSPを 利 用 して,FTPサ ー バの起 動 を か け,実 際 の フ ァ

イ ル転送 を サー ビス点(B),(C)間 で行 う等 が あ る。

6.3FTPの 機 能 の 概 要
4

コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワー ・ク以 前 の フ ァ イ ル ・マ ネ ジ メ ン ト機 能 を み て み る と

概 略 次 の 二 種 類 に わ け られ る 。

(1)フ ァ イ ル ア ク セ ス 機 能

フ ァ イ ル に デ ー タを ス トア した り,フ ァ イ ル か らデ ー タを リ ト リー ブす る 。

(2)フ ァ イ ル メ イ ン テ ナ ン ス 機 能

フ ァ イ ル の ヲ ピ イ・,デ リ、一 ト,,リ ネ イ ム,再 構 成 等 の メイ ンテ ナ ンスに 関 す

』

る機 能 。

コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワー ク に お い て も',・土 記 の 機 能 を 基 本 的 に は 継 承 し て

お り,或 る ネ ッ トワ ー ク 利 用 者 が これ らの 機 能 を 使 用 出 来 る よ う に し た も の

が,FTPの 機 能 とい え る 。 従 って,基 本 機 能 は,'次 の よ うに 纏 め られ る 。

(1)ネ ソ トワ ー ク 上 で の フ ァ イ ル ア ク セ ス 機 能,す な わ ち,ネ ッ トワ ー ク

を 通 して,フ ァ イ ル 中 の デ ー タ に ア ク セ ス す る機 能 。(デ ー タの ス トア,

リ ト リー ブ)・ 幽・・

(2)ネ ッ ト ワー ク上 で の フ ァ イ ル メ イ ン テ ナ ンス 機 能,す な わ ち,ネ ッ ト

ワー ク を 通 して,ロ ー カ ル フ ァ イ ル の コ ピ イ,デ リー ト,リ ネ ィ ム,再 構

成 を 行 う機 能 。

(3)ネ ッ トワ ー ク 上 で の フ ァ イ ル 転 送 機 能,す な わ ち,通 常 ・一 カ ル に 利

用 可 の コ ピ イ機 能 を ネ ッ トワ ー ク上 へ 拡 張 し た 機 能 。

(1),(2)は コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ トワ ー ク 以 前 の 機 能 を ネ ッ ト ワー ク を 通 し て,

そ の ま ま 利 用 可 と し た も の で あ り,(3)の 機 能 は,ネ ッ トワ ー ク化 に 伴 な い 発

4
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■

生 した機 能 とい え る。

コン ピ ュー タ ネ ッ トワー ク化 に伴 な い ク ロー ズ ア ップされ て きた フ ァ イルに

関 連 した機 能 として は,次 の よ うな も のが あ り,他 の プ ロ トコ ル と共通 的 な基

本 機 能 は,MTPを 用 い て行 なわ れ る。

(1)デ ー タ圧縮

キ ャ ラク タ単 位 の デ ー タ圧 縮,MTPの 機 能 を利 用 す る が,フ ァイル に 関

す る デー タ圧縮 す な わ ち,同 一 内容 レコ ー ドや標 準 ラベ ル等 につ い て はFTP

の 機能 とな る。

(2)デ ー タ表 現変 換

シス テ ム間 で の表 現 形 式 が異 な る場 合,語 長,数 値表 現 等 の 変 換 が 必 要 とな

るが,こ れ らは,MTP機 能 を利 用 す る。FTPで の デ ー タ表 現 変 換 には,ラ

ベ ル変 換,フ ァ イル様 式 変換 が あ る。

(3)オ プ シ ョン機 能

オ プシ ョン選択 の打 合せ 機 能 に よ り,デ ー タ圧 縮,デ ー タ表 現 変換,ユ ニ ッ

トア ドレス・の 指定,デ ィスクの フ ォー マ ッテ ィ ング等 を選 択,利 用 す る 。

6.4FTPの 対 象 とす る フ ァ イ ル

●

●

6.4.1対 象 フ ァイル に つ い てt－ ㍉

フ ァ イル は,そ れ が 含 ん で い る デ ー タの意 味 に 直接 関係 せ ず,全 体 とし て あ

る情 報 を 含 ん で お り,物 理 的 な表 現 に 関係 して い る。 これ に対 し,デ ー タベ ー

スは・,デ ー タの意 味 と構造 を取扱 う もの で,フ ァイル内 の 物 理 的 な表 現 に は 言 及

しな い。 或 る フ ァ イル 内 で は,デ ー タは オ ペ レー テ ィ ング シス テ ムの標 準 方法

(す な わ ち,キ ャ ラク タは,JISコ ー ドで表 現 され てい る等)に よ って表 わ さ

れ,し ば しば 論理 レコー ド(ま た は論 理 ユ ニ ッ ト)と 呼 ば れ る単 位 か ら構成 さ

る。 通 常 論 理 レ コー ドの 集 合 を ブ ・ ック と呼 ん で お り,ブ ロ ックは,物 理 的 な

表 現 に 関 係 して い る。 論 理 レコー ドが フ ァイル内で ア ク セス され る情 報 の 最 小
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単位 とな って い る。FTPが 対 象 とす る フ ァ イルを 分 類 す る と,下 記 の もの が

あ る。

(1)磁 気 デ ィス ク フ ァイ ル(カ ー トリ ッジデ ィス ク,固 定 ヘ ッ ドデ ィス ク,

フ ロ ッ ピィデ ィス ク等)

① 順 編成 プ ア イル

② 乱 編成 フ ァイル

③ 分 割 型順 編成 フ ァ イル

④ 索 引付 順 編成 フ ァ イル

(2)磁 気 テ ー プ フ ァ イル

① 順 編 成 プ アイ ル

(3)そ の 他 人 出力 デバ イス フ ァ イル(ラ イ ン プ リン タ装 置,カ ー ド読 取 装 置

等)

① 順 編成 フ ァ イル

上 記 の フ ァイルが すべ て 利 用 出来 る こ とが 最 も望 ま しい こ とで あ ろ うが,実

際 に イ ンプ リメ ン トされ て い る も の は,利 用 度 の 高 い 順 編成 フ ァイル に限 定 し

て い る もの が 多 く,一 般 的 に は,磁 気 テ ー プ,磁 気 デ ィス クを主 対 象 と して い

るo

`

6.4.2デ ー タ 表 現

フ ァ イ ル 内 の デ ー タ表 現 に は,ロ ー カ ル な フ ァ イル マ ネ ジ メ ン トの 規 約 に よ

る 。 す な わ ち,フ ァ イ ル は,論 理 レ コ ー ドで 構 成 さ れ て い た り,い な か っ た り,

コ ー ドや バ イ トの 大 き さ(語 長)等 が 通 常 は 異 な る。FTPは,構 成 の 相 違 や

コ ー ドの 相 違 を 吸収 す る よ うな(す べ て の シ ステ ムヘ マ ッピ ン グ出来 る よ うな)

標 準 規約 で あ る必 要 が あ る。 動 作 モー ドとして は,ト ラ ンス ペア レ ン トな モ ー

ドも許す こ とが 必 要 で あ る。こ れ で,同 種 また は コ ン パテ ィブ ルな シス テ ム 内

の デ ー タ転 送 が効 率 化 出来 る。

◎

'
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6.5FTPの コマ ン ド/レ ス ポ ン ス

白

FTPの 機 能 は,コ マ ン ド/レ ス ポ ンス で 示 され る 。 以 下,そ れ らを フ ァ イ

ル の 利 用 形 態 別 に と,す な わ ち,フ ァ イル 転 送,フ ァ イ ル ア ク セ ス,メ イ ン テ

ナ ン ス,及 び レ ス ポ ン ス,そ の 他 の 五 種 に わ け て 説 明 す る。

コ マ ン ドに は,い つ 送 信 して も よ い コ マ ン ド,例 え ば,転 送 中 止 コ マ ン ドと,

レ ス ポ ン ス を 必 要 とす る コ マ ン ドす な わ ち,送 信 イ ニ ィ シ ィ エ イ トコ マ ン ドが

あ る 。 コ マ ン ド及 び レ ス ポ ン ス は,下 記 に 示 すFTPの ヘ ッ ダ ー で 示 さ れ る 。

FTPの ヘ ッダー(FTPH) テ キ ス ト

FTPHに 示 さ れ る コ マ ン ド及 び レ ス ポ ン ス は,下 記 の も の が あ る 。

① パ ラ メ タ な し の コ マ ン ド

三]
1

② パ ラ メ タ付 の コ マ ン ド

ト マソ・1
ハ ラ メ タ

●

●

/[ニ コ

(1)フ ァ イル 転 送 コ マ ン ド

フ ァ イ ル の 転 送 に 関 連 す る コ マ ン ドは,次 の も の が あ る。

① 送 信 フ ァ イ ル イ ニ ィ シ ィ エ ー ト

パ ラ メ タ と し て は
,転 送 モ ー ドの 指 定,フ ァ イル 名,フ ァ イ ル の 位 置

指 定(オ プ シ ョ ナ ル),リ カ バ リ位 置 指 定(オ プ シ ョ ナ ル)が あ る 。 転

送 モ ー ドと し て は,二 通 り が あ る 。 一 つ は,サ ー バ 側 の フ ァ イ ル を そ の

ま ま の 形 で 転 送 す る ト ラ ン ス ペ ア レ ン ス な も の で あ り,他 はFTPに 従
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う標 準 の もの で あ る。 位 置 指定 で は,そ の フ.アイルを 先 頭 位 置 に合 わ せ る

か 否か,そ の ま まの 位 置 か ら読む かの 指定 を 行 う。 省 略 され た場 合 に は,

先頭 位 置 に してか ら読 む 。 リカバ リ位置 指定 は,.回 復 時 ど の マークか ら送

信 をは じめ るか の 位 置 を 指 定 す る。 省 略 され た場 合 は,マ ー ク0か らは じ

め る。

② 受 信 フ ァ イル イニ ィ シ ィエー ト

パ ラ メタ と しては,モ ー ドの 指定 ,フ ァ イル 名,フ ァ イル構成,フ ァイ

ルの位 置 指定(オ プ シ ョナル)が あ る。 ファ イル構 成 は,シ ー クエ ンシ ャ

ル フ ァ イル構造,最 大 レ コー ド長,フ ァイル最 大 サ イズ,デ ー タ表 現 の 指

定 等 を行 う。

③ チ ェ ック ポ イ ン ト

チ ェ ック ポ イ ン トは,レ コー ドの 途 中で の 交換 は行 なわ ない。 す なわ ち

レコ ー ドの 終 わ りを示 すEORの 送信 が 行 なわ れ た 後 で のみ 交 換 され る。

パ ラメ タ として は,マ ー カを シー ケ ン シ ャルに 送 信 す る。

④ 転 送 中 止

パ ラ メ タな しの コ マ ン ドで ,こ の コ マ ン ドに よ り,フ ァ イル転 送を 中断

す る。

(2)フ ァ イル ・ア ク セス ・コ マ ン ド

ファイルのアクセスに 関 連 す る コマ ン ドは次 の もの が あ る。

① リ トリー ブ

この コマ ン ドが 出 され た 時点 の ブ ロ ック また は論 理 レ コー ドを 読 出す。.

パ ラメ タ として は ,ブ ロ ックの読 出 しか,論 理 レ コ[ド の 読 出 しか を 指定

す る。 論 理 レ コー ドの 場 合 に は,ブ ロ ック中の 相対 位 置 も指定 す る。

② ス ト ア

現 在位 置 ヘ デ ー タの書 込 み を行 う。 パ ラ メタ と して は,ブ ロ ックの 書 込

みか 論理 レコー ドの書 込 み か の 指 示 をす る 。/
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●

●

●

●

③ ス キ ッ プ

現 在 位 置 か ら指 定 され た ブ ・ ッ ク ま た は 論 理 レ コ ー ド数 だ け ス キ ッ プす る 。

パ ラ メ タ と し て は
,プ ロ ソ クの ス キ ッ プか 論 理 レ コ ー ドの ス キ ッ プ か の 指 示

お よ び ス キ ッ プ数 を 指 定 す る 。

(3)フ ァ イ ル メ イ ン テ ナ ン ス コ マ ン ド

フ ァ イ ル の メ イ ン テ ナ ン ス に 関 連 す る コ マ ン ドは,次 、の も の が あ る 。

① 領 域 確 保

パ ラ メ タ と し て は
,フ ァ イ ル 名 と フ ァ イ ル の 大 き さ,フ ァ イ ル の 属 性 と し

て,テ ン ポ ラ リ フ ァ イ ル か パ ー マ ネ ン ト フ ァ イ ルか 等 を 指 定 す る 。

② プ ア イ ル 名 変 更

パ ラ メ タ と し て は ,変 更 前 後 の フ ァ イ ル 名 を 指 定 す る 。

③ フ ァ イ ル 名 削 除

パ ラ メ タ と し て は
,フ ァ イ ル 名 を 指 定 す る 。

④ フ ァ イ ル 情 報 リス ト

パ ラ メ タは な い 。
,.

⑤ ス テ ー タ ス

パ ラ メ タ と して は
,フ ァ イ ル 名 を 指 定 す る 。

⑥ プ ア イ ル 七 一 ブ

パ ラ メ タ と して は
,フ ァ イ ル 名 を 指 定 す る 。 こ の コ マ ン ドに よ って,テ ン

ポ ラ リ フ ァ イ ル を パ ー マ ネ ン ト フ ァ イ ル と す る 。

⑦ フ ァ イ ル 割 当 て

パ ラ メ タ と して は
,フ ァ イ ル 名 と対 応 す る 入 出 力 デ バ イ ス が 指 定 さ れ る 。

(4)レ ス ポ ン ス

レ ス ポ ン ス に は,次 の も の が あ る 。

① 送 信 フ ァ イ ル イ ニ ィ シ ィ エ ー ト

(1)の ① の コ マ ン ドの 応 答 で あ る 。
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② 受 信 プ ア イ ル イ ニ イ シ イ エ ー ト

(1)の ② の コ マ ン ドの 応 答 で あ る 。

③ チ ェ ッ ク ポ イ ン ト

〔1)の③ の コ マ ン ドの 応 答 で あ る 。

④ ユ ー ザ 名 コ マ ン ド等

㈲ の ①,②,③ の コ マ ン ドの 応 答 で あ る 。

(5)そ の 他

そ の 他 の コ マ ン ドに 次 の も の が あ る 。

① ユ ー ザ 名

ア ク セ スを 要 求 す る グ ル ー プ ま た は プ ロ ジ ェ ク トコ ー ド,プ ロ グ ラ マ コ ー

ド,ユ ー ザ 名 を パ ラ メ タ と し て 指 定 す る 。

② パ ス ワー ド

ア ク セ ス に 対 す る 機 密 保 護 の た め,パ ス ワ ー ドを 指 定 す る。

③ キ イ ワー ド

パ ラ メ タ と し て は,キ イ ワ ー ドを 指 定 す る 。

④ ア カ ウ ン ト

パ ラ メ タ な し の コ マ ン ドで あ り,こ の コ マ ン ドに よ り,ア カ ウ ン トレ コー

ドを 転 送 す る 。

6.6コ マ ン ド/レ ス ポ ン ス の 具 体 例

フ ァ イ ル 転 送 を 行 う場 合 の 具 体 的 な 一 例 を 下 記 に 示 す 。
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－
FTP利 用 者 あるいはユーザ プロセス

① コネク シ ョン確 立 をMTPを 用 い て行 う。

② ユ ー ザ名,パ ス ワ ー ド等 の コ マ ン ド

サ ーバ プ ロセス

σ

■

"

④ 送 信 イ ニシ ェー トコ マ ン ド

③ ユ ー ザ 名,パ ス ワ ー ド

等 の 応 答

⑥ デ ー タの転送

r-一 一 ⑤ ④ の応 答

⑦ 転送 終 了

⑧ ⑦ の応 答

⑨ コ ネク シ ョ ン解除 をMTPを 用 い て行 う。

① お よ び⑨ は,FTP利 用 者 が 出す 必要 の ない もの で あ る。FTP利 用 者

は,ユ ー ザ 名や パ ス ワー ドお よび,実 際の デ ー タの転 送 要求 を 出 し,後 は,

ユー ザ プ ロ セ ス とサー バ プ ロセ ス間 で,転 送 が 行 なわ れ る 。

6.7他 の ユ ーザ レベ ル プ ロ トコル と の 関 係

■

,

FTPは,コ ネ ク シ ョ ンの確 立/解 除,デ ー タ圧縮,コ ー ド変換,デ ー タ表

現 変 換 でMTPの 機 能 を利 用す る。 プ ログ ラム フ ァ イルの転 送 に つい て は,

FTPの 機 能 を 利用 す る と便 利 な こ ともあ り,RJEPの 機 能 と重 複す るが,

FTPとRJEPで は,そ の機 能 の細 部(例 え ば,RJEPで は,レ コー ド単 位 の

ア ク セス,メ イ ンテ ナ ンス機 能 は ない。)は 異 な る。
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7.TSSプ ロ トコ ル(TSSP)

7.1TSSPの 目 的
●

TSSPの 目的 は,多 種 多様 な 端 末 群 の標 準 化を 達 成 す る一 つ の試 み で あ り,

端 末(双 方 向8ビ ッ トバ イ トを 基 本 と してい る。)と ホス ト間の通 信 か ら出発

してお り,ヘ テ ロ ジィ ニ元アスな システムを も結 合 す るため に,端 末 装 置 の標 準

規 約を 設定 した もの で あ る。 しか し,従 来 多 くのTSS端 末機 は,普 及,経 済

性 を 狙 い,比 較 的 簡単 な キ ー ボー ドプ リン タ,CRTデ ィス プ レイ等 を 多 く使

用 して お り,マ ンマ シ ン性 が 多 く入 ってい る プ ロ トコル分野 で は あ る。 各 種 の

端 末 機 で は,そ れ ぞ れ 特 色の ある 機能 がだ ん だ ん 多 くな って きて お り,そ の た

め数 種 類 以 上 の 端末 と コ ミュ ニ ケー シ ョンを とるよ うな ア プ リケー シ ョ ン プ ロ

グ ラムを書 くこ とが,一 層 困 難 に な って きてい る。 この ため に も,端 末 の 標 準

規 約 を 導入 し,そ の標 準 と現 存 す る端 末 との 間 の マ ッ ピン グを とる こ とが 合 理

的 な考 え 方 とな ってい る。 これが,NVTの 基 本 的 な考 え 方 で あ り,本 章 で は

NVTの 考 え方 を 基 本 としたTSSPの 機 能 や コ マ ン ドにつ い て 説 明す る。

端末 の 標 準 化 は,一 般 的 に は,二 つ の ア ブ ・一 チが 行 なわ れ てい る。 一 つ は

異 な る端末 ク ラス の特 長 を パ ラメ タ化 しよ うとす る もので あ り,も う一 つ は,

NVTを 定義 しようとす るも9で 靖 ・てくラ捌 ヒのや
.り方 は,既 存 の瑞祥

取扱 う場 合 は最 も魅 力 的 な方 法 で あ る。 これ らは,プ リン トユ ニ ッ ト,デ ィス

プ レ イ,グ ラフィ ック,プ ロッタ等 そ れ らが 同 じ ソフ トウェアで処 理 され る よ

うな 同 じ特長 を持 っ た端末 群 に 分類 わ けを 行 う。 これ に対 しN
.VTは,仮 想 端

末 に対 して の コマ ン ド群 を定義 す るも ので あ る。NVTで は,ど の実端 末 が使

用 されているかを アカ ケーシ・ン臆 識 しないでよい点が働 てい るとし・え

る 。

●

◎

、
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7.2TSSPの 基 本 思 想

■

TSSPの 基 本 思想 は,利 用 者 側 か らみ る と,す べ て の 端 末 が 同 じよ うに み

え るNVTの 考 え 方 に基 づ ・ぐもめ で ある。TSSPの 基 本 思 想 を 図示 す る と次

の とお りで ある 。
6

TSS
ユ ー ザ

フ ロ セ ス

TSS

サ ー バ

フ ロセ ス

図7-1TSSPの 基 本 概念 図

TSSPは,TSSL－ ザ プ・セス とサ ー バ プ ロ セスが 情 報 交 換 の 出来 るよ う

な コマ ン ド群 を定 義 し,そ れ らの コマ ン ド群 を使 用 す る規 約 を 定 義 す る もの で

あ る。 こ う して定 義 され た コマ ン ド群 に よ り,異 機 種 コ ン ピュー タの 会 話 型 シ

ス テムを も遠 隔利 用 可 とす る。 図7-1に 示す ご と く,,TSSユ ー ザ プ ロセ ス

とサ ー バ プ ロセス 間で は,TSSPに 基 づ い た コマ ン ド群 で情 報交 換 が 行 な われ

る。NVTは,こ のTSSPの 背後 に横 た わ って い る ネ ッ トワーーク全 体 に わ た

る標 準 端末 で あ り,こ れ に よ り,多 種 多様 な端 末 群 を 規定 して い る。

● 7.3TSSPの 機 能 の 概 要

? TSSPの 機 能 は,次 の よ うに 分類 で きる。

① キ ャ ラク タオ リエ ン トな コマ ン ドに よ る伝 送 方 式

② デー タの 転 送(文 字,バ イ ナ リの転 送)
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③ 各 プ ロ セ ス 間 の ネ ゴ シ エ ー シ ョ ンに よ る オ プ シ ョ ン選 択

④ ア テ ン シ ョ ン,ア ボ ー トア ウ トプ ッ トに よ る 割 込 み 制 御

7.3.1キ ャ ラ ク タオ リエ ン トな コマ ン ドに よ る 伝 送 形 式

ユ ー ザ プ ロ セ ス とサ ー バ プ ロ セ ス 間 の 対 話 は,キ ャラク タ オ リエ ン トな コ マ ン

ドベ ー ス で 行 な わ れ る。 コ マ ン ドに は,単 独 の も の と パ ラ メー タ を 持 つ も の が

あ る。 パ ラ メ ー タを 持 つ も の に は オ プ シ ョン コー ド,オ プ シ ョ ン パ ラ メ タを 持 つ

も の が あ る 。 コ マ ン ドは,下 記 に 示 すTSSPの ヘ ソダ と して あ らわ され,こ

の ヘ ッ ダ に は,2種 類 あ る 。

TSSPヘ ッダ(TSSPH) TEXT

4

●

① パ ラ メ タな し の コ マ ン ド

コ マ ン ド

② パ ラ メ ー タ付 の も の(オ プ シ ョ ンは パ ラ メ ー タに 含 ま れ る)

＼

コ マ ン ド パ ラ メ ー タ

7.3.2デ ー タ の 転 送

デ ー タの 転 送 は,JISコ ー ドに よ る文 字 を 基 本 と して,バ イナ リを モ ー ドの 切

換 え(オ プ シ ョ ン)に よ って 行 う。 デ ー タは,メ ッ セ ー ジ(あ る 一 定 の 長 さ 以

下)と い う単 位 で 区 切 られ て 送 信 され る 。

9

、
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■

7.3.3各 プ ロセス 間 のネゴシエーシ ョンに よ るオプシ ョン選 択

TSSPは,端 末 の 同 じ よ うな機 能 や 特 長 を 標 準 の もの として 定 義 して は い

るが,す べ ての ア プ リケーションが,端 末 の 同 じ機 能を 必要 としない の で,ユ ー

ザ プ ロ セス とサー バ プ ロセ ス間 で 必要 とす る機 能 を選 択 す る場 合 が あ る。 こ の

場 合 の や り方 は,図7-2の とお りで あ る。
⑨

パ ラ メタ値 の選 択

パ ラメ タ値 の可 否

図7-2オ プ シ ョ ン選 択 の方 式

オ プ シ ョ ン として選 択 可 能 な機 能 は,エ コー モ ー ドの設 定,ス テー タス要 求,

送 信権 解 棄,書 式 制御 に 関 す る機 能 等 が あ る。 これ らの機 能 を打 合せす るために,

DO,DON'T,WILL,WON'Tを 用 い て,互 い に 交 信を 行 う。 互 い に 同意 が

得 られれ ば,こ れ らの オ プ シ ョ ンの 規 約 に従 った接 続 とな り,同 意 が 得 られ な

け れ ば,標 準 の 接続 とな る。

WILLお よびWON'Tは,自 分 が オ プシ ョンの 開 始 お よび 中止 を 申 し出 るた

め に 送 られ,DOお よ びDON'Tは,オ プ シ ョンの 実行 お よび 中止 を依 頼 す る

応 答 で あ る。 オ プ シ ョ/協 定 に も っ と豊 富 な 構造 を望 む 場 合 に は,一 旦 上 述 の

方 法 で,そ れ を 了解 す る ため の オ プ シ ョンに入 り,そ こで さ らに 必要 な シ ン タ

ックス を用 い て協 定 を 行 うこ とが で きる。

7.3.4ア テ ン シ ョン,ア ボー トア ウ トプ ッ トに よ る割 込 み 制 御

ア テ ン シ ョ ン は,IP(INTERRUPTPROCESS)コ マ ン ドに 対 応 し,

相 手 プ ロ セ ス に 割 込 む た め の コ マ ン ドを 発 生 させ る 。TSSPで は,こ の 機 能

を 特 に規 定 しない 。 ア ボー トア ウ トプ ッ トは,NVTの ク リア キ イに対応 す る もの で,
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この コマン ドの受信 側に対 して一連 の送信 データを スキップす ることを要求す る。

・7.4NVTの 機 能

NVTの もつ概 念 につ い て は,既 に4.3仮 想 端 末 の モ デ ルで述 べ られ て い る

の で,こ こで は,各 コ ンポ ー ネ ン トの機 能 につ い て 記述 す る。 この 項 の機 能 が

TSSPの コ マ ン ドへ と対 応 して い く。

●

7.4.1表 示 ユ ニ ッ ト

表 示 ユ ニ ッ トは,二 次元 の デ ー タ表 示 が 可能 で,ラ イ ン と ライ ンの集 合 か ら

成 り,ラ イン中の 一 つ の エ レ メ ン ト上 に 一 文字 が 表 示 され る。 表 示 ユ ニ ッ トへ

の ア ク セ スは,シ ー ク エ ン シ ャルに 行 な わ れ,従 って,デ ー タ位 置 を示 す ポ イ

ン タは 一 つ の みが 保 持 され る。 す な わ ち,TSSユ ー ザ及 び サ ー バの 両者 が,同

一 の ポ イ ンタを使 用 す る一 次 元NVT用 の 機 能 を サ ポ ー トす る。 デ ー タエ ン ト

リの よ うな 端末 で は,入 力 と出 力 の ポ イ ン タを 別 々に 管理 す る よ う な場 合 が あ

ろ うが,こ こで は,簡 単 化 の た め,唯 一 つ の ポ イ ン タのみ の取 扱 い と限 定 す る。

表 示 ユ ニ ソ トは,TSSユ ー ザ 及 び サ ー バで 共 用 され るが,こ の共 用 は,メ ッセ

ー ジ単 位 の み で 行 うもの とす る 。 表示 ユニ ッ トへ の ア ク セスは,メ ッセー ジを

送 る権 利 が,最 初 は呼 ば れ る側 に あ る。 一 方が メ ッセー ジを 送 り終 わ る と,他

方 に そ の権 利 が 与 え られ る。

7.4.2キ イ ボ ー ド

キ イ ボ ー ドに は,次 の よ う な 機 能 が あ る 。

(1)メ ッ セ ー ジを 準 備 す る た め に 使 用 ざ れ る キ イ'

デ ー タ構 成 の た め の ポ イ ン タへ の ア ク セ ス を 行 う ア ドレ ッ シ ン グ キ イ と グ ラ

フ ィ ッ ク シ ン ボ ルか ら成 る 。 グ ラ フ ィ ッ ク シ ン ボ ル の コ ー ドは,JISコ ー ドに

対 応 す る 。

●

、
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■

f

(2)メ ッ セ7ジ の 転 送 キ イ

＼

メ ッ セ ー ジの 転 送 を 引 き お こ す の に 使 用 され る 。 す な わ ち, .コ マ ン ドの 後 に

押 す キ イ。 メ ソ セ ー ジ ブ ロ ッ ク(メ ッ セ ー ジが あ る 長 さ を 超 え た と き,分 割 し

て 転 送 す る が,分 割 さ れ た メ ッ セ ー ジ を い う)の 後 に 押 す キ イ。 メ ッ セ ー ジ の

最 後 に 押 す キ イ。

(3)ア テ ン シ ョ ン キ イ

他 エ ン ドヘ ィ ン タ ラ プ ト信 号 を 送 る た め の キ イ。

(4)送 信 要 求 キ イ ・

送 信 権 を 移 す よ う要 求 す る キ イ

(5)ク リ ア キ イ

端 末 の 状 態 を イ ニ シ ャ ラ イ ズ す る キ イ。 す な わ ち,表 示 ユ ニ ッ トの イ ニ シ ャ

ラ イ ズや コ ン ト ロー ル 部 の イ ニ シ ャ ラ イ ズ を 行 う。

(6)

①

②

編 集 お よ び特 殊 機 能 キ イ

後 退(BS)水 平 タ ブ(HT).垂 直 タ ブ(VT)

フォームフィー ド(FF)'改 行(LF)復 帰(CR)

桁 抹 消(DEL)NULLベ ル(BEL)

NL(NEWLINE)

NVTの ポ イ ン タを 次 の ライ ンの 最 初 の位 置 ヘ セ ッ トす る た め に 使用 され る。

パ ラメ タは な し。CR
,LFの 機能 を あわせ た も の。

③AC(ABSOLUTECHARACTER)
》

NVTの ポ イ ン タを 現 在 の ラ イン上 で,指 示 され た位 置 ヘ セ ッ トす るの に

使 用 され る。 パ ラメ タは,ポ イ ン タの 位置 を 指 定 す る。

④DCF(DIFFERENTIALCHARACTERFORWARDS)',

NVTの ポ イ ン タを ラ イ ンの 現 在位 置 よ り,パ ラメ タで 指定 され た分 だ け

先 に セ ッ トす る 。

⑤DCB(DIFFERENTIALCHARAC'TERBACKWARDS)

NVTの ポ イ ン タを ラ イ ンの 現在 位 置 よ り,パ ラメ タで 指 定 され た 分だ け
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元 に戻 して セ ッ トす る の に使 用 す る。

⑥EL(ERASELINE)

一 行 抹 消 す る。

⑦ バ ッ プ アク リア

NVTの バ ッフ ァを ク リアす る。

⑧ 印字 巾(NAOL)

一 行 の 長 さを 決 め るの に 使 用 す る。

⑨ ペ ー ジ サ イズ(NAOP)

一 ペ ー ジの大 きさ を決 め る。

⑩ESC(ESCAPE)

この 文 字 と次 の文 字 との組 合 せ で,特 定 の 機 能 を 作 り出す のに 使用 す る。

●

7.4.3接 続 コ ン トロー ル

コネ ク シ ョンの確 立,解 放 を行 うため の 機能 を 持 って い る。 す なわ ち,一 般

の 端末 で の ダ イ ア リン グア ダ プ タ との 関係 で 動作 す る機 能 を 含 む。

7.4.4コ ン トロー ル ・ユ ニ ッ ト

NVT内 で の 情 報 の 流 れ を 制 御 す る。

7.4.5そ の 他

補 助機 器 が既 存 端末 には 存 在 す る。 す なわ ち,テ レ タ イプ装 置 に紙 テ ー プ入

出力装 置,デ ィス プ レ イ装置 に 八 一 ドコピ イ等が そ れぞ れ 利 用 可 とな って い る。

しか しなが ら,こ れ らの 補 助機 器 につ い て は,NVTを 単 純 化 させ る意 味で,

こ こで は 除外 す る。

●
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●

◆

ぐ

一
7.5TSSPの コ マ ン ド/レ ス ポ ン ス

TSSPの 機 能 は,デ ー タ転 送 に 関 係 す る コ マ ン・ド,オ プ シ ョ ン に 関 係 す る

コ マ ン ド,ア テ ン シ ョ ン,ア ボ ー ド割 込 み 制 御 コ マ ン ド,そ の 他 の 四 つ に 分 類

で き る 。 以 下 そ れ らを 説 明 す る 。

7.5.1デ ー タ転送 関連 の コマ ン ド

(1)転 送 制 御

送 受 信 の 切換 え を 制 御 す る。 パ ラメ・タの 指定 は ない。 送 受 信 の 切 換 え を効 率

的 に行 うた め に デ ー タの 転 送 と合 わせ て 用 い る こ ともで きる。

(2)バ イナ リモ ー ド指定

TSSPの 標 準 は,JISコ ー ドに よ る文 字 の転 送 で あ るが,ネ ゴ シエー シ ョン

に よ って,バ イ ナ リの 転 送 モー ドを 選択 す る こ とが 可能 で あ る。 パ ラメ タの 指

定 は ない 。

(3)出 力 ス キ ップ

本 コ マ ン ドの 受信 側 に対 して,一 連 の送 信 デー タを ス キ ッ プす る こ とを要 求

す る。 この コ マ ン ドの 受 信 側 は,同 期 信号 を 直 ち に送 信す る。 パ ラ メ タの 指定

は ない 。

(4)デ ー タマー ク

この コマ ン ドは,割 込 み コマ ン ドとの対 で 一つ の意 味を 持 つ 。 す なわ ち,優

先度 制 御 に よ って発 生 す る 同期 関 係 を保 持 す るた め に使用 され る。 割 込 み コ マ

ン ドを 検 出 した 側の プ ・セ スは,以 降 対応 す る デー タマー ク コ マ ン ドを 受 信 す

るまで,TSSPコ マ ン ド以 外 は読 み捨 てて,逆 に デ ー タ マー ク コ マ ン ドを 先 に

検 出 した 場 合 は,割 込 み コマ ン ドと同期 を とる機 能を もつ 。
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7.5.2オ プ シ ョ ン 関 連 の コマ ン ドtt

(1)打 合 せ

オ プ シ ョ ンの 実 行 開 始 許 可 を 求 め る コ マ ン ド,実 行 開 始 を 要 求 す る コ マ ン ド

実 行 の 中 止 許 可 を 求 め る コ マ ン ド,実 行 中止 を 求 め る コ マ ン ドが あ り,パ ラ メ

タ と し て は,前 述 の オ プ シ ョ ン機 能 が 指 定 され る 。

(2)二 次 機 能 打 合 せ

オ プ シ ョ ン機 能 実 行 時,さ らに 二 次 的 な 取 決 め,ま た は 連 絡 情 報 を 通 知 す る 。

7.5.3ア テ ン シ ョン,ア ボー ド割 込 制 御 コマ ン ド

(1)割 込 み(INT)

本 コ マ ン ドの 受 信 側 の プ ロ セ ス に 割 込 む た め の コ マ:ン ドで あ る 。 パ ラ メ タ は

な いo

(2)割 込 み ブ レー ク

TSSPで は,こ の 機 能 を 規 定 しな い 。 パ ラ メ タは な い 。

7.5.4そ の 他 の コマ ン ド

(1)相 手 確 認

本 コ マ ン ドは,受 信 側 に 対 し,何 らか の 応 答 を 要 求 す る 。 パ ラ メ タは な い 。

(2)ス テ ー タス 確i謡

本 コ マ ン ドは,オ プ シ ョ ン と し て 存 在 し 相 手 の オ プ シ ョ ン状 態 の 確 認 を 行 う∩

(3)エ コ ー モ ー ド指 定

・本 コ マ ン ドは,オ プ シ ョ ンで あ り,動 作 確 認 に 使 用 す る 。

(4)編 集'

7.4.2の(6)に 述 べ られ た 編 集 機 能 に 対 す る コ マ ン ドで あ る 。

(5)NO・OPERATION

本 コ マ ン ドに 対 応 し た 処 理 は 行 な わ ず,単 に 読 み 捨 て られ る 。
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⑰

7.6コ マ ン ド/レ ス ポ ン ス の 具 体 例

TSSPの 応 答例 を バ イナ リ転 送 を 例 として,下 記 に示 す 。(図7-3)

端 末 利 用 者TSS』 一一ザ プ・セh"TSSサ ごバ プロセ ス

① バイナ リデー タ

送 信 要 求 ②MTPを 用 い た コ ネク シ ョンの 設定

③ 打 合 せ

⑤

⑦

・

⑨

.

コマン ド

(バ イナ リ転送 許 可)

データ転 送 指示

④ 実行許可

⑤ バ イナ1げ 一 夕

⑧ 終 了 指 示

図,7-3

デ ー タ送 信

MTPを 用 い た コネクシ ョンの 解 除

TssPの 応 答例
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以 下 にTSSPの 機 能 の 一 覧表 を取 纏 め た。 こ こで述 べ られ て い る ユ ー ザ意

識 とは,人 間が エ ン ドとな った場 合 に 必要 とな る行 動を 示 す。(表7-1)

表7-1TSSP機 能 一 覧

機 能 ユー ザの 意 識 代 表 的 コマ ン ド例等

打合せ機能 打 合せ コ マ ン ドの送 信 WILL,WONIT,DO,

DONIT,SB,SE.

転 送 モ ー ド モ ー ド変 換 Transmit-Binary

転送制御 送受の切換え GA(Go-Ahead)

割込 み 信 号
十 コマ ン ド

割 込 み コ マ ン ド送 出 INS十DataMark

割 込 み 相 手 プロセスへの 割 込み IP(lnterrupt
Process)

相 手 確 認 相 手か らの応答期待 AYT(AreYouThere)

ス テ ー タス 確 認 相手の状 態 STATUS

送 信 ス キ ップ 出 力 ス キ ッ プ AbortOutput

エ コ ー モ ー ド 相手動作確認 Echo

◆

7.7他 の ユ ーザ レベ ル プ ロ トコル と の 関 係

曾

MTPは,TSSPの 下位 の階 層 と して 存 在 す る。TSSPは,コ ー ド変 換 機

能,デ ー タ表 現変 換,コ ネ ク シ ョ ンの確 立,解 放 につ い て ・MTPの 機 能を 利

用 す る。
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8.リ モ ー ト ジ ョ ブ エ ン ト リ プ ロ トコ ル(RJEP)

8.1RJEPの 目 的
●

●

RJEPは コンピュー タネ ッ トワー クに おい て,他 の ホ ス トの リモ ー トバ ッチ

機 能 を 利 用 す るた め の プ ・ トコルで あ る。 す な わ ち ユー ザ側か ら入 力 され た ジ

ョ ブを ネ ッ トワー クを通 してRJEサ ー ビスを 提供 す る他 の ホストで処理 し,そ

の 結果 を ユー ザ側 に 出力す る もの で あ る。 ユ ー ザは コ ン ピュー タネ ッ トワー ク

の 存 在 を 意 識せ ず に 他 の ホス トのRJE機 能 を あ たか も 自分 の ホ ス トのRJE

サ ー ビスを 利 用 して い るか の様 に感 じ る こ とが で きる。 本 章 で扱 うRJEPは,

通 常のRJEサ ー ビスが 遠 隔地 の 端 末か らセ ン タの計 算 機 を 利用 す る の に対 し

て,こ れ を ネ ッ トワー ク として 接続 された 複数 ホス トのRJEサ ー ビスを 利 用

で きる よ うに した もの で あ る。

8.2RJEPの 基 本 概 念

●

t

本委 員 会 で 対 象 とす るRJEPは,既 に3章 で述 べ られ てい る よ うに他 の ユ

ー ザ レ ベル プ ロ トコルFTP ,TSSPと 独立 した 関係 を 持 ち,ま たMTPを 下

位 の プ ロ トコル として 位 置 づ け て い る。 した が ってRJEPは,メ ソセー ジ転

送 の基 本 機 能 をMTPに 委 ね,RJEサ ー ビスを 利用 す る に あ た り必 要 な機能,

例 えば ファ イル転 送機 能 を 網 羅 して い る。 しか しなが ら,RJEサ ー ビスを 受 け

る際 に利 用 す る ホ ス トに対 して プ ログ ラムの実 行 や リソー スの割 付 け の 指示 を

記 述 す る ジ ョ ブ制 御言 語(JCL)に 関 す る機 能 につ い て は,ホ ス トのOSに

依 存 し,ユ ー ザ レベ ル プ ロ トコル として 位置 づ け られ な い のでRJEPに 含 め

て い な い。

RJE処 理 は,図8-1に 示 され る よ うに ユー ザホ ス トが サ ー バ ホ ス トの

RJEサ ー ビスを 利用 す るRJEユ ー ザ プ ・セ ス とRJEを 提供 す る サー バ プ
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・ セ ス 間 の 通 信 を 主 体 と して 実 行 さ れ る 。RJEPサ ー バ プ ・ セ ス とRJEサ ー

＼
RJE

サー パ
フ'ロセス

ユー ザ

実 行
プ ロセス

1

/

/

○
入 力
ジョブ
プアイル
)

(
)

/

入 力

RJE
ユ ーザ

プ ロセス

出 力

・♂
/ 出 力

.結 果

ファイル
)

ユ ー ザ ホ ス ト サ ー パ ホ ス ト
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◆

図8-1RJEPの 基 本概 念

パ プ ロセ ス間 で は ,バ ッチ入 力 と 出力結 果 等 の 転 送が 行 われ るが,そ の 制御 の

た め とRJEサ ー ビス機 能 の 実行 の ため に 後 に 述 べ る 種 々の コマン ド/レ ス ポ

ンスが使 わ れ る。 .い

8.3RJEPの 機 能 の 概 要

RJEPが 他 の ユ ー ザ レベ ルFTP,TSSPと は 独立 してお り,特 にFTPと

は 階層 構 成 上 並 列 の位 置 に あ り,ま たRJEPがMTPの 上 位 に位 置 づ け られ る

とい う前 提 か ら,RJEPの 機 能 は大 別 して 次 の3つ に 分 け られ る。

(1)RJE独 自の 機 能

② 端 末 また は デ バ イス に関 す る機 能

(3)プ ア イル転 送機 能

●
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◆

8.3.1RJE独 自 の 機 能'.1

利 用 者がRJEサ ー ビスを 受 け る ため に ユー ザ 側か らサ ー バ ホ ス トに要 求 を

出 した り,ホ ス トか らユー ザ側 に 指 令を行 う機 能 で あ る6通 常 これ らの要 求 指

令 はRJE標 準 コ マ ン ドに よ り実現 され る。 例 え ば,入 力 ジ ョ ブ,出 力 デ ー タ

の 入 出力 制御,実 行 中の ジ ョブの 打 切 りなど の ジ ョブの 実 行 制 御,ジ ョ ブの処

理 状 態の 問 合 せ な ど コン ピュ一 夕ネ ソ トワー ク と して接 続 され た ホス トを1使 う

こ とは無 関 係 で あ るRJEの 標 準 機 能 に関 す る も ので あ る。

8.3.2端 末 ま た はデ バ イ スに 関す る機 能

RJEを 提供 して い る サ ー バ ホス トのRJEシ ス テ ムが 入 力 ジ ョ ブや 出 力 デ

ー タの入 出力 を正 し く制 御 す る ため には 現在 ア ク セ スして い るRJE1端 末 また

は デ バ イス を正 し く把 握 して い な くて は な らな い。 その た め に,多 様 なRJE

端 末,デ バ イス を統 一 して 制御 し,ホ ス ト側 の通 信 制御 機 能 を簡 単 化す るため

に ホス トのRJEシ ス テ ムか ら全 て の 端末,デ バ イスを 同 一 に 見 なす こ とが で

きる仮 想 端 末 機 能 が 必要 で あ る。 特 にRJEPで はRJEス テー シ ョ ンの 入 力 デ

バ イスの 構 成 を 指定 す る機 能 が 必要 とな る。

■

8.3.3フ ァイ ル 転送 機 能

RJEを 利用 す る際 に入 出 ジョ ブ フ ァイルや 出 力デ ー タ フ ァ.イル の転 送 を 効

率 的 に行 うため に フ ァイ ル転 送 の 機 能が 必 要 で あ る。 しか しなが ら6章 に 示 さ

れ たFTPの フル機 能 は 必要 な く,端 末 側,ま た は リモ ー トセ ン タに あ る入 力

ジ ョブ フ ァ イルの ジ ョブ単 位 で の ア ク セス 機能 や,ジ ョブ ファ イルや 出 力 フ ァ

イルの 純 粋 な フ ァ イル転 送 機 能 を持 つ 。

●
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8.4NVTの 機 能

4章 で 示 され るNVTの モ デ ルに 基 づ きNVTの 各構 成 要 素 に つ い て 記 述す

るo

,

◇

8.4.1表 示 ユ ニ ッ ト

表 示 ユ ニ ッ トは,TSSPのNVTと 同 様 に2次 元 の デ ー タ表 示 が 可 能 で,ラ

イ ン の 集 合 か ら成 り,ラ イ ン は キ ャ ラ ク タに よ り 構 成 され る ・ 表 示 ユ ニ ッ トの

ア ク セ ス は,キ ャ ラ ク タ単 位 ま た は ラ イ ン単 位 に シ ー ケ ン シ ャ ル に 行 わ れ る。

し た が って デ ー タ位 置 を 示 す ポ イ ン タ は,RJEユ ー ザ お よ び サ ー バ 両 者 が 同

一 の ポ イ ン タ を使 用 す る 。

8.4.2キ イ ボ ー ド 、

キ イ ボ ー ドに はTSSPで 挙 げ られ た 機 能 の う ち 次 の 機 能 が 考 え られ る 。

A.メ ッ セー ジ の 転 送 キ イ

B.ア テ ン シ ョ ン キ イ

C.送 信 要 求 キ イ

D.ク リ ア キ イ

E.編 集 お よ び 特 殊 キ イ

(1)バ ン ク ベ ー ス(BS)改 行(LF)復 帰(CR)・

・ ・一 ム フ ・一 ド(FF)
.

(2)EL(EraceLine)

(3)バ ッ フ ァ ク リア

(4)印 字 巾(NAOL)

(5)ペ ー ジサ イ ズ(NAOP)

(6)ESC(Escape)

●
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"

8.4.3そ の 他

接続 コ ン トロー ル,コ ン トロー ル ユ ニ ッ ト共TSSPのNVT機 能 と同 じ もの

を もつ 。

RJEPで は,入 力 デ バ イス と出 力 デ バ イスが 異 な り,RJE端 末 の 構成 を把

握 し,入 出力 制御 を 行 う必要 が あ るの で,各 デパ ィス毎 にNVTを 規 定 し,

RJE端 末 として は 複数 台 のNVTを 扱 わ ねば な らない。

入出力デバイスNVT

rr　 コ ＼、

一_'-1

、
＼
、、
、RJEP

ノ RJEP

サ ー バ

プ ロセスし 」L_せ
一 一 一 －l

l|'

L_____J

ユ ー ザ 、

プロセス/
/
〆
/
/'

!'

RJEリ モ ー トス テ ー シ ョン

図8-2RJEPに お け るNVTの 概 念

8.5RJEPの 機 能

前 述 まで に示 したRJEPの 機 能 につ い て 記 述す る。

●

8.5.1RJEPの 機 能

RJEP標 準機 能 として 以 下 の もの が 考 え られ る。

A.シ ス テ ム基 本 機 能:コ ネ ク シ ョンの 設定,解 放 の 要求,ユ ー ザの 識 別

パ ス ワー ドに 関 す る基 本 機 能

B.入 出 力制 御:入 力 ジ ョ ブフ ァイルの 入 力要 求,出 力 デ ー タの 出 力要 求

お よび そ れ らの入 出 力終 了 に 関 す る 機能 。

C.入 出力 中 の割 込 み 機 能:入 力/出 力 中に異 常 が 起 きた と きの 中断 お よ
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び再 開 機 能

E.シ ス テ ムサー ビス機能:ジ ョ ブの 処理 状 態 の 問 合せ,シ ステ ム メ ッセ

ー ジお よび 利 用 者 メ ッセー ジの 通 知 ,出 力 フ ァ イ ルの戻 しなど の機 能
,

8.5.2端 末 ま た は デ バ イ ス に関 す る機 能

前 述 で述 べ られ て い るNVTの 機 能 としてRJEPで は,第4章 で 示 され た

NVTの 基 本 機 能 以 外 に以 下 の機 能 が 必 要 で あ る。

A.書 式 ・編集 機 能

出 力 デ ー タの フ ォー マ ッ ト(字 数/行,行 数/頁,TABな ど)を 指定 し,

出 力 デ バ イス に合せ た書 式 制御 や,出 力端 末/デ バ イスの 改 行,改 頁,2重 打

ち の制 御 を行 う編 集機 能 が 必要 で あ る。

B.端 末 構 成

RJEで は,通 常 カー ドリー ダか ら ジ ョ ブデ ックを読 ませ,出 力を プ リン タ

に 出す の で,入 力 デ パ ィス と出 力 デ バ イスが異 な る た め,端 末 構成 を 指 定 しな

けれ ば な らな い。 この た め に は,RJEPで は 入 出力 デ バ イス に対応 して 複 数 台

のNVTを 扱 う必 要 が あ る。

具 体 的 な 機 能 と して は

o入 力 デ バ イスの 指 定

oデ バ イス ア ドレス(入 力 元/出 力先)

Oデ バ イス エ ラー通 知 お よ び エ ラー 回復 通 知

が 必 要 とな る。

NVTを 複数 台 扱 う場 合,RJEPユ ー ザ/サ ー バ プ ロ セス間 の コネ ク シ ョン

は1本 だ け に し,コ ネ ク シ ョン確立 の 際 に複数 のNVTを ま とめ た フル セ ッ ト

機 能 を 指定 して お き,個 々のNVTを 扱 う際 必 要 な サ ブ セ ッ ト機能 を切 り 出す

とい う こ とにす る。

尚,フ ァ イル付 の 端末 につ い て は,カ ー ドリー ダ"・ ラ イ ン プ リン タを 含 んだ

RJE端 末 と同様 に 複数 個 のNVTに 分 けて 考 え る こ ともで きるが,フ ァ イルを

ψ

●
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NVTと して ど う表 現 で きるか とい う問 題が あ る。 一 方 フ ァ イルを含 め て1つ

の フル セ ッ トのNVTを 提供 す る こ と も で き よ うが,NVTの 制 御(書 式編

集 制御 など)が 非 常 に 問題 に な る。 いずれ にせ よ フ ァ イル付 端 末の 扱 い は 今後

の課 題 で あ る。

◆

8.5.3フ ァイル転 送 機 能

フ ァイル転 送 機 能 として 次の もの を持 つ。

A.フ ァ イル転 送 開 始/終 了通 知 機能

入 出力 フ ァ イルの 送 出開 始 な らび に終 了 を ユー ザ側 に通 知 す る。

B.入 力 ジ ョ ブ フ ァ イルの ア クセ ス機 能

入 力 ジョ ブ フ ァ イルを ロー カルに だ けで な く リモー ト側 か らア ク セスす る。

C.出 力 フ ァ イルの 戻 し/ス キ ップ機 能

出力 デ ー タ フ ァ イルをnブ ロ ック戻 した り,逆 に ス キ ップ した りす る。

8.6RJEPの コマ ン ド/レ ス ポ ン ス

8.6.1コ マ ン ド形 式

前 述で 示 したRJEPの 主要 な機 能 は コマ ン ド/レ ス ポ ンスに よ って 実 現 さ

れ る。RJEPで や り と りされ る 情報 は

RJEPヘ ッ ダ テ キ ス ト

⑨

●

で 示 され る 。 コ マ ン ド/レ ス ポ ン ス はRJEPヘ ッ ダ を 用 い て 作 られ,一 般 形

式 と して

(1)パ ラ メ ー タな し の 場 合

コ マ ン ド
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(2)パ ラ メ ー タ付 の 場 合

コ マ ン ド ハ フ メ ー タ

ρ

で 示 され る。

RJEPで 使 われ る コ マ ン ド/レ ス ポ ンスは,RJE独 自の 機 能 を 実 現 す る

RJE標 準 コマン ド,端 末/デ バ イスに 関 す る機 能 を 実 現す るNVTコ マ ン ドお

よび フ ァイル転 送機 能 を 実現 す る フ ァイル転 送 コマ ン ドが あ る。

●

8.6.2コ マ ン ド/レ ス ポ ンス

A.RJE標 準 コ マ ン ド

(1)ユ ー ザの識 別 コマ ン ド

RJEの 利用 者 名 を サー バ側 ホ ス トで識 別 す る ため の コ マ ン ドで利 用者 の

資格 チ ェ ックや 課 金の ため に 用い られ る。

② 入 力 ジ ョブ開始 コ マ ン ド

RJEの 利 用者 が 入 力 フ ァ イルの 送 信 開始 を サー バ に通 知 す る ため に 用い

られ る。.

(3)入 力 ジ ョブ/出 力 デー タの 終 了 コマ ン ド

入 力 ジ ョブまた は 出力 デ ー タの 終 了を 示 す コ マ ン ドで そ れ ぞ れRJE利 用

者,RJEユ ーザ プ ロセ スか ら出 され る。 ・

(4)出 力 デー タの 出 力要 求 コ マ ン ド

RJE利 用者 が 出 力 デ ー タの 出 力を サー バ 側に 要求 す るため に用 い られ る。

(5)実 行 中 ジ ョブの打 切 り コマ ン ド

RJEサ ー バ側 か ら出力 され る コ マ ン ドでRJEサ ー バ内 で異 常が 発 生 し

たり サーボホス トが 運 転 終 了 す る時 に はRJEサ ー ビスを 打 切 る こ とを ユ ー

　

ザに通 知 す る ため に 使 わ れ る。

●

w
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◆

⑨

q

(6)ジ ョブの 打 切 り要 求 コマ ン ド

RJE利 用 者 が1つ 前 の 入 力 ジ ョ ブま たは 入 力 中の ジ ョブを キ ャ ンセ ル し

た り現 在 実行 中の ジ ョブや 出 力 中の フ ァ イルの打 切 りを 要 求す る ため の コ マ

ン ドで あ る。

(7)入/出 力 中の割 込/割 込 解 除 コマ ン ド

ジ ョブ入 力 また は,結 果 を 出力 中に異 常が起 きた ときの一 時停 止,お よ び

再 開 の ため の コマ ン ド。

(8)メ ッセー ジコ マ ン ド

サー バ側か らユー ザ 側に 対 して メ ッセ ー ジを 通 知 す る ため に用 い られ る コ

マ ン ドで あ る。 ユー ザ側 か らサー バ ホス トの オ ペ レー タ メ ッセ ー ジを 通知 す

る こ とも可 能 で あ る。 メ ッセー ジ コマ ン ド以外 は 全 て コ マ ン ド受 付 け の レ ス

ポ ン スが 返 され る。

B.NVTコ マ ン ド

(1)オ プ シ ョン打 合 せ コマ ン ド

RJE用 にNVTの 機 能 を 選択 指定 す るため に 用い る。 オ プ シ ョンの打 合

せ は,第5章MTPに お いて 示 した 方法 と同 じで あ る。

(2)NVT指 定 コマ ン ド

RJEシ ス テ ムで の 端 末 構成 を 指定 す るた め に,ユ ー ザ側 の ユ ニ ッ トア ド

レス を指 定 し,入 出力 の デ パ ィス を指 定す る。

C.フ ァ イル転 送 コ マ ン ド

(1)入 力/出 力 フ ァイル の転 送 開 始/終 了 コマ ン ド

入 力/出 力 フ ァイル を転 送 す るに あ た り転 送 開 始 と転送 モ ー ドの 指 定,フ

ァ イル名 など の 属性 を ユ ー ザ側 に通 知 した り,転 送 の 終 了 を通 知 す る コマ ン

ドで あ る 。

(2)入 力 ジ ョブ ・フ ァ イル ア ク セ ス コ マ ン ド

ユ ー ザ側 また は サ ー バ 側 にあ る入 力 ジ ョブ フ ァ イルを ジ ョ ブ単 位 に ア ク セ

スす る の に使 う こ とが で きる。
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(3)出 力 フ ァ イルの 戻 し/ス キ ップ コ マ ン ド

RJE利 用 者 が プ リンタの 紙 切れ や 用 紙 の ジ ャ ムな ど の際 に 出力 フ ァ イル

を 湖 って入手 した い ときや,不 必要 な デ ー タが 出 力 され て い る場 合 に ス キ

ップ して先 送 りす る ときに使 われ る。
'

8.7コ マ ン ド/レ ス ポ ン スの 具 体 的 な 例
φ

RJE利 用者 がRJE'サ ー ビスを 受 け る場 合 の ・ マ ン ド/レ ス ポ ンス の例 を

示す 。

の
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RJE利 用者 と
RJEユ ーザプロセス

MTPユ ーザプロセス MTPサ ーバプロセス RJEサ ーバプロセス

コネクション確立要求

(OPEN)

ユーザ識別コマン ド

(USER)

入力ジョブ開始 コマ ンド

(INPUT)

入力ジョブの転送
〔具体的 に使 う機能の指
定 〕

入力ジョブの転送

入力ジ ョブ終了コマン ド

(EOF)
一
ノ

コネクション設定コマンド

〔MTPの 基本機能の指定)
(デ ータ圧縮,コ ード等)〕
コネクシ ョンの確立

一 一 ー ー 一 一__一__

一_一 一_一 一 一 一 一 一

一
コネクシ ョン確立

コネクシ 盲ン設定コマ ン
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〔基本機能の了解 〕
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メプセージ受信

メ プセージ受信

〔デブロプキング 〕
メ クセージ終了 レスポン
ス(デ ータ)

メ ッセージ受信
〔デブロッキング 〕
メッセージ終了レスポンス
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____一 一 ー ー 一 一

ユーザ識別後 のレスポンス

コマンド受付レスポンス

入力ジョブデータの受信

入力ジ ョブデータの受信

.

入力ジ ョブの受信

入力ジ宮ブ終了 レスポンス
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図8-3 RJEPの コ マ ン ド/レ ス ポ ン ス の 具 体 例
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RJEPの コ マ ン ドもMTPを 用 い て 転 送 され るが 図が 煩 雑 に な るの を 避 け る

ため に 省略 して い る'o

8.8他 の ユ ーザ レベル プ ロ トコル と の 関 係
'

RJEPは,FTP,TSSPと は 独 立 した プ ・ トコル と して 存 在 す る の で入 力

ジ ョブ,出 力 デ ー タの 転 送 など にはFTPの 一 部 の機 能 を含 ん で い る。RJEP

はTSSP,FTPと 同様 に メ ッセー ジの 転 送の 基 本 機能 はMTPを 用 い る。 ま

た は仮 想 端末 に 関す る機 能 は,TSSPと 共通 な部 分が あ るがRJE端 末/デ バ

イス として パ ッチ型,フ ァ イル付 き端 末 に 対応 す る機 能が 必要 とな る。

ぐ

6

●
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9.プ ロ ト コ ル の 応 用 例

前章 まで に各 プ ロ トコ ルにつ い て述 べ て 来 た が,本 章 で は そ の応 用 例 と して

FTPとRJEPを 使 った3者 通 信 の 例 を示 す 。

この 例 は図9-1に 示 され る よ うにRJEサ ー ビスを 受 け る ノー ドA,RJE

サ ー ビスを 提 供 す る ノー ドB,お よび ジョ ブの 実 行 中に使 わ れ るデ ー タ フ ァ イ

ル の あ る ノ ー ドCの3者 間 で通 信 が 行わ れ る例 で あ る。 処 理 の 流れ は 次の よ う

な もの で あ る。

①RJEサ ー ビス利 用 者 は,RJEに 先 立 ち,投 入 予定 の ジ ョブで 使 わ れ る

デー タ フ ァ イルが ノー ドCに 存 在 してい る こ とを 確認 す る(FTPを 使 用 す

る)。

②RJEサ ー ビス 利 用 者がRJEPを 使 い,ノ ー ドBのRJE'サ ー バ に ジ

ョ ブを 投 入 す る。 この 時 に は プ ・グ ラム フ ァ イルが送 られ るだ けで デ ー タ フ

ァイルは 送 られ な い 。

③ ノー ドBで 投 入 され た ジョ ブが 実行 され る。 この ジ ョブ の 実行 過 程 で ノ

ー ドCに あ る デ ー タフ ァイルが 要 求 され る。

④ ノ ー ドCか らノー ドBヘ デー タ フ ァ ィルが 転 送 され る(FTPを 使 用 す

る)。

⑤ ジ ョ ブの 実 行 が 終 了 す る 。

⑥ 適 切 な時 間を 見 計 らってRJEサ ー ビス利 用 者が ジ ョブ結 果 の 出 力を 要

求 す る。 ジ ョ ブ結 果 が 出力 され る。

⑦RJEサ ー ビス 終 了が 指示 され る。

以 上 の 流れ を 図9-2プ ロ トコル シー ケ ンス と して示 す 。
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図9-2

一ー一一← は レス ポンスを表 わす。

3者 通 信例 にお け る プロ トコル シー ケンス 例
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10.ま と め

今 まで ユーザレベルプロトコル につ い て述 べ て きたが,最 後 に しめ く くり として

=一一 ザ レベ ル プ ・ トコルに お け る今後 の 大 きな 問題 点 を 述 べ 第2部 を 終え る こ

と としたい 。

先 ず第1の 問題 点 は,ネ ッ トワー ク管 理 の 問題 で あ る。 ネ ッ トワー クが 一 つ

の ま とま った情 報 処 理 シ ス テ ム として 円滑 に動 作 してい くた め に は,ネ ッ トワ

ー クの構 成 ,ネ ッ トワー ク全 体 の リソー ス管理,そ れ に異 常 処理 とい った よ う

な ネ ッ トワー ク管 理 の た め の プロ トコルが 必要 で あ る。本 小委 員 会が 今 回 扱 った

4つ の ユーザ レベ ル プ ロ トコルが 主 に ネ ッ トワー クの利 用 者 のた め の もので あ

るの に対 し,ネ ッ トワー ク管 理 のた め の プ ロ トコルが ど こまで標 準化 され得 る

のか に つ いて は未知 で は あ るが,少 な くとも ネ ッ トワー ク管 理 のた め の基 本 的

機 能 に つ いて は早 急 に検 討 す る必要 があ ろ う。

第2の 問 題点 は,NVT仕 様 の 完 全性 の 検 証 で あ る。 今 回 の検 討で は,全 て

の 端 末 につ い て調 査 しつ くした とい う訳 で はな く,汎 用 的 に使 用 され る端 末 を

ベ ー スに検 討 した。POS端 末,金 融 端末 等の 専 用 端末 につ い て も推奨 案 に よ

り カバー で きる と推測 して い るが,各 種 の 端末 につ い て 厳 密 に検 証 して お くこ

とが 必 要 で あ る。

ま た今 回 は,NVT仕 様 として キ ャ ラク タベー スで 入 出 力を行 な うキ ャ ラク

タ系端 末 のみ を 対 象 とした が,NVT仕 様 として は当 然,図 形端 末,漢 字 端 末

等 に つい て も標 準 化 が 必 要 で あ る。 この標 準 化で は,ど の よ うに体 系 化 し キ ャ

ラ ク タ系のNVT仕 様 と適 合 させ る(包 含 関係 を 持 たせ る)か が 問 題 とな る。

この 検討 は,先 ず 包 含 関係 を 持 たせ る こ とが 可 能 か 否 か とい う点 につ い て 開始

され るべ きで あ る と思 われ る。

な お,本 報 告 書 で は ユ ー ザ レベ ル プ ロ トコル として4つ の 非 常 に基 本 的 な プ

ロ トコルに っ い て述 べ た の で あ り,ユ ー ザ レベ ル プ ロ トコルが4種 類 あれ ば

十 分 とい う訳 で はな い こ とに注 意 され た い。 上 述 の ネ ッ トワー ク管 理 プ ロ トコ

ルは 勿論 の こ と,よ り実 際 の適 用 に即 した ア プ リケー シ ョン カテ ゴ リ(在 庫 管
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理,流 通,情 報検 索 等)に 依 存 した ユrザ レベ ル プ ・ トコルの 標 準 化 も重 要 か

つ 必要 で ある こ とを 忘 れ て は な らな い。
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1皿 コ ン ピュー タネ ッ トワー クに お け る

デ ー タベ ー スマ ネ ジ メ ン トシステ ム の あ リ方

近 年,各 メー カ よ り ネ ッ トワー クアー キテ クチ ャが 発 表 され,分 散 シス テ ム

や コン ピュー タネ ッ トワー クの実 現 を謳 って い る。一 口に分散 シス テ ム と言 っ

て もそ の 目的 に応 じて,処 理 の分 散,通 信 機 能 の 分散,デ ー タベー ス の分 散 な

ど種 々の分 散 要 素 が存 在 す る。 又,コ ン ピュー タ ネ ッ トワ ー クを構築 す る 目的

は 多 々あ るが,デ ー タベー ス の共 用 は重 要 な 目的 の一 つ で ある。 しか しなが ら

現在 の ネ ッ トワー クアー キ テ クチ ャの主 点は,通 信 の た め の ネ ッ トワー ク構 成

法 や通 信 の手 法,及 び,処 理 の分 散程 度 に留 って い る もの が大 部 分 で あ る。一

方,情 報 処 理 シス テ ム全体 の 観点 か らは(特 に ユ ー ザ の立 場 か ら考え た場 合),

基本 的 か つ本 質 的 な問 題 は,プ ロ グ ラムや 通信 手 法 で は な く,デ ー タの保 存 ,

管理及 びそ の 流れ で あ る。従 って,フ ァイ ルや デ ー タベ ー スの問ぽ を考 えず し

て シス テ ム全体 を考 え る事 は 出来 ない。

そ こで本 委 員会 で は ネ ッ トワー ク シス テ ムにお け る デ ー タベ ース を課題 と し

て採 り上 げ,コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワー クに お け る デ ー タ ベー ス マ ネ ジメ ン トシ

ス テ ム(以 下DBMSと 記 す)に つ し(て,そ の利 用 形 態 に着 目 しつx,各 種 の

技術 的 な問題 点 に つい て検 討 を行 ない,実 現 の為 の 一 つの方 向 を示 す事 と した。

尚,本 委 員会 では 検 討 に当 って 次 の点 を考 慮 した。

D本 委 員 会 の検 討 対象 は コ ン ピ ュー タネ ッ トワー クにお け るDBMSで あ

って,DBMSそ の もの の 検 討は 行 ってい ない。 従 って,既 に存 在 す るDB

MSに つい て,コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワー クに お い て ,全 く問題 の 無 い点 に つ

いては何 ら触れ てい ないo

iDコ ン ピュー タネ ッ トワー クvax・ け るDBMS全 体 を採 り上 げ てい る が,

分散 型 デ ー タ ベ ー ス で無 い場 合 は 問題 が 少 ない 。 従 って,論 旨の 中心 は 分散

型 デ ー タベ ー ス とな って い る。

iii)DBMSに と って,バ ックエ ン ドプ ロ セ ッサ や デー タベ ー スマ シ ンは非

常 に重 要 な問 題 であ る。 しか し,ネ ッ トワー ク或 は 地 域 分散 と 言 う立 場 か ら
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は,現 時点 で は関 係 が薄 い の で,検 討 対 象 か ら除 い た。

iv)標 題 はDBMSと な って い るが,単 な るフ ァイルに 関す る問 題 も同様 の

事 が 言え る もの と考 え,含 め て検 討 を行 った。

本 論 は 次 の様 な構成 に より記述 され て い る。

先 ず 第1章 では 分 散型 デ ー タベ ー スに つ いて,発 展 過程,考 え 方,問 題 点,

全体 的 な状 況 な どに つ いて 記 して い る。

第2章 で は,現 在 世 の 中 で提案 され て い る各種 の技 法 に つい て,個 別 に特徴

を採 り上 げ そ の相 関 関係 を明 らか に した。

第3章 では デ ー タベ ー スの地 域 的仮 想 化 及 び正 規 化 に つい て1つ の考 え 方 を

示 して い る。

第4章 では,こ れ まで 開発 され た シス テ ムの 中か ら代 表 的 な もの を3つ 採 り

上げ,そ の概 要 を 記す 。

第5章 では,今 後分 散 型 デー タベ ー スが採 用 され るで あ ろ う シス テ ム例 を採

り上 げ,ど の 様 な特 性 要 因 に よ り構 成 され るか を推 察 して い る。 本 来 は これ か

らの ア プ ロー チ が非 常 に 重要 な点 で あ るが,今 回 は 十分 な検 討が 出来 なか った 。

今 後 の検 討課 題 で あ る。

第6章 は全 体 の ま とめ と して,2章 で の提 案 を と り入 れ 実 際の シ ス テ ム,将

来 の シ ス テ ムを考 慮 して 展 開 した もの で ある。

第7章 は異 機 種 接続 の場 合 の解 決 策 に つい て論 じてい る。 異機 種 接続 の問題

は重 要 な問 題 で あ り,本 章 以 前 で も論 じ られ て い る。 しか し,そ の解 決 策 につ

いて は他 の問 題 とは独 立 して と らえ る事 が 出来 る の で,本 章 に ま とめ た。

第8章 は,今 後 の期 待,関 連技 術 との 関係 な どに ついて 論 じた。

尚,本 委 員 会 の 活動 目的 の1つ の 内 外 の動 向調 査 が ある。 しか し,本 テー マ

の分 野 は 話題 に な って か ら 日も浅 く,論 文,実 施 例 な ど も数 多 くない 。 従 って,

本 論 の 内容 の 多 くの部 分 は,委 員会 参 加 メン バに よる議論 の結 果 に より ま とめ

られ て い る事 をお断 りす る。
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1.背 景 と こ ズ

情 報量 の増 大 に伴 な う情 報 の発 生/要 求場 所 の広域 化,情 報 の 即 時 処理 の必

要 性,通 信 コス トの 削減,そ の他 の ユ ー ザ要 求 の 多様 化 な どの背 景 の もとに,

分散 型 デ ー タベ ー スの概 念 が 出 現 した。 これ は各 所 に配 置 され て い る 個 々の デ

ー タベ ース を論 理 的 に結 合 し,相 互 利 用 を可 能 に しよ う とす る もの で あ る。 こ

の 分散 型 デー タベー ス を実 現す る には,

一 分 散 配 置 され た デ ー タベー ス の結 合 的 管理 を ど う行 うか

一 リモー トの デー タベ ー スへ の ア クセ スは ど う行 うか

一'異 種 のデ ー タベ ース 間 の イ ン タ フ ェ イスは ど うす るか

な ど,解 決 す べ き技 術 的 な問 題 が 多 く存 在 す る。

しか しなが ら,現 実 に は上 記 の 各種 問題 点 が 解 決 され て い な くと も,デ ー タ

・ ベ ー スや フ ァイル を分 散 配 置 した シ ス テ ムが 多 く存在 し,運 用 に至 って い る。

本 章 では 先ず デ ー タベ ー ス や フ ァイ ル を分散 配 置 した シ ステ ムを列 挙 す る と

共 に,分 散 型 デー タベ ー スへ の過 程 を示 す。 次い で本 論 で対 象 と した 分 散型 デ

ー タベ ー ス の考 え方 ,及 びそれ の ネ ッ トワー ク上 での問 題 点 を記 す。 更 に 分散

型 デ ー タベ ー スの 研究,開 発 状況 の概 略 を記 す。

P

1.1分 散 型 デ ー タ ベ ー ス へ の 過 程

分散型 デ ー タベ ー ス を実 現す るた め には,DBMSが 高 度 な機 能 を有 し,そ

の た めの プ ロ トコルが存 在 す る必要 が あ る との考 え方 が あ る。 理 想 的 に は この

考 え方 は も っ ともで あ るが,現 実 には これ らの条 件 が完 備 しな くと も,フ ァ イ

ル転送 機 能 を用 い た り,ア プ リケー シ ョ ン プ ログ ラム を介 在 させ た りす る事 に

より,デ ー タベ ー スや フ ァイ ル を分 散 配置 した シス テ ム を,既 に実 現 して い る。

そ こで,リ モ ー トに存 在 す る デ ー タベ ー スや ファ イル を,ア クセス或いは転 送 す

る各 種 の形 態 を列挙 し,高 度 な分 散 型 デ ー タベー スへ の過 程 を示 す 事 とす る。

(A)分 散 フ ァイル シ ス テ ム ー デ 一 夕エ ン トリベ ース
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デ ー タ エ ン ト リの 分 野 で は,当 初 は 発 生 した デ ー タ を 計 算 機 処 理 す る た め に,

リ ソー ス そ の もの を,或 い はKEYTOFLOPPYな ど に よ り 一 担 フ ロ ソ ビ

デ ィ ス ク や テ ー プ な ど に 蓄 え て,セ ン タ に 郵 送 す る方 法 が と られ て い たo(図

1-1)分 散 型 デ ー タ ベ ー ス へ の ア プ ロー チ の 第1ス テ ッ プは,こ の 郵 送 に よ

り 行 っ て い た デ ー タの 移 動 を,フ ァ ル 転 送 技 術 を用 い る 事 に よ り オ ン ラ イ ン運

用 し よ う と す る もの で あ る 。(図1-2)ロ ー カ ル 端 末 側 で は,デ ー タ の エ ン

ト リを行 い デ ー タ チ ェ ッ ク後正 常 デ ー タ を一 担 フ ァ イ ル に 蓄 え るoこ れ を フ ァ

イ ル 転 送 に よ っ て ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ 側 の フ,ア イ ル へ 転 送 して デ ー タ処 理 を行

い,結 果 を再 び ホ ス トか ら ロー カ ル 端 末 ヘ フ ァ イ ル 転 送 に よ り送 信 し よ う と す

る も の で あ るo

(B)フ ァ イ ル 転 送 を 利 用 した 他 シ ス テ ム の デ ー タ ベ ー ス の 使 用

(A)で 行 った フ ァ イ ル 転 送 技 術 を利 用 し,単 に フ ァ イ ル だ け で な く デ ー タ ベ ー

ス も利 用 出 来 る よ うに す る もの で あ る 。(図1-3)複 数 の シ ス テ ム に 分 散 し

て い る デ ー タ ベ ー ス を フ ァ イ ル転 送 に よ って 相 互 利 用 を 可 能 に す る も の で あ り,

日 常 業 務 に 必 要 な情 報 を あ らか じ め ロー カ ル な デ ー タベ ー ス に 伝 送 して お き,

日 常 業 務 レ ベ ル で の デ ー タ ベ ー ス ア ク セ ス は,こ の ロー カ ル な デ ー タ ベ ー ス を

使 用 し よ う とす る もの で あ る 。 フ ァ イ ル 転 送 を 用 い て デ ー タ ベ ー ス 情 報 を 伝 送

す る 方 法 と して は

,(1)デ ー タ ベ ー ス をそ の まN伝 送 す る

(2)デ ー タ ベ ー ス の 一 部 を 伝 送 す る

(3)更 新 ロ グ デ ー タ を 伝 送 し,受 信 側 で は リ カバ リ機 能 に よ って デ ー タ ベ ー

ス を更 新 す る

(4)更 新 トラ ン ザ ク シ ョ ン を 伝 送 し,受 信 側 で は デ 三 夕 ベ ー ス 更 新 プ ロ グ ラ

ム に よ っ て,更 新 を行 う

と い う,4つ の 万 法 が 考 え られ る が,(1)の 方 法 は デ ー タ ざ 一 ス の 階 層 性 や 伝 送 量

を 考 慮 す る と 現 実 的 な形 態 とは 思 え ず,(2),(3),(4)の 形 態 の い ず れ か と な ろ う。

(C)メ ッ セ ー ジ 転 送 に よ る 他 シ ス テ ム の デ ー タ ベ ー ス の 利 用

フ ァ イ ル 転 送 で は な く,ア プ リケ ー シ ョン プ ロ グ ラ ム を介 して,直 接 リモ 一
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トデ 一 夕 ベ ー ス を ア ク セ ス す る方 法 で あ る。(図1-4)

デ ー タ ベ ー ス が 各 シ ス テ ム に 分 散 して お り,自 分 の デ ー タ ベ ー ス に デ ー タが

存 在 し な い 場 合 に,ア プ リケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム かDCMSを 利 用 し て,他 シ

ス テ ムヘ メ ッ セ ー ジ を 送 出(回 送)す る こ と に よ っ て デ ー タ ベ ー ス ア ク セ ス の

依 頼 を行 い,そ こ か ら デ ー タ を 得 よ う とす る もの で あ る 。 こ の 場 合,デ ー タベ

ー ス の 存 在 位 置 の 認 識 を は じ め とす る各 種 の コ ン ト・一 ル は ユ ー ザ 管 理 で あ る
。

(D)リ モ ー トデー タベ ー ス ア ク セ ス

(C)で ユ ー ザ が行 って い た 部 分 をDB/DCが コ ン ト ロー ル し よ う と す る もの で

あ る。(図1-5)ア プ リケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム は,地 域 的 仮 想 化 デ 一 夕 ベ ー

ス ヘ ア ク セ ス を 行 う こ と に よ り ,必 要 な らDBMS管 理 の も とに リ モ ー トデ ー

タ ベ ー ス を ア ク セ ス し よ う と す る もの で あ る 。(C)と の 大 きな違 いは,ア プ リ ケ

ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム が デ ー タ ベ ー ス の 存 在 位 置 を認 識 しな くて も良 い 点 で あ る
。

1.2分 散 型 デ ー タ ベ ー ス の 考 え 方

6

●
づ

分 散 型 デ ー タベ ー ス(DistributedDataBase)と 言 う 言葉 は各 所 で使 用 さ

れ てい るが,そ の定 義 に ついて は 必 らず し も統一 され てい ない。 本 委 員 会 の52

(1)年 度 報 告 書 の第6章 に 代表 的 な定 義 例 が紹 介 され て い るが
,必 ず し も その定

義 の 内容 は一 致 して い ない。

分 散型 デ ー タベ ース と 言 う 言葉 を最 も広 義 に使 用 す る場 合 には,「 デー タベ

ー スが複 数存 在 して 分散 配 置 され て お り
,デ ー タが 共用 され る」程 度 の意 味 に

用 い られ て い る。 この様 な使 い方 に 対 して,下 記 の様 な観点 か ら種 々の 修 飾

(制 限)を つ けて,段 々 と狭義 な意味 に使 用 す る様 に なるo

。ユ ー ザ に よるデ ー タ ベ ー ス所 在 地 の意 識 の 要 否

oユ ー ザ に よるデ ー タベー ス形 式 の意 識 の 要 否

o各 ノー ドで の デ ー タの 処理 分 担 の有 無

O分 散 され た 各 デー タベ ー ス間 の接 続 度

o分 散 さ れ た各 デー タベ ー スの 均質 性
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本 論 では(用 語 集 に も記 してい るが)分 散 型 デ ー タベ ー ス を次 の様 に定 義 し

たo・,

「一 つ のデ ー タベ ー ス管 理 手法 を用 い た デー タ ベ ース が意 識 的 に分散 され た

もの,あ るいは,そ れ ぞ れ 独 立 の デ ー タベ ース管 理 手法 に よる既 存 の デ ー タベ

ー ス の 間 で論理 的 関連 性 が設 け られ た もの」

この定 義 は ど ち らか と 言えば 相当 広 義 な意 味 に用 い て い る。 これ は 分散型 デ

ー タベ ー ス とい う もの を 巾広 い 角度 か ら検 討 しよ う とす る考 え か ら決 め たの で

ある が,一 方 この定 義 の 様 な マ ク ロな範 囲で議 論 を行 うと,分 散 型 デ ー タベ ー

スに 対 す る各 種 の問 題 点 を浮 きぼ りに す る事 は 出来 ない。 そ こで本論 では ,一

般 論 で は上 記 の定 義 の 様 な 巾広 い観 点 か らの検 討 を行 うと共 に,個 別 の問題 点

の解 明 に関 して は,各 種 の 条 件(制 約)を 附加 した非 常 に狭 義 な定 義,逆 に 言

え ば最 も厳 しい条 件 下 で 分 散 型 デー タベ ース を実現 す る に は ど うすれ ば良 い か

を検 討 した。

本 論 で想定 した条 件 は 下 記 の通 り ト

oユ ー ザは 必要 とす るデ ー タベ ー スの所 在地 やデ ー タベ ー スの形 式 を意 識 しな

くて も良 い事o(ユ ー ザに 意識 させ ない様 に シス テ ムを構 築 す る事)

。分 散 され た各 デー タベ ー ス は ,論 理 的 な関 連 を有 し且 つ不 均 質 で あ る事。

○各 ノー ドで デー タの処 理 分担 が 行 われ る事。

1.3分 散 型 デ ー タ ベ ー ス の ネ ッ トワ ー ク に お け る 問 題 点

分散 型 デー タベ ー ス に お いて は,地 理 的 に分散 して い る デ ー タベー ス(個 々

の もの を デー タベ ー ス サ ブシ ス テ ムと呼 ぶ)に 対 して,ユ ー ザ が必 要 に応 じて

必 要 な もの を利 用 出来 る様 に しなけれ ば な らない 。 も しデ ー タベ ース が地理 的

に 分散 され て い よ うと,ユ ー ザが ロー カル なデ ー タベ ー ス サ ブシ ス テ ムに のみ

直接 に,ロ ー カル ア ク セ ス 言語 で ア ク セスす る場 合 に は,ユ ー ザ とデ ー タベ ー

ス との 間 で情 報 の転 送 を 行 い 得 る通 信手 法(各 種 プ ロ トコル な ど)が 整備 され

れば 実 現 可能 で あ り,デ ー タベ ー ス サ イ ドに 限れ ば比 較 的 問 題 は 無 い と言 え る。
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しか し,ユ ーザ が ネ ッ トワー クの各 所 の デ ー タベ ー ス を ア クセス し よ うとす

る場 合 に は,各 種 の問 題 が 生 じるo特 に各 デ ー タベ ー スが 不 均 質 な場 合 には 問

題 は大 きい。 この問 題 は 大 き くデー タベ ース 固有 の問 題 と,分 散 シス テ ムに共

通 の問 題 とに分 けて 考 え る事 が 出来 る。 以 下 デ ー タベ ー ス 固有 の 問題 を 中心 に

記 す。

第一 の 問題 点 は 不均 質 な ロー カ ルデ ー タベー ス サ ブ シス テ ムを全 体 的 な見 地

か ら結 合 してみ る こ とが 出来 る よ うな正 規 化 され た モデ ル が設 定 出来 るのか と

い う事 で ある。 ユー ザ に 不均 質 性 の問題 を意 識 させ ない 為 には,是 非解 決 せ ね

ば な らない 点 で あ るo

第二 の問 題点 は,正 規化 され た モ デルが 表 現 出来 た と して,そ れ ぞ れ の ロー

カル なデ ー タベ ー ス サ ブ シス テ ムを全体 的 な見地 か ら,如 何 に制 御,管 理,案

内 す るのか とい う点 で あ る。 この問 題 は デ ー タベ ー ス固 有 な点 だ けで な く,分

散 シス テ ムに共 通 の 問題 を も含ん で い る。

第三 の問 題点 は,多 様 な利 用 を す る と考 え られ るユ ー ザ を満 足 させ 得 る正 規

問 合せ 言語 の 設定 で あ る。 この 問題 は各 ロー カ ル シス テ ムにお け る問 合 せ 言語

は 勿論,親 言語 や ネ ッ トワー クア ク セス 言語 との 関係 を含 めて 考 え な けれ ば な

ら ない 。

第 四の 問題 点 は,ロ ー カル な デ ー タベー ス サ ブシス テ ム間 の接続 レベ ル とそ

れ に伴 な うア クセス プ ロ トコ ル の設定 であ る。 接 続 レベ ル は,分 散 の度 合,変

換 サー ビスの 程 度,な どを 考慮 して 決 め なけ れ ば な らず,そ の結 合 レベ ル に合

った ア クセス プ ロ トコ ル が必 要 とな る。

第 五の 問題 点 は,セ キ ュ リテ ィ,プ ライバ シ,イ ン テ グ リテ ィを如何 に考 え

る か と 言 う点 で あ るoこ れ は,ネ ッ トワー クvak・ け る これ 等 の問 題 に加 えて,

デー タベー ス が分散 され る要 素が 加 わ る。 この 問題 に つい ては,昨 年 度 の報 告

書 ωで相 当 検 討 され て い るが,本 論 では デー タベー ス の立 場 か らの検 討 を加 え

るo

以 上,分 散型 デLタ ベ ー ス を実 現 す る場合 の各 種 問題 点 を挙 げ たが,こ れ ら

の 問題点 は独 立 に検 討 出来 る もの ではな く,互 いに相 関 関係 を有す る。 従 って,
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2章 以 下 では各 種 の 特性 要因 毎 に これ らの 問題 を検 討す る事 とす る。

1.4分 散 型 デ ー タ ベ ー ス の 状 況

分散型データベー ス と しては,現 在 商 用化 され た ものは 見 あた らず,研 究 レベ

ルで 種 々な問題 解 決 の 為 の 提案 が な され てい る。1 .3節 にお いて ネ ッ トワー ク

に お げ る分 散 型 デ ー タベ ー ス の問題 点 に つい て記 した が,こ れ らの 各 項 目に つ

い て各 所 で研 究が 行 わ れ,論 文 が 発表 され て い る。

(旬 正 規化 され た モ デ ル設定 の例

汎 用 デー タベ ー スに対 す る この よ うなモ デ ルの 設定 の例 と して は,POLYP

HEMEOLADDEROSDD-1('D,、NGRES(・%・ あ る。p。LYPHEME

は,Grenoble大 学 で 研 究 中 の もの でIMS,Socrates,CODASYL ,Sys-

tem2000,Tota1と い う デ ー タ ベ ー ス に 対 して ,binaryrelationalmo:

del(Abrialの デ ー タ セ マ ン テ ィ ッ ク ス)を 正 規 化 さ れ た モ デ ル と して 利 用 す

る もの で あ る。 他 の3つ の シ ス テ ムは,い ず れ も リ レ ー シ ョナ ル モ デ ル を 正 規

化 さ れ た モ デ ル と して 利 用 して い るo

専 用 デ ー タ ベ ー ス に 対 す る も の と して は,CONIT('つ とEURONETIIIIと を

あ げ る 事 が 出 来 る 。 い ず れ も情 報 検 索 シ ス テ ムを 対 象 と した もの で ,正 規 化 さ

れ た モ デ ル と い う よ りは,正 規 ア ク セ ス 言語 の 設 定 だ け に よ っ て い る と い え る
。

(B)全 体 的 な 制 御,管 理,案 内 の 例

全 体 的 な 制 御,管 理 は,LADDER,SDD-1,INGRESに お い てtsこ な

わ れ て い る 。 ま た,専 用 デ ー タ ベ ー ス と して は,TIPロ グ イ ン シ ス テ ム ⑳ が

あ る 。 他 方,CONIT,EURONETで は 全 体 的 な 見 地 で は 制 御 は お こ な わ ず ,

後 者 で は リ ソ ー ス の 案 内(リ フ ァ レ ル サ ー ビ ス)だ け を別 シ ス テ ムの 機 能 と し

て サ ー ビ ス を 予 定 して い る 。

(C)正 規 ア ク セ ス 言語 の 設 定 の 例

前 に 記 したCONIT,EURONETが 情 報 検 索 用 に コ マ ン ドの 標 準 化 と い う

形 で 実 現 あ る い は 開 発 中 で あ る 。
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(D)正 規 デー タア クセ ス プ ロ トコルの例

正 規 デ ー タア ク セス プ ロ ト コ ル の 必 要 性 に つ い て は 各種 の論 文 で 言わ れ て

い るが,具 体 的 な実 施例 に つい て は,現 在 の 所見 あ た らない。・

上 記以 外 に 分散 型 デ ー タベ ー ス シス テ ムと して は,カ ナ ダのWaterloo大 学

の シズ テ ムな どの実 験 例 が ある。現 在 の所 各 種 の 分散 型 デ ー タベー ス シス テ ム

は,ミ ニ コ ン ピュー タに より シス テ ムを構 築 して い る場 合 が多 いが,実 用化 の

場 合 には大 型 コ ン ピュー タを使 用 す る事 に な ろ う。

分散型 デ ー タベー スの 分野 は広 く問題 も多 い。 上 記 の様 に各 所 で精 力 的 な研

究 開発 が行 わ れて い るが,最 も問 題 なの は,研 究 シス テムに おけ る 個別 の問題

解決 がピ実 シス テ ムの 実 現 とど う関連 す るか,仲 々判 断 が つ きに くく,又 整 理

もされて い ない点 で あ'る。従 って 先ず は どれ だ けの 問題 を解 決す れ ば どの様 な

シ ス テ ムが 実 現 出来 るの か を把 握 す る事 が重 要 と思 われ る。

■

◆

専
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2.分 散 型 デ ー タベ ースの特 性 形 成 の要 因

2.1問 題 の 把 握

2.1.1ネ ッ トワー クに お け る分 散型 デ ー タベー ス の ユー ザ 機能

ネ ッ トワー ク上 に散 在 す る デー タベ ー スに対 し,ユ ー ザ側 か ら見 た 必要機 能

は,端 末機 或 は ユー ザ ア プ リケー シ ョン プロ グラ ムか らの ファ イル ア クセ ス,

ファ イル トラ ンス ファ機 能 を 中心 と した もの と考 え られ るが,ま ず その 内容 の

把握 と整理 が 必 要 であ る。 以 下 その 主 要 な もの を列 挙 す る。

(1)コ ネ クシ ョンの確 立 と解 放

・デー タパ ス,制 御 パ スの確立 解 放,異 機 種 デ ー タベ ー ス との接 続

(2)機 密 保 護 と ア ク セス許 可

・ユー ザ 名 ,パ ス ワー ド,キ ー ワー ド等 に よる ア クセス 許容

・デ ー タの機 密保 護

・ユ ーザ に許 容 され る コ マ ン ドに対 す る制 限

{3)ア クセ ス又 は,転 送 制 御 処理 に関 す る機 能

・OPEN/CLOSE ,検 索/更 新,デ ー タ追加/削 除,等 に 関す る コマ ン ド

の受 入 れ と処理

④ リモー トで デー タベ ー ス を構 築 した り保 守 す る機 能

・コ ピー機 能,デ ー タ及 び デ ィレ ク トリの変更,追 加,削 除等

(5)障 害,異 常 の検 知 と回復機 能

(6)記 録,集 計,ア カ ウン ト情 報 の管理 とチ ャー ジの連 絡 等

2.1.2特 性 形 成 の原 因的 要 因

分散 型 デ ー タ ベー ス に対 す る ユー ザ ニー ズ を踏 まえ,そ れ等 機 能 を どの様 な

レベ ル で実 現す るか の手 段 に つい て は,現 在 研究 レベル で種 々な問題 解 決 の提

案 が 活発 に行 わ れ て い る。 しか し,こ の 分野 は問 題 も多 く,関 連 ず る分 野 も広

い の で,個 別 的 な 問題 解 決 の 提案 が 相 互 に ど う関連 し,実 シス テ ムの実 現 とど

一299一



う関 連 す る か の 判 断 が し に くい し,又 整 理 も必 要 で あ る。

つ ま り,ど れ だ け の 問 題 が 解 決 さ れ れ ば,ど の よ う な シ ス テ ム 構 成 が 実 現 可

能 な の か を 把 握 す る こ と か らの ア プ ロー チ が 重 要 と考 え られ る 。

ネ ッ トワ ー ク構 成 上 で の 分 散 型 デ ー タ ベ ー ス の 実 現 の 際 の 各 要 因 に 関 して は,

原 因 的,手 段 的 な もの と,目 標 的,結 果 的 な もの が あ る。 先 ず,原 因 的,手 段

的 な もの と して 重 要 な も の は 下 記 が あ る 。

(1}統 合(Compositiona1)/分 割(Decompositional)即 ち 既 設 の コ ン ピ

ュ ー タ シ ス テ ム間 の 接 続 か,或 は 白 紙 の 上 に 計 画 的 に 分 散 構 成 させ る か の 問

題 。

{2)均 質(Homogeneous)/不 均 質(Heterogeneous.)即 ち,ネ ッ ト ワー ク

内 で の 各 ノ ー ドの シ ス テ ム 相 互 間 が,少 く と も ソ フ ト ウ ェ ア コ ン パ テ ィ ブ ル

で あ る か,否 か の 問 題 で,ひ い て は 標 準 的 な 正 規 化 モ デ ル の 問 題 に 及 ぶ 。

{3)複 写 型 デ ー タ 保 有 の 有 無

即 ち,コ ピー フ ァ イ ル や デ ー タ を 複 数 ケ所 の サ イ トに,部 分 的 に し ろ,全

面 的 に し ろ,保 有 す る か ど うか の 問 題 。

{4)デ ィ レ ク ト リコ ピー の 有 無 と ガ イ ド機 能

即 ち,デ ー タ や,サ ー ビス の 所 在,デ ー タ ベ ー ス の 形 式 等 を ユ ー ザ に 意 識

して も らわ な くて も良 い よ う に,或 は ま た ユ ー ザ ガ イ ドを行 う布 石 と して,

デ ィ レ ク ト リや,フ ァ イ ル 構 造 の 一 部 を コ ピ ー の 形 式 で,複 数 サ イ トに保 有

す る か ど うか の 問 題 。 ・

(5}分 散 検 索 処 理 の 要 否

即 ち,或 る検 索 処 理 要 求 に 際 し,複 数 サ イ トの デ ー タ を 必 要 と し,そ れ を

分担 処 理,或 は 統 合 処 理 す る 等 の 問 題 で あ る 。

(6)接 続 レ ベ ル,接 続 形 態

即 ち,各 々 デ ー タ ベ ー ス を 有 す る サ イ ト間 で,端 末 機,ア プ リ ヶ ー シ ヲ ン

プ ・ グ ラ ム が,ど の 様 な経 路 と接 続 の プ ロ ト コ ル や,イ ン タ フ ェ ー ス 条 件 を

前 提 と して 他 方 の デ ー タ ベ ー ス の デ ー タ に ア ク セ ス す る か 等 の 問 題 で あ る 。
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2.1。3結 果的 な特 性

次 に 目標 的,結 果的 な もの と して,主 要 な もの を下 記 列 挙 す るo

(a)正 確性,一 致性,安 全 性(Integrity,Consistency,Security等)

の維 持

(b)信 頼 性(Reliability)の 改善,維 持,障 害 の局 所 化

(c)応 答 時 間等 の性 能

(d)使 い 易 さ等 の機 能

(e)自 律 性(Autonomy)の 確立 と維 持等

そ して これ等 を全 て抱 益 して経 済性 が シス テ ム構 成 に際 して の最 大 の評 価基 準

とな るの が常 で あ る。 又更 に分 散度 合 に ついて は,・ その定 義 は 無 い が,常 識 的

に分 散 の度 合 が激 し くなれ ば それ だ け 先述 の各 要 因 が激 し く作 用 し,結 果 と し

ては 大 き く影響 して くる。 勿 論 この分 散度 合 を どの程 度 にす る かは,基 本 的 に

ヘ

ネ ッ トワー ク構 成 者 の 意 志 に依 るべ き もの であ る が,シ ス テ ム構 成⊥ の技術 的,

経 済 的条 件 に 左右 され る事 が 多 い の も亦事 実 で あ る。 以 下 これ 等 の各 原 因 的要

因 を 中心 に,そ の特 性,相 関等 に つい て記 す。

2.2統 合 型 と分 割 型

これ は 先ず 基 本 問題 で あ り,シ ス テ ムの管 理 主 体,歴 史 的経 過,自 律性 等 に

関す る事 か ら由来 す る事 が 多 く,ネ ソ トワー クシス テム構 成 の 計 画 の大 前提 と

な って い る事 が 多 い。

2.2。1統 合 型

ネ ッ トワー ク形 成 前 に す で に コン ピ ュー タシス テ ム・を保 有 して い る場 合,多

くの シス テ ムは将 来 の ネ ッ トワー ク構 成 を計 算 に入 れ ず に 建設 を進 め て い るの

が 常 で あ り,ネ ッ トワー ク構成 時 に始 め て接続 を考 え るの で あ り,そ の時点 で

は過 去 の経 過 と 自律 性 が 種 々 と絡 ん で くる。 この様 な ケー ス では,接 続 は粗 な

もの とな ら ざる を得 ず,共 用 で きる リソ ース と して は,デ ー タや,ア プ リケ一
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シ ョン プ ・グ ラム等 が主 体 で,高 度 の 分散 処 理等 は 出来 ない謂 ゆ る統 合 型 に な

らざる を得 ない 。

又,企 業 内 ネ ッ トワー クシ ス テ ムで,ネ ッ トワー ク構 成 意 志 は か な り少 数 の

人に帰 せ られ る ケ ース で も,例 え ば 本社,営 業,工 場 群 等 で既 設 の コ ン ピ ュー

タ組織 を保 有 して い る と,根 本 的 な改革 は 困難 で,過 去 の実 態 に引 きづ られ 統

合 型 に な るの も止 む を得 ぬ ケー スが 多 い。 そ して この様 な場 合 に関 係者 の間 に

自律性 の維 持 の考 え が作 用 す る事 も亦 多 い。統 合 型 シ ス テ ムの実 例 と しては,

大 学 間 ネ ッ トワー クや,製 鉄 会 社 の シス テ ム等 が 代 表 的 な もの で あ り,こ の各

ノー ドに デー タベ ース を保 有 して い れ ば,統 合型 の分散 デー タベ ー ス形 態 とな

って 来 る。

舟

2.2.2分 割型

これ に対 し,分 割 型 の デ ー タベ ー スは新 し く白紙 の 上 に ネ ッ トワー クを計 画

可 能 か,ネ ッ トワー ク計 画 時 に,大 きな変 更 が可 能 で なけれ ば な らない。 分 割

型 では,仕 事 を意 識 的 に分 割,分 担 せ ね ば な らぬ の で,機 種 の統 一 や ソフ トウ

ェアの共 通性 等 が 密 な結 合 に 有利 で あ り,こ の面 か らの条 件 を整 え る こ とが重

要 とな って来 る。 、

現 在実 例 と して 好適 な もの は な いが,研 究 レベ ル では続 い て述 べ られ る各 種

要素 欲 れて研究対象 とされている。

2.3均 質/不 均 質 の 問題

均 質 か,不 均 質 かの 問題 は,先 の分 割型/統 合型 とは関連 が 深 い が,他 の要

因 とは全 く独立 した 要 因 と考 え て 良い 。 即 ち,こ こで問題 とな るの は,い くっ

か に分散 され た デ ー タベ ー ス に ア ク セスす る場 合 の プ ロ トコル や イ ンタ フェー

ス の相異 で あ り,こ の相異 が 変換 処理 で 吸 収 で きれ ば,不 均 質 の シス テ ム も均

質 と同様 で あ り,他 の要 因 に対 し比較 的 相 互 作用 は 及ぼ さ な いと 考 え られ る。

しか しこの 変換 又 は,差 の 吸 収 は問 題 も多 い し,重 要 な の で別 項 で詳 述 す る。

寧
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総 じて 統 合 シ ス テ ムの 場 合 には 不均 質 の場 合 も多 い の で,こ の問題 を避 け る こ

とは で きな い。 又新 し く白紙 の上 に計 画 で きる シス テムで は,均 質 の シス テ ム

構 成 は 可能 で あ るが,時 には シス テ ム内 に競 争 原理 を導 入 す る等 の理 由 で意 識

的 に不 均 質 な シ ス テ ムにせ ざる を得 ない 事 もあ る。

◆
2.4複 写 型 デ ー タ 保 有 の 有 無

ら

分 散 され た サ イ トに デー タの コ ピー を重複 保 有 す る場 合 は,こ の デー タが冗

長 性 と して作 用 す るが,利 点 と共 に 多 くの難 問題 を抱 え て い る。

まず他 の要 因 との関連 を考 え て み よ う。 統 合型,即 ち既設 シ ス テ ム間 の接続

では,元 々他 の シス テ ム を意 識 せ ず に 出来 て い た シス テ ムが母体 で あ る だけ に,

コ ピー デー タの保 有 は 殆 ん ど行 われ ない と考 え て 良い で あ ろ う。 これ は デ ー タ

の 管理 権,自 律性 か ら も元 々疎 で あ るか ら こそ別 々に シス テ ム建設 され た の で

ある か ら或 る程度 当然 の事 で あ る。 白紙 上 に新 し くネ ッ トワー クを 構築 す る場

合,即 ち分 割 型 では,コ ピー の保 有 は あ くま で もニ ーズ に依 る と考 え る べ きで

あ ろ うo

次 に コ ピー を有す る シ ス テム を特 性 的 に考 え る と前述 の(a)～(e)項 全 部 に種 々

と影 響 が 出て くる と考 え られ る。 即 ち,

(1)フ ァイル コ ピー の重 複 保 有 は 冗 長 性 と して作 用 し,災 害,作 為 的 な障害

に は有 効 。

(2)フ ァイル デ ー タの 更新 を必 要 とせ ぬ場合 には,並 列 的応 答,ロ ー カル だ

け の応 答 が 可能 にな り,一 般 に 応 答性 は 良 くな り,回 線経 済等 で代 表 され る

経 済 性 も期待 で き る こ とが 多 い 。

(3)フ ァイル デー タの 更新 が 必要 と され る場合 は,コ ピー との間 で同 期 更新

が 行 われ な けれ ば な らな い。 この 同期 更新 が行 われ な い と,デ ー タ の一 致性

が損 われ,更 に正 確 性 も失 わ れ て くる。

この た め,更 新 時 間 を限 定 して バ ッチ的 に更 新 を行 うか,更 新 トランズ ア

ク シ ョン毎 に,コ ピー部 を閉塞 して 同期 更新 を行 い,一 致性 の 乱 れ を防止 す
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る。 しか しこの 事 は,一 般 に フ ァイ ルの オ ー プン時 間 の 減少 や,待 合 せ,デ

ッ ドロッ クの確 率 を増 して しま う悪 い 面 もあ る。

このた め全 体 的 に 見 る と,レ ス ポ ンス タ イ ムは 劣 化 し,フ ァイルや シス テ

ムの使 用 効 率 も劣化 す る し,同 期 更新 の た め の高 速 伝送 路 等 も必要 に な り経

済 性 も劣化 す る。 従 って 更新率 の低 い ケー ス以 外 には 不適 で あ る。

(4)次 に障害 の局 所 化 の 観点 か らみる と,フ ァ イル更新 を伴 うケー スで は分

散 され た サ イ トの一 部 の 障害,又 は回線 の 障害 で或 る ノー ドが孤 立 した と き

は他 の健全 シス テ ムの足 を引 っぱ る こ とに もな り勝 なの で,稼 働 率 的 見地 か

ら見 た 信頼 性 は劣 化 す る恐 れ さえ生 ず る。 分散 度 が高 い とこ の傾 向は 激 し く

な り,障 害 の局 所 化 と云 う事 が 意味 を失 って しま う事 に もな る。

即 ち,も しコ ピー デー タの一 部 が 更新 に 際 し本 来 在 る べ き内容 との 間 に不

一致 が生 じて しま った場 合 は ,そ れ が判 明 した ら直 ち にそ の シス テ ムの運 用

を中止 し,間 違 った デ ー タ内容 で サー ビス を行 う事 を避 け るのは 勿論,間 違

った 内容 が 元 で更 に更 新 が行 われ,間 違 が 拡 大 す る こ とを抑 えね ば な らない。

'しか も復写 型 デー タを互 に持 ち合 うサ イ トでは ,こ の 間違 の デー タ更 新 も連

絡 され 同期 更 新 され る恐 れ もあ り,こ の意 味 で間 違 の拡 散 も行 われ 易 く,こ

れ も早 期 に抑 制 す る必 要 が ある。

一方 ,健 全 サ イ トは,障 害 サ イ トが 閉塞 され れ ば 一応 サ ー ビス は継 続 出来

るが,更 新 の度 に」 障害 サ イ トとの不 一 致量 が 多 くな り,障 害 サ イ トの 回復

時 に,デ ー タ回 復 の た め の作 業 が 多 くな る。 この デ ー タ回復 の 間 は 健全 サ イ

トもサ ー ビス停 止 も亦 必要 で あろ う。

また,障 害 が発 見 され た時 点 でそ れ 以 上 の 不一 致量 の 増大 を避 け るた め に

障 害 発生 サ イ トに合 せ て 健全 サ イ トもサ ー ビス 停止 をす る事 も考 え られ るが,

この場 合 は障 害 の局 所 化 の機 能 は 果 され な い。 い ず れ に して も障 害発 生 か ら,

全 サ イ ト揃 って の リランに は か な りの手 間 が必 要 で あ る。

(5}本 来 自分 の サ イ トの 管理 化 に在 る デ ー タの コ ピー が他 の サ イ トに あ り,

そ の シ ス テ ムが 障害 に陥 った場 合 に,自 分 の サ イ トだ け の都 合 で処 置 が で き

な くな り,自 律 性(Autonomy)の 維 持 の観 点 か らみ て も具 合 の悪 い事 も起
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り得 る。

デー タの コ ピー を他 の サ イ トに渡 す 事 は 管理権 も 自分 だ け の もの では な く

な って しま う事 を充 分 に注 意 しなけれ ば な らなし(。

/

2.5デ ィ レ ク ト リ コ ピ ー の 有 無 と ガ イ・ド機 能

,

◆

2.5.1自 動 接続 と案 内機 能

デー タ又 は その サー ビスの所 在 をユ ー ザ に意 識 させ な・くて 良 い
,即 ち,ユ ー

ザか らは そ の デ ー タ ベー ス は位 置 を仮 想 化 され
,"見 え ない(Invisible)"

で良 い こ とが望 ま しい事 も多い 。勿 論 この場 合 は どの位置 の ユ ー ザ或 は どの端

末 か らで も同 じ形 式 で検 索 を発 すれ ば デ ィ レ ク ト リに 関 す る処 理 は 全 て 自動 的

に行 われ,必 要 デ ー タ を保 有 してい る デー タベ ー スか ら 目的 デ ー タは取 り出 さ

れ ユ ーザ に与 え られ る事 を前提 と して い る。 そ して企 業 内 シ ス テ ムの 如 く,課

金 サ ー ビス の シス テ ム等 で は この所 在 を意 識 しな くて 良い シス テ ムが非 常 に喜

ば れ るo

課金 等 の 問題 で 中間 に判 断 を入 れ る方 が 良い シス テ ムで は,こ れ に対 しガ イ

ド機 能 が好 適 で あ る とされ る。 即 ち一 度 サ ー ビスの 内容 ア ドレ ス等 を案 内 し
,

ユ ー ザの確 認 を求 め て か ら検 索 処理 を遂 行 す る もの で
,多 少 ビューーリス テ ィ ッ

クで あ るo

これ等 の機 能 の布 石 と して,デ ー タそ の もの は重 複 コ ピー を持 た な ぐて も,

そ の デ ィレ ク トリは検 索 す る ユー ザ に対 して 探 す負担 を掛 けぬ よ うに 分散 され

た サ イ トで コ ピーの 持 ち 合 い が必 要 とな る。 又 同様 に デ ー タその もの は重 複 コ

ピー を持 た な くて も,そ の デー タ構造 の一部 は重複 して分 散 サ イ トで保 有 す る

ケー ス も生 じて くる。 ガ イ ド機能 の た めの ガ イ ドデー タ も同様 に重 複保 有 され

るのが 普通 で あ るo

コ ピーが あ る系 での デ ー タの正 確性 ,一 致性 に関 しては,原 理 的 に前項(2,

4)と 全 く同様 の 事 象 が生 じる。 しか もこの 方式 に対 す る ニー ズは 前項 よりは

るか に 高 い の で ある。 例 えば,大 学 間 ネ ッ トワー クの如 く,既 設 の シス テ ム間
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を接続 し,デ ー タ,ソ フ トウ ェア財産 の公 開 をす る場 合 で も,デ ー タの重 複 保

持 は必要 な い と して も,利 用 者 の使 い易 さの 面 か らデ ィ レ ク ト リ,案 内 デ ー タ

等 の デ ー タを ノー ド相 互 に持 ち合 って,こ の 種 の サー ビス が行 わ れ る事 は望 ま

れ よ う。

唯 この 場 合 の救 は,デ ィ レ ク ト リや デー タ構造,案 内 デー タ等 の 更新 頻度 が

低 い 事 で あ る。 この様 な デー タは,運 用 管理 面 か らは計 画 的 更新 の方 がむ しろ

望 まれ,リ アル タイ ム更新 の要 望 は 低 い の でサ ー ビス タ イ ム外 に一斉 更新 す る

のが 自然 で あ り,実 用 上 運 用 面 で の解 決 が 可能 で ある場 合 が 多 い。

D

2.5.2デ ィ レク トリの分 散配 置 方式

次 に実 際 に分 散 デー タベ ー ス を有 す る ネ ッ トワー ク を構 成 す る場 合 に,デ ィ

レク ト リを ど う配 置 す るか の考 え 方 を3例 程 提案 した いo

これ はい ず れ も分散 度合 が か な り大 き く,デ ィ レ ク トリ管理 や案 内機 能 の保

有 の オ ーバー ヘ ッ ドが 大 き くな って しま う場 合 に対 す る提 案 で ある。(ノ ー ド

の数 が 大 き くな る と,各 ノー ドで の管 理 の テー ブル等 は概 ね 比 例 して 増 大 し,

そ の デ ー タに対 す る使用 密 度 はそ の逆 に反 比例 して 減少 す るの で能 率 は 劣 化 の

方 向 をた どる)

尚案 内 デー タで ユー ザ を ガ イ ドして ゆ く方 式 に つい て も大 体 同様 の展 開 を考

えれ ば 良 い。

(a)集 中管 理 方 式

ネ ッ トワー クに 加盟 して い る デー タベー ス の デ ィ レ ク トリを一 つの集 中 セ

ンタで管理 す る方法 が考 え られ る。但 しこの場 合 デー タベ ー ス各 サ イ ト自身

の 情 報 は 自身 の サ イ トで管 理 す る。

従 って 各 サ イ トでは 自分 以 外 の デ ィレ ク ト リは セ ン タヘ ア クセス しそ の助

け を得 て 目的 の デ ー タベ ー スに 到 達 す る。

当 然 セ ン タの オー バヘ ッ ドは大 き くな り,負 担 と責 任 が大 き くな り・ ネ ッ

トワー クの構 成 も図2-1に 示 す よ うな星 型 に近い もの とな ろ うが,適 性 規

模 で,運 営 管理 上 の 協 調 が 得 られ れば 実 用性 は高 い と云 え よ う。 コ ピー の問

■
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●

■

題 もセ ン タと 自 身の 問題 に限定 で きる。

(b)分 割 管理 方 式

分 散 デー タベ ース ネ ッ トワー ク をい く

つ か の群 に分 割 し,そ れ ぞれ の サ ブネ ッ

トワー クに一 つ づ つ 集 中 管理 セ ン タを設

け これ を各 々 サ ブセ ン タ とす る 図2-

2参 照)。 デ ー タの ア ク セスは,自 己の

属 す る群 内で あれ ば,先 の集 中管 理 方 式 図2-'1星 型 構 成

と同 じに な り,他 の群 の デー タに ア クセ

ス す る場 合 は サ ブセ ンタ を タ ンデ ム に経 由 して ア クセス す る事 に なる
。 サ ブ

セ ン タは,ネ ッ トワー ク間結 合 の 大 ネ ッ トワー クの ゲー トウ ェー に相 当 す る

立 場 とな り,負 担 と責 任 は大 きい。 サ ブセ ンタ相互 間 で は コ ピー を持 ち合 う

こ とに なる の で,デ ィ レ ク ト リ情 報 の更新 等 が 必 要 に なれ ば ブ ロー ドキャス

ト或 は,ロ ソ ク した 上 で の一 斉更 新 等 が必 要 で あ る。

規模 の大 きい ネ ッ トワー クや,生 い立 ち.の異 る ネ ッ トワー ク間 を 接続 す る

場 合 には 実用 性 が高 い と考 え られ る。

ネ ッ トワー ク間 を接 続 す る ゲー トウェー機能 の一 つ と も考 え られ る。

●

,

/

/サ ブ 不 ッ ト ワ ー ク

/

/サ ブ セ ン タ
/

図2-2サ ブ セ ン タ の 例
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(c)階 層 分 け方 式

デ ィ レク トリを階 層 分 け して,全 サ イ トが共 通 に持 つデ ィレ ク トリと,各

サ イ ト自身及 び セ ンタ集 中 で持 つ もの に 明確 に分 けて お く。 例 え ば よ く使 用

され るデ ィレ ク ト リとそ の 関連 を前 者 と し,あ ま り使 用 頻度 の 高 くない もの

とそ の 関連 を後者 とす る等 で ある。

各 ノー ドでの判 断 は 自分 か,他 の特 定 サ イ トか,セ ンタに問 合 せ る べ き も

の か を判断 す る。

この 方 式 は先 の 集 中管 理 方 式 と,全 サ イ トに全 デ ィ レ ク トリを配 置 す る方

式 との 折 中案 で ある が,バ ラン ス と区別 付 け が 良 く出来 れ ば期 待 出来 る方 式

と考え られ る。 表2-1に 上 記3案 の簡 単 な比較 を示 す。

`

表2-1各 案 の比 較

比較項 目 (a)集 中管 理 方 式 わ)分 割管理方式 (c)階 層 分 け方 式

・ 小 ネ ッ ト ワ ー ク に ・大 ネ ッ ト ワー ク に ● ノ」＼ネ ッ ト ワ ー ク に

は 良 い。 良 い 。 良 い 。

適 応 性 ・ ネ ッ ト ワ ー ク の ネ ・大 ネ ッ ト ワー クは

ッ ト ワ ー ク に 良 い 。 (b)方式 との 併 用 に

な ろ うo

・ セ ン タ の ダ ウ ン は, ・自 己の属 す る セ ン ・主 要 サ ー ビ ス に 関

シ ス テ ム ダ ウ ン に タ ダ ウ ンが あ って して は ユ ー ザ ノ ー

信 頼 性 接 が る。 も他 の セ ン タ に よ ド と サ ー バ ノ ー ド

.り サ ー ビス を 受 け
が活 きていれば良

られ るo いo

・ セ ン タ経 由 と な る ・(a)と 同程 度 と考 え ・主 要 サ ー ビ ス に 関

の で主要 サ ー ビス られ る。 して は レ ス ポ ン ス

応 答 性
に つ い て は(c)よ り が 良 い と考 え られ

悪 い 。 るo

■
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≡

比較項 目 (a)集 中管 理 方 式 (b)分 割 管理 方 式 (c)階 層 分 げ方 式

・セ ン タ集 中 に な る ・集 中 が激 しくな っ ・セ ン タ集 中 を か な

の で 限度 が あ る。 たら分割する事が り避 け られ る。
負荷耐力

・ ネ ッ ト ワ ー ク が 大 可能 な ので,適 応

き くなる と不 可能。 性 大 きい。

・デ ィ レ ク ト リ管 理 ・(a)と ほ ぼ 同 じ と考 ・ デ ィ レ ク ト リ管 理

に関 しては効率高 え られ る。 の効 率 は悪 い。

いo ・ よ く ア ク セ ス さ れ

効 率
・検 索 効率 に 関 して る サ ー ビス に つ い

は セ ン タ介 入 の分 て は 効 率 良 い。

だ け悪 い。

・登録 が簡 単 な の で ・大 型 ネ ッ ト ワー ク ・デ ィ レ ク ト リの 登

実 用 性 実用 され 易 い 。 では最 も実用性高 録 が 全 ノー ドの 合

いo 意 で必 要。

2.6分 散 検 索 処 理

1つ

ワ

2.6.1二`ズ と シス テ ム の 例

い くつ かの 分 散 され た サ イ トか らデ ー タを集 め,そ れ に基 いて 総 合 的 な処理

をす る。 或 は,他 の サ イ トに検 索 の 内容 の一 部 と 自己サ イ トよ りデー タの一 部

を送 り,処 理 を依 頼 す る。 更 に必要 に応 じ,こ の動 作 を タ ンデ ムに繰 り返 し,

各 サ イ トで部 分 分担 処 理 を行 い,結 果的 に全 体 と して一 つ の総 合 的 な処理 を行

う。 この様 なや り方 を分 散 検 索 処理(Distributedqueryprocessing)と 呼

ん で い る が これは 次の よ うな ケー ス に行 われ る と'考え られ る。 勿論 原理 的 に は

どの様 な ア プ リケー シ ョン で も有 り得 るが,実 際 シス テムで は経 済 性,運 用 性

等 か ら限 定 され て くる の で,実 際に 必 要性 の 高い ア プ リケー シ ョンが 先ず 第一

に考 え られ な けれ ば な らず,を の 意 味 で,次 の様 な ケー ス を考 え て置 けば考 え
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易 い と云 う こ とで あ る。

(1、1)銀 行,保 険,税 務 等 は広 い 地 域 で 多 くの 人 を相手 に同 じ様 な業 務

をや って い る。 この様 な シス テ ムで,分 散型 デ ー タベ ー ス の ネ ッ トワー ク シ

ス テ ム を構 築 した場 合 に謂 ゆ る"名 寄 せ"と 呼 ば れ る横通 しの 検 索処 理 を行

い たい事 が よ く在 る。 この様 な場 合,各 シス テ ムは 日常行 われ る定形 的 な単

純 大 量 処理 の合 間 に時 々 この様 な横 通 し的作 業 が 入 るの で頻 度 的 に は あ ま り

多い もの では な く,シ ス テ ム と して は余 力 的 に処 理 した い もので あ る。 同 じ

.様 な処理 を地 区 分 割 した り,或 は 業務 分割 した ケ ー スや 同業 の シス テ ムを接

い だ企 業 間 ネ ッ トワー ク シス テ ム等 に 多 く出 て くる と考 え られ る。

(1.2)棚 卸 的 な管理 デ ー タ,統 計 的 デ ー タの 把 握 等 の ケー スで,横 通 し

的 な検 索 を行 うこ とが よ く行 われ る。 これ も日常 の大 量定形 処 理 に比 し比 較

的頻 度 が 少 ない 事 も概 ね 前 項 と同 じで あ る。企 業 の各 工 場,本 社 等 に分 散 し

た シス テ ムで,季 節 的,管 理 的,OR的 な デー タ把 握 をす る ケー スに 多 く見

られ る要望 で あ るo

(1.3)流 通 や生 産 業 等 で,定 常 的 に は分散 され た各 ノー ドで 個別 に 処理

が行わ れ るが,異 常 発 生 時 や,ダ イ ナ ミッ クな管 理 を指 向 して の材 科 部 品等

の融通,在 庫調 整 の場 合 等 に要望 され る機 能 で ある。

(1.4)自 動 車 産 業 の場 合 を例 と して 考 え る と,部 品変 更 や 切 り替等 を行

う時 に,リ ス トか らの 同一 部 品 の ソー テ ィン グや,在 庫 フ ァイル か らの数 量

把 握 をす る事 が必 要 で,こ の 様 な こ とを ス ムー ズに 行 え る様 な シス テム建 設

を計 画す る時 に 必要 とな る。

(2}非 定 形 的 な 多条 件 の検 索処 理 を行 い た い場 合 等 で,必 要 に応 じ,必 要 な

デ ー タを集 め,処 理 して 目的 の デー タを得 る。 例 え ば 学 術研 究 用 の シス テム

では 必要 で あ る。OR的 な業務研 究,戦 略 的 な仕 事 に 多 く見 られ る例 で あ る

が,あ ま り経 済 性 を重 視 する と実 現が 困難 とな る。 定 形 的 でな い ため,他 計

算機 に ア プ リケー シ ョン プ ログ ラ ムを用 意 して 貰 って処 理 分 担依 頼 をす る 事

が必 要 で あるが 問題 も多 い 。

(3}航 空,鉄 道,宿 泊 等 の セ ッ ト リザ ベー シ ョ ン等 を実 現 す るた め に も要望
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◎

つ

され る。 これ は デ ー タや シ ステ ムの 管理 者 が 分れ て い て,組 織 上 の制 約 か ら

分散 検 索 処理 に な ら ざる を得 な い もので あ り,定 形 的 業務 で もあ り,ト ラ ン

ズ ア クシ ョンの 量 も多 い。 従来 この種 の業 務 は計 算 機 外 の人 手 に よる総 合処

理 に頼 って い た の が,能 率化,省 力化 の線 に沿 って 自動化 され る気 運 に あ る

の で,顕 在 化 した もの で あ る。

吹上 これ 等 の例 を 見 る と大 別 して(1.1)～(1.4)は 類似 と考 えれ ば,大 き

く{1},(2},(3)の 三 つ に 分れ る。 即 ち これ を要 約す る と,

{11メ イ ンの定 形 業 務 に 比 し,低 頻 度 な"横 通 しの仕 事"で 比 較 的定 形 型 の

もの

{2)非 定形 型 で 目的追 求 型 の もの

(3)定 形 型 業 務 で あ り,ト ランズ ア クシ ョンの 数 も大 きい が デ ー タ管 理 権 の

問題 で,分 散 検 索 処理 にな ら ざる を得 な い もの

で あ り,概 ね この様 な形 式 の ア プ リケ ー シ ・ンに 限定 され よ う。 勿論 これ 以外

の ア プ リケ ー シ ・ン も存 在 し得 るが,こ の場 合 は経 済 的 な制約 が 大 きい と云 う

事 で ある。

次 に この分 散検 索 処理 と統合/分 割 の 問題 の 相 関 であ るが,こ れ は,統 合型

で均質 の モ デ ルが望 ま しい。 しか し実 際 に実 現す る シス テ ムは,個 々の ノー ド

にな る各 シ ス テ ムが 既 設 の こ とが 多 く計 画時 点 が ば らば らで,統 一 的計 画 に 至

らぬ こ とが 多 く,結 局 は,既 設 シス テ ムを接 ぐ統合 型 が 多 くな って しまい,又

均 質性 が得 られ ない こ と も多い と思 わ れ る。 この場 合 には 異 るデ ー タベ ース形

式 へ の ア クセ スが 必 要 で あ り,例 えIMP等 で イ ン タ フ ェー ス/プ ロ トコル変

換 を して も,粗 な 結 合 しか望 め ないo

また,複 写 型 コ ピー デ ー タの保 有 との相 関 に つい て も一応 独 立 の 事 と考 え て

良い と思 われ るo

2.6.2分 散検 索 処 理 の 方 法

次 に,こ の 分散 検 索 処理 の や り方(ど の処 理装 置 で処 理 す るか,通 信路 を ど

う与 え る か等)は,特 性 上 には,レ ス ポン ス タ イ ム,自 律 性,障 害 の ロー カ ラ
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イズ等 に か な り相 関が あ る と考 え られ,又 経 済 性 も相 当 に変 って 来 る。未 だ研

究 段 階で あ る が,問 題 点 を挙 げ て お く。

分 散検 索処 理 の特性 に大 きな影響 を与 え る もの に逐 次処 理(b)と 並 列 処理(c)が

あ り,集 約処 理(a)は 平 凡 な ア プ ロー チ で あるが 通 常の フ ァ イル ア クセ ス等 の組

合 せ で実 現可能 で あ り,プ ロ トコ ル上 の問題 が少 ない。(図2-3参 照)

B.C.よ りデータ取得

処理 はA主 体

(a)

・Aは 自分の処理 分を行

いBに 送付

・Bは 自分 の処理 分 を追

加 し,Cに 送付

・Cは 自分の処理 分を追

加 し,Aに 戻す。

(b)

図2-3分 散 検 索 処理 の パ ター ン

・ 処 理 はA.B.C.で 最 も

適 した ノー ドで各 々分担。

・ 最 後 にAに 戻 す。

(c)

〔?

即 ち(a)の 集約 処 理 では,こ の 問題 処 理 をす るAが 中心 的 役割 を行 う。 この場

合 に はAで 検 索(Query)の 内容 に従 いB.C.等 か ら必要 な デー タ を取 得 して来

て,Aの 中で全 部 処理 をす る。 も しB.C.か らの デ ー タで,そ の 検 索 の 目的 を充

たせ ぬ時は,B.C.か らの デ ー タをB.C.に 戻 し課金 等 に 関 す る戻 しの 処理 も行 い,

Aで は検 索処理 を条件 不 充分 と して処理 を終 え る。 この 場 合 に,必 要 に応 じ て

B.C.に 追加 条 件 を与 え,更 に検 索処 理 を遂行 す る事 もあ り,こ の よ うな時 はA

B,AC間 等 の通 信 コス トは 大 きい負 担 に な る こ とも有 り得 る。 この様 な 意 味

で,こ の モデ ルは最 適 で は な いか も知れ ない が,BとCは 単 な る検 索 に応 ず る

形 式 で良 いの で,謂 ゆ る分散 検 索 処理 形式 か ら生 ず る問 題 は生 じな い。

(b)の逐 次型 モデ ルはA.B.C.が 自分 の分 担分 を処理 して逐 次持 ち回 るの で,最

◎
・

可
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◎

適 の 処理 分担 も有 り得 る が,非 常 に能率 の悪 い事 も起 り得 る。 最 初 に処理 指令

を出 すAが 全体 的 に 処理 の分 担 分 割(Querydecomposition)を 決 め る事 も出

来 る し,又A.B.C.が 各 々 自分 の 分担 分 を判断 決 定 す る事 も可能 で あ るが,最 適

アル ゴ リズ ムを決 め る事 には 仲 々困難 を伴 う。 本 方式 は逐 次的 で あ るが 処理 の

モ ー ドと して,前 後 の仕 事 と合せ て考 え れば 並 列処 理 と同 じで あ る ので 処理 能

率 の 向上 は期 待 し得 る。 処理 条件 不 充 分 に 関 して は,(a)の 場 合 と同様 で あ る。

(c)の並 列 型 モ デ ルは(a)と(b)の 折 中案 的 な位置 付 で ある。 分担 分 割 はAで 判 断

され(B)(Qに も積 極 的 に処 理 を分 担 依 頼す る。最 終 的 にはAで 纒 め の 処理 を行 う

が,(a)に 比 しB.Cで の処 理 比 率 が 高 くで き,並 列 的 に処理 が行 われ るの で ,処

理 能率 の向上 も(a)よ りは 期 待 で き る余 地 が あ る。検 索処理 の種 類 単 位 で 適 切な

ノー ドが 纏 め処 理 をす る事 は合 理 的 で あ り,か な り実 際 的 な方 式 で あ る。 尚 処

理 条件 不 充 分 に関 して は これ も(a)と 同 じで あ る。

いず れ に して もこれ 等3つ の モ デル で共 に問題 にな り勝 なの は 回 線経 済 で あ

り,サ イ ト間 を接 ぐ回線 長 とそ こ を通 るデ ー タ量 の積 の総 和 を経 済 的指 標 に置

き換 え て 小 さ くす る事 が必 要 で あ る。 そ して この た めの処 理 の 分担 決定 アル ゴ

リズムを,必 要 とす る想 定 業 務 に 対応 させ て設 定 す る事 が大 仕 事 で あ るが極 め て

重 要 で あ る。 そ して この 設 定 の 良 し悪 しに より,経 済性 が大 き く変 る事 が報 告

され てい るo

尚,こ の分散 処 理 の 性能 の一 つの 重 要 な要 素,レ ス ポンス タ イ ムの最 適化 は,

回線 経 済 の 最適 化 とほ ぼ 規 を一 にす るの で この点 は 具合 が 良 いo

2.7接 続 レベ ル と接 続 形 態 の 問 題

●

分 散 され た サ イ トへ の ア クセ スや処 理 依頼 は,接 続 の レベ ル と形 態 に依 っ て

も大 き く変 って くる。 逆 に云 え ば,そ の シス テ ムの 目的,特 性 の 狙 い か ら接 続

の形 態 を決 め て ゆ かね ば な らな い。(図2-4)

この"接 続 の形 態"は 先述 の要 因 の 内,統 合/分 割,デ ー タ,デ ィ レク トリ

等 の コ ピーの問 題 とは イ ンデ ィペ ン デ ン トな事 柄 で あるが,他 の要 因 とは 相 関
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も深 い し,、構 成 さ れ た ネ ッ トウー クの特性 に も種 々 と影 響 を与 え る。

以 下接 続 の 深 さ の レベ ル を中心 に検 討 す る。

2.7.1ア プ リケ ー シ ョ ン レ ベ ル 接 続

(111(i)(iDの ど ち ら の 接 続 形 態 で も,ユ ー ザ はDBM以 下 を 意 識 しな い で 済 ま

す 方 式 で あ り,ア プ リ ケー シ ョ ン プ ロ グ ラ ムAPPが こ の 業 務 に つ い て,両

q)端 末 的 アク セス(il)ア プ リケーションプログラム接続

ー

ヰ

ー

一

一

一

一

一

一

1

」

]
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一

一

一

一

ー

1

一

一

一

－

L

サーバ

「 一 一 一 一 「

ア プ リケー ショ ン

プロ グラム

1デ 一夕ベ=ス管理 シス
アム

メモ リ管理

結 納 デー タ

「 一 一

図2-4ア プ リケ ー シ ョ ン レ ベ ル 接 続

__」

◆

シス テ ム間 の接 続 の仲 介 を行 え ば,例 えDBMが 不均 質 で あ って もデ ー タベ

ー ス上 の モ デル変 換 や イ ンタ フ ェー ス変 換 は不 要 で あ り,実 質 的 で有 効 な シ

ス テ ムで あ る。

(2}(i)の ケ ー ス で は,分 散 度 合 が 高か った り,ユ ー ザ が高 度 の サー ビス を要

求 す る と,サ ー バ側 で は他 の サ イ トの ため に種 々な ア プ リケー シ ョン を用 意

せ ねば な らず,し か も不均 質 の シ ス テ ムでは イ ン タ フ ェー ス,プ ロ トコル的

な変 換 処理 をAPPの レベ ル で行 うこ・とが 必 要 なの で,非 常 に負 担 が 多 くな

り,実 質 上実 現 が 困難 に な る。 それ で ど う して も定形 的 な仕 事 で種 類 が 少 く

θ

¶
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●

な けれ ば サ ー ビス不 可 能 と な って しま う し,ユ ー ザ も負 担 が 多 い。

(3)Gi)の ケー スは仕 事 の バ ラエ テ ィの吸 収 をユ ー ザ側 アプ リケー シ ョンにゆ

だね る こ とに な るの で,(Dに 比 し業務 上 の制 約 が 減少 す るが,そ れ で もデー

タ送 受 の形 式等 で制 約 は残 るの で,定 形 的 な仕 事 に しか 向 か ない 。 分散 検 索

処理 に 関 して も,非 定 形型 の複雑 な仕 事 では,サ ーバ ー 側APPの 負 担 が非

常 に多 くな って しま い,実 現性 に乏 し くなる。

(4)(D(ii)い ず れ に して も,あ ま り トラン ズア ク シ ョンの 多 くない,定 形型 の

シ ステ ムには好 適 で あ り,2 .6項 で挙 げ た シス テ ム例 の 多 くは この形 式 で も

可能 と云 え よ う。 しか し謂 る粗 結 合 の範 中 で あ るので あ ま り多 くは期 待 で き

ず,DBMが 異 種 の場 合 には実 質 的 で ある が サー バ側 のAPP作 成 負 担 が大

きい の で,TSS,RJE,単 純 フ ァイ ル アク セ ス等 標 準 的 な ア プ リケー シ

ョンに限 られ よ う。

8

2.7.2DBMレ ベ ル 接 続

⑩ アプリケーシ。ンDBM接 続

L__._一__1

ノ

(V)DBM接 続

「 一 一 ー ー 一 寸

__」

図2-5DBMレ ベ ル接 続

(1}図2-5の(iii)(～)の 両 クー ス共 にDBMレ ベル で の接続 相手 を意 識 す
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る。不 均 質 で あれ ば 当 然DBMレ ベ ル での イ ンタ フ ェー ス/プ ロ トコル等 の

変換 処理 が 必要 とな って くる。

②(iii)め 形式 は 若 し不 均 質 で あれ ば,変 換 処理 と,業 務 アプ リケー シ ョン

の 両方 がAPPの 負 担 に なる ので,実 現に は 困難 を伴 うoこ の点(iv)で はD

BMレ ベル で結 合 や変 換 が うま くゆ け ばAPPは あた か も 自己DBMと 仕 事

をす る調子 で 業務 側 に 専 念 出来 るの で,分 業的 な作 業 が 可能 で あ る し実 現性

は 高 い と考 え られ る。(D(ii)よ りは,シ ス テ ム構 成 は大 変 と思 われ るが 出来上

れ ば融 通性 は高 い と考 え られ る。2.6項(2)の シ ス テ ム例 等 に適 し よ うo

{3)通 信 線 に よ る交信 量 に関 しては 大 き くなる恐 れ もあ るの で注 意 を要 す る。

舎

2・7・3MMレ ベ ル 接 続(V)MM接 続

(1)こ の レベ ル の 接 続 で は(図2-6),
u

サ ー バ側 のMM以 下 の構 造,そ の他 を知 っ

て いれ ば,ユ ー ザサ イ ドで は あた か も 自分1
|

の フ ァイル の如 く使 え るで あ ろ うが,フ ィlAPP

l
ジ カル な構 造,構 成 も絡 ん で くる し,デ ー1

1
タ転 送量 も大 きい し,又 更 に 自律性 の維 持lDBM

もゆ ら ぐ様 な事 態 も生 ず る 恐れ もあ る。 そ1
1

の意味 で多娯 雛 を欠 くと思 われ る・lMM

(2)こ の 様 な 方 式 は,ミ ニ コ ン を 多 く 用 し'・・t⊥
_____」

デー タベ ース マ シ ン型 の 用法 を行 う場 合 や,

ファ イル シ ェア を行 う時 に 有 効 と も考 え ら

れ る。 図2-6MM接 続

曾
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3.デ ー タベ ース地 域 的 仮 想 化/正 規fヒの 考 え方
＼

デ ー タベー ス シス テ ムの 特徴 はDDLに よるデ ー タ構 成 の 記述 とDMLに よ

る高 位 レベ ルで の デ ー タ ア クセ ス/管 理 を実 現 で きる所 に あ る。 この よ うな方

式 に よる利 点 は デ ー タ構 成 の形 式 的記 述 を行 った こ とに よ って,格 納 され て い

る情 報 の共 同利 用 を容 易 に す る こ と,又 情 報 が格 納 され てい る記 憶 媒 体 の物 理

的属 性 を プ ロ グ ラムか ら と り除 くこ とに よって プ ロ グラ ミン グが容 易 に なる こ

との2つ を掲 げ る こ とが で きる。 更 に企 業体 等 に おい て,相 互 関係 が 複雑 に入

り視 る,多 量 の デ ー タ を有機 的 に 管理 す るた め に,デ ー タ構成 上 の 記述 を統 一

化 し,管 理 を容 易 にす る こ とが 重要 とな って い る。

以 上 の よ うに ア プ リケー シ ョン プ ロ グ ラマか ら 見え るデ ー タ とそ の構 造,企

業体 等 での情 報 そ の もの の持 つ性 格 の 管理,お よ び記憶 媒 体 上 に格 納 され た 情

四報 の 物 理 的属 性 の3つ を互 い に独 立 化 す る動 きが 盛 んに行 われ て い る
。 しか

しなが ら この よ うなデ ー タベ ース シス テ ムの実 現 にあた って,採 用 す る デ ー タ

モ デ ル(一 般 には3つ の モ デル;階 層型,CODASYL型,リ レー シ ョナルに

大 別 され て い る)に 固有 な制 約 に よ り,ア プ リケー シ ョン プ ログ ラマ か ら見て

デー タが デー タ構造 か ら完 全 に独立 して扱 え る とは 言え な い。逆 に この よ うな

制 約 を活用 して 効率 の よい デ ー タベ ー スへ の ア ク セスが な され る こ とが 多い 。

上 記3種 類 のデ ー タモ デ ルの うち,リ レー シ ョナル デー タ モ デルは この ような

デー タモ デ ル固 有 の制 約 を な くす た め に リレー シ ョンとい う論理 的 単 位 で の情

報 の認 識 と,そ の リレー シ ・ンへ の代 数 的 操作 のみ に よる情報 の処 理 を行 うも

の で あ る。

以 上 は デー タ ベー ス単 体 と しての性 格 につ い て概 説 した が,次 に 分 散型 デ ー

タベ ー スに 関 して特 に第3・1節 ではinvisibilityを 備 え た分散 型 デ一 夕ベー

ネ
ス(地 域 的仮 想 化 デー タベ ー ス),第3・2節 で は不 均 質 な モ デルやDBMSを

含 む 分 散型 デ ー タベ ース の ため に考 慮 され る正 規 化 デー タベ ー スに つ い て述 べ

るo

*こ こで言う仮想化は地域上,地 理上の違いを仮想化する意味であり,仮想端末で言う標準化の意
ではないo
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3.1地 域 的 仮 想 化 デ ー タ ベ ー ス に つ い て

コ ン ピ ュー タネ ッ トワー ク利 用 の確 立 と共 に,地 理 的 に散 在 してい る(又 は

散 在 させ た)デ ー タへ の リモー トア クセ ス を可能 にす る必 要 が 出て来 る。 又 こ

の よ うな散 在 した デー タを デー タベ ー ス シ ス テ ムの 一 部 と して 把握 す る こ とが

必 要 な場 合 も出て 来 る。

す で に述 べ て来 たデ ー タ ベー ス シ ス テ ム におけ る記憶 媒 体 の物 理 的属 性記 述

を ア プ リ ケー シ ョ ンプ ロ グ ラムか ら 切 り離 す 方針 に 従 え ば,地 理 的 に散 在 して

い る デ ー タの格 納 場 所 の認 識 は ア プ リケー シ ョン プ ログ ラム に は不 必 要 で あ る

こ とが望 ま しい こと にな るo

この よ うに利 用 者 側 か ら見て,ア クセ ス され る デ ー タが実 際 には どの よ う な

地 理 的 散 在 を して い よ うと も何 ら変 る こ とな くデ ー タ ベ ース を利 用 で き る もの

を こ こで地域 的仮 想 化 デ ー タベー ス(invisibilityを 備 えた 分散 型 デー タベ

ー ス)と 呼 ぶ。 こ の ような仮 想 化 デ ー タベ ー スに お い て,自 動 的 に格 納 デ ー タ

の格 納 場 所 を認 識 す る機 能 を分 担 す るの は,従 来 の デー タ ベー ス シス テ ム にお

け るDBMSに 分散 型 デー タ ベー ス の た め に追 加 され る機i能部 とす る のが 自然

で あ ろ う。

地域 的仮 想 化 デ ー タベー ス の説 明 は上 記 の よ うに行 われ た と して も,よ り具

体 的 に そ の内 容 を検 討す る とか な り多様 性 を持 つこ とが わか る。 コン ピュー タ

ネ ッ トワー ク上 で の デー タの散 在,管 理 機 能 の分散 等 地 域 的仮 想化 デ 一 夕ベ

ーz－ス の実 現 ,利 用形 態 は種 々の もの が 考 え られ る こ とは す でに第2章 で詳 細 に

分 類,解 説 され て い る。 地域 的 仮 想 化 デ ー タベー スの 分類 を支配 する要 因 と し

て,特 に こ こでは

(1)デ ー タモデ ル が均 質 で あ るか 否 か

(2)実 現 され たDBMSが 均 質 で あ る か否 か

{3)単 一 デ ー タベ ー スの 分散 か あ る いは 複数 の デー タベ ー スの 統合体 の 分散

か

等 が あげ られ よ う。
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議 論 を簡 単 にす るた め に まず 均質 な デー タモ デ ルDBMSに よる地域 的 仮想

化 デー タベ ー ス を想 定 してみ る。 ここで 自動 的 に格納 デー タの格 納場 所 を認 識

し,ア プ リケー シ ョン プ ロ グラ マに格 納場 所 を 見せ ない た め には,送 信 と受信

のDBMS間 で

(a)管 理 情 報(ス キ ー マ/サ ブスキ ー マ情 報,デ ィレ ク トリ情報 等)の 転 送

(b)デ ー タ レ コー ドア ク セス に必 要 な情 報(キ ー,モ ー ド,デ ー タレ コー ド

等)の 転 送

を行 う必要 が あ る。 即 ち,こ こで想 定 して い るの は 同一 デ ー タ モデ ル,同 －

DBMSに よっ て実 現 され て い る単一 データベース 又 は複数 デ ー タベ ー スが 分散

され て い る時,ア プ リケー シ ョンプ ログ ラマは 地理 的分散 を知 る必要 な く,サ

ブス キー マ情 報 を用 い,分 散 され た デ ー タベ ースへ の ア クセ ス を行 え る環境 で

ある と して い る。 管理 情 報 を重複 して持 つ場 合 は上 記(a)は 不要 で あ って も,そ

の場 合 は 管理 情 報 の更 新 問題 の扱 い に注 意 を払 わね ばな らない し,又 デー タの

重複 が あれ ば 同様 に更新 に よ るconsistencyの 維 持 の問題 が伴 う ことは 明 らか

で あ ろ うo

以 上 の よ うな問 題点 は あ るにせ よ,均 質 なデ ー タモデ ル,DBMSを 持 つ こ

とに よ って,情 報 転送 には変 換 が 不要 で あ るのは 勿 論,DMLレ ベル以 上(本

章 で はDBMS間 の データ転送 を前提 と して い るの で)の 任 意 の レベル で の,任

意 の デ ー タ形 式 に よる情 報 転送 が 可能 で あ る。 従 っ て情 報 転送 の レベ ルは 転 送

量 を少 な くす る もの,又 機 能的 に 分割 しや す い もの に設 定 すれ ば 良い で あ ろ うo

3.2正 規 化 デ ー タ ベ ー ス に っ い て

●

第3.1節 に示 した よ うに,か な り制 限 を加 え た 例 に おけ る地域 的仮 想 化 デー

タベ ー スに つ い て概 略 検 討 を行 った。 次 に一 般 に 不均 質 なデ ー タ モデ ル,不 均

質 なDBMSの 共 存 す る コ ン ピュー タ ネ ッ トワー クでの 分散 型 デー タベー ス に

っい て 本節 で検 討す る。

不 均 質 な デ ー タ モデ ル,不 均質 なDBMS・ を含 む 分散型 デー タベー スでは 単
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に地 理 的 に散 在 した デ ー タの格 納 場 所 を利 用者 に 見せ ない よ うに す る とい う単

純 な もの では な く,デ ー タモ デ ル間 の変 換,実 現機 能 の 相違 の 何 らか の補 償 等

の 問題 を も含 む複雑 な管 理 が必 要 で あ る。 この よ うな例 におけ る分 散型 デ ー タ

ベー ス を実 現 す る方 法 と して,標 準 的 な,正 規化 され た デー タベ ー ス シス テ ム

を設 定 す る こ とが重 要 で あ る。 この よ うな デー タベー ス シス テ ムでは デー タモ

デル の差,DBMSの 機 能 の差,異 機 種 間vak・ける諸 問題 は この正 規 化 デー タベ

ー ス を前提 にす る ことに よって 均質 なデ ー タ モデ ルやDBMS ,同 一機 種 の場 合

に類似 で きる。 異 機 種,異 モデ ル間 で の変 換 問題 は第7章 で ま とめ て取 扱 うの

で こ こでは 詳 細 に は触 れ ない 。

現実 の デ ー タモ デル間 の相 違 等 は 変換 手 続 に よって デー タモデ ル 間移 行 を 行

う訳 で ある が,こ こに正 規化 デー タベ ー ス とい う標準 的 な もの を 中心 に置 くこ

とに よ る利点 は 各種 デ ー タモ デ ルやDBMS相 互 間変 換 を個 々に行 う必 要 が な

い こ と,個 々 の ケー ス に合 わせ た 変 換 で は な く本来 あ る べ き姿 を追 求 しやす い

こ とを掲 げ る こ とが で き る。 す で に述 べた よ うに ア プ リケー シ ョン プ ログ ラ ム

(特 に親 言語形 式 の もの)は 対 象 と して い る格納 デー タに採 用 され て い るデ ー

タ モデ ル に依存 す る部 分 が あ る こ とか ら,不 均質 な もの を含 む 分散 型 デー タベ

ー スで はDMLレ ベ ルで利 用 者 が 自由 に デ ー タベ ー ス を利 用 す る こ とは 困難 で

あ ろ う。 即 ち,親 言語 形式 に よるア プ リケー シ ョン プ ログ ラム(DMLレ ベ ル

の プ ・グ ラ ミン グ)は デー タモ デル に依 存 す る部 分が 多 く不 均 質 な もの を含 む

分散 型 デー タベー ス で正 規化 の対 象 とす るのは 困 難 で ある 。す で に世 の 中 に存

在 す る デー タモ デル を基礎 と して 正 規 化 デー タベ ース を議論 す る とす れ ば,利

用者 に よる高 位 レ ベルの 言語体 系,た とえ ばQL(QueryLanguage)レ ベル,

での プ ロ グ ラムか らの デ ー タベ ー ス ア ク セスで は デー タモ デルへ の 依 存 度 は 少

ない こ とか ら,正 規化 の対 象 と しや す くな る。正 規 化 デ ー タ ベー スの 具 備 す べ

き ものは,正 規化 され た論 理 デー タ構造 とそ れ を表 現す る手 段 を持 つ こ と,叉

こ の よ うに正 規化 され た論 理 デー タ構 造 へ の ア ク セス を可能 にす る操 作 言語 を

持 つ こ とで あ る と され よ うが,以 上 の 議 論 か ら操 作 言語 の レベ ルはか な り高 位

の もの とす る こ とが必 要 と考 え られ る。
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4.先 行 シ ス テ ム の 例

4.1CONIT

●

4ユ.1CONITの 概 要

CONIT(ConnectorforNetworkedInformationTransfer)は ,技 術

研 究 者 が容 易 に文献 検 索 シス テ ムの サー ビス を利 用 出来 るこ とを 目的 と し,M

ITのMulticsシ ス テ ム上 で イ ン プリメン トされ た 。米 国 にはLockheed社 のDI

ALOGシ ステ ム,SDC社 のORBITシ ス テ ム,NLMのMEDLINEシ ス テ ム

に代表 され る よ うに 多 くの情 報 検 索 シス テ ムが 開発,運 用 され て い る。 これ ら

の シ ス テ ムが 提供 す る デ ー タベー スは非 常 に広 範 囲 に わた ってお り,多 くの ユ

ー ザを持 っ てい る
。 各 シス テ ムの検 索機 能 に 関 しては 共通 項 目が 非 常 に 多 い に

もか か わ らず,コ マ ン ド名 称,パ ラ メー タ等 にお い てか な りの 違 い がみ られ る。

この違 い を ユー ザ が容 易 に文 献 検 索 シ ス テ ムを利 用す るた めの 障 害 と して と ら

え,共 通 言語 によ る異機 種文 献 シ ス テ ムの利 用 を可能 とす るた め の シス テ ム と

してCONITが イン プ リ メン トされ たo

CONITは 前記 の3シ ス テ ムの 他 にSUNYのMEDLINEを 含 めた4シ ス テ

ムに,ARPA-net,TYMNET ,TELENETを 通 じ て ア クセ ス で きる。 と

の結 合 形 態 は図4-1に 示 すo

、

4ユ.2ア プ ロー チ

異 なる シス テ ムを同一 の ア クセ ス方法 で利用 す るた めに は,最 終 的 には シス

テムや デ ー タベ ー ス構 造 の標 準 化 が 必要 と考え られ るが ,標 準 化 を達成 す る に

は既 存 シス テ ムの 特徴 や環 境,ユ ー'ザの好み,異 なる フ ァ イル構 造 を持 つ デ ー

タベ ー スの再 編 成 など 多 くの 問題 が あ り,す ぐに解 決 され る とは思 われ ない
。

したが って,そ れ に至 る 現実 的解 決 策 と して考 え られ た のが コ ン ピュー タに よ

る イ ン タ フ ェー ス変換 で あるo

この変 換 を お こ な うと き異 な る情報 検 索 シス テ ムがn個 存在 す る と き,そ れ
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それ の シス テ ム間vak・ け る変 換 アル ゴ リズ ム を設 け る とす る とn(q-1)個 必

要 と な り効 果的 でない 。

そ こでCONITで は,共 通 言語 を導 入 す る こ とに よ り,2n個 の変 換 アル ゴ

リズ ムを設 け る だけ で各 シ ス テム間 の イン タ フェー ス を達 成 して い る。

共 通 言語 は,CONIT内 で 目的 シ ステ ムの ロー カル 言語 に変 換 され,目 的 シ

ス テ ムか らの応 答 は 逆 に共 通 言語 に変 換 され る。

共 通 言語 の設 定 に 当 って は,次 の点 が考 慮 され,そ の結 果 と して表4二1に

示 す コマ ン ドが 設定 され た。

(1)各 種 検 索 コマ ン ドを基 本機 能 に分解

{2)基 本 機 能 か らな る マ ク ロを含 む共 通 コマ ン ド言語 の開 発

⑧ 各 シ ス テ ムの コマ ン ドよ り共通 コマ ン ドに よる ネ ッ トワー クへ の ア クセ

スに重 点

(4)コ マ ン ド言語 の オー プ ンエ ン ド性,柔 軟 性,モ ジ ュ ラ リテ ィ

(5}シ ス テ ムの 利 用 に際 しての ユー ザへ の援 助(assist)

表4-1CONITの 主 要 コ マ ン ド

コ マ ン ド名 機 能

conit CONITシ ス テム起 動用

help CONITシ ス テムの利用方法 につい て,基 本 的な機能 を把 握す るために

exp[ainコ マ ン ドの使用 を指示 す るo

explain CONITシ ス テムの概要説 明

実際 に検 索 を開始す るに当 って,必 要 な手続 き(シ ス テムとデー タベー

スの 選択)に つい て指示 。

pick CONITシ ス テ ム を 通 し て 利 用 す る シ ス テ ム と デ ー タ ベ ー ス の 選 択 。

find 指 定 し た キ ー ワ ー ドを も つ 文 献 を 検 索 。(×;transportati㎝,skin,…)'

指 定 し た 文 字 ス ト リ ン グ を も つ キ ー ワ ー ドを 含 む 文 献 を検 索 。

(×;nadiation十,…)

指 定 し た 著 者 名 に よ る 文 献 を 検 索 。(×; .Marcus,…)

show CONITシ ス テ ム に 参 回 し て い る シ ス テ ム や そ れ ぞ れ の デ ー タ ベ ー ス 名,

キ ー ワ ー ド リ ス ト,,検 索 結 果 な ど を 表 示 す る 。

combine 文献集合 同志の論理2項 演算 を行 う。

2つ の セ ッ トの 論 理積 。

2つ の セ ッ トの 論理和 。

2つ の セ ッ トの 論 理否定
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4.1.3ま とめ

CONITシ ス テ ムの特 徴 は,次 の二 点 に ある と 言え るo

(1)文 献 検 索 シ ステ ム(複 数)だ け に限定

{2)共 通 問合 せ 言語 の導 入

特 に,対 象 とす る ア プ リケ ー シ ョンの範囲 を明確 に限 定 す る こ とに よって,

共 通 に必 要 な機 能 の抽 出 と,そ れ ら をま とめ合 せ た共 通 問合 せ 言語 の設 定 をお

こな った こ とは,最 も現実 的 な ア プ ロー チで あ る と評 価 して よい。

この ア プ ロー チ に よ ってCONITシ ス テ ムの 占有 す る全記 憶 装 置 は,約40

ペ ー ジ(1ペ ー ジ=1K語;1語=36ビ ッ ト)で あ り,シ ステムの応答 時 間 も

十 分 満足 のい く範 囲 にk・ さ ま ったo

4.2SDD-1

4.2ユSDD-1の 概 要

SDD-1(SystemforDistributedDatabases)はComputerCorp.of

AmericaのRothnieら に よ っ て 開 発 され て い る 分 散 型 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム で

あ る 。 そ の 特 徴 を 列 挙 す る と 次 の よ うに な るo

ほ}デ ー タ モ デ ル は リ レー シ ョナ ル で あ るo

{2}デTタ ペ ー ス は デ ー タ モ ジ ュ ー ル とい う単 位 で 分 散 され る 。

(3)デ ー タ モ ジ ュー ル はGlobalDataManagerとLocalDataManagerか

ら な るo

(4)デ ー タ の 分 散 は ユ ー ザ にinvisibieで あ る 。

(5}デ ー タの 重 複 コ ピー は 任 意 に 許 さ れ る。

(6)デ ィ レ ク ト リー は 通 常 の デ ー タ と 同 様 に分 散 さ れ る。

(7}複 数 コ ピ ー の 更 新 同 期 は プ ロ トコ ル に よ るo

(8)分 散 問 合 せ の最 適 化 を 試 み る 。

デ ー タ の 分 散 のinvisibilityを 保 つ こ と を 前 提 と し,又 任 意 の 重 複 を 許 す

こ とは 信 頼 性,長 寿 命 性,又 効 率 上 の 要 求,拡 張 性 か ら分 散 型 デ 一 夕ベ ー ス シ

,
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ス テ ム に は 重 要 な ポ イ ン トで あ る と して い る。

⑨

4.2.2デ ー タ モ ジ ュー ル

デ ー タ モ ジ ュ ー ル(図4-2参 照)はGlobalDataManager(GDM)と

LocalDataManager(LDM)か ら な る 。 前 者 の 役 目は ユ ー ザ か ら の 要 求 を 内

部 で の 処 理 構 造 に 分 散 し,ど の デ ー タ モ ジ ュ ー ル に 目的 の デ ー タが 存 在 す る か

確 か め,LDMに 処 理 指 令 を 出 す 。 後 者LDMは 通 常 のDBMSで あ る が,特

にSDD-1で はDataComputerを 使 用 す る 。

＼

/

GDM GDM

/
GDM＼

/

ミ

/
/1.DM

＼
1.DM

＼
LDM

f

図4-2デ ー,タ モ ジ ュ ー ル の 構 成 例

曾

,

4.2.3デ ー タ モ デ ル

デ ー タ モ デ ル は リレ ー シ ョナ ル で,各 モ ジ ュー ル に は リレ ー シ ョ ンのrest-

rictionとprojectionに の み よる フ ラ グ メ ン トが 格 納 さ れ る。 フ ラ グ メ ン ト

の 内 容 は 重 複 し て 複 数 の 地 理 的 な場 所 に 置 く こ と が で き る 。 た だ し デ ー タ ベ ー

ス の 完 全 な 非 冗 長 な もの,こ れ をmaterializationと 呼 ぶ,を 各 ユ ー ザ に 割 当

て るo

4.2.4デ ィ レ ク トリー と更 新

デ ィ レ ク ト リーの 重複 化,更 新 や デ ー タの 更新 に関す る管理 問題 は大 きな問
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題 で あ る。SDD-1で は デ ィ レ ク ト リー は 特 に デ ー タ とは 区 別 せ ず,任 意 の

重 複,分 散 を許 して い る。 但 しdirectoryofdirectoryは 各 デ ー タ モ ジ ュ ー ル

に コ ピー を 持 つ。 デ ー タ 更 新 の 同 期 問 題 は 任 意 の 重 複,分 散 を許 して い る の で

大 き な 問 題 で あ る 。SDD-1で は デ ー タ ベ ー ス ア ド ミニ ス トレー タ(DBA)

に よ っ て トラ ン ザ ク シ ョ ン ク ラ ス とい う もの を 定 め,プ ロ トコ ル 方 式 に よ り デ

ー タ モ ジ ュ ー ル 単 位 に 更 新 を行 っ て い く方 式 を 採 用 して い る。

4.2.5分 散問 合せ の最 適化

分 散 問 合せ の 最適 化 はE.Wongに よ って そ の方 式 が示 され てい る。 条 件 と し

ては 任 意 に デ ー タの分散 が 与え られ,又 そ の デ ー タに 関す る述語 論理 形 式 の 問

合 せ が 与 え られ て い る とす る。 この 間 合 せ を分解 して,各 デー タモ ジ ュー ル で

の 局 部 的 な問 合 せ 処理 とデー タモ ジ ュー ル間 の フ ラグ メ ン ト転 送 の組 合せ にす

る。 こ こで の評 価 を行 う対 象 は転 送 コス トの最 小 化 で あ り,処 理 量最 小化 は 二

次的 と して い る。

(1)分 散 問合 せ の初 期 条 件 設定

この 種 の最 適化 は完 全 な最適 解 を全 ての場 合 につ い て保 証す る こ とはほ ぼ

不 可 能 で あ り,従 って その 初期 条 件 の選 び方 に よ って解 の性 能 は異 な って来

る。 こ こで の初期 条件 の 設 定 は以 下 の よ うなス テ ップで行 われ る。 初期 条 件

は 各 デー タモ ジ ュー ル での 局 部的 問 合 せ 処理 後 フ ラ グメン トは あ る デー タモ

ジ ュー ル1個 に 集 め る とい う転送 の み を考 慮 し,こ の よ うな転送 を最 小 コス

トにす るデ ー タ モ ジ ュー ルの場 所 を求 め る こ とに より完 成 す る。 デ ー タは

materializationに よ り非 冗 長性 を持 つ。

ス テ ップ1.問 合せ 内 の各 デ ー タ項 目に場 所 情報 を付加 す る。

ス テ ッ プ2.問 合せ 条 件 の 中で 推 移 的(transitive)な もの を導 出す る。

ス テ ップ3.局 部 的 に処 理 可 能 な もの を除 く。

ス テ ッ プ4.最 終 結 果出 力場 所毎 に 転送 コス トを計 算 し,最 小 の もの を選

び,初 期 条件 設定 を終 了す る。

出来 上 った初 期 条件 とは 局部 処 理(各 デ ー タ モ ジ ュー ルで並 列 に独 立 に行

,

曹
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●

われ る)と そ の処 理後 の フ ラ グメン トのmove動 作 の列 か らなる 。

〔2)分 散 問 合せ の最適 化 法

初 期 条 件 に よ っ て与 え られ た フ ラ グメ ン トの各move動 作 はmoveの 方 向 を

逆 にす る とい う代 替 が あ る。 この よ うな代 替 は まず 各move動 作 に対応 す る

問 合 せ 句(一 般 には複 数 個あ り得 る)に つ いて 各句 内 の変数 に対 して与 え ら

れ た 転送 方 向 とは逆 の もの を各 転 送毎 に生 成 してみ る。 この よ うな代 替 に つ

い て そ の転 送 コス トを計算 し,有 利 な もの を採用 し,不 利 な もの は 採 用 しな

い。 次 に この よ うに代替 に よって変 更 され た 転送路 のた め に生 じ る変 更 を別

の転 送 と して追 加 す る。 以 上 の 処理 を全体 の転 送 コス トが低 下 す る限 り続 け

るo

4.2.6SDD-1の ま とめ

以上 述 べた よ うにSDD-1は 分散 型 デ ー タ ベー ス シス テ ムの理 想 に近 い 姿

を実 現 す る こ とをね らい と した実験 シス テ ム と 言え よ う。 そ の特 徴 は何 と 言っ

て も任 意 の デ ー タ分 散,ユ ー ザに は重 複,分 散 をinvisibleに す る とい う方 式

で あ るo

4.31NGRES

●

●

4.3.1概 要

INGRESはUNIXオ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム上 の ユ ー ザ ,・プ ロ セ ス の 集 合

と して 働 く リ レ ー シ ョ ナ ル ・デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム で あ る 。 こ のDBMS

はUNIXを 実 行 す る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 集 合 上 で 働 くよ うに,Univer-

sityofCarifornia,BerkeleyのMichaelStonebrakerら に よ って
,現 在

拡 張 さ れ て い る 。 図4-3に 示 す よ うに,UNIX通 信 機 能 を 用 いて1つ の マ シ

ン上 の プ ロ セ ス が 他 の マ シ ン上 の 従 属 す る プ ロ セ ス に 同 期(fork)さ せ
,そ の

プ ロ セ ス と デ ー タの 交 換 を す る こ と が で き る。
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図4-3TheDistributedINGRESEnvironment

4.3.2分 散 型 デ ー タ ベ ー ス の ビ ュ ー

デ ー タ ベ ー ス は シ ス テ ム カ タ ロ グ を 加 え た りレ ー シ ョンR1,… …,Rn・ の

集 合 か ら な る 。 コ.ン ピ ュー タ ネ ッ ト ワー ク は 通 信 リ ン ク で 相 互 結 合 され た 位 置

S1,…,Sk'か ら な るo

与 え られ た 位 置Siの ユ ー ザ がINGRESにlogintoし,ど の デ ー タ ベ ー ス

Dと イ ン タ ラ ク シ ョ ン した い か を 指 示 す る 。 ユ ー ザ か ら 見 た ビ ュー は 次 の よ う

に な る。 デ ー タ ベ ー スDは 位 置S1,…,Smの 部 分 集 合 に 存 在 し,j番 目 の 位

置Slに は リレ ー シ ョ ンR1(Sj),….Rn(Sj)が あ る とす る6

ユ ー ザ は リ レ ー シ ョ ン の 集 合C={Ri(Sh),h=1,…,j,i=1,…m}

を 見 る。 この場 合,次 の2つ の制 限 が考 え られ る。

■
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1)個 々 の リレ ー シ ョ ン は 単 一 の マ シ ン上 に あ る。

2)デ ー タ ベ ー ス と の ユ ー ザ の イ ン タ ラ ク シ ョ ン は,単 一 の 位 置 に あ る リレ

ー シ ョ ン に 対 す る もの だ け で あ る
。

しか し,INGRESで は い ず れ の 制 限 も しな い 。 な ぜ な ら,こ れ ら の 制 限 を 設

け る と ネ ッ ト ワ ー クが 弱 く な る よ うに 考 え られ る か ら で あ る 。

◆

●

4.3.3シ ス テ ム ・力 夕 ロ グ

個 々 の マ シ ンは,そ の マ シ ンに 物 理 的 に 存 在 す る リ レー シ ョ ンの た め の シ ス

テ ム ・カ タ ロ グ を維 持 す べ き で あ る 。INGRESシ ス テ ム ・カ タ ロ グは4つ の

タ イ プ の 情 報 を 持 っ て い る 。

a)リ レ ー シ ョ ン 名

b)パ ー シ ン グ情 報(ド メ イ ン名,フ ォ ー マ ッ トな ど)

c)パ ー フ ォ ー マ ン ス 情 報(タ プ ル の 数,記 憶 構 造 な ど)

d)一 致 性 情 報(保 護,イ ン テ グ リ テ ィの 制 約 条 件 な ど)

1つ の マ シ ン に シ ス テ ム ・カ タ ロ グ の 完 全 な 集 合 を格 納 し,そ の マ シ ン を

ttGOD"と 名 付 け
,不 明 の シ ス テ ムnカ タ ロ グ情 報 は"GOD"に 要 求 す る とい

つ で も得 られ る と い う こ とが 考 え ら れ る 。 しか し"GOD"が 動 か な く な る と シ

ス テ ム も止 ま る の で,INGRESで は"GOD"を 持 た な い 。

パ ー フ ォ ー マ ン ス を 改 善 す る た め に
,INGRESで は 次 の2つ を 行 う。

1)全 て の マ シ ンで 項 目a)を 格 納 す る0

2)項 目a)-d)が あ る マ シ ンに よ って 要 求 さ れ る 時 は い つ で も,そ れ ら を

セ ー ブす る が,正 し く更 新 す る努 力 は しな い。 前 も っ て 決 め られ た 長 さ の 時

間 の 後,こ れ らの 情 報 は 捨 て る。 ワ ー キ ン グ セ ッ トの 利 用 で 再 使 用 の 場 合,

高 速 化 で き る 。

4.3.4新 し い ユ ー ザ ・コ マ ン ド

1)ユ ー ザ が リ レ ー シ ョ ン の 物 理 的 な位 置 を 示 す キ ー ワ ー ドLOCATIONを

含 む よ う に,コ マ ン ド 言語 を拡 張 す る。

一329一



2)1つ の位 置 か ら他 の 位 置 ヘ リレー シ ョンを動 か す た め に次 の コマ ン ドが必

要 で あ る。

MOVERELATION _NAME(LOCATION=X)

TORELATION_NAME(LOCATION=Y)

3)1つ 以 上 の マ シ ンに広 が る リレー シ ョンを形 成 す る3つ の 可能 な方法 が あ

るo

D次 の シー ケ ンス で,QuALIFIcATIONを 満足 す る タ プル をXに 移

す。

RANGEOFRISRELATION

RETRIEvEINTOw(R.ALL)wHEREQUALIFICATION

DELETERWHEREQUALIFICATION

MOVEWTORELATION(LOCATION=X)

iDCREATEは い くつ か の位 置 で行 え,f固 々の マ シ ンに(COPY機 能 を使

って)大 量 ロー ドが で き る。

上記 の 両 方 の メ カニ ズ ムが,ユ ー ザ定 義 の基 準 に従 っ て分 散 す る リレー シ ョン

を生 成 す る。

iii)第3の 機構 は,シ ス テ ムが 分散 基 準 を使 い,自 動 的 に実施 す る。 これ に

は 次 のCR巳ATEコ マ ン ドの新 しい形 が 必 要 で あ る。

DISTCREATERELATIONNAME

({DOMAIN_NAME・=FORMAT})

({QuAI、IFICATION-LOCATION})

こ こでQUALIFICATIONはRELATION _NAME上 で変 化 す るただ1

つの タ プル変 数 を含 むQUEL限 定 で ある。

4)バ ッ クア ッ プ ・コ ピー を行 うには 次 の ような バ ック ア ッ プ コマ ン ドが要 求

され るo

BACKUPOFRELATION_NAME(LOCATION;X)IS

RELATION_NAME(LOCATION=Y)
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4・3.5分 散 問 合 せ の 分 割(decomposition)

INGRESは 多 変 数 イ ン タ ラ ク シ ョ ン を 一 連 の1変 数 イ ン タ ラ ク シ ョ ン に 分

割 す る か ら,関 係 し た リレ ー シ ョ ンが 単 一 の マ シ ン上 に な い 時 に は 付 加 的 な ス

テ ッ プ が 必 要 で あ るo

単 一 マ シ ン上 で 必 要 と さ れ る全 て の リ レ ー シ ・ ン をMOVEコ マ ン ドを 使 っ

て 集 め,処 理 す る 方 法 が あ る。

も う1つ の 方 法 は 分 割 ア ル ゴ リズ ム を 拡 張 す る こ とで,以 下 に 例 で 示 す 。

EMP(NAME,SALARY,MANAGER,AGE,DEPT)が マ シ ン1)

と マ シ ン2)に 分 散 して い る リレ ー シ ョ ンで,マ シ ン1)で 次 の イ ン タ ラ ク シ

ョ ン が 受 け と られ た と 仮 定 す る 。

自 分 の マ ネ ー ジ ャ よ り 多 い 収 入 を得 て い る35以 下 の 従 業 員 を 見 付 け ろ 。

RANGEOFEISEMP

RANGEOFMISEMP

RETRIEVE(E.NAME)WHEREE.SALARY>M.SALARY

ANDE.MANAGER=M.NAME

ANDE.AGE<35

次 の ス テ ッ プ が 実 行 さ れ る 。

1)マ シ ン1)が2つ の リ レ ー シ ョ ンの デ ィ ス ク リプ タ を 集 め イ ン タ ラ ク シ

ョ ン を パ ー シ ン グ す る0

2)マ シ ン1)は(E.AGE<35)を 分 離 し,次 の イ ン タ ラ ク シ ョ ン を 出

す 。

RANGEOFEISEMP

RETRIEVEINTOW(E.NAME,E.SALARY,E.MANAGER)

WHEREE.AGEく35

結 果 と して,Wが 両 方 の マ シ ンで 生 成 され,デ ィス ク リ プ タはW上 の カ タ

ロ グ情 報 を 持 っ て マ シ ン1)に 戻 る。

3)残 っ て い るqueryは,

RANGEOFEISW
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RANGEOFMISEMP

RETRIEVE(E.NAME)WHEREE.SALARY>M.SALARY

ANDE.MANAGER=M.NAME

マ シ ン1)と マ シ ン2)に 上 の イ ン タ ラ ク シ ョ ン をWとEMPの デ ィ ス ク リ

プ タを 付 け て 送 り,Wが 置 換 され る とい う指 示 も送 る。

4)個 々 の マ シ ンは,Wの 中 の 最 初 か 次 の タ プ ル でWを 置 き換 え る 。 そ し て

次 のqueryが 生 ず る。

RANGEO耳MISEMP

RETRIEVE(name)WHEREsalary>M.SALARY

ANDname=M.NAME

5)全 て の タ プ ル代 入 を 終 え て か ら,両 方 の マ シ ン は,ユ ー ザ に通 知 す る コ

ー リ ン グ ・プ ロ セ ス(callingprocess)に 完 全 な 情 報 を通 知 す る。

4.3.6同 時 性(concurrency)と 一 致 性(consistency)

同 時性 制 御 には 次 の2つ の 方法 が あ る。

1)全 て の必 要 とされ る 資源 を前 もって要 求 す る こ とで デ ッ ドロ ックを避 け

る0

2)デ ッ ド ロッ クが起 った時,そ れ を 見付け,選 ばれ たttい け にえ"を 後 退

させ る0

1)を インプリメン トす る こ とは,現 在 のINGRESの 同 時性 機 構 の単純lt-一一般

化 で あ る。INGRESは"GOD"を 持 た ない の で,デ ッ ドロッ ク検 出は 困難 で

あ るo

同 時性 問題 の 他 に い くつか の一 致性 の 問題 が あ る。

1)INGRESは デ ー タベ ー スDに 唯一 の デー タベ ー ス管 理者 がい る こ とを

保 証 し なけれ ば な らカ い。

2)INGRESは 同 じ名 前 の全 て の リレー シ ョンが 同一 の記述 を持 つ こ とを

保 証 しなけれ ば な ら ない 。

3)障 害 回復 ソ フ トウェアは矛 盾 の ない ネ ッ トワー クva回 復 しなけれ ば な ら
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な い0

4)バ ッ ク ア ッ プ コ ピー を矛 盾kく 維 持 し な け れ ば な ら な い 。INGRESは

"GOD"を 持 た な い の で
,コ ピー が ど こ に あ る か の 情 報 を 主 コ ピー の 存 在 す

る マ シ ン と バ ッ ク ア ッ プ マ シ ン そ れ ぞ れ に 持 つo

勢

4.3.7ま と め ・

INGRESは,た と え 同 時 性 の 問 題 が そ の 存 在 で軽 く さ れ る と し て も,"G

OD"を 持 た な い 。 そ の 理 由 は い くつ か あ る。

1)"GOD"は パ ー フ ォ ー マ ン ス の ボ トル ネ ッ ク に な り得 る 。

2)ネ ッ ト ワー ク ト ラ フ ィ ッ クが 適 度 で あ る 時 だ け,良 い パ ー フ ォ ー マ ン ス

を 持 つ。CtGOD"な し で は,ロ ー カ ル イ ン タ ラ ク シ ョン は ト ラ フ ィ ッ ク を生

ま な い の で ネ ッ トワ ー ク トラ フ ィ ッ クは 下 が る 。

INGRESで は コ ピー は 信 頼 性 の た め に 用 意 され る 。 コ ピー の 更 新 は,始 め

に主 コ ピー を更 新 し,そ れ か ら全 て の コ ピー に 更 新 を再 指 示 す る こ と で 達 成 さ

れ るo

●

● 一333一



5.応 用 シ ス テ ム 例

第2章 にお い て分 散 型 デー タベ ー スの 特性 形成 の要 因 に つい て技 術 的 な観点

か ら各種 の 問題 に つ いて 論 じた が,本 章 で は少 し立 場 を変 え て実 際 の計算 機 ユ

ーザ の観 点 か ら,分 散 型 デー タベ ース を使 用す る シス テ ム を想 定 し,各 シス テ

ムは どの様 な要 因,接 続 方 式 を採 って行 く事 に な るか を論 じる事 にす る。

分散 型 デ ー タベ ー ス を そ の構 成 の ア ブn－ チか ら考 え る と次 の2つ に大 別 出

来 る。

1つ は 論理 的 には1個 の デ ー タベー ス を ア クセ スパ ター ンの 偏 向(地 域 的 偏

向 や利用 者 の偏 向 な ど)に も とつ い て,い くつ か のデ ー タベ ー スに 分割 し,各

々 を分散 配 置 す る もの で ある。 この タ イ プは 大企 業 内 部 に お け る部 門別 デー タ

ベ ー スな ど に良 く見 られ る利 用形 態 で あるo図5-1に そ の一 例 を示 す。 この

形 態 での各 特 性形 成 要 因 を考 え て み る。結 合 形成 と して は 現状 では,ア プ リケ

ー シ ョン プ ログ ラ ムレ ベ ルの 結 合 で あ るが ,今 後 デー タ ベー ス マ ネ ジ メ ン ト機

能 が 強化 され れば,デ ー タベ ー ス管 理 シス テ ム レベル で の結 合 とな ろ う。 シ ス

テ ム全 体 の均 質/不 均 質 につ い て は,一 般 には 同一 企 業 内 で は 同一 メー カの 計

算機 を使 用す る とすれ ば,均 質 と考 え られ る。 しか し,同 一 メー カで も汎 用 コ

ン ピュー タ とオ フィス コン ピュー タ とでは,ア ー キ テク チ ャの 異 る場 合 もある

し,又 メー カ数社 の計 算 機 が混 在 す る場 合 もあ るの で,不 均 質 の場 合 もあ り得

る。 冗長 性 に つい て は,デ ィ レ ク トリは当 然 冗長 性 を有 す るが,デ ー タにつ い

て は 冗長 性 を有 さな い ケ ー スが 多い 。 シス テ ム と して の分 散 度 は大 き くない。

他 の一 つは論 理 的 に は独 立 した デ ー タベー ス を相互 利 用 を 目的 と して結 合 し

よ う とす る もので,対 等 な レベ ル の デー タベ ー スが ネ ッ トワー ク状 に 分散 して

い る ことが考 え られ る。 これ は企 業 間で の デー タ ベー スの 相互 利 用や,国 家 規

模 の 公開 を 目的 とす る デ ー タベー ス の利 用 左 どの利 用形 態 が考 え られ る。 この

タ イ プの デ ー タベ ー ス分 散 の 例 として,自 治 体 総 合 シス テ ムを図5-2に 示 す 。

この場 合 で の各 特性 形 成 要 因 を考 え て み る。結 合 レベ ル と して は,現 状 では ア
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図5-1製 造 業 に お け るデ ー タ ベー スの 分散 例
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図5-2官 公庁 にお け るデ ー タベ ース の分散 例

年金 データ

戸籍 データ

災害データ

等

●

プ リケー シ ョン レベ ルで あるが,デ ー タベー ス管 理 レベ ル での結 合 が強 く要 求

され よ う。 均質/不 均 質 に つい ては,不 均 質 が大 部 分 で あ ろ う。 冗 長性 に つい

ては,デ ー タの冗 長 性 は 各部 道 府 県 では必 要無 い が,自 治 省 レベ ルで は有 す る

事 に な ろ う。 デ ィ レ ク ト リについ て は必 須 で は ない。 デー タの分散 度 は 非 常 に

大 きい。

以上2つ の例 について記 したが,分 散型 デー タベースを使用するシス テ ムは 他 に も

多 くの例が考え られ る。以 下,数 例 に つい て特 性要 因 との 関係 を表5-1に 記 す。
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表5-1シ ス テ ム応 用 例 の形 成 要 因

接

続

形

式囲

結

合

/

分

割

均

質
/
不
均
質

冗 長 性 分

散

度

合

デ

1

タ

下

多

1

1大 学,研 究所学術 ネッ トワー ク (D(li)orω 統 合 不均質 無 有 大

2製 造 販 売(流 通)等 の企業内 ネッ トワー ク (1)(iD

分 割

/

(統 合)

均 質

/

(不 均質)

無

(有玲
有 中or小

3銀 行,保 険等の業界連結 ネッ トワー ク (iDorlV) 統 合 不均質 無 有 大

4銀 行業務等 を ミニコン ネッ トで構成 (ii)or㈹

1

分 割 均 質
無

更新)(有
!卜

有 大

5鉄 道,航 空,宿 泊連結予約システム (iDor⑲ 統 合 不均質 無
有

(無)
小

6医 療 情報 ネ ッ トワー ク シス テ ム (ii) 統 合 不均質 無
有

(無)
大

7自 治 体 ネ ッ トワー ク シス テ ム (ii)orω 統 合 不均質
無

侑元野
有

(無)
大

(注)(i)～&)は2.7節 のivに よ る 。
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6.分 散 型 デ ー タベ ース 実 現へ の 思 考

6.1分 散 型 デ ー タ ベ ー ス の 構 成 イ メ ー ジ

●

、

●

前章 まで種 々な立 場 で述 べて来 た が,分 散型 デー タベー スは,現 在 研 究 レベ

ルで あ り,実 シス テ ム的 に定 着す るに は まだ 多少 の年 月 を要 す る と思 れ る。

しか し現 在謂 ゆ る デー タベ ー ス を用い て い ない コ ンベ ン シ ョナル フ ァイ ルの

シス テ ムを構成 要 素 とす る ネ ッ トワー クは どん どん 実 現 してい る。 一 方 謂 ゆ る

コ ンベ ンシ ョナル ファ イル の シ ス テ ムが ,デ ー タの 多 目的 利 用,フ ァ イル の 巨

大 化 な どの理 由 でDBMS方 式 に よる フ ァ イルに 切替 え る傾 向 が 強 い。

分散 型 デー タベ ー スは この 二 つ の動 向 の延 長線 上 にあ る こ とは確 かで あ り,

これ は先 ず一 つの 方 向で あ る。 しか も最 近 の ネ ッ トワー クに適 したDBMS方

式,例 え ば リレー シ ョナ ル モデ ルの 提案 や,従 来 デ ー タベ ー スの 導 入 は 大 きな

オー バヘ ッ ドが悩 み で あ った の に対 し,メ モ リの 低 価格化 や,更 に コ ンパ ク ト

なDBMSの 開発 が この 動 向 を加 速 してい る。

又 これ迄 検 討 して来 た 分散 型 デー タベー スに影 響 を持 つ事 柄 は,DBMSそ

の もの の 内部 に関連 す る事 以 外 は殆 ん どそ の ま ま コ ンベ ンシ ョナル フ ァイル の

ネ ッ トワー ク シス テ ムで も同 じ様 な現 象 を呈 す る こ と も重 要 事項 で あ るoこ れ

は将 来DBMSを 導 入 し,本 格 的 分散 型 デー タベ ー スを指 向 す る シス テ ムで あ

って も,現 時点 の コ ンベ ン シ ョナル フ ァイル を基 に した ネ ッ トワー クを計 画す

る場 合 に,そ の検 討 は殆 ん どそ の ま ま活 きる事 を意 味 して 居 り,シ ス テ ム建 設

の経 験 もそ の ま ま大 巾に活 きる事 が予想 され,こ れ 等 の事 は,分 散型 デ ー タベ

ー ス構 築へ の準 備 ル ー トに な って行 くと考 え られ る
。 そ して現 在 コンベ ンシ ョ

ナル な フ ァ イル系 を基 に した ネ ッ トワー ク構築 での 問題点 の延 長 線上 に更 に デ

ー タベ ース特 有 の 問題 を加 味 して ゆ くア プ ロー チが 有効 で あ る事 を示 唆 して い

るo

こ の様 な観点 か ら考 え る と,今 後 の分 散型 デ ー タベー ス ネ ッ トワー クに お い
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て望 まれ る事 は,ネ ッ トワー ク上 か らは ユーザ や,ネ ッ トワー ク構 成者 に便利

なネ ッ トワー ク管理 の 充 実 で あ り,デ ー タベ ー ス上 か らは ノー ド間交信 に便利

な高 級 言語 体 系 に よる検 索 処理 サ ー ビス の充実 で あ る。 これ 等 はいず れ も両者

の交 点 に 分散 型DBMSが 生 育 す る際 に相 互 に 良い 影 響 を与 え 合 うと云 う 見地

か ら も望 ま しい もの と云 え よ う。

高級 言語 体系 に よ る検 索処 理,或 は問合 せ 言語 とで も呼 ぶ べ きQL(Query

Language)は 単独 デ ー タベー スで も今後 の望 ま しい方 式 と考 え られ るが,分

散 デ ー タベー スで は,ア プ リケー シ ョン プ ロ グ ラムの負 担 の軽 減,分 散 検 索処

理 へ の前 進,更 に不 均 質DBMS間 での 変換 負担 の軽 減,標 準 化へ の指 向等,

期 待 は大 きい。

又更 に デ ー タベ ー ス間 の接続 に関 して,ネ ッ トワー クの階 層 別 プ ロ トコル に

なぞ らえ,デ ー タベ ー ス の接続 点 とそ の イン タ フ ェー ス,プ ロ トコル を考え,

シス テ ム構成 の イ メー ジ を創 り上げ て ゆ きたい。

以 下 これ等 の こ とを 項 を追 って検 討す る。

'

6.2デ ー タベ ー ス分 散 に と も な うネ ッ トワー ク管 理

6.2ユ ネ ッ トワー クの管 理 と監 視

分散 型 デ ー タベー ス を構 成 す る た めの技 術 的 サ ポ ー トの面 か ら検 討 して来 た

が,こ こで は 実 シ ス テ ム構成 を念 頭 にお き管 理 と運 営 を 中心 に考 え,そ の 面 か

らの ア プ ロー チを考 え た い。

交 信 す る全 デー タベ ー ス,或 は ネ ッ トワー ク全 部 を統 括 一 元管理 す る こ とは

大変 望 ま しい こ とで あ る。 そ して 事 実 その 様 な シス テ ム も存在 し得 る。 しか し,

一 つの 組織 内 の システ ムな ら良い が,所 有者 組織 が複 数 で あ る場 合 や,多 数 で

あ る場 合 には種 々 と制 約 が あ り実 際 的 で ない。 実 際 的 に は,仕 事 や サー ビス毎

に交信 す る可能 性 の有 る ノー ド間 の 約束,契 約 な ど を基 に,各 ノー ドでの責 任

管理,即 ち分 散 的 な管 理 方 式 に な らざ るを得 ぬ事 が多 い と考 え られ る。

百
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この 管理 権 は 組織,人 間 の レ ベルの もの も在 れ ば,そ の 運 用 上 の わず らわ し

さ,即 応 性,量 的 な問 題 等 か ら コン ピュー タ シス テ ム内 で機 械 的 に扱 われ る も

の もあ り,む しろそ の こ とは望 ま しい こ と と考え られ る。

管 理 す べ き事 項 と して は,加 盟 シス テ ムの サ ー ビス提 供 と サー ビス受益 の 登

録,そ れ を 中心 に展 開 され る べ き案 内 と監 視,課 金 処理 等 が 重要 で,更 にそ れ

をサ ポ ー トす る デ ー タベ ー スや ネ ッ トワー クの 管理 と リ ソー ス管 理 等 が具 体 的

問題 とな って来 るo

これ 等 の管 理 機 能 は 基 本 的 には,ネ ッ トワー ク或 は デー タベ ー ス を使 用 す る

ユー ザ に対 し,そ れ 等 の 構成 や処理 の内容 を知 らな くて も,求 む る サー ビス を

受 け られ る様 にす る(謂 ゆ るinvisiblesystem),或 は解 り易 くす るた めの案

内機 能 を も務 め る もの で考 え られ ねば な らないo

次 にそ の主 な もの を挙 げ てみ よ う。

ω

②

③

④

㈲

⑥

m

⑧

⑨

⑩

ω

02

サ ー ビス/デ ー タの所 在 とガ イ ド機 能

ア カ ウン テ ィン グ情 報 の ガイ ド機 能

サー ビス/デ ー タの デ ィ レク トリ機 能

ア カ ウン テ ィ ング処 理

分散検 索 処理 の デ ィレ ク トリと管 理機 能

コ ピー デ ー タの 所 在 管理 と選 択 処 理

同.上に伴 う必要 な 場 合 の コ ピー サ イ トへ の 閉塞 管理 ど指 令 デー タの発行

接続 に際 して の パ ス ワー ド管 理

接続 デ ー タベ ー ス等 の形 態 と属 性 の管 理

接続 の レ ベル 決定 サ ポー ト,処 理 の形 式 の指定 等

ネ ソ トワー ク上 の リソースの 状 況把 握 とそれ に伴 う管 理

デ ッ ドロ ソク監 視 と制 御機 能

そ して この 内容 は デー タ ベー スの 特性 に よ って影響 を受 け る もの で は あ るが ,

い ず れ も デー タベ ースを,ネ ッ トワー クの他 の コンポ ー ネ ン トと共 に 重 要要 素 と

して接 続 管理 す る こ とが 主体 で,基 本 的 には ネ ッ トワー クの管理 機 能 で あ り,
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大 き くは2つ に分 け られ る。 一 つは 接続 を起 す場 合 の デ ィ レ ク ト リとガ イ ド機

能 を主 に集 めた もの で あ り,他 は接 続 が行 われ て か ら交信 す る時 の 両者 の属性

に関 して の管理 機 能 を 中心 に 集 め られ る べ き もの で,ネ ッ トワー クの プ ロ トコ

ル階 層 の考 え 方 に なぞ らえ れ ば 前者 はユ ー ザ プ ログ ラム に近 い ハ イ レベ ル に位

置 す べ き もの と考 え られ,後 者 はCCITT/ISOで 云 う レ ベ ル4ぐ ら い の

Function/systemLevelに 近 い もの と考 えて 良 いで あろ う。 しか し,こ の あ

た りの区 分 は未 だ実 際 例 と して 定着 して い な いの で,今 後 は種 々な形式 で提 案

され,段 々 と定 着 し標 準 的 な考 え方 が 出来 て ゆ くで あ ろ う。

6.2.2分 散 デー タベー ス ネ ッ トワー クの階 層構 造 モ デ ル

以 上 の検 討 を纏 め て,分 散型 デ ー タベー ス を有 す る ネ ッ トワー クシ ス テ ムの

将来 的 イ メー ジを ネ ッ トワー クに お け る階層 構 造 になぞ らえ て モ デ ル表現 すれ

ば図6-1の 如 くに な ろ うo勿 論 この場 合 実 際 に イ ン プ リメ ン トす る場 合 の モ

ジ ュール構 成 は種 々 と有 り得 る と思 わ れ る が,抽 象 化 され た機 能 モ ジ ュール で

モデ ル化 して画 くと この 様 に 考え られ る と云 う意味 で あ る。

ここで先 に述 べた よ うにNAMは ネ ッ トワー ク管理 を司 どるモ ジ ュール で,

QPはQLとDML変 換,並 にQLで の検 索処 理 に応 ず るモ ジ ュー ルで あ る。 又

DBAPは デー タベ ー ス に ア ク セ スす る ため の ネットワー ク上 の プ ロ トコル モ ジ

ュール で あ り,階 層 的 位 置 付 け と して は ネ ッ トワー クに お け るFTP,RJEP

等 と同格 の もの と考 え る。機 能 と して はFTPに 近 い もの で次 の 項 目等 に 関 す

るコ マ ン ドの 発生 と受 信 処理 を行 いDBMS又 はQP(こ の 図 の場 合 はQP)と

の連 携 動 作 で機能 を全 うす る。

{1)ネ ッ トワー クデ ー タベ ース に対 す る 言語 処理 とア クセス

(デ ー タの格 納 と検 索)

(2}ネ ッ トワー クデ ー タベ ー ス メ ン テ ナン ス

(ロ ー カル ファ イル の生 成,消 滅,構 成 変更 等)

(3}ネ ッ トワー ク フ ァイル転 送

弓

イ
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`

(デ ー タの大 量転 送,フ ァ イル形 式 を 意識 して の転送)

(4)そ の他 必要 に応 じての 附加 機 能

デ ー タ表 現 変 換,機 密保 護,(暗 号 化/復 元,パ ス ワー ド管理)

デ ー タ圧縮/復 元等

(5)更 に必要 に応 じて通信 上,ネ ッ トワー ク上 の 障害検 知 と 回復

尚,相 手 側 サ イ トがDBMSを 持 た ぬ場 合 に は,FTPに 対 応 して 交信 す る。

6.2.3問 合 せ,検 索 処理 の 流れ

次 に 図6-1に 画い た モ デル を簡 素 化 した図 をベ ー スに して,問 合 せ や検 索

の フ ロー を図6-2～ 図6-5に 示 し,こ の 階層 モデル の理 解 の便 に供す るo

図6-2は 宛先 を知 ってい る場合で,他 は 宛先 を知 らぬ場 合 と し,図6-3は 自

己 ノー ドに求 む るデ ー タが あ る場合 で,図6-4が 他 ノー ドに あ る場 合 で あ る。

又 図6-5はDBAPに 依 らぬ他 の ア プ リケー シ ョンを利 用 す る ケー ス(RJE

P,TSSP,FTP等)で あ り,こ の 方 式 に よ り自由度 は大 き くなる が,サ ー バ

ー側 ユ ーザ プ ログ ラムの 負担 が 多 くな る。

■
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6.3デ ー タ ベ ー ス マ ネ ジ メ ン トの プ ロ ト コ ル

これ まで ネ ッ トワー クの階 層 的 プ ロ トコル に な らい,デ ー タベ ー ス アク セ ス

のた め の プ ロ トコル的 な 考え 方 を して きた が,こ こで具体 的 に プ ロ トコル レベ

ル を考え 図6-6に 示 す。 ま た表6-1に そ の 内容 を纏 め て更 に先 述 のCt接 続

の レベル リと この階 層 が どの程 度 に対 応 す るか を検 討 した もの を示 す。

本表 検 討 の手 順 と考え 方 は次 の 通 りで あ る。

{11デ ー タベ ー スの 階層 性 を先 ず1～6の6段 階 に分 けた 。 この6段 階 は 現

在 用 い られ た り,或 は 提案 され て い るデー タベ ース方式 を操 作 言語,デ ー タ

構 造,装 置 モ ジ ュー ル等 の観 点 か ら分 け易 い所 を選 び,5段 階 に分 け,更 に

謂 ゆ るデー タベ ー ス 言語 の外 と見 られ る ア プ リケー シ ョン プ ログ ラムの レベ

ル を一 つ考 え,6段 階 と考 え た もの で あ る。

② この6段 階 に現 在 実用,或 は提案 されてい る デー タ ベー ス方式 の デ ー タ操

作 言語,デ ー タ構 造 定義 を可 及 的 に 対応 させ た 。勿 論 この対 応 に は厳 密 性 は

な く,主 眼点 が どの 様 に対 応 す るか を示 した程 度 と考え てほ しい。

{3)続 い て この操 作 言語,デ ー タ構造 定 義 を基 に して各 レベル に つい て ア ク

セ スに必 要 となる項 目,パ ス条 件,デ ー タ形 式 等 を当 て はめ整 理 し,プ ロ ト

コル レベ ル と考 え るo

(4)次 に各 レベ ル の プ ロ トコル の各 項 目を勘案 して,2.7節 で述 べた りモ ー

トデー タペ ース サ ニ ビスの 接続 実現 レベ ル を対 応 させ,そ の際 の 必 要技 術 条

件 等 の対 応 を計 ってみ た。

(5}こ の表 の内容 で,交 信 す る デ ー タベ「 ス間が均 質 で あ って も,不 均質 で

あ って も,こ の様 な情 報が ア クセ スの レベ ルに応 じ必 要 で あ る事 は 変 りな い。

しか し,均 質 の場 合 は 同 じ思想 の基 に ソフ トウェ アモ ジ ュー ル等 の区 切が

出 来 てい る で あ ろ うか ら,こ の階 層 性 を区 切 る位 置 その ものは あ ま り大 きな

意味 を持 た ない 。 言 い換 れ ば ど こで区 切 って も交信 す る両者 に同 じ区 切 りが

出来 てれ ば 良い の で あ るo
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相手 側 のScheme
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一 方不 均 質 の場 合 や ,今 後 の標 準 を設 定 す る事 を考 え れ ば,こ の 区 切の位

置 は重要 な意 味 を持 つ し,そ の区 切りの合理 性 が今 後 の この種 の技 術 開発,

標 準化,モ デル変 換 又 は イ ンタ フ ェー ス変換 等 に 良い 結 果 を もた らす と考 え

られ る。 その 意 味 で この階 層性 とそ の区 切 りを与 えた 時 の 属性 等 が充 分 に厳

密 に検 討 され 標準 化 に寄 与 す る事 が望 まれ るo

(6)前 節 に おけ るQP(QL)の 本 表 に おけ る位 置 付 けは 概 ねVHLSの レベ

ル と考 え て 良い が,本 義 の階層 分け は 言語 的階 層 を主 体 と して お り,QPに

はVHLSと 別 次 元 の要 素 の機 能 も含 まれて い る。

(7}DBMの 接 続 で は,或 る レベ ルで の接 続 が行 われ れ ば,そ れ 以下 の レ ベ

ルには 言語 系 な り,デ ー タ構 造等 に順 次変換 され て ゆ くので,実 際上 下 位 レ

、ベ ルの プ ロ トコル が表 面 に出 て くる こ とは ない。 この点 ネ ッ ト ワー クの プ ロ

トコル階層 が デ ー タの フ ォマ ッ ト上 に出 て くるの に比 し違 って い る。

(8)デ ー タベー ス間接 続 を実 際 に考 え る とき,Level(4)の マ ク ロサー ビス

(DMLで の 接続)程 度 が,実 現 で き る最 低 の レベ ル と考 え られ る。 これ は,

それ以 下 では 物 理 的構 成 や特 性等 が表 面 に 出て くる の で実 現 性 に乏 し くな る

か らで あ るo

舎

6.4間 合 せ 用 言 語 と の 関 係

6.4.1問 合せ 用言 語 に つ い て

デー タベー スへ の ア ク セ スは非 手続 き的,手 続 き的 を問 わ ず何 らか の 言語 に

よる プ ロ グ ラム テキ ス トを介 して行 われ る。手 続 き的 な ものは例 え ば,COB

OL,FORTRAN,PL/1等 の手 続 き的 言語 に埋 め込 まれ た形 を とるoこ の

よ うな形 で実現 され る デ ー タベ ース ア クセ スの 言語 は 一 般 にDML(DataMa-

nipulationLanguage)と 呼 ばれ,上 記 のCOBOL等 の 言語 は親(Host)言 語

と呼 ば れ る。

一 方 ,述 語論 理(predicate)形 式 で の非 手続 的 言語 に よる デー タベ ー スへ

■

4
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●

の ア ク セ ス も行 わ れ る 。 こ の よ う な 言語 をQL(QueryLanguage)と こ こ で は

呼 ぶ 。QLに はSEQUEL等 に 代 表 され る リ レ ー シ ョナ ル デ ー タ ベ ー ス へ の ア

2x㈱ ⑳

ク セ ス 用,CODASYL型 デ ー タ ベ ー ス へ の ア ク セ ス用,QuerybyExample,

㈱

CODASYLEndUserFacilityTaskGroupの 案 に 見 られ る表 形 式 の も

の に 大 別 で き よ う。

本6.4.1項 で は これ らQLの も つ 機 能 の 分 類 を 試 み る。 但 し分 類 は 完 全 な も

の で は な く,又 特 定 の デ ー タ モ デ ル やQLプ ロ セ ッ サ に の み 使 わ れ る もの も含

ん で い るo

山 デ ー タ 項 目 の 選 択,挿 入,削 除,更 新 の た め の コ マ ン ド

例:SELECT__FROM,INSERTINTO,DELETE,

UPDATE等

〔2)問 合 せ の 条 件 設 定 の た め の 制 御 用 言語

例:WHERE,WHEN,IF,THEN,ORDEREDBY,

GROUPEDBY

(3)デ ー タ 項 目の 条 件 設 定 の た め の 述 語 論 理 オ ペ レ ー タ

例:AND,OR,NOT,IS,ISNOT,BETWEEN__AND.._. '

〉,く=,≠,

(4)問 合 せ を実 行 す る ため の制 御用 コマ ン ド

例:DEFINEFILE,OPEN,CLOSE,LOCK等

㈲ 表 示 形 式 定義/出 力 コマ ン ド

例:1」IST,OUTPUT,DISPLAY,REPORT等

(6)問 合 せ 用補 助 コマ ン ド

例:TOTAI」,SORT,COUNT等

以 上 の様 に6種 類 のQLの 機 能 要 素へ の分類 を行 った。 これ ら要 素 の組 合 せ

お よび帰 納 的 利 用 に よってQLに よる問 合 せ プ ログ ラムテ キス トは構 成 され よ

うo

一般 に問 合 せ に は複雑 な論 理 条件 を満足 す る もの の選 択 に使 う もの や定型 的
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な レポー ト作 成 が あ り得 る。QLプ ロ セ ッサは この よ うな2つ の 問 合 せ機 能 を

合 わせ持 つ ため に も問 合せ 論理 記述 と レポ ー ト形 式 定 義 は 切り離 した 方 が よい

と考 え られ る。 又定 型 的 な レポー ト作成 手 続 き利 用 を便 利 にす るた め に もフ ァ

イル化 され たQLテ キス トの定 数 は外 部 か らパ ラ メー タ指 定が 可 能 に す る等 の

配慮 が 必要 で あ ろ う。

●

ム

6.4.2問 合せ 言語 と問 合 せ 応答 効 率 につ い て

第6.4.1項 で問合 せ 言語(DMLとQL)の 説 明,特 にQLに つ い ての 説 明

を行 った。 これ らQLは 端末 か らの問 合せ 機 能 を提供 す る もの で あ って も,分

散 型 デ ー タベ ー スに 充分 対 応 で きる もの で ある とは 言え ない。 そ れ は分 散 型 デ

ー タ ベー スで は述 語論 理 の 中に含 まれ る デー タ項 目が地 理 的 に分散 して い る,

い わゆ る分 散 型問 合せ が発 生 す る た めで あ り,従 来 のQL用 プ ロセ ッサ で は こ

の よ うな分 散 型問 合 せ を 処理 で き ないか らで あ る。

利 用者 が 分 散 した デー タの格納 場 所 を知 る こ とな く問 合 せ を任 意 に作 って も

分散 型 デ ー タ ベー ス シス テ ム内で 適 切な デ ー タへ の ア ク セス とな る よ うに問 合

せ を構 成 し直す 必要 が ある。

QLに よる問 合せ の構 成 を どの 程 度 し直す か に よ って分散 型 問合 せ の 構 成 は

ネッ トワー ク リソー ス管 理機 能 の 一 部 と され るか,又 はQL用 付加 プ ロ セ ッサ

に よ り実 現 され る もの に な るか に分 かれ るで あ ろ う。 従 来 の デ ー タベ ー ス シス

テ ムは条 件 に 合 う もの を一 時 には一 個 のtuple(情 報 の検 索 単位),い わ ゆ る

tupleatatimeと い う方 式 を とれ たが,分 散 型 問合 せ で は この 方 式 で は通

信 コス ト等 で不利 となる の で,条 件 を満 た す 多 数 のtupleを 同時 に送 る方式 を

とる こ とに な ろ う。 この よ うな ブ ロ ック転 送 方 式 を用 い る と して も,以 下 の2

つの 分散 問 合 せ方 式 が あ る と考え られ るo,

(11与 え られ た問 合 せ 文 に対 して,関 連 す る デー タを保 持 してい る格 納場 所

か ら各 々その格 納場 所 で の デー タに つ い て,問 合 せ 条件 を満 たす もの を 見つ

け,。その よ うな デー タ を各 格 納場 所 か ら1個 所 に全 てを転 送 し,そ の 集 合揚

場

4
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▼

所 で改 め て全 体 の論 理 条 件 に つ い ての検 索 を行 う もの,

と

(2)デ ー タの あ る格 納 場 所 か ら別 の格納 場 所 への プ ロソク転送 の列(単 一 の

列 で も ト リー状 の列 で も よい)を 各 格 納場 所 での適 切な論 理 処 理 を行 い なが

ら実行 し,最 終 的 には ある特 定 の 場所 へ 出 力 を行 う もの,

の2つ で あ るo

上 記(11は 方 法 と しては 単純 で あ るが,{2}に 比 べ,転 送量 は一 般 に増大 す る。

(21は 転 送量 の 減 少 は{11に 比 べて可 能 であ るが,特 別 に プ ロセ ッサ を設 け,予 め

転 送 の順 序 の ス ケジ ュー ル を各 問 合 せ テキ ス ト毎 に行 わ ね ば な らない し,個 々

の転 送 に お け る転送 量 を予測 して全 体 の転 送 量 の最 少化 を計 る訳 で あ るが,こ

の よ うな転 送 量 予測 は一 般 に容 易 で ない。

本6.4.2項 での これ まで の議 論 はQLに よ る問合 せ に つい て の もの で あっ た。

問 合 せ には も う1つDMLレ ベ ル での デー タ ベー ス ア クセ スが あ るoDMLレ

ベ ル での 問合 せ はDBMS間 での通 信 におけ る最 も低い レ ベル の ア クセ ス 言語

で あ り,DML単 位 での ア クセ スを基 本 とす る限 りでは 何 ら問 合せ の応 答 時 間

を 効 率 化 す る余 地 は ない 。 分散 型 デ ー タベ ース にお い てはDML単 位 でDB

MS間 の 通信 を行 うと通 信 量 が増 大 す る恐れ が ある。

この問題 を解 決 す る一 方 法 は 同一 格 納 場所 に連 続 して ア クセ スす るDML群

を1つ の単位 にす る方法 が あ り得 る。 しか しプ ログ ラムテ キ ス トの互 い に独 立

な ブ ロ ックへ の分 割 は必 ず し も容 易 で は ない。 なぜ な ら実 行 途 中で 得 られ た 中

間情 報 を プ ログ ラム上 あ とで利 用 す る か否 か等 の認 識 を行 わね ば な らな い等 の

複雑 な処 理 を必要 とす る か らで あ る。

DMLとQLの2つ の レベ ル に話 を限 れば,QLレ ベ ルの 方 が より高位 レベ ル

で あ り,そ れ だけ 問合 せ の 効率 最 適 化 の 可能 性 を残 してお り,分 散型 問 合 せ の

効 率 化 には有 利 で あ る。

い ずれ に して も効率 の よい分 散型 問 合 せ を行 うには,利 用 者 が デー タの格納

場 所 を知 ってい るだ け で な く,そ の 内容,特 に ある条件 を満 たす デー タの量 が
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どれ 位 に な る かを 把 握 して い るか,さ もな けれ ば この よ うな情報 を分散 型 デー

タベー ス シス テ ム側 で知 ってい な い とい け ない場 合 が 多い 。

」

ザ

"
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7.異 機 種 の場 合 の 問題 点

7.1異 機 種 の 場 合 の 相 違 点
ぷ

d

レ

前 章 までの 議論 は コ ン ピ ュー タネ ッ トワー クに接 続 さ れ る計 算機 シス テ ムは

均質 で あ り,そ の よ うk計 算機 シス テ ムで 実現 され て い るDBMSも,採 用 さ

れ て い る デー タモ デ ル も均 質 であ る こ とを想定 し,不 均 質 な デー タモ デル,

DBMS等 が 混 在 す る場 合 の 個有 の 問題 は 分 散型 デ ー タベ ー スの問 題 とは 切離

せ るた め,深 く触 れ て来 なか ったo

本 章 では これ まで の議 論 とは異 な り,不 均 質 な計 算機 シ ステ ム,DBMSの

混 在,又 デー タベ ー ス の デ ー タモデ ル も不 均 質 で あ る場 合 に つい て,均 質 で あ

った場合 との 相 違 点 を主 に 論 じる。

ここで議 論 す る異 機 種,即 ち不均 質 の場 合 の 問題 点 の 対 象 とな るの は,機 能

的 にはDBMS機 能 又は 上位 の機 能 で あ る と考 え るoな ぜ な ら不均 質 な計 算 機

シ ス テ ム同志 の接続 で は あ って も,各 計 算機 シス テ ムに属 す る デー タは そ の計

算 機 シ ステ ム に属 す るDBMSに よって管理 され てお り,デ ー タベ ー ス間 の変

換 で 議論 の対 象 と なる ものはDBMS機 能 か 又 は よ り上 位 の機 能 で あ る こ とに

よるo

具 体 的 な問題 点 と して は

(1)各 デー タ ベー ス が依 存 してい るデ ー タ モデ ル の相違 か ら来 る論 理 的 デ ー

タ構造 の相 違

② 上 記(1}に よって生 じた 相違 か ら来 る デー タベ ー スへ の ア クセ ス,操 作 法

の相違,(特 に この相 違 が利用 者 の構 成 す る論 理(プ ・グ ラム)に 影 響 を与

え た場 合,よ り複 雑 な問 題 とな る。)

(3)各 計 算機 シス テ ム,DBMS間 で や り と りす るデ ー タ形 式

が想 定 され る。(3)の 問 題 点 は 特 に大 き な問題 で は ない が,(1)は 他 の要 因へ の 影

響 も大 き く,主 な課題 とされ よ う。
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7.2DBMSの モ デ ル 変 換 に っ い て

不 均質 なデ ー タモ デ ルが 共存 す る時,こ れ らデ ー タモデ ル間 での 情報 の交換

を行 うには何 らか の変 換 を必要 とす る。

●

(16)7
.2.1モ デ ル変換 の分 類

デ ー タモ デ ル間 の変 換 そ の もの を分類 す る と,

ほ}デ ー タ本体 の変換 を行 うか又 は デ ー タへ の ア ク セス側 に変 換 をほ ど こす

か の相違,

(2)不 均 質 なデ ー タモ デ ル間 での1対1の 変 換 を行 うか,又 は あ る正 規 化 さ

れ た デー タモ デル との変 換 を行 うか(図7-1参 照),

の2つ で ある。 必 然 的 に4つ の変 換 形 態 が 存在 す る。

(a)デ ー タベー スの全 体 叉 は 一 部 を相 手 デー タ モデ ル に変 換 す る。

(b)デ ー タベ ー スの全 体 叉 は一 部 を正 規 化 デー タ モデ ルか ら変換 す る。

(c)デ ー タ ア クセ ス 言語 を相 手 デ ー タモデ ル の ア ク セス 言語 に変 換 す る。

(d)デ ー タア クセ ス 言語 を正 規 化 デ ー タベ ースで の デ ー タア ク セ ス 言語 へ,

又 は正 規化 デー タベー ス で の デー タア ク セス 言語 か ら変換 す る。

正 規化 デー タベー ス での デ ー タ ア ク セス 言語 が充 分 普及を して,利 用者 が この

よ うな正 規 化 デ ー タ ベー ス での デー タア クセス 言語 に よ って プ ロ グ ラム作成 を

行 え ば,(d)に おけ る一方 の変 換,即 ち各 個 デー タア ク セス 言語 か ら正規 化 デ ー

タベ ース で の デー タア ク セス 言語 へ の変換 は 不要 とな るo

デ ー タ本体 の変 換 方 式(a),(b)は す で にデ ー タが形 式 的 に記 述 され てい る こ と

か ら も,技 術 的 に は(c),(d)よ り も容 易 で ある が,分 散 型 デ ー タベ ー スの よ うに,

地理 的分 散,動 的 な変 換 を必 要 とす る もの に おい て は,転 送量 の増 大,応 答 速

度 の 低下 等 か らす べての 場 合 につ い て使 用 で きる変換 とは 言え ない。 む しろ機

種,モ デ ル移行 等 の 静 的変 換 で の役 目が大 き い。

本 節 で は上 記(c),④ に つい て主 に述 べ るが,(d)に つい て の議 論 を行 え ば(c)に

」

∀

4
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つ い て の 検 討 は 充 分 で あ る と考 え られ る の で,特 に(d)を 中 心 に 述 べる も

の とす る。(図7-2参 照)

＼
亡
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品
白

し

、口
忌＼

＼口

QL

口

正規化

QL

/[]・ ・

＼

[]・ ・

図7-11対1変 換 と1対n変 換

P

利用者 利用者

正規化QL
1→QL

正規化
→QLlQL

正規化
→QL2QL

正規化QL
,→QL

図7-2QL－ 正規 化QL変 換 の 流れ
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7.2.2正 規 化 デー タ ベー スの 設定 につ い て

す でに 第3章 で示 した よ うに正 規 化 デー タベー スの具 備 す る ものは,正 規化

され た デ ー タモ デ ル に よる論理 デ ー タ構造 と,そ れ に 付 随 して正 規 化 され た デ

ー タア クセ ス 言語 で あ る と した
o更 に本 章 での前 提 か ら この正 規 化 され たデ ー

タア ク セス 言語 と各 個デ ー タ ア クセ ス 言語 間 の変 換 が議 論 の対 象 と なる。

次 に変 換 の 内容 に つい て よ り具 体 的 に検 討す る。

変換 を議論 す るか らに は変 換 の対 象 を明確 に しなけ れ ば な らない。 変換 の対

象 とな る のは形 式 的 な表 現 を持 つた 格納 デ ー タ と,そ の格 納 デ ー タへ の ア クセ

ス を行 え るデ ー タ ア ク セス 言語 を含 む プ ロ グラ ム(又 は プ ロ グ ラム テキ ス ト)

であ るo

こ こで 検 討す る問題 は 各 個 デ ー タ ア クセ ス 言語 が持 つ各 個 デー タモ デルへ の

依存 度 と各 個 デ ー タ ア ク セス 言語機 能 の共 通性 であ る。 た とえ ば 相異 な る2つ

の デ ー タ モデル の2つ の デ ー タ ア ク セス 言語 にお い て,同 じ機 能(入 力 に対 す

る出 力が 同 じ)で あ る ものが あれ ば少 な くと もこの2つ の ア ク セス言 語 で の共

通機 能 と 言 うこ とが で きる。 又一 方 の デ ー タア ク セス 言語 が 他 方 の デー タア ク

セス 言語 の組 合せ に よ って 同一機 能 とな る場 合 も共 通 機 能 と言 うこ とが で き よ

う。 この よ うな共 通機 能 を想 定 ざれ る全 て の デー タモ デ ル(お よび その実 現 シ

ステ ム)に つ い て検 討 し,こ の よ うに して 出来上 った共 通 機能 を正 規化 デー タ

アク セス 言語 とい う考 え 方 もあ り得 る。 この ような方 法 は 現 実 的 で ある が,カ

バ ー で きなし(機能 の扱 い が 問題 視 され ,そ の よ うな機 能 を持 た な いDBMSに

対 して機 能 の追 加 を何 らか の 形 で実 現 す る必 要 に迫 られ る。 又 常 に改 良,変 更

を行 って い るDBMSの 機 能 に 追随 す るの は伸 々困難 で あ る。 た とえ この よ う

な デー タア ク セス 言語 レベ ル で の機 能 の 共通 化 を行 っ て も,プ ログ ラムの 論 理

が各 個 デ ー タモ デ ル に よ る部 分 を多 く持 つ こ とか ら,不 均 質 デー タモデ ル を も

含 む場 合 には以 上 の共 通 化 で は 充分 な正 規化 は で きず,ほ ぼ 均 質 な デー タモ デ

ル(た とえ リレー シ ョナル,CODASYL型,階 層 型 と呼 .ばれ て い て もそ の採

用 して い る機 能 に は 差異 が 存 在 す る)間 での 変換 に用 い られ る手法 と 言え よ う。
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正 規化 デ ー タベ ー ス を検 討 す る には以 上 の 議論 か らア プ リケー シ ョン ・プ ロ

グ ラムか らデ ー タモ デ ルの 持 つ特 異 性 をで きるだ け除 く必 要 が あ る。 この よ う

な条 件 か ら 自然 と利 用 者 は よ り高 位 なデ ー タ ア ク セス 言語 を使 い,そ の 言語 は

各 個 デー タモ デ ルの特 異 性 が 除か れ て い る もの,で きれば その よ うな 言語 は正

規 化 デー タベ ー スで の デ ー タア クセ ス 言語 そ の もの であれ ば 正規 化 は 容 易 とな

る。従 って正 規化 デー タ ベー スで は デ ー タア クセ ス 言語 そ の もの の機 能 か ら出

発 す る よ り も,む しう デ ー タモ デ ルの 特異 性 の 除去 に よる正規 化 デー タ モデ ル

の確立 が まず必 要 で あ ろ う。 デ ー タ モ デルめ 特異 性 が 除去 され,か つ高位 レベ

ルデ ー タ ア クセ ス 言語 に よる プ ログ ラムの利 用 を行 うこ とに なれ ば変換 は か な

り容 易 に なる で あろ う。 正 規化 され た 高位 レ ベル デ ー タア クセス 言語 を正 規 化

QueryLanguageと 呼 ぶ とす る と,各 利用 者 は各 個計算 機 シス テム又 はDBMS

で 提供 され るQueryLanguage(QL)で プ ロ グラ ムテキ ス トを作 成 し,各 個計

算 機 シ ス テ ム又 はDBMSで はQL正 規 化 変換 が なされ,相 手 側 シス テム で

正 規化QI・ →QL変 換 を行 うこ とに よ って相 手 側 デ ー タベ ー スへの ア クセ ス の路

を作 る こ とが で きる。

以 上 の よ うに正 規 化 デ ー タベー ス で の正 規 化 モ デル の確立 か ら出発 し,正 規

化QLの 持 つ べ き機 能 の 設定 へ と進 む ア プ ロー チ を示 した。

以 上 ま とめ てみ る と種 々の デー タモ デル を許す 分 散型 デー タベ ース シス テ ム

にお い ては,ま ず正 規 化 ブ一 夕モ デル の確 立,正 規化QLの 確 立 を行 い,利 用

者 へ のQLで の プ ログ ラ ム テ キス トの 正 規 化QLと の変換 に よる相互 ア ク セ ス

を提 供 す る手 段 が あ る。 正 規 化 デー タモ デル の確 立,正 規化QLの 確 立 につ い

ては 対 象 とされ る デー タ モデ ルに依 存 して容 易 で あ る場 合 と困難 で あ る場 合 が

あ る。QLよ り も低 い レベ ル の デー タア クセ ス 言語 に よ る プ ログ ラ ムテ キ ス ト

での デ ー タ ベー ス ア ク セス を行 うものは ほ とん どの場 合 対象 とす るデ ー タベ ー

ス の デー タモデ ルは 利 用者 に明 確 に な って お り,こ の よ うな もの に つ い ては共

通 化 した デー タア ク セ ス 言語 の 提供(本 項 の 前半 に述 べた もの)に よる変 換 が

現 実 的 で あ る。
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7.3高 位 デ ー タ ア クセ ス 言 語 か らの ア プ ロ ー チ

本節 では 高 位 ア クセ ス 言語,特 にQLレ ベ ル の 言語 と変換 の 関係 に つ い て論

じるo第6章 で論 じ られ てい るVHLS(VeryHighLevelLanguageServices)

は 高位 デー タ ア クセ ス 言語,特 に こ こではQLレ ベ ル の 言語 に よ って提 供 され

る もの と して話 を進 め るo

前節7.2で す で に述 べた よ うにDBMS間 での情 報 交 換 の た めの デー タア ク

セ ス 言語 が低 レベ ル の もの で あ る程,又 デ ー タモデ ル に依 存す る程,変 換 は 困

難 にな る。 本 章 で の 前提 か ら変 換 の対 象 とな る最低 レベ ルはDMI.レ ベ ル の 言

語 で あ る。DMLレ ベ ル よ り も高位 の レ ベ ルの デ ー タ ア クセス 言語 と して,自

然 に想 定 され る もの と してQLと そ の機 能 概 説 を第6.4節 に示 した。 本 節 では

QL又 は それ 以外 の レベ ルで の デー タ、ア ク セス 言語 の変 換 との 関係 に つい て述

べるo

`

●

7.3.1QLレ ベル言 語 と変換 につ い て

QLレ ベ ルでは デ ー タ項 目名 の参 照,k・ よび デー タ項 目名 に よ って示 され る

デー タベ ース の一 部 が満 たす 論理 条 件 式 の表 現 に よって デー タベ ー スへ の ア ク

セ スを指 示 す るため,デ ー タ構造 へ の ア ク セ ス とい う性格 の強 いDMLレ ベ ル

に比 べれ ば デー タ構 造 に依 存 す る部 分 は 少 ない。 しか しな が らQLレ ベ ル か ら

完 全 に デ ー タモ デ ルへ の依 存 性 を と り除 くこ とは で きない 。 た とえば リレー シ

ョナルQLで は リレ ー シ ・ン名 をつ ね に 明示 しなけれ ば な らない が他 のQLで

は リレー シ ・ ンを明示 せ ず 単 に デ ー タ項 目名 のみ に よる検 索 となる。 従 ってQ

Lの 方 がDMLよ り もデー タ構 造 か らの独 立 性 は 高 い が,QLレ ベル の変 換 が

不要 に な る とは 言え な いo

づ

7.3.2正 規 化QLに つ い て

前 項7.3.1で 不 均 質 な デ ー タ モ デ ル 等 を 含 む 分 散 型 デ ー タ ベ ー ス に お い て,
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ひ

各 個QL間 での変 換 が 必 要 とな る と述 べた。 これ ら各 個QL間 の 変換 上 有 利 で

あ る と して,正 規 化 デ ー タベ ー スで の正 規化QLの 必 要性 を第3章 で触 れ た。

又第6.4節 で は特 に この 正 規化QLの 提 案 と して で は な く既存 の 各 個QLの 機

能分 類 例 を示 したo

正 規 化QLの あ る べ き姿 に つい て の提案 を こ こで行 うまで は一般 には 変換 の

問題,QLの 機能 比較 は行 われ て は お らず,未 知 の部 分 が 多 く存 在 す る。 しか

しす で に第6.4.1項 で 述 べた分 類 を よ り詳細 にか つ正 確 に行 い機 能 分類 を明 確

化 す る こと,又 正 規 化QLで は デー タ項 目名の シ ン ボル上 で の参 照,デ ー タ項

目名 で示 され る デ ー タ値 へ の論 理 的操 作 を基 本 と し,帰 納 的 に問 合 せ を構 成 す

る機 能 を持 つ こ との2っ は 必要 な こ とで ある と言え よ う。 基礎 とな るデ ー タ モ

デル が互 い に異 な り,そ の デー タ モデ ルに依 存 す る部 分 が 少 ない とは 言え ど あ

る程 度 存 在 す るQLに つい ては,プ ロ グ ラム上 で の 前後 関係 が 深 く影響 す る も

の もあ り,QL言 語 上 の1対1の 変 換 では解 決 で きな い問題 も出 て こよ う。 こ

の よ うにQL間 で の 変換 に はltta詳 細,具 体 的検 討 と実 験 が必 要 と なる と思 わ

れ るo

分 散型 デー タベ ー ス シ ス テム を異 機 種,異 デー タモ デル の観 点 か ら,し か も

アプ リケー シ ョン側 か ら独 立 な汎用 シ ス テム と して具 体 的 に検 討 した例 は 見当

らず,従 って本 節 で の検 討 は エつ の側 面 か らの検 討 で あ る と言え る。

特 に既存 の格 納 デー タ,デ ー タベ ー スを利用 す る プ ログ ラム群,す でに実 現

され て い る ロー カルDBMS機 能等 の活用 を前提 とす る時,DBMS間 通 信 は

ア プ リケー シ ・ン プ ログ ラ ムか ら呼ば れ るDMLレ ベル 言語以 下 で通 信 を行 う

ことは 現実 的 に 不 可能 で ある こと,よ り高 位 レベ ル での デ ー タ ベー ス ア ク セス

の 方 が異 機 種,異 モデ ルに よる差異 を吸収 で きる と本 節 では 結 論 づ け た。
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8.結 論 と 今 後 の 方 向

以 上 ニー ズの面,サ ポー ト技 術 の面 か ら分 散型 デ ー タ ベ ース に つい て検 討 し

て来 たが,以 下 そ の要 約 した結 論 と,今 後 の方 向 に つい て項 を追 っ て記 す 。

{1)本 格 的 な分散 型 デー タベ ースの実 現 は来 し と云 え ど も,そ の徴 候 は,現

在 の盛 ん な ネ ッ トワー クの構 築 と,フ ァイ ルの共 用,多 目的 利 用 を狙い と し

たDBMSの 旺 盛 な導 入 動 向 に現 れ て い る。 そ して この 両者 の延 長線 上 の 交

点 には,自 然 な運 用 形 態 を具 備 し,目 的 に適 した種 々 な形 式 の分散 型 シ ス テ

ムの実 現 が 期待 され る。

そ してそ の発 展 段 階 の 中 間過 程 では,必 ず し も技術 的 に充 分 な サ ポー トが

得 られ ない で あ ろ うが,ユ ー ザ ア プ リケ ー シ ・ンレベ ル の作 業 負担 にお い て

或 る程 度 の 分散 型 デー タベ ー ス は実現 し,デ ー タベ ー ス の共1司利 用程 度 の こ

とは,か な り行 わ れ る と考 え られ る。 しか し,本 格 的 な 分散 型 デー タベ ー ス

の普 及 にはDBMS自 体 が 分散 型 に適 す る よ うに発達 して も ら うこ と と,ネ

ッ トワー ク手 法 が も っ と便 利 に有 効 に使 え る よ うに な る必 要 が あ り,と の 両

分野 で の,互 に相手 の要 望 を加 味 した発展 が望 まれ る。

(2)DBMS自 体 は 相互 接 続 に 際 して 変換 の必要 がない標準 方式 に 統一 され る

事 が望 ま しいが,既 設 のDBMSの 普 及 状況 も考 え活 し てゆか ね ば な ら ない。

又 現在 実 用 され てい るDBMS相 互 間 を変換 す る,或 は変 換 容 易 な 標準 的 な

DBMSが 開発 されるのを期 待 す る こ とは 困難 と考 え られ る。

む しろDBMSに 問 合 せ を発 す る際 の高 級 言語(QL)の 開発 と,そ の 処理

を行 うQLプ ロセ ッサ(QP)の レベル での 標準 化,或 は正 規 化 を行 うこ との

方 が,そ の実 現 性,実 用 性 の 両面 か ら もよ り多 く期待 で きる。 又更 に,謂 わ

ゆ る分散 検 索 処理 の面 か ら もこのQPレ ベル の機 能 の充 実 が 必 要 で あ る。

又現 在 のDBMS自 体 が ま だ変 更,改 造 が行 わ れ て い る こ と も事 実 で あ り,

これ を対 象 とす る よ り もQLレ ベル の もの を相 手 に将 来 形 を検 討す る方 が 良

い とす る考 え 方 もあ る。
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QLが 最 も期 待 され る のは,謂 わ ゆ る非 手続 き的 に,デ ー タ構造 の 意 識 な

しで 直接Dataに 達す る事 が出 来 る点 で あ り,そ の 本質 の抽 象化 が進 ん で い

る点 で あるoそ の 意 味 で現 在 提 案 され てい る リレー シ ョナ ルデ ー タベ ー ス方

式 の 開発 方 向 は,こ の 方 向 と規 を一 に して居 り,大 い に期 待 され て良 い と云

え よ う。

尚 デ ッ ドロ ック等 の 問題 につ い ては未 だ 決定 的 な提案 が ない が これ 等 は 今

後 に 期待 され よ う。

(3)一 方 ネッ トワー ク機 能 と しては ネ ッ トワー ク管 理機 能,特 に デ ィレ ク ト

リ,ガ イ ド機 能 の充 実 が望 まれ る。 この機 能 は,既 設 の シス テ ム間 を接 ぐ,

比 較 的粗 な結 合 の場 合 で さえ も望 ま しい もの で あ り,高 度 の分 散 検 索 処理 や,

ユ ーザ が 必要 デー タ等 の所 在 を知 らな くて も問 合せ を発 せ られ る様 な形 式,

謂 わ ゆ る地域 的 に仮 想 化 され た デ ー タベー ス方 式 と云 われ る高 度機 能等,密

な結 合 方式 を実 現 す る には 必須 の もので ある。

そ して この ため の ネ ッ トワー ク ア クセス 用 の 言語が 必 要 と考 え られ る し,

この為 の プ ロ トコル も当然 必要 で ある。

一 応 本検 討 では この プ ロ トコル レベ ルは ,シ ス テ ム/機 能 レベ ルの 上位,

ア プ リケー シ ・ン プ ロ グ ラムの 下位 に位置 付 け られ る べ き もので あ ろ うと し

たo

本 提案 は ま だ未熟 な もの であ り,ほ んの ガ イ ドライ ンを示 した もの に過 ぎ

な い が,今 後 実 開発 の 様子 とに らみ 合せ て標準 的 或 は仮 想 的 な提 案 が為 され

て しか る べ き もの と云 え よ うo

(4)Security,IntegritY,Consistency,PrivacYの 維持 と保護 は非 常

に大 事 で あ り,分 散 シ ス テ ムを構 築 した故 に これ の機 能 が 低 下 す る様 では 分

散 型 デー タベ ー ス 自体 の発 展 を も阻 害 す る。

これ 等 の維 持 には,暗 号化(本 報 告 書前 半 に記 述),パ ス ワー ド管理 とコ

ピー デー タの 同期 更新 管 理 が有 効 で あ る。

パ ス ワー ド管 理 は,中 間処 理 毎 に随所 で 行 われ る べ きで あ り,コ ピー デー
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タの更 新 は一 斉 の 同期 更新 が厳 重 に守 られ る べ き こ とが その 要点 で あ るo

(5)今 後 の分 散 型 デー タベ ー ス に大 きな影 響 と イ ンパ ク トを与 え る もの と し

て,先 ず ミニ コ ン ピュー タ,オ フ ィス コ ン ピュー タ,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ ,

半 導体 の急 激 な発展 が あ る。

まず分 散 シ ス テ ムへ の トリガー をか け た の が ミニ コ ンで あ り,ミ ニ コン ネ

ッ トワー ク等 が極 め て普 通 の もの に な る方 向 に あ る。 そ して マ イ ク ロコ ンの

急速 な発 達 は この傾 向 を加速 す る し,半 導 体 メモ リの低 価格 化,大 容 量 化 は,

ミニ コン シス テ ムレベ ル でのDBMS導 入 を極 め て 促進 す る。

ミニ コ ン,オ フ ィス コンは イ ンテ リジ ェ ンシ イ を高 め,端 末 レベ ルで の分

散 拠 点 にな り,他 ノ ー ドのDBMSア クセ ス の拠 点 と な り,更 にはDBMS

保 有 の可 能 性 も有 り得 る。

又現 時点 で は ネ ッ トワー クには あ ま り関 係 しな い が,マ イ クロコ ンピ ュー

タに よ るデ ー タベ ー ス マ シ ンの発 展 は小 さ い デー タベ ー ス方式 を可能 な ら し

め,広 域 分 散 に技法 的 イ ンパ ク トと して影 響 して くる可 能 性 もあ り,こ の 面

も注 目 して お く必要 が あ る。

次 にMSS(MassStorageSystem)や バ ブル メモ リ等 の新 要 素の 導 入 は

ワン レベ ル ス トアの概 念 に もつ なが り,新 技 法 の開 発 も起 り得 る し,DBMS

の 考え 方 に も影 響 して くる可能 性 もある,又 マ イ ク ロコ ン ピュー タ制 御 に よ

る イ ンテ リジ ェ ン トフ ァイ ル等 も今 後 どの様 な方 向 に発展 す るか 興味 あ る問

題 で あ り,ウ オ ッチ され る べ き事 柄 と云 え よ う。

(6)通 信 や ネ ッ ト ワー ク,更 に 言語 等 は 標準 方 式 の確立 に よ って急 激 に進歩

発展 が 促 進 され る もの で あ る。 これ は 相互 交 信 を前提 と してい るので 当 然 で

あるが,単 な る開発 上 の ロ ッ ト纒 め の効 率 向上 以 上 の 意 味 を持 って い る。

しか し現 実 に分散 型 デ ー タベ ー スの 実現 にお い て,現 在望 まれ て い る標準

化 の レベ ル は本 報 告 で述 べた 如 く,ネ ッ トワー ク的 に は ネ ッ トワー ク管理 レ

ベル ぐらい迄 期 待 され てい る の で あ り,DBMS的 には 高級 問合せ 言語 処理

の レベ ル程 度迄 が期 待 され る。 その 意 味 で は現 在 の世 の 中 の標 準化 レ ベル と
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の へ だ た りは 大 きい。 特 にDBMS系 は ソフ トウェア体 系が 大 きい だ け に安

易 な標 準化 は,後 に悔 を残 さ ぬ よ うに む しろ避 け る べ きで あ る との 見解 も強

い様 で あ り,慎 重且 つ 積 極 的 な研 究 開 発 に基 い た標 準方 式 の 提 案 が望 まれ る。

幸 い最近ISOに お い て もSC16が ネ ッ トワー ク高位 レベル プ ロ トコル の

標 準 化 を テー マに発 足 し,次 第 に分 散 型 デー タ ベー ス関連 部門 も標 準化 が 検

討 され る気 運 にな って 来 た と云え よ う。今 後 大 いに期待 され る。

以 上 が本 報告 書 の要点 で あ るが本報 告 書 にお け る今 回の 検 討 も究 極 的 には分 散

型 デ ー タベー ス を普及 させ るた め の標 準 化 の活 動 の一 端 と も云え よ う。

我 々 と しては,本 格 的 な分 散型 デー タベ ースが 実現 す る迄 に は まだ種 々な解

決 す べ き難 問題 が あ ると思 うが,個 々の団体,企 業 の利害 に あ ま り捉 われ ず に

真 に ユ ーザ の要望 に応 え る シス テ ムの実 現 を 目標 に置 き,大 同 につ き小 異 を捨

て て,こ の問題 に取 り組 ん で ゆ くべ き もの と考 え てい る。
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第4部 国際情報ネッ トワーク形成のための制度上の問題点

4

・

I

H

`

W

V

現 行 国 際 デ ー タ通 信 サ ー ビス メニ ュー をめ ぐる問題

オ ン ライ ン情 報処 理 をめ ぐる現行 制 度 上 の 問題 点

1.基 本 問題

2.当 面 の具 体 的 な問題

画像 伝 送

通 信 サ ー ビス と情報 処 理 サー ビス の問題

国際 通信 回線 料金 をめ ぐる問題

1.料 金 体 系,政 策 の 問題

2.料 金 レベ ルの問題

3.国 際 デ ィジタ ル ネ ッ トワー ク料 金 の行 方

VENUS計 画 にお け る制度 上 の 問題 点 の輪 郭

政 策 的諸 問題

1.一 種 の輸 出問題 と して

2.ナ シ ョナ リズ ム

3.国 際 的 な相互 主 義 の 問題
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1現 行 国 際 デ ー タ通 信 サ ー ビス メ ニ ュ ー を め ぐ る問 題

4
こ こでは,第1に 現 行 メニ ュー 自体 が ニ ー ズに十 分 そ う もの で あ るか ど うか

とい う問題 と,第2にVENUS計 画 が実 現 した と きの現 行 サ ー ビス と国 際 デ

ィ ジ タル網 サー ビスの 相 互 の位 置 づ け,適 用 領域 が ど うなるか とい う問題 が あ

る。 現 在VENUS計 画 の具 体 的細 目が 公知 され る段 階 に 至 って い ないの で,

第2の 問題 を検 討す る こ とが で きない が,問 題 点 と して 今後 考 慮 され る べ き事

柄 の1つ で あ ろ う。

現 行 サー ビス の範 囲 で は,次 の諸 点 が 問題 に上 るが,相 手 国 との 関係 な どで

国 内 だけ で 処理 で きない 問題 もある。

(1)国 際 公衆 通 信 回 線 の 電話 型 は デー タ伝送 に使 用 で きない か

(2)国 際 デー テル サ ー ビスは オ フ ライ ンシ ス テ ムで あ るが,こ れ を 自営 電算

機 と接 続 して オ ン ライ ン使用 は で きない か

(4)デ ー テル サ ー ビスの速 度 ク ラスの拡 張,取 扱 い 地域(国 内,外)の 拡 大,

符 号 の 国 際 統一 な どの 諸 問題

皿 オ ンライン情報 処理 をめ ぐる現行制度上の問題 点

さ

1.基 本 問 題

オ ン ライ ン情 報 処 理 シ ス テ ムの実 態 そ の ものは急 速 に変化 し,あ るいは 進歩

し よ うとす る。 そ の実 態 を規制 す る制 度 を 考察 す る場 合,最 も単純 に図 式 化 し

てい え ぱ,他 人の通 信 を私 的 に媒介 して は い げ ない とい う通 信 交換 禁 則お よび

回線 の単 独使 用以 外 の 場 にお け る メ ッセー ジ通 信禁 則 その もの に則 る立 場 と,

回線(通 信 役務)提 供 者 の利 益 に則 る立場 と,回 線 利 用 者 の利 益 に則 る立場 の

3つ の立 場 が あ るoも っ と も,第3の 立 場 にお い て も,特 殊 な例外 を のぞ き原
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則 と して,純 粋 な他 人 の メ ッセ ー ジ交換 シス テ ムの公 的独 占原 則 に対 し異 論 が

あるわ け では ないo

た とえ ば,'オ ン ライ ン情 報 処 理 シス テ ムは ネ ッ トワー ク形成 に よる経 済 的 ・

社会 的諸 リソー スの ま った く 自由な共 同利 用 が重 要 な 目標,課 題 の1つ で あ り,

通信 概念 の将外 に あ り,通 信 交換 禁 則 の適 用 にな じ まない とい う問 題 が あ る。

また,情 報 とか情報 処 理 をめ ぐる概 念 の 複雑 化 が あ る。 制 度上,情 報 の 内容

が処理 され るか ど うか は重 要 な問題 で あ って処 理 の有無 に よ り回線 使 用 の可 不

可が 分 れ る場 合 が あ る。

しか した とえば 「情報 処 理 」 とい わ ゆ る 「通 信 処理 」 の 概 念 や実 態 の 間 に常

に明 確 な一線 を引 き得 るか,あ るい は,メ ッセー ジ とデー タが混 在 す るい わ ゆ

るハ イ ブ リッ ド伝 送 を制 度 上 どの よ うに観 る か な どに つい て は問 題 が 残 る。 問

題 が 残れ ば それ は 制度 上 の 疑 義 発生 に つ なが る。 疑義 発 生 の 多 い制 限 には 問題

が あるo

い ずれ に して も,技 術 の 進 歩 や時 代 の変遷 に伴 ない,冒 頭 の3つ の立 場 や視

点 につ い て必要 な調整 の計 られ る こ とが望 ま しい と考 え られ る。

2.当 面 の具 体 的 な問 題

A企 業 内 シ ス テ ムと しての 国際 情 報 ネ ッ トワー ク

国際 回線 と異 種 国 内 回線 の 相互 接 続 が 個別 認 可 とな る以外 と くに問題 は な

い もの と考え られ るo

B共 同 シス テ ムに よ る国 際 情報 ネ ッ トワー ク(主 体 が 情報 処理 サー ビス業

また は情 報提 供 サー ビス業 で あ る場 合 を除 く)

川 共 同使 用 条件 の基 準 業 務 関係 が限 定 列挙 主 義 で ある 点 に 問題 が ある と

す る観 点 があ る。

国 内 シス テ ムに おい て もそ うで あ る が,国 際 シ ステ ム にお い て は と くに

製造 業 者 や卸 業者 と運 送 業,倉 庫 業 な どとの情 報連 絡 は密 接 で あ って,現

在 の業 務 関係 範 囲 は狭 す ぎる とす る議 論 で あ る。

s'

A
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、

(2)回 線 の相互 接 続 条件 は この 共 同 シス テ ムの場 合 に非 常 に複 雑 とな る。

何 らか の整 理 が必 要 で ある とす る考 え が あるo

C国 際情 報 処理 サー ビス,国 際 情 報 提供 サー ビス

山 国 内 回線 に つい て一 定 条 件 の 下 に複 数 の端 末 と複 数 の電 算 機 を含 む シ

ス テ ムを認 めた他 人 使 用制 限 緩 和 を,国 際 回線 につ い て も認 め る べ きで あ

る とす る問題 提起 が あ る。 これ は 国 内的 に も国際的 に も現 実 の もの とな っ

てい る コ ン ピ ュー タ ・コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワーク時 代 に対応 しなけれ ば

な らない点 を論拠 と してい る。

(21国 際 回線 が 単 な る他 人使 用 では な く共 同使 用回線 の他 人 使 用 形 式 が想

定 され る場 合 には,共 同使 用 制 限 の 基準 業務 関係 の広 狭 が 問 題 と な る。

(3)回 線 の相互 接 続 条 件 は,仮 りに(1)の 他 人使 用条 件 の緩 和 が実 現 し,な

お 国 際 回線 が共 同使 用 の他 人使 用 形式 で ある とき最 も複 雑 とな る。

皿 画 像 伝 送

ユー ザ ー として は デー タ,メ ソセー ジ,画 像 の伝送 を総 合 的 に考 え 回 線経 済

を計 る もの と思 われ る。

したが って,デ ー タ通信 自体 の問題 では ない が フ ァ クシ ミ リは 総 て デ ィジ タ

ル 化 す る ものか どうか,国 際 デ ー テル サ ー ビスの将来 の位 置 づけ,VENUS計

画 の 実現 そ の他 を 考慮 に 入れ て,今 後 国 際的 な 画像伝 送 に 対 す る最 適 伝 送路 は

何 か とい う問題 にい ず れ 明快 な答 え が 必要 で あ ろ うと思 われ る。

`

IV通 信 サ ー ビ ス と 情 報 処 理 サ ー ビ ス の 問 題

国 内 に おい て,日 本 電信 電 話 公 社 は通 信 業者 で あ ると同時 に情 報 処理 サー ビ

ス業 者 で もあ る。 また,国 内 では 民 間 の情報 処理 サー ビス業 者 も営 業 を行 って

い る。 した が って,通 信 回線(役 務)提 供 業務 と情報 処理 サ ー ビス業務 の兼 営
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をめ ぐり民 間 との 市場 競 合 そ の他 の 問題 が発 生 す る。

しか し,KDDは 現 在 情報 処理 サー ビスの カテ ゴ リーに 入 る業務 を行 って い

ない。 したが って,国 内に お け る と同 様 な問題 は 日本 を拠 点 と した国 際 ネ ッ ト

ワー クに つい て具 体 的 には現 在 存在 しない。
、
}

.0

V国 際通信回線料金をめ ぐる問題

1.料 金 体 系,政 策 の問 題

料 金体 系 の 構成 要 件 と して は,伝 送 路 の 建設 費,維 持 費,品 質,速 度,通 過

情 報量,利 用者 の 自由度,そ の他 の 多 くの要 素 が あ る。 これ らの要 素 の うち何

を主 と し,ど の よ うな組 み合 わせ で料 金 体 系 を構 成 す るか に つい て,世 界各 国

の考 え方 は 必 ず しも同一 で は ない。

国 際 ネ ッ トワー クの利 用 が盛 に な る に つれ,こ の よ うな基 本 的 政策 に関 す る

世 界主 要 国 の 動 向 に注 目して お く必要 が あ る と考 え られ る。

2.料 金 レベ ル の問題

専用 線(特 定 通信 回線)に 関す るわ が国 の料 金 は他 国 に比 してお お むね 高 い

水 準 に あ る。

今 後 の問題 と して は,国 際 伝 送路(海 底,衛 星 を含 む)関 連 コス トの成 り行

きや,VENUSを 含 む サー ビス メ ニ ューの拡 大 に際 し均衡 を得 た需 要 誘導 のた

め どの よ うな料 金 政 策 が と られ るか,ユ ーザ ーの 数 や 利 用量 な どが相 互 に関 連

して くる もの と思 われ るo
、

,

3.国 際 デ ィジ タル ネ ッ トワー ク料 金 の行 方

米 欧 を結 ぶ 国 際 デ ィ ジタル網 の料 金 と 日米,日 欧 を結 ぶVENUSの 料 金 とが

どの よ うな関 係 に な る のか,ア ジア地 域 は どの よ うな ネ ッ トワー クが覆 い どの

よ うな料 金 と なる か,な どに よっ て専 用線 料 金 を前提 と した 国 際情報 処 理 ネ ッ
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`

トワー ク形 成 の条 件は 様 相 を異 にす る可 能性 もあ ろ う。

WVENUS計 画 に おけ る制度 上 の問 題 点 の輪 郭

この サ ー ビスの 利 用条 件 や料 金 につい ては53年3月 現在 不 明 で あるが,お

おむ ね 次の よ うな問題 点 が 考え られ る。

A法 制 上 の 位 置

VENUSは 現 行法 上 の公衆 通信 回線 の範 疇 に入 るのか ど うか とい う問 題 が

最 初 に あ る。換 言すれ ば,特 定 通信 回線 に対 す る共 同使 用条 件 や 他人 使 用 条

件 が公 衆 通 信 回線 に準 用 され てい る形 がVENUSに つい て も全 くそ の ま ま採

用 され る のか ど うか とい う問 題 で もあ るo

B速 度 ク ラス

発 表 され た9,600b/sど まりの規格 で十 分 で あ るか ど うか とい う問題 が あ

るか も しれ ないo

Cサ ー ビス地域

相手 国,相 手 国 の接 続 回線(網),国 内取扱 い 地域 な どは 利 用者 に と って

関心 が強 い 問題 で あ る。

D相 互 接 続

場 合 に よ って現 状 よ り もさ ら に複 雑 な問題 が起 こる。と くに国 内 の新 デー タ
'

網(DDX)と の接 続 問題 も加 わ って くる ので,VENUSを め ぐる回線 の相

互 接 続 条 件 は,利 用 の しや す さ とい った面 か ら もユー ザ ー に とって重 要 な 問

題 の1つ と な る と思 わ れ る。

E料 金

料 金 体 系 と料 金 レ ベ ルの問 題 に分 かれ る。体 系 と しては,主 に距離 段 階 の

有無,課 金字 長,従 量 料金 部 分 と固定 料金 部 分 の比 な どが あげ られ よ う。

料 金 レ ベル に つい ては現 行 サ ー ビス との 経済 比 較,欧 米 類 似 サー ビス との

比 較,DDXと の 比 較 な どが 問題 の対象 に 含 まれ よう。
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F適 用領 域

利 用条 件 や料 金 設定 な どを総 合 して,企 業 の広 汎 な国 際経 済 活 動 の 中で

VENUSを 何 の ため に ど の よ うな場 合 に利 用 した ら最 もよいか とい う最終 結

論 の問 題 が ある。

G国 際 通信 サ ー ビス の 中で の位 置 づ け

既述 の よ うに,現 行 サー ビス との 関連 にお い て将 来 の 国 際通 信 サー ビス の

中で のVENUSの 位置 づけ は ユー ザ ー が サ ー ビスに参 加 す る か否 か を考 慮 す

る際 の重 要 な条件 の1つ で あろ う。

皿 政策的諸問題

企 業 内 シス テ ムお よび一 般 の共 同 シ ス テ ムの場 合 の 問題 は ほ ぼ以 上 で尽 きる

と思 われ る が,日 本 に拠 点 をお く国 際 情 報処 理 サー ビスお よび国 際情 報 提 供 サ

ー ビス を仮定 す る と き,別 個 に以 下 の よ うな問題 が あ ろ うと思 わ れ る。

1.一 種 の輸 出 問題 と して

わが国 か らの コン ピュー タ シス テ ムや 関連 機 器 の輸 出が将 来 有 望 であ る とい

う見方 が ある。 わ が 国 を拠 点 とす る 国際 情 報処 理 サ ー ビスの 海外 進 出は一 種 の

知 的機 能 の輸 出 と考 え る こと もで きる。

一般 的 にい えば この よ うな2様 の輸 出 は互 い に背馳 す る とは 考え られ な い。

しか し途 上 国 な どに つい ては,.机 上 の仮 定 では あ るが,装 置 の整 備 とサー ビス

の整 備 との間 に選 択 的 な考 え 方 や総 合 した考 え方 な どの政 策 的 な視 点 が必 要 と

な るか もしれ ない。 それ は相 手 国 の問題 で もあ り,わ が 国 が協 力す る とす れ ば

わが 国の 側 の問題 で もあ るか も知 れ ない 。

2.ナ シ ョナ リズ ム

わ が国 に対 す る国際 情 報 処 理 サー ビスの 乗 り入 れ が わが 国 に お いて 問題 で あ



↑
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る と同様 に,も し仮 りにわ が 国 を拠 点 とす る国 際情 報 処理 サー ビスが 外 国 に乗

り入 れ よ うとす る な らば,や は り一 種 の ナシ ョナ リズ ムの 抵抗 を想 定 しなけれ

ば な らない もの と考 え られ る。

3.国 際的 な相 互 主義 の問 題

た とえば,国 際 回線 に つ い ての現 行 他 人使 用 条件 の下 では,外 国 に セ ンター

を置 く情 報 処理 サ ー ビス業 者 は 日本 国 内 に集 線 装置 を置 くだ け で営 業 が で きな

いで は ない 。 も し国益 上,日 本 にお い て情 報 処理 能 力 を もつ サ ブセ ン タ ーの設

置 を制 度上 また は事 実上 義 務 づけ よ う と して も,こ の場合 情 報は 複 数 の 電 算機

を経 由す る こ とに な るか ら,現 行 他 人使 用条 件 の 下 では サ ブセ ン ター設 置 は 許

され な い。 つ ま り矛 盾 した こ とを相 手 に要求 す る こ とに な る。

も し仮 りに,国 内回線 に お け る と同 じ く国際 回線 につ い て も他 人使 用 条 件 を

緩 和 しあわ せ て サ ブセ ンタ ーの設 置 を義 務 づ け る な らば,外 国 に拠 点 を もつ国

際情 報 処理 シス テ ム側 と して もサ ブセ ン ター設 置 な どに伴 うコス トが 増 大 し日

本 へ の乗 り入 れ が 困難 さを増 す 場合 が あ るか も知れ ない。

しか し,わ が 国 の側 で この よ うな措 置 を とる な らば,逆 に 日本 に拠 点 を置 く

国際 情報 処 理 サー ビス シス テ ムが外 国 に乗 り入 れ よ うとす る と き,相 手 国 に お

け る サ ブ セ ンター設 置 を求 め られ,海 外 進 出 につ い て困難 さが増 す か も しれ な

ho

－ 般 に国際 間 の 問題 で は ,多 くの例 が物 語 るよ うに制度 障壁 は 両刃 の剣 とな

る こ とが あ るo

要 は,国 際 的 に は な る べ く自由 な相 互 の制 度 の下 で,他 国 が求 め てや ま ない

知的 な 資産 を 国内 に創造 し蓄積 す る こ とが 大 切で ある と考 え られ る。
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